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履修ガイドについて 

 

この「履修ガイド」は、卒業までに必要な単位数、時間割や履修計画の作成方法、

履修登録の方法、各種手続きなど、４年間の修学に必要な情報が記載されています。 

ままずず、、大大学学でではは履履修修登登録録はは各各自自のの責責任任ににおおいいてて行行ううここととをを自自覚覚ししままししょょうう。。  

履修登録を正しく行わなかった場合、その授業科目の受講・受験は認められず、

単位も修得できません。そうならない為にも、「履修ガイド」をよく読み、自身の履

修計画を立てて、確実に履修登録を行いましょう。 

「履修ガイド」は、入学時に一度しか配布されません。１年次から卒業する時ま

で、時間割や履修計画の作成、欠席届や公欠席願いの作成、追試験や再試験の申し

込みを行う時などに使用するため、紛失しないよう心掛けてください。なお、紛失

しても再発行はしません。 

 

 

☞こんな時に履修ガイドを利用します！ 
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名名桜桜大大学学でで学学ぶぶ  

  

名桜大学は、北部 12市町村と沖縄県の出資により公設 

民営の大学として 1994年設立されました。 

2010年に公立大学法人名桜大学として生まれ変わりました。 

大学の名称は、全国で最も早く桜が開花する有名な土地柄で 

あることから命名されました。         

さて、大学は「人類の普遍的価値」の継承、発展と 

「新しい価値の創造」に貢献する使命を担っています。    学学  長長  砂砂川川昌昌範範 

大学の営みの中で最も大切なものとして、研究があります。研究とは大学における考

える機能ともいえます。大学の教員は同時に研究者でもあり、それぞれの専門分野で

新たな「知」の生産に日々精進しています。研究成果は、学生教育に活用されます。 

皆さんが活躍する社会は、情報技術などのテクノロジーの急速な進化やグローバリ

ゼーションにより社会は複雑化し、予測が困難です。このような VUCA の時代を生き抜

くのに必要なことは自ら学び続ける能力、すなわち自己教育力です。本学は、学生が

自ら設定した学修目標を達成するため、主体的な学修と適切な自己評価をとおして、

さらに必要な学びを深化させることのできる自律的な学修者を育成します。情報通信

技術や人工知能（AI）導入により知識（情報）がユビキタス化している今、教員の役

割は知識の教授から学びのファシリテーターへと変わっています。 

本学のリベラルアーツ（自由学芸）教育は、専門教育を効果的に深く理解するため

の準備教育として重要です。細分化された専門教育を統合し、総合的に理解するため

にも不可欠です。リベラルアーツに基づく教養教育科目は、自由な発想のもと、入学

後から将来に亘って自律的に学ぶ基本的能力として、批判的な読書ができる能力、批

判的な思考能力、論理的な思考と判断ができる能力などを重点的に育成します。 

学生の皆さん。在学中に教職員、同級生、先輩後輩と多いに語らい、新たな友人と

出会い、深い洞察を得て、自身の世界を広げてください。感化力を有する大学教育を

通して、皆さんの潜在能力を引き出し、将来の夢に向かう歩みを後押しし、社会で活

躍できるよう育成していきます。高校までの学習で構築された考え方から脱皮し、発

想の転換を通して新たな知の体系を構築するパラダイムシフトに至ることを期待して

います。 
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 名桜大学は、平和を愛し、自由を尊重し、人類の進歩と福祉に貢献する国際的教養

人と専門家の育成を建学の精神とする。 

 名桜大学は、1994 年、沖縄県並びに名護市を中心とする北部 12市町村によって設立

された沖縄県唯一の公設民営の私立大学であったが、2010 年「平和・自由・進歩」の

建学の精神はそのまま継承され、公立大学に生まれ変わることとなった。 

  人類の歴史をたどると、それは戦争の歴史であったといっても過言ではなく、それ

だけに人類の平和を希求する精神は絶えることはない。とりわけ第二次大戦最後の激

戦地と化したわが沖縄県においては、熾烈な地上戦が展開され、われわれの祖先が築

きあげた文化遺産がことごとく破壊され、20 万余の尊い生命が失われた。従って県民

の平和に対する願望は強烈なものがある。 

  本学は、そのような歴史的背景を踏まえ、世界平和の維持と構築に貢献することに

よって、平和発信の使命を果たすべく創設された。 

  平和なくして自由はありえない。自由への闘争もまた人類の歴史そのものであっ

た。独裁者からの解放、圧制からの解放、社会的階級からの解放、差別からの解放、

貧困や飢餓からの解放を目指して人類は戦ってきた。わが国でも自由を圧迫する封建

社会や軍国主義の時代を経験した歴史があり、本県の場合は沖縄戦に続き 27年間にわ

たる米国の占領と施政権下におかれた。本学が最も強調していることは、いうまでも

なく言論・信条・学問の自由であることは論を俟たない。自由なくして大学の教育研

究の進展はありえない。 

  平和と自由なくして人類社会の進歩はありえず、平和と自由なくして文化の創造は

ありえない。現代の科学の進歩は著しく、人類の幸福に多大な貢献をしている。それ

にともなって社会構造も急速な変化を遂げてきた。また、その結果、国際化・グロー

バル化は急速に進展し、各国は相互依存の関係にあり、もはや孤立することは許され

なくなった。本学は、国際的な教育研究を通して学術の向上と進歩に努め、地域社会

と人類社会の福祉に貢献することを使命のひとつとした。 

  この平和・自由・進歩の三本柱のもとに、本学は、国際社会で活躍できる人材の育

成を教育目標に掲げた。そのためには心を解放し、自由な発想で、国際的視点から問

題をとらえ、解決できる人材を育成することを教育の基本理念とした。本学がリベラ

ルアーツを強化したのはまさに国際的教養人を養成するためである。その基盤に立っ

て、高度の専門的教育研究を推進することによって地域・国際社会に貢献できる人材

の育成を期する。 
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名桜大学は、建学の精神「平和・自由・進歩」を基本理念とし、「国際社会で活躍できる人材の育

成」を教育目標として、次のような人材を育成することを目指します。 

１１..  ググロローーババルル化化にに対対応応ででききるるココミミュュニニケケーーシショョンン力力（（英英語語をを含含むむ外外国国語語力力、、母母語語にによよるるラライイテティィ

ンンググ力力））、、数数理理的的分分析析能能力力、、IICCTT 活活用用力力をを持持っったた人人材材  

２２..  豊豊かかなな教教養養とと専専門門性性、、総総合合的的なな判判断断力力とと論論理理的的なな思思考考力力、、創創造造性性、、協協調調性性、、積積極極性性、、自自立立性性、、

主主体体性性をを併併せせ持持ちち、、生生涯涯学学びび続続けけるるここととががででききるる人人材材  

３３..  自自由由なな発発想想ののももとと、、俯俯瞰瞰的的にに問問題題をを把把握握しし解解決決すするる能能力力をを有有しし、、知知性性とと感感性性ののババラランンススののととれれ

たた円円満満なな人人格格をを備備ええたた国国際際的的教教養養人人  

このような人材を育成するために、以下の能力を身につけた学生に学位を授与します。 

 

ＤＤＰＰ：：デディィププロロママ・・ポポリリシシーー（（卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与方方針針））  

１１..  豊豊かかなな教教養養、、深深いい専専門門性性、、高高いい倫倫理理性性  

２２..  地地域域社社会会やや国国際際社社会会のの課課題題にに取取りり組組みみ探探求求しし続続けけるるたためめのの生生涯涯学学習習力力    

３３..  自自由由なな発発想想でで課課題題をを発発見見しし、、批批判判的的・・論論理理的的にに思思考考しし、、解解決決すするる力力    

４４..  多多様様なな視視点点をを尊尊重重しし、、自自ららのの考考ええををわわかかりりややすすくく表表現現すするる力力  

ディプロマポリシー（学位授与方針）であげた能力を育成するため、以下の方針に沿ってカリキュ

ラムを編成します。 

 

ＣＣＰＰ：：カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー（（教教育育課課程程編編成成・・実実施施方方針針））  

１１..  豊豊かかなな教教養養とと高高度度なな専専門門知知識識をを統統合合ししつつつつ、、ググロローーババルル化化にに対対応応ででききるるココミミュュニニケケーーシショョンン力力

（（英英語語をを含含むむ外外国国語語力力、、母母語語にによよるるラライイテティィンンググ力力））、、数数理理的的分分析析能能力力、、IICCTT活活用用力力、、現現代代社社会会

のの諸諸問問題題をを解解決決すするる能能力力をを 44 年年間間かかけけてて育育成成ででききるるカカリリキキュュララムムをを編編成成すするる。。  

２２..  科科目目ののナナンンババリリンンググをを行行いい、、単単位位のの実実質質化化をを図図りり、、多多様様なな教教育育方方法法をを実実践践ししななががらら国国際際基基準準にに

沿沿っったた教教育育をを行行うう。。    

３３..  全全ててのの年年次次にに地地域域社社会会やや国国際際社社会会のの課課題題にに取取りり組組むむ演演習習科科目目をを配配置置すするるここととでで、、自自立立ししたた主主体体

的的なな学学びびをを促促すすととととももにに、、批批判判的的・・論論理理的的なな思思考考力力をを育育成成すするる。。    

全ての学生を対象として教育課程における学習成果の中間評価を行うとともに、卒業論文等によ

り最終評価を行う。 

名桜大学の教育目標を達成するために、本学に入学を希望する人には以下のことを求めます。 

 

ＡＡＰＰ：：アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー（（入入学学者者受受入入方方針針））  

１１..  豊豊かかなな個個性性とと強強いい学学習習意意欲欲をを有有しし、、主主体体的的にに取取りり組組むむ姿姿勢勢ををももっってていいるるこことと  

２２..  基基本本的的なな学学習習ススキキルルをを活活用用しし、、他他者者ととのの対対話話やや議議論論をを通通ししてて、、現現代代社社会会のの課課題題をを理理解解・・分分析析しし

たたううええでで、、自自ららのの考考ええをを多多様様なな方方法法でで表表現現ででききるるこことと  

全全学学的的３３つつのの方方針針 

Ⅰ　
建
学
の
精
神

2

全学的３つの方針
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沿沿っったた教教育育をを行行うう。。    

３３..  全全ててのの年年次次にに地地域域社社会会やや国国際際社社会会のの課課題題にに取取りり組組むむ演演習習科科目目をを配配置置すするるここととでで、、自自立立ししたた主主体体

的的なな学学びびをを促促すすととととももにに、、批批判判的的・・論論理理的的なな思思考考力力をを育育成成すするる。。    

全ての学生を対象として教育課程における学習成果の中間評価を行うとともに、卒業論文等によ

り最終評価を行う。 

名桜大学の教育目標を達成するために、本学に入学を希望する人には以下のことを求めます。 

 

ＡＡＰＰ：：アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー（（入入学学者者受受入入方方針針））  

１１..  豊豊かかなな個個性性とと強強いい学学習習意意欲欲をを有有しし、、主主体体的的にに取取りり組組むむ姿姿勢勢ををももっってていいるるこことと  

２２..  基基本本的的なな学学習習ススキキルルをを活活用用しし、、他他者者ととのの対対話話やや議議論論をを通通ししてて、、現現代代社社会会のの課課題題をを理理解解・・分分析析しし

たたううええでで、、自自ららのの考考ええをを多多様様なな方方法法でで表表現現ででききるるこことと  

全全学学的的３３つつのの方方針針 

 

 

３３..  入入学学をを希希望望すするる学学部部・・学学科科等等のの特特徴徴をを正正ししくく理理解解しし、、そそのの教教育育課課程程でで学学ぶぶたためめにに必必要要なな知知識識・・

技技能能をを持持っってていいるるこことと。。  
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国際文化学科は、沖縄県が持つ地理的・歴史的・文化的特性を活用し、多文化理解力、高い日本語

能力、英語をはじめとする外国語の実践的運用能力を身につけ、地域社会および国際社会で活躍でき

る人材を養成します。 

  

ＤＤＰＰ：：デディィププロロママ・・ポポリリシシーー（（卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与方方針針））  

  

国際文化学科は、以下の能力を身につけた学生に学士（国際文化学）の学位を授与します。  

１１..  豊豊かかなな教教養養、、深深いい専専門門性性、、高高いい倫倫理理性性  

２２..  地地域域社社会会やや国国際際社社会会のの課課題題にに取取りり組組みみ、、探探究究しし、、学学びび続続けけるる力力  

３３..  自自由由なな発発想想でで課課題題をを発発見見しし、、批批判判的的・・論論理理的的にに思思考考しし、、解解決決すするる力力  

４４..  多多様様なな視視点点をを尊尊重重しし、、自自ららのの考考ええををわわかかりりややすすくく表表現現しし、、他他者者とと協協力力すするる力力  

５５..  高高度度なな言言語語運運用用能能力力とと多多文文化化理理解解力力、、問問題題解解決決能能力力とと創創造造力力をを兼兼ねね備備ええ、、地地域域社社会会やや国国際際社社

会会にに貢貢献献すするる力力  

 

ＣＣＰＰ：：カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー（（教教育育課課程程編編成成・・実実施施方方針針））  

  

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）であげた能力を育成するため、以下の方針に沿

ってカリキュラムを編成します。 

１１..  幅幅広広いい教教養養、、高高いい倫倫理理性性をを身身ににつつけけるるたためめにに、、全全学学共共通通のの教教養養教教育育科科目目のの全全ててのの科科目目群群にに必必

修修・・選選択択科科目目をを設設定定しし、、4422単単位位以以上上履履修修ささせせるる。。  

２２..  専専門門性性をを支支ええるる専専門門基基礎礎科科目目ととししてて、、言言語語・・歴歴史史・・思思想想ななどど人人間間のの文文化化的的営営為為ににつついいてて理理解解

すするる科科目目にに加加ええてて、、経経済済ををははじじめめととすするる社社会会のの諸諸事事象象ににつついいてて理理解解すするる科科目目、、情情報報やや環環境境なな

どど人人間間のの活活動動をを取取りり巻巻くく課課題題ににつついいてて理理解解すするる科科目目をを配配置置しし、、22 年年次次修修了了時時にに中中間間評評価価をを行行

うう。。  

３３..  専専門門性性をを深深めめるるたためめにに専専門門発発展展・・応応用用科科目目をを置置くく。。専専門門発発展展・・応応用用科科目目はは次次のの 77 つつのの科科目目区区

分分かからら構構成成すするる。。  

①① 沖沖縄縄やや日日本本のの歴歴史史・・文文化化・・社社会会・・宗宗教教ななどどをを通通ししてて自自ららがが生生活活すするる地地域域へへのの理理解解をを

深深めめるる地地域域文文化化系系科科目目をを配配置置すするる。。  

②② アアジジアアやや中中南南米米のの歴歴史史・・文文化化・・社社会会・・言言語語ななどどをを通通ししてて多多文文化化理理解解にに資資すするる国国際際文文

化化系系科科目目をを配配置置すするる。。  

③③ 国国際際社社会会のの現現象象ややシシスステテムムをを政政治治経経済済・・外外交交安安全全保保障障・・国国際際協協力力・・国国際際機機構構・・国国際際

法法ななどどのの視視点点かからら学学びび理理解解をを深深めめるる国国際際学学系系科科目目をを配配置置すするる。。  

④④ 英英語語圏圏のの文文学学・・歴歴史史・・文文化化、、英英語語学学、、言言語語学学のの知知識識をを学学びび、、実実践践的的なな英英語語運運用用能能力力

国国際際学学部部  国国際際文文化化学学科科のの３３つつのの方方針針 
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国際学部　国際文化学科の３つの方針



 

 

 

 

  

国際文化学科は、沖縄県が持つ地理的・歴史的・文化的特性を活用し、多文化理解力、高い日本語

能力、英語をはじめとする外国語の実践的運用能力を身につけ、地域社会および国際社会で活躍でき

る人材を養成します。 

  

ＤＤＰＰ：：デディィププロロママ・・ポポリリシシーー（（卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与方方針針））  

  

国際文化学科は、以下の能力を身につけた学生に学士（国際文化学）の学位を授与します。  

１１..  豊豊かかなな教教養養、、深深いい専専門門性性、、高高いい倫倫理理性性  

２２..  地地域域社社会会やや国国際際社社会会のの課課題題にに取取りり組組みみ、、探探究究しし、、学学びび続続けけるる力力  

３３..  自自由由なな発発想想でで課課題題をを発発見見しし、、批批判判的的・・論論理理的的にに思思考考しし、、解解決決すするる力力  

４４..  多多様様なな視視点点をを尊尊重重しし、、自自ららのの考考ええををわわかかりりややすすくく表表現現しし、、他他者者とと協協力力すするる力力  

５５..  高高度度なな言言語語運運用用能能力力とと多多文文化化理理解解力力、、問問題題解解決決能能力力とと創創造造力力をを兼兼ねね備備ええ、、地地域域社社会会やや国国際際社社

会会にに貢貢献献すするる力力  

 

ＣＣＰＰ：：カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー（（教教育育課課程程編編成成・・実実施施方方針針））  

  

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）であげた能力を育成するため、以下の方針に沿

ってカリキュラムを編成します。 

１１..  幅幅広広いい教教養養、、高高いい倫倫理理性性をを身身ににつつけけるるたためめにに、、全全学学共共通通のの教教養養教教育育科科目目のの全全ててのの科科目目群群にに必必

修修・・選選択択科科目目をを設設定定しし、、4422単単位位以以上上履履修修ささせせるる。。  

２２..  専専門門性性をを支支ええるる専専門門基基礎礎科科目目ととししてて、、言言語語・・歴歴史史・・思思想想ななどど人人間間のの文文化化的的営営為為ににつついいてて理理解解

すするる科科目目にに加加ええてて、、経経済済ををははじじめめととすするる社社会会のの諸諸事事象象ににつついいてて理理解解すするる科科目目、、情情報報やや環環境境なな

どど人人間間のの活活動動をを取取りり巻巻くく課課題題ににつついいてて理理解解すするる科科目目をを配配置置しし、、22 年年次次修修了了時時にに中中間間評評価価をを行行

うう。。  

３３..  専専門門性性をを深深めめるるたためめにに専専門門発発展展・・応応用用科科目目をを置置くく。。専専門門発発展展・・応応用用科科目目はは次次のの 77 つつのの科科目目区区

分分かからら構構成成すするる。。  

①① 沖沖縄縄やや日日本本のの歴歴史史・・文文化化・・社社会会・・宗宗教教ななどどをを通通ししてて自自ららがが生生活活すするる地地域域へへのの理理解解をを

深深めめるる地地域域文文化化系系科科目目をを配配置置すするる。。  

②② アアジジアアやや中中南南米米のの歴歴史史・・文文化化・・社社会会・・言言語語ななどどをを通通ししてて多多文文化化理理解解にに資資すするる国国際際文文

化化系系科科目目をを配配置置すするる。。  

③③ 国国際際社社会会のの現現象象ややシシスステテムムをを政政治治経経済済・・外外交交安安全全保保障障・・国国際際協協力力・・国国際際機機構構・・国国際際

法法ななどどのの視視点点かからら学学びび理理解解をを深深めめるる国国際際学学系系科科目目をを配配置置すするる。。  

④④ 英英語語圏圏のの文文学学・・歴歴史史・・文文化化、、英英語語学学、、言言語語学学のの知知識識をを学学びび、、実実践践的的なな英英語語運運用用能能力力

国国際際学学部部  国国際際文文化化学学科科のの３３つつのの方方針針 

 

 

をを養養うう英英語語・・英英語語文文学学系系科科目目をを配配置置すするる。。  

⑤⑤ 日日本本語語のの歴歴史史やや特特質質ににつついいててのの深深いい理理解解力力、、言言語語文文化化ににつついいててのの幅幅広広いい知知識識とと読読解解

力力をを養養うう日日本本語語・・日日本本文文学学系系科科目目をを配配置置すするる。。  

⑥⑥ 専専門門教教育育でで学学んんだだ知知識識・・ススキキルルをを活活用用しし、、課課題題発発見見力力、、課課題題解解決決力力をを身身ににつつけけるるたた

めめにに実実践践科科目目をを置置くく。。  

⑦⑦ 時時代代やや社社会会のの要要請請にに応応じじたたテテーーママをを扱扱うう特特別別講講義義をを開開講講すするる。。  

  

４４..  専専門門知知識識やや技技術術をを統統合合ししたた学学びびをを深深めめるる演演習習科科目目をを配配置置すするる。。ささららにに学学びびのの集集大大成成ととししてて卒卒

業業研研究究にに取取りり組組みみ、、卒卒業業研研究究評評価価ルルーーブブリリッッククををももととにに学学習習成成果果をを評評価価すするる。。  

  

  

ＡＡＰＰ：：アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー（（入入学学者者受受入入方方針針））  

 

国際文化学科の教育目標を達成するために、本学科に入学を希望する人には以下のことを求めま

す。  

１１..  豊豊かかなな個個性性とと強強いい学学習習意意欲欲をを有有しし、、主主体体的的にに取取りり組組むむ姿姿勢勢をを持持っってていいるるこことと。。  

２２..  基基本本的的なな学学習習ススキキルルをを活活用用しし、、他他者者ととのの対対話話やや議議論論をを通通ししてて、、現現代代社社会会のの課課題題をを理理解解・・分分析析

ししたたううええでで、、自自ららのの考考ええをを多多様様なな方方法法でで表表現現ででききるるこことと。。  

３３..  国国際際文文化化学学科科のの特特徴徴をを正正ししくく理理解解しし、、高高等等学学校校教教育育ににおおけけるる教教科科のの内内容容ををババラランンススよよくく修修得得

ししてていいるるこことと。。  
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国際観光産業学科は、観光産業および地域振興における社会的ニーズに対応し、多様化する問題・

課題のマネジメント能力をそなえ、地域社会および国際社会に貢献できる実践力のある人材を養成

します。 

  

ＤＤＰＰ：：デディィププロロママ・・ポポリリシシーー（（卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与方方針針））  

 

国際観光産業学科は、以下の能力を身につけた学生に学士（国際観光産業学）の学位を授与します。  

１１..  豊豊かかなな教教養養、、深深いい専専門門性性、、高高いい倫倫理理性性  

２２..  地地域域社社会会やや国国際際社社会会のの課課題題にに取取りり組組みみ、、継継続続ししてて探探求求すするる力力  

３３..  自自由由なな発発想想でで課課題題をを発発見見しし、、批批判判的的・・論論理理的的・・多多面面的的・・総総合合的的にに思思考考しし、、解解決決すするる力力  

４４..  多多様様なな視視点点をを尊尊重重しし、、自自ららのの考考ええををわわかかりりややすすくく表表現現しし、、他他者者とと協協力力すするる力力  

５５..  社社会会のの変変化化にに対対応応しし、、地地域域社社会会やや国国際際社社会会ににおおいいてて観観光光産産業業のの発発展展、、ひひいいててはは社社会会のの進進歩歩にに

貢貢献献すするる柔柔軟軟性性とと行行動動すするる力力  

 

ＣＣＰＰ：：カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー（（教教育育課課程程編編成成・・実実施施方方針針））  

  

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）であげた能力を育成するため、以下の方針に沿

ってカリキュラムを編成します。 

１１..  豊豊かかなな教教養養とと高高度度なな専専門門知知識識をを統統合合しし、、ググロローーババルル化化にに対対応応ででききるるココミミュュニニケケーーシショョンン力力、、

数数理理的的分分析析力力、、IICCTT 活活用用力力、、現現代代社社会会のの諸諸問問題題をを解解決決すするる能能力力をを身身にに付付けけるるたためめにに、、全全学学共共

通通のの教教養養教教育育科科目目をを配配置置しし、、4422 単単位位以以上上履履修修ささせせるる。。幅幅広広いい教教養養、、高高いい倫倫理理性性をを身身にに付付けけるる

たためめにに、、4422 単単位位以以上上履履修修ささせせるる。。  

２２..  専専門門基基礎礎科科目目ととししてて、、文文学学やや言言語語ををははじじめめ、、歴歴史史やや文文化化ななどどをを理理解解すするるたためめのの科科目目にに加加ええてて、、

社社会会のの仕仕組組みみやや、、人人間間社社会会ににおおいいててのの役役割割やや機機能能をを理理解解すするる科科目目、、情情報報、、環環境境保保全全、、沖沖縄縄のの

天天然然記記念念物物をを理理解解すするる科科目目をを置置きき、、22年年次次修修了了時時にに中中間間評評価価をを行行うう。。  

３３..  専専門門性性をを深深めめるるたためめにに専専門門発発展展・・応応用用科科目目をを置置くく。。専専門門発発展展・・応応用用科科目目はは次次のの 77 つつのの科科目目区区

分分かからら構構成成すするる。。  

①① 観観光光地地のの形形成成・・運運営営ににつついいてて総総合合的的にに考考察察しし、、地地域域社社会会とと観観光光振振興興ののババラランンススをを

踏踏ままええたた公公共共のの福福祉祉のの充充実実をを目目指指しし、、行行政政・・経経済済・・法法律律ななどどのの社社会会科科学学分分野野をを中中

心心ににママククロロ的的にに学学ぶぶ観観光光地地形形成成科科目目をを配配置置すするる。。  

②② 多多様様化化すするる現現代代社社会会のの諸諸課課題題にに対対ししててママネネジジメメンントトででききるる人人材材をを育育成成すするるたためめ、、

広広くく企企業業やや組組織織のの運運営営にに関関すするるヒヒトト・・モモノノ・・カカネネ・・情情報報のの観観点点かからら学学ぶぶ観観光光経経営営

科科目目をを配配置置すするる。。  

国国際際学学部部  国国際際観観光光産産業業学学科科のの３３つつのの方方針針 国際学部 国際観光産業学科の３つの方針
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国際観光産業学科は、観光産業および地域振興における社会的ニーズに対応し、多様化する問題・

課題のマネジメント能力をそなえ、地域社会および国際社会に貢献できる実践力のある人材を養成

します。 

  

ＤＤＰＰ：：デディィププロロママ・・ポポリリシシーー（（卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与方方針針））  

 

国際観光産業学科は、以下の能力を身につけた学生に学士（国際観光産業学）の学位を授与します。  

１１..  豊豊かかなな教教養養、、深深いい専専門門性性、、高高いい倫倫理理性性  

２２..  地地域域社社会会やや国国際際社社会会のの課課題題にに取取りり組組みみ、、継継続続ししてて探探求求すするる力力  

３３..  自自由由なな発発想想でで課課題題をを発発見見しし、、批批判判的的・・論論理理的的・・多多面面的的・・総総合合的的にに思思考考しし、、解解決決すするる力力  

４４..  多多様様なな視視点点をを尊尊重重しし、、自自ららのの考考ええををわわかかりりややすすくく表表現現しし、、他他者者とと協協力力すするる力力  

５５..  社社会会のの変変化化にに対対応応しし、、地地域域社社会会やや国国際際社社会会ににおおいいてて観観光光産産業業のの発発展展、、ひひいいててはは社社会会のの進進歩歩にに

貢貢献献すするる柔柔軟軟性性とと行行動動すするる力力  

 

ＣＣＰＰ：：カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー（（教教育育課課程程編編成成・・実実施施方方針針））  

  

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）であげた能力を育成するため、以下の方針に沿

ってカリキュラムを編成します。 

１１..  豊豊かかなな教教養養とと高高度度なな専専門門知知識識をを統統合合しし、、ググロローーババルル化化にに対対応応ででききるるココミミュュニニケケーーシショョンン力力、、

数数理理的的分分析析力力、、IICCTT 活活用用力力、、現現代代社社会会のの諸諸問問題題をを解解決決すするる能能力力をを身身にに付付けけるるたためめにに、、全全学学共共

通通のの教教養養教教育育科科目目をを配配置置しし、、4422 単単位位以以上上履履修修ささせせるる。。幅幅広広いい教教養養、、高高いい倫倫理理性性をを身身にに付付けけるる

たためめにに、、4422 単単位位以以上上履履修修ささせせるる。。  

２２..  専専門門基基礎礎科科目目ととししてて、、文文学学やや言言語語ををははじじめめ、、歴歴史史やや文文化化ななどどをを理理解解すするるたためめのの科科目目にに加加ええてて、、

社社会会のの仕仕組組みみやや、、人人間間社社会会ににおおいいててのの役役割割やや機機能能をを理理解解すするる科科目目、、情情報報、、環環境境保保全全、、沖沖縄縄のの

天天然然記記念念物物をを理理解解すするる科科目目をを置置きき、、22年年次次修修了了時時にに中中間間評評価価をを行行うう。。  

３３..  専専門門性性をを深深めめるるたためめにに専専門門発発展展・・応応用用科科目目をを置置くく。。専専門門発発展展・・応応用用科科目目はは次次のの 77 つつのの科科目目区区

分分かからら構構成成すするる。。  

①① 観観光光地地のの形形成成・・運運営営ににつついいてて総総合合的的にに考考察察しし、、地地域域社社会会とと観観光光振振興興ののババラランンススをを

踏踏ままええたた公公共共のの福福祉祉のの充充実実をを目目指指しし、、行行政政・・経経済済・・法法律律ななどどのの社社会会科科学学分分野野をを中中

心心ににママククロロ的的にに学学ぶぶ観観光光地地形形成成科科目目をを配配置置すするる。。  

②② 多多様様化化すするる現現代代社社会会のの諸諸課課題題にに対対ししててママネネジジメメンントトででききるる人人材材をを育育成成すするるたためめ、、

広広くく企企業業やや組組織織のの運運営営にに関関すするるヒヒトト・・モモノノ・・カカネネ・・情情報報のの観観点点かからら学学ぶぶ観観光光経経営営

科科目目をを配配置置すするる。。  

国国際際学学部部  国国際際観観光光産産業業学学科科のの３３つつのの方方針針 

 

 

③③ 地地域域ににおおけけるる自自然然環環境境やや歴歴史史文文化化のの有有用用性性をを考考察察しし、、地地域域社社会会のの自自然然・・文文化化をを活活

用用ししたた持持続続可可能能なな観観光光振振興興ののあありり方方をを学学ぶぶ観観光光文文化化・・環環境境科科目目をを配配置置すするる。。  

④④ 国国際際観観光光ににかかかかるる制制度度やや動動向向、、外外国国語語、、海海外外のの歴歴史史をを学学ぶぶ国国際際観観光光科科目目をを配配置置すす

るる。。  

⑤⑤ 専専門門教教育育でで学学んんだだ知知識識・・ススキキルルをを社社会会のの実実践践のの場場でで応応用用しし、、課課題題発発見見・・解解決決力力をを

身身にに付付けけるるたためめ、、実実践践科科目目をを置置くく。。具具体体的的ににはは、、33 年年次次をを対対象象ととししたた「「イインンタターー

ンンシシッッププⅠⅠ・・ⅡⅡ」」やや「「海海外外イインンタターーンンシシッッププ」」、、「「ホホテテルル実実務務」」、、「「観観光光関関連連実実務務」」

をを配配置置すするる。。  

⑥⑥ 心心身身のの再再活活性性化化をを図図るるススポポーーツツ・・ウウェェルルネネスス（（観観光光））にに関関すするる科科目目をを配配置置すするる。。  

⑦⑦ 時時代代のの要要請請にに応応じじたたテテーーママににつついいてて、、多多彩彩なな授授業業形形態態にによよるる特特別別講講義義をを開開講講すするる。。  

４４..  豊豊かかなな教教養養とと高高度度なな専専門門知知識識をを統統合合しし、、ググロローーババルル化化にに対対応応ででききるるココミミュュニニケケーーシショョンン力力、、

数数理理的的分分析析力力、、IICCTT 活活用用力力、、現現代代社社会会のの諸諸問問題題をを解解決決すするる能能力力をを身身にに付付けけるるたためめにに、、全全学学共共

通通のの教教養養教教育育科科目目をを配配置置しし、、4422単単位位以以上上履履修修ささせせるる。。幅幅広広いい教教養養、、高高いい倫倫理理性性をを身身にに付付けけるる

たためめにに、、4422単単位位以以上上履履修修ささせせるる。。  

  

  

ＡＡＰＰ：：アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー（（入入学学者者受受入入方方針針））  

 

国際観光産業学科の教育目標を達成するために、本学科に入学を希望する人には以下のことを求

めます。  

１１..  強強いい学学習習意意欲欲をを有有しし、、主主体体的的かかつつ継継続続的的にに、、他他者者とと協協力力ししてて取取りり組組むむ姿姿勢勢をを持持っってていいるるこことと。。  

２２..  社社会会のの問問題題やや課課題題ににつついいてて、、基基本本的的なな学学習習ススキキルルのの活活用用及及びび多多角角的的なな情情報報収収集集にに基基づづきき、、自自

ららのの考考ええをを多多様様なな方方法法でで表表現現ででききるるこことと。。  

３３..  国国際際観観光光産産業業学学科科のの特特徴徴をを正正ししくく理理解解しし、、高高等等学学校校教教育育ににおおけけるる教教科科のの内内容容ををババラランンススよよくく

修修得得ししてていいるるこことと。。  
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Ⅱ　学修について





 

 

  

  

履履修修にに関関すするる用用語語のの解解説説  

この履修ガイドを理解するためには、学生は次の表の示した用語理解が必要です。 

    項  目 説  明 

オフィスアワー 

学生が事前の約束無しに教員研究室を訪問できる時間帯のこと。各教員は週 2

時間が設定されている。※UNIVERSAL PASSPORT・メール・遠隔授業受講ツール

などの利用も含みます。 

ガイダンス 
生活・学習のあらゆる面にわたり、学生が自己の能力や個性を最大限に発揮し

うるよう助言すること。履修に関するガイダンスは学期開始前に開催されます。 

カリキュラム 
国際学部が掲げる教育理念・目的に基づき、自主的・自律的に編成した教育体

系です。 

授業計画 

（シラバス） 

登録前に学生に提示・配付され、授業の目標、授業で扱う内容、授業の進め方、

評価方法など授業の全体像を示す文書です。 

セメスター制 

1 学年複数学期制の授業形態 

ひとつの授業を学期（セメスター）ごとに完結させる制度のことです。 

本学では一年間を前学期・後学期の２期に分けています。 

前提科目 

前提条件 

ある科目を履修前に、知っておかなければならない分野や科目を指定し、修得

していなければならない科目を「前提科目」あるいは「前提条件」といいます。

自分が取りたい科目にこの前提科目や前提条件がある場合は、その前提科目を

修得した後でなければ履修登録ができません。 

卒業要件 
卒業するために学生が修得すべき単位数＝124 単位以上と履修科目がありま

す。 

単位修得 授業を受け、試験などに合格し、単位が与えられることをいいます。 

副専攻 

(地域マネジメント) 

地域の現状や課題に関する理解を深め、地域の抱える課題解決の為の具体的な

方策の提案や実践を通し地域の維持と発展に対して主体的に関わり能動的に行

動できる人材を育成する地域志向型教育プログラムです。 

暴風警報 

気象庁が発令する気象警報の一つです。名桜大学のある沖縄本島に台風が接近、

または、上陸の恐れがある際、気象庁が風速 25ｍ/ｓ以上の暴風の可能性が高

い場合に発令されます。暴風警報が発令された際の講義の取扱いは「暴風時の

講義等の取扱いに関する申合せ」参照してください。 

履  修 科目の受講を登録し、授業を受けることをいいます。 

CAP 制 

単位の過剰登録を防ぎ効果的な学修をすすめるために、１年間あるいは１学期

間に履修登録できる単位の上限を設ける制度です。 

本学における 1 セメスターで履修登録できる単位数は原則 20 単位です。 

GPA 制度 

授業科目ごとの成績評価を、例えば 5 段階(A、B、C、D、E)で評価し、それぞれ

に対して、4・3・ 2・1・0 のようにグレード･ポイントを付与し、この単位あた

りの平均を出して、その一定水準を卒業等の要件とする制度です。 

UNIVERSAL 

PASSPORT 

名桜大学の Web サイト上で、履修登録、シラバス照会、成績照会ができるシス

テムの総称です。 

ⅡⅡ．．学学修修ににつついいてて Ⅱ．学修について
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学学籍籍とと学学生生番番号号ににつついいてて  

 

学籍とは、学生としての身分を有することを意味し、本学の入学試験に合格して入学手続を完了した者

に本学への入学が許可され、本学学生としての学籍が与えられます。在学中に本人の氏名・本籍地・住

所・保証人(外国人 留学生は在日保証人)等の変更があった場合は、ただちに学生課に届け出てください。 

1) 学生番号は入学時に決定し、原則として在学中は変更しません。学校に提出する書類には、氏

名とともに 学生番号を必ず記入することになっています。 

2) 学生番号は９桁で表記され、次のような仕組みになっています。 

 

学部学科名 学位識別 学部識別 学科識別 課程識別 入学年度 個人番号 

国際学部 

国際文化学科 
B １ １ ０ ２３ ０００ 

国際学部 

国際観光産業学科 
B １ ２ ０ ２３ ０００ 

人間健康学部 

スポーツ健康学科 
B ２ １ ０ ２３ ０００ 

人間健康学部 

看護学科 
B ２ ２ ０ ２３ ０００ 

人間健康学部 

健康情報学科 
B ２ ３ ０ ２３ ０００ 
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大大学学ででのの「「学学びび」」  

 

高校と大学では学び方が大きく異なります。高校では、知識の蓄積と、与えられた問いに決められた通

り正しく答える事が求められてきたと思います。他者に教わりながら、正解がある問題に対して、正確に

速く答えを導き出すことが求められてきたとも言えるでしょう。これを一般的には「勉強」と言います。 

それに対して、大学では、自ら問いを立てて、自分なりの答えを出し、どうしてその答えが妥当なのか

を論証することが求められます。これを「学問」と言います。 

また、大学における学び方については、講義、演習、実験、実技等の『授業時間』とともに、授業のた

めの事前の準備、事後の展開などの主体的な『自学自修時間』を含めた『単位制』が取られています。こ

の学び方のことを「学修」と呼び、高校までの「学習」とは区別しています。 

そして、大学では「学問」のために「学修」している人たちを「学生」と呼んでいます。 

高校と大学の最も大きな違いは、大学では、研究対象が法令違反や人権侵害に抵触しないならば様々な

ことを自分で自由に決めることができるということです。逆に、主体的に自分が動かなければ、何も学べ

ないし、誰も手を貸してくれないということにもなります。自由度が増える代わりに、自己責任も大きく

なるのです。 

名桜大学では、「学生」が「学修」に取り組み、体系的な「学問」が学べるよう授業をはじめとして、

様々な仕組みやサポート体制を整えています。 

 

 学びの種類 学び方 学ぶ人 教える人 

大学 学問 学修 学生 講師 

高校 勉強 学習 生徒 教諭 

 

 

単単位位制制度度  

 

大学の教育課程は「単位制度」に基づいて編成されています。開講している授業科目には、それぞれ単

位数が定められています。その単位を修得するためには、次のような手続きが必要です。はじめに、受講

する科目の履修登録を行い、所定の時間を学修します。そして、試験等に合格しなければなりません。ま

た、学科ごとに定められた卒業要件で決められた単位数と履修科目を満たした場合に卒業資格が与えら

れます。 

 

 

 

 

 

 

単単位位のの計計算算方方法法  

 

大学教育は単位制度を基本としており、1 単位あたり 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることが標準とされています。ここでいう 1 単位あたりの学修時間は、授業時間内の学修時間だけでは

なく、その授業の事前の準備学修・事後の復習（自学自修）を合わせたものとなっています。 
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本学の授業は 1学期（セメスター）を 15 週として前学期・後学期に分かれています。大学の授業時間

と単位については学則に明示している通りで、1時間は 45分で計算し、1コマ（1回）は 1 時間 30 分で、

制度上これを 2 時間として計算します。授業形態によって算定基準が異なりますので下表を参照くださ

い。 

 

授業形態 
1 セメスターあたり

の単位数 

1 セメスターあたりの

学修量 

内  訳 

週のコマ数 
授業時間 自学自修時間 

講義・演習 2 単位 90 時間 30 時間 60 時間 １コマ 

外国語 2 単位 90 時間 60 時間 30 時間 ２コマ 

実験・実習・

実技 

1 単位 45 時間 30 時間 15 時間 １コマ 

2 単位 90 時間 60 時間 30 時間 ２コマ 

 

※ 講義・演習：15 時間から 30 時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもって 1 単位とする。 

※ 外国語・実験・実習・実技：30 時間から 45 時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもって 1 単

位とする。 

 

授授業業時時間間  

 

本学の講義等の開始と終了の時間は次のとおりです。 

 

時限 １ ２ 昼休み ３ ４ ５ ６ 

開始 8:45 10:30 12:00 13:00 14:45 16:30 18:15 

終了 10:15 12:00 13:00 14:30 16:15 18:00 19:45 

  

  

授授業業のの開開講講区区分分  

 

授業は開講区分に応じて次のように分類されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

開講区分 説  明 

通年科目 1 年を通して実施される授業で、評価・単位は年度末に認定 

半期科目 前学期または後学期の半年間で終了する授業で、評価・単位は各学期に認定 

集中講義 特定の時期に数日間継続して実施される授業で、評価・単位は学期末に認定 
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授授業業科科目目のの区区分分 
 

本学では次のように授業科目が区分化され、4年間にわたって計画的・有機的に配置されています。そ

の具体的な内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本学の授業科目は、教養教育科目、専門教育科目に区分されており、その中でさらに科目区分

に分かれています。卒業には、それぞれの科目区分ごとに修得しなければならない単位数があり、単位

取得ができなければ卒業することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

所属学科で、卒業に必要な修得授業科目、受講年次、単位取得については本ガイドの「Ⅲ 履修計

画の作成と登録制度（P23～33）」、「国際学部履修規程（P183～）」を参照ください。 

 
 
    

授業科目の区分 説  明 

必修科目 卒業するために必ず修得する科目 

選択必修科目 指定された複数の科目から一定の単位数を修得する科目 

選択科目 指定された科目区分の中から選択して修得する科目 

自由科目 
指定された科目区分によらず、自由に選んで習得する科目 

修得単位数が卒業要件を超過して修得すると卒業要件に含まれません。 

科目区分 説  明 

教養教育科目 

本学の教養教育は、広く心を解放し、人文・社会・自然科学を学ぶこと

により、学問分野の広い視点から俯瞰的にものを見ることのできる人材

育成を目指しています。 

広範で多様な基礎的知識と基本的な学習能力の獲得のため、すべての学

生が履修する全学共通教養教育として「名桜大学型リベラルアーツ」を

構築し、「共通コア科目」、「共通選択科目」をおいています。 

専門教育科目 

専門教育科目は、専門基礎科目、専門発展・応用科目、演習科目の知識

をさらに深めるとともに、これまで修得してきた知識・技術・態度等を

用い、総合的実践能力を高める科目から構成されています。 
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卒卒業業にに必必要要なな単単位位数数（（卒卒業業要要件件））  

 

国際学部が開設する授業科目は、大きく「「教教養養教教育育科科目目」」と「「専専門門教教育育科科目目」」に分けられ、これらの科

目はさらに小さく区分されています。卒業するためには、合計で 124単位以上が必要ですが、そそれれぞぞれれのの

科科目目区区分分ごごととにに取取ららななけけれればばななららなないい単単位位数数があり、このルールを守らなければ卒業することはできま

せん。 

なお、それぞれの科目区分から取るべき単位数を越えて修得した単位は、「「自自由由選選択択科科目目」」としてカウ

ントされます。 

 

国国際際文文化化学学科科  

授授業業科科目目のの区区分分  単単位位数数  備備考考  

国
際
文
化
学
科 

教
養
教
育
科
目 

共
通
コ
ア
科
目 

ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル 科 目 ８単位以上 

４２単位以上 

ラ イ フ デ ザ イ ン 科 目 ２単位以上 

思 想 と 論 理 科 目 ２単位以上 

沖 縄 理 解 科 目 ２単位以上 

健 康 ス ポ ー ツ 科 目 ２単位以上 

共
通
選
択
科
目 

外 国 語 科 目 １０単位以上 

国 際 理 解 科 目 ４単位以上 

人 文 科 学 科 目 ４単位以上 

社 会 科 学 科 目 ４単位以上 

自 然 科 学 科 目 ４単位以上 

専
門
教
育
科
目 

専 門 基 礎 科 目 １４単位以上 

６６単位以上 専 門 発 展 ・ 応 用 科 目 ４０単位以上 

演 習 科 目 １２単位以上 

自 由 選 択 科 目 １６単位以上 １６単位以上 

合       計 １２４単位以上 １２４単位以上 

 

重要：「単位数欄」の「OO 単位以上」の履修を守らなければ、仮に「備考欄」の最後の行にある 124 単位を

修得しても卒業できません。 
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国国際際観観光光産産業業学学科科  

授授業業科科目目のの区区分分  単単位位数数  備備考考  

国
際
観
光
産
業
学
科 

教
養
教
育
科
目 

共
通
コ
ア
科
目 

アカデミックスキル科目 ８単位以上 

４２単位以上 

ラ イ フ デ ザ イ ン 科 目 ２単位以上 

思 想 と 論 理 科 目 ２単位以上 

沖 縄 理 解 科 目 ２単位以上 

健 康 ス ポ ー ツ 科 目 ２単位以上 

共
通
選
択
科
目 

外 国 語 科 目 １０単位以上 

国 際 理 解 科 目 ４単位以上 

人 文 科 学 科 目 ４単位以上 

社 会 科 学 科 目 ４単位以上 

自 然 科 学 科 目 ４単位以上 

専
門
教
育
科
目 

専 門 基 礎 科 目 
必修   ６単位以上 

選択必修、選択  ８単位以上 

６６単位以上 
専 門 発 展 ・ 応 用 科 目 

   必修  ８単位以上 

選択必修、選択 ３２単位以上 

演 習 科 目 １２単位以上 

自 由 選 択 科 目 １６単位以上 １６単位以上 

合       計 １２４単位以上 １２４単位以上 

 

重要：「単位数欄」の「OO 単位以上」の履修を守らなければ、仮に「備考欄」の最後の行にある 124 単位を

修得しても卒業できません。 

 

 

 

 

成成績績評評価価のの対対象象（「欠席及び成績評価の対象等に関する申合せ」参照）  

 

学生は登録した科目の授業に出席しなければなりません。 

本学における成績評価の対象は、原則として授業時間の３分の２以上出席した者とされています。 

  

  

成成績績評評価価ととＧＧＰＰＡＡ  

 

本学の評価基準は次のとおりです。成績評価は、学則第 16条に基づき規定されており、59 点以下は不

可とし、再履修の対象となります。 

また、本学では GPA（科目成績平均値：Grade Point Averageグレード・ポイント・アベレージ）制度

を導入しています。GPA は次のようにして算出されます。 
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    (修得単位数×成績値)の合計 
GPA ＝ ─────────────── 
     履修登録科目の単位合計 

 

 

 

GPAは大学の奨学金の判断基準となることや、教職希望者の教育実習および協定校留学等の可否を決

める審査等に利用されます。学期末に配付される成績表に GPAが記載されています。GPA アップを学修

目標のひとつとして活用します。 

 

 
シシララババスス  

 

シラバスは、履修計画を作成する上で重要な資料です。シラバスとは、授業の目標、授業で扱う内容、

授業の進め方、評価方法など授業の全体像を示す文書のことです。シラバスには、授業選択のガイド、掲

載された教育内容を提供するという学生と大学間の合意事項、学修効果を高める文書、授業全体をデザイ

ンする文書、カリキュラムに一貫性をもたせるツール（前提科目、前提条件の提示など）など様々な役割

があります。 

名桜大学のシラバスには、次の 14項目、①科目名、②担当教員名、③担当教員のメールアドレスと研

究室、④取得単位数、⑤開講学期、⑥登録人数、⑦オフィスアワー、⑧授業の概要、⑨到達目標、⑩授業

の計画と内容と事前･授業学修、⑪テキスト･参考文献、⑫成績評価の方法、⑬履修の条件、⑭その他(講

義に臨む姿勢)が記載されています。 

特に重要な次の 8 項目（授業の概要、到達目標、授業計画の内容、テキスト･参考文献、事前･事後学

修、成績評価の方法、履修の条件、その他）の簡単な説明を表に示します。 

 

項  目 説  明 

① 授業の概要 授業の概要や目的 

② 到達目標 授業終了時に身についていて欲しい知識・技能・態度 

③ 授業計画と内容 各授業の内容や時間外学修内容の提示 

④ テキスト・参考文献 指定教科書や参考になる本や文献のリスト 

⑤ 事前・事後学修 毎回の授業での予習・復習方法 

⑥ 成績評価の方法 具体的な評価の基準 

⑦ 履修の条件 前提科目や前提条件、履修するのが望ましい科目の提示 

⑧ その他 受講上の注意事項、授業のルールなど 

 

シラバスは事前登録に必要なうえ、授業の目標や内容だけでなく、必要なテキスト、講義に臨む姿

勢など、詳細な内容が示されています。履修する科目の授業内容や進度を確認し、次回の授業準備や予

習にはシラバスは欠かせないものです。このように、シラバスを有効に活用することは、学修を効果的

に進めることにつながります。シラバスは本学の Webサイト UNIVERSAL PASSPORT上に掲載されていま

す。 

成績評価 評価点 GPA 

秀 90 点 〜 100 点 4 

優 80 点 〜  89 点 3 

良 70 点 〜  79 点 2 

可 60 点 〜  69 点 1 

不可  0 点 〜  59 点 0 
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オオフフィィススアアワワーーのの活活用用 
 

オフィスアワーとは、『学生が事前の約束無しに研究室を訪問できる時間帯』のことをいいます。オフ

ィスアワーの時間には、教員は研究室に在室することを義務づけられています。各教員のオフィスアワー

は週２時間以上指定されており、シラバスや研究室の前に示されています。授業でわからなかったこと

や、教員の研究内容の質問だけでなく、相談や雑談などでも構いません。もし、オフィスアワーの時間に

授業が入っているときは、事前にメール等で約束をとって教員の研究室を訪ねてください。 

※オフィスアワーの活用には、UNIVERSAL PASSPORT・メール・遠隔授業受講ツールなどの利用も含む。 

 
研研究究倫倫理理ととはは  

 
研究倫理とは、研究者一人ひとりが守るべき心得、具体的には生命や個人の尊厳や人権を守ることで

す。ここで述べられている研究者には、国際学部の学学生生も含まれています。したがって、学生は、すべて

の生命・個人の尊厳や人権を守らなければなりません。また、誠実に行動・判断し、説明責任を果たし、

広く社会からの信頼が得られるよう努めねばなりません。 

 

研研究究活活動動上上のの不不正正行行為為  
 

以下の項目は研究活動上の不正行為であり、退学などの懲戒対象となります。 

・インターネット上で公表されている他人の文章を無断で記載する。 

・他の研究者のアイディア、分析・解析方法、データ、研究結果、論文または 

用語を当該研究者の了解または適切な表示なく流用する。 

・調査や実験等を行わなかった、または行ったが結果の取得できなかったにも 

関わらず、存在しないデータ、結果等を作成すること。 

・研究者が研究によって得られた結果や過程、データ等を自分の都合のいいよ 

うに変更または加工すること。 

 

 具体的な事例は他にもありますが、上記のような不正を起こさないために、誠実な姿勢で臨むことが必

要です。大学の授業等で作成するレポートや卒業論文等も対象となります。 

 

研研究究倫倫理理規規程程  
 

 以上の研究倫理を持ったうえで、研究者が適切な研究活動を行っていくために、本学では「名桜大学研

究倫理に関する規程」を定めています。また、不正防止の観点から「研究者行動規範」もホームページ上

で公開しています。研究活動を取り組む前に、必ず熟読し、守ってください。 
 
 
 
 

研究倫理に関する 

本学ホームページ 

 
 

不正防止に関する 

本学ホームページ 

 
 
 

盗 用 

捏
ねつ
 造

ぞう
 

 

改ざん 
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Ⅲ　履修計画の作成と登録制度





国際学部 入学から卒業まで（４年間の大まかな流れ）
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教育支援制度と体制

Ⅲ　
履
修
計
画
の
作
成
と
登
録
制
度

24



Ⅲ　
履
修
計
画
の
作
成
と
登
録
制
度

25



Ⅲ　
履
修
計
画
の
作
成
と
登
録
制
度

26



１．履修計画とは
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２．時間割の作成と履修登録
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３．受講と単位修得
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Ⅳ　教養教育について





Ⅳ．【全学共通】教養教育について
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Ⅴ　国際学部の概要





 

 

  

  

教教育育目目標標  

 

国際学部の教育目標は２１世紀地球市民として、「地域社会及び国際社会で活躍できる人材」を育成す

ることです。すなわち、地球規模での協調・共生と、一方で国際競争力の強化が求められています。こ

のような時代に生きる学生には、柔軟かつ総合的に判断できる能力等が重要です。また、多様な社会的

ニーズにも対応できる人材が求められています。国際学部では、未来社会で求められる人材を育成しま

す。 

 

人人材材育育成成  

 

 国際学部では、平和・自由・進歩の建学の精神に基づいた幅広い教養と地域社会及び国際社会への深

い理解をそなえた有為な人材を育成します。国際学部の２学科では、それぞれの学科のカリキュラム特

性を生かした人材を養成します。 

 国際文化学科 

沖縄県が持つ地理的・歴史的・文化的特性を活用し、多文化理解力、高い日本語能力、英語を

はじめとする外国語の実践的運用能力を身につけ、地域社会および国際社会で活躍できる人材を

養成します。 

国際観光産業学科 

観光産業および地域振興における社会的ニーズに対応し、多様化する問題・課題のマネジメン

ト能力をそなえ、地域社会および国際社会に貢献できる実践力のある人材を養成します。 

 

卒卒業業後後のの展展望望  

 

 国際学部での４年間の教育課程を修了した卒業生は、学科の特性を活かした幅広い選択肢が広がって

います。卒業後の主な就職先業界は以下のとおりです。また、両学科ともさらに研究を深化させ、より

専門的知識を深めるために、本学大学院国際文化研究科への進学も可能です。 

 

 

 

国国際際文文化化学学科科  

 在外公館職員、中・高等学校教諭（英語）、日本語教師、NGO･NPO法人、 

国内外の大学院等の高等教育機関への進学、金融機関（銀行）、観光施設、公務員 等 

国国際際観観光光産産業業学学科科  

 旅行会社、宿泊業、観光施設、交通運輸業（航空、鉄道等）、野外活動指導員、金融機関（銀行、

証券会社等）、NGO・NPO法人、国内外の大学院等の高等教育機関への進学、公務員 等 

ⅤⅤ．．国国際際学学部部のの概概要要 Ⅴ．国際学部の概要
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学学科科のの特特色色 

 

 

  

国国際際文文化化学学科科  

 本学科では自らが生活する沖縄・日本を探究しながら、アジア・中南米・欧米の歴史や言語・

文化を学び、国際社会への理解を深めます。また、語学力を磨くとともに、日本文学・英語文

学を通して「ことば」の奥深さを知り、日本語・英語の話者・教育者としての力を身につけま

す。そのような本学科での学びによって、多様な文化を理解し、諸言語を使いこなして日本・

世界で活躍する人材を育成します。 

１．多様な学問分野で世界にふれる 

国際関係・文学・歴史学・言語学・文化人類学をはじめとする多様な学問を学ぶこ

とができます。様々な切り口で自らの生きる地域や国際社会を見つめ、考える力を育

みます。 

２．実習科目で国内外での実践的な学びを 

海外（英語圏・アジア・中南米）および国内で実習を行う科目を配置しています。

座学で得た知識や語学力を現場で活用し、学びを深めます。 

３．取得できる主な資格・免許 

中学校・高等学校教諭一種免許（英語）／日本語教育（日本語教師養成課程）修了

証。ディスカッションやグループ学習を重視した授業で教育者としての使命感と実践

力を高め、資格・免許の取得をめざします。 

４．国内外の協定校で交換留学 

国内はもちろん、中南米・アジア・欧米・オセアニアの協定大学との交換留学がで

きます。講義で学んだ語学力をレベルアップさせるだけではなく、様々な国の学生と

ともに学び、多彩な文化にふれることで、人間力も磨くことができます。 
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国国際際観観光光産産業業学学科科  

 観光産業は、 歴史・文化をはじめ、自然や健康、交通・運輸、都市計画など、幅広い要素を

もつ裾野の広い産業です。近年は、国際化や少子高齢化の進展、ライフスタイルの多様化など

により観光旅行が盛んになるとともに、地域振興の一環として観光振興が各地で取り組まれて

います。 

このような中、有数の観光地に立地する特徴を生かし、国際観光産業学科では、観光政策、

観光経営、観光文化・環境の 3 コースを設け、産官学連携のもと自然豊かな「やんばる」での

教育・研究活動を通して、国際社会や地域の発展に貢献するリーダーや観光振興を通して社会

の発展に寄与する人材の育成に努めます。 

１．多角的・多面的に観光を学ぶ 

観光は複雑な社会現象であることから、その理解のためには多角的・多面的にとら

えることが重要です。名桜大学では、観光学をはじめ自然・文化・地理・経営等と幅

広い分野の教授陣があなたの学びをサポートします。 

２．産官学連携を通してより実践的に学ぶ 

観光が盛んな沖縄本島北部に立地することから、地域や企業等との連携を通して実

践的な人材育成を図っています。この立地を生かしたフィールドワークはもちろんの

こと、海外インターンシップやホテル実務等の科目を通して現場での実習のチャンス

もあります。 

３．取得をめざす主な資格・免許 

観光実務士、総合旅行業務取扱管理者、国内旅行業務取扱管理者、旅程管理主任者、

観光英語検定、地域通訳案内士、キャンプインストラクター、高等学校教諭一種免許

（地理・歴史）、高等学校教諭一種免許（商業）。 

４．国内外の協定校で交換留学 

国内の大学をはじめ、各国の協定大学との交換留学も可能です。語学力の向上に加

えて、国際感覚を養うことや講義で取り上げられた各地の観光を実際に体験すること

も可能です。 
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学学部部・・学学科科のの名名称称及及びび学学位位のの名名称称  

 

 学部の名称は、国際学部（Faculty of International Studies）です。 

国際学部には 2つの学科があり、その名称は、 

・ 国際文化学科（Department of International Cultural Studies） 

・ 国際観光産業学科（Department of International Tourism Management）です。 

授与される学位の名称は、共に世界中の地域文化および言語を学ぶ分野のため、「学士（国際文化学）」

（Bachelor of Arts in International Cultural Studies）です。 

国際観光産業学科は、観光産業を学ぶ分野のため、「学士（国際観光産業学）」（Bachelor of Arts in 

International Tourism Management）です。 

 

学部名称 国際学部 Faculty of International Studies 

学科名称 

(日本語) 
国際文化学科 国際観光産業学科 

(英語) 
Department of International Cultural 

Studies 

Department of International Tourism 

Management 

学位名称 

(日本語) 

学士 

（国際文化学） 

学士 

（国際観光産業学） 

(英語) 
Bachelor of Arts in International 

Cultural Studies 

Bachelor of Arts in International Tourism 

Management 
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Ⅵ　国際文化学科の概要
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専専門門基基礎礎科科目目  人人文文科科学学系系科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

日本語理解論 

 

 文字言語を介した多様なジャンルの文章(説明文・論説文、物語・小説、詩

歌、古典)の内容を的確に読み取り、文章の構成や表現の特色を把握する。

これとともに文章に描かれた人物、心情、情景、思想等を読み味わう方法を

習得する。 

日本史概論 

日本の歴史を学ぶことは、我が国への理解を深めるのみならず、近隣諸国

との関係性を理解する上でも不可欠である。また、歴史を学ぶことで現代を

相対化する視座を身につけることも可能となるだろう。この講義では、日本

史の全体像を把握することを目指す。 

日本文化概論 

 

 原始・古代から現代までの我が国で展開した信仰・芸術・学問などについ

て、歴史学の立場から概観する。過去と現在との相違点・共通点を考えるこ

とで、歴史・文化を客観的に捉える力を身につける。 

文化人類学 

 

 文化人類学は人類の生活様式・活動・思考法を、多様性と普遍性の両面か

ら研究する学問である。本講義では、文化人類学の基礎的概念や理論を学び、

多様な世界を対等なものとして捉える視点と態度を身につけていく。 

人間関係論 

 

 人間関係論では個人と集団の相互作用過程について扱う。特にグループ・

ダイナミックス(集団力学)の知見に基づき、日常的な人間関係の内に潜む社

会的影響や人間行動の法則性について検討する。また、本講義ではグループ・

ワークを通して、対人関係の諸課題を把握し適切な集団運営を行うためのス

キルを体験的に学習することを目指す。 

日本語表現論 

 

 本講義では、日本語でのインプット・アウトプットのスキルを高め、他者

とのコミュニケーションを意識した日本語表現力の養成を目指す。具体的に

は、様々なテーマでのワークショップやディスカッションを行い、テーマに

ついて自分なりの視点を持って考えそれを他者に向けて分かりやすく伝え

ること、および、他者の考えを自分なりに咀嚼し理解することのトレーニン

グを行う。 

世界史概論 

本講義では、先史から現代までの世界の歴史を扱う。歴史的な事象を現在

とは断絶した出来事と捉えるのではなく、その繋がりに注目する。現代に繋

がる世界の歴史的経緯や体系について多角的・創造的に捉える力を養う講義

内容となっている。 

比較芸術論 

芸術とは、その社会の構成員の様々な経験や思想を何らかのカタチで表出

したものである。本講義では、音楽芸術（舞台芸術、聴覚メディア作品）を

取りあげながら、受講生の感性を育むことを目的とする。各文化圏における

政治・経済・宗教・言語・民族等の関わりが、音楽芸術の成立にどのような

影響を与えたかについて考える。 

国国際際文文化化学学科科専専門門教教育育科科目目のの概概要要 国際文化学科専門教育科目の概要
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授業科目名 講義等の内容 

比較宗教論 

世界各地で信仰されている宗教を比較することで、それぞれの特質を明ら

かにする。各宗教の教義の概要やなりたち、発展の歴史、さらには現代社会

における状況などについて、複数の宗教間の関係性や比較の視点を織り交ぜ

ながら解説する。教義の違いというだけではなく、宗教を取り巻く社会状況

も含めた広い視野からみることで、現代社会における宗教問題に対する理解

を深めるとともに、宗教とはなにかについて考える。 

初級英作文 

この授業は、英語の文章の基本的な構造と、書き方を導入する。学生は、

5つの過程（ブレインストーミング、アウトライン作成、初稿の作成、ピア

レビュー、また最終稿の作成の方法）に分けて、英語での文章の書き方を学

ぶ。各週の創作的な書く活動に加え、ポートフォリオを作成し、学生は自分

のプログレスを記録していく。 

中級英語オーラルコミュニ

ケーション 

このコースでは、学生は、個人、ペア、グループの活動で英語を練習し、

英語のスキルを伸ばし、流暢さを育成する。学期を通して、学生は、プレゼ

ンテーションのスキルを習得する。このコースでは、生徒は英語を話す、聞

くことに、特化したオーラルコミュニケーションのスキルの育成の他にも、

読む、そして書くことも練習する。 

中級英作文 

この授業は、英語でのフィクションライティングの方法を学ぶ。学生は、

面白いキャラクターをどのように設定するか、またどのようにストーリーを

展開するかを学ぶとともに、効果的なダイアログを作る方法を学ぶ。また、

学期を通して、学生は、学生同士でピアレビューを行いながら、1000 字程度

の短いフィクションを作る。 

英文法 

本科目は英文法の中級レベルテキストを用いて学習する。英語を読み、聞 

き、書き、話し、発表する際に必要な英文法の知識を身につけ、丸暗記で 

はなく「実践的な英文法」の概要を示す。具体的にはテキストの英文法項 

目を解説しその内容を理解した上で、問題を解きながら要点理解度を把握 

する。 

漢文学概論Ⅰ 

本講義では中国古典文学または漢文学について、漢詩を中心に講義をおこ

なう。中国文学史の大まかな流れを確認した上で、近体詩の成立する唐まで

の代表的な詩を鑑賞し、それぞれの詩の特徴を時代背景とともに捉える。さ

らに、「琉球漢詩」を鑑賞し、琉球における漢詩文文化を確認していく。 

言語と文学 

「ことば」を研究するということはどういうことか。本講義は、「ことば」

のなかでも言語学と文学を研究対象とする教員によるオムニバス形式の講

義である。この講義では、「ことば」を専門に勉強をしていくために必要と

思われる知識や技法を身につける。またこうした研究の最新の動向を伝える

ものともなる。「ことば」を学ぶ基礎的な訓練をしていくことを目指す。 

比較思想論 

東洋と西洋では、その世界観や人生観、あるいは自然観や人間観などその

基本的な思惟様式において顕著な相違が認められる。本講義において、それ

を人間的類型の相違というよりも、文化的類型の相違として明らかにした

い。又、決して東西の文化や思想の優劣や是非を論じるものではない。 
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授業科目名 講義等の内容 

比較宗教論 

世界各地で信仰されている宗教を比較することで、それぞれの特質を明ら

かにする。各宗教の教義の概要やなりたち、発展の歴史、さらには現代社会

における状況などについて、複数の宗教間の関係性や比較の視点を織り交ぜ

ながら解説する。教義の違いというだけではなく、宗教を取り巻く社会状況

も含めた広い視野からみることで、現代社会における宗教問題に対する理解

を深めるとともに、宗教とはなにかについて考える。 

初級英作文 

この授業は、英語の文章の基本的な構造と、書き方を導入する。学生は、

5つの過程（ブレインストーミング、アウトライン作成、初稿の作成、ピア

レビュー、また最終稿の作成の方法）に分けて、英語での文章の書き方を学

ぶ。各週の創作的な書く活動に加え、ポートフォリオを作成し、学生は自分

のプログレスを記録していく。 

中級英語オーラルコミュニ

ケーション 

このコースでは、学生は、個人、ペア、グループの活動で英語を練習し、

英語のスキルを伸ばし、流暢さを育成する。学期を通して、学生は、プレゼ

ンテーションのスキルを習得する。このコースでは、生徒は英語を話す、聞

くことに、特化したオーラルコミュニケーションのスキルの育成の他にも、

読む、そして書くことも練習する。 

中級英作文 

この授業は、英語でのフィクションライティングの方法を学ぶ。学生は、

面白いキャラクターをどのように設定するか、またどのようにストーリーを

展開するかを学ぶとともに、効果的なダイアログを作る方法を学ぶ。また、

学期を通して、学生は、学生同士でピアレビューを行いながら、1000 字程度

の短いフィクションを作る。 

英文法 

本科目は英文法の中級レベルテキストを用いて学習する。英語を読み、聞 

き、書き、話し、発表する際に必要な英文法の知識を身につけ、丸暗記で 

はなく「実践的な英文法」の概要を示す。具体的にはテキストの英文法項 

目を解説しその内容を理解した上で、問題を解きながら要点理解度を把握 

する。 

漢文学概論Ⅰ 

本講義では中国古典文学または漢文学について、漢詩を中心に講義をおこ

なう。中国文学史の大まかな流れを確認した上で、近体詩の成立する唐まで

の代表的な詩を鑑賞し、それぞれの詩の特徴を時代背景とともに捉える。さ

らに、「琉球漢詩」を鑑賞し、琉球における漢詩文文化を確認していく。 

言語と文学 

「ことば」を研究するということはどういうことか。本講義は、「ことば」

のなかでも言語学と文学を研究対象とする教員によるオムニバス形式の講

義である。この講義では、「ことば」を専門に勉強をしていくために必要と

思われる知識や技法を身につける。またこうした研究の最新の動向を伝える

ものともなる。「ことば」を学ぶ基礎的な訓練をしていくことを目指す。 

比較思想論 

東洋と西洋では、その世界観や人生観、あるいは自然観や人間観などその

基本的な思惟様式において顕著な相違が認められる。本講義において、それ

を人間的類型の相違というよりも、文化的類型の相違として明らかにした

い。又、決して東西の文化や思想の優劣や是非を論じるものではない。 

  

専専門門基基礎礎科科目目  社社会会科科学学系系科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

経営統計学 

 

 入門レベルの統計学の知識を用いて、経営に関連する事柄を学ぶ。統計学はデ

ータから分析対象の状態の記述、全体から一部を抽出、抽出データから全体の状

態の推定、仮説を検証する。経営統計学では、経営に関連する統計処理を学ぶ。

製品の品質バラツキ、抽出データから全体の質の推定、2つのグループ間の比較

などである。 

観光学概論 

 

 本講義では、観光学を学ぶために必要となる基礎的な知識の理解と習得を目

指す。観光は多様で複合的な人間行動であり、その産業は様々な業種から構成さ

れる裾野の広い複合産業である。世界各地においても多様な観光資源が、多種多

様な旅行者を惹きつけてやまない。本講義では、(1)観光学基礎の理解、(2)観光

旅行者の視点、(3)観光デスティネーションの視点、(4)その他観光を取り巻く環

境について理解を深めることとする。とりわけ、沖縄においてはその立地条件や

自然資源により観光を学ぶ適地であるので、適宜、沖縄の事例を通して観光産業

について修学する。 

地域研究方法論 

 

 本授業では、「地域」を主として外国の地域を中心に据えながら、①国際関係

学における地域研究（＝外国研究）の方法論について検討し、②足元の地域と海

外の地域を比較し、フィールドワークを行った成果を通じて、普遍的に「地域」

を把握し、研究する手法を学んでいく。 

社会調査法 

 

 この授業科目は、現地調査やアンケート調査によって科学的データを収集し、

分析し、意思決定する技術を身につけることを目的とする。具体例をまじえて調

査計画、調査票作成、対象者の選定、実施に至るまでのプロセスについて受講者

の参画を積極的に求め、社会調査の基礎と実際について理解を深める。 

経営情報論 

 

 現代の企業は厳しい競争環境の中で生き残りをかけた戦略を展開しており、

経営情報システムはますます重要になってきている。企業や組織においては、急

速に進歩している情報技術やインターネットの活用を行い、競争の優位性を達

成することが重要な課題になってきている。当講義では経営情報論の基礎理論

から入り、経営情報システムについて学習し、さらにインターネットによるビジ

ネスや、最新の情報技術についても学習する。 

地域社会論 

 

 在日韓国・朝鮮人は日本における最大のマイノリティ集団の一つである。当該

社会は、一方では世代交替の課程で在日韓国・朝鮮人としての固有のエスニッ

ク・マーカーとなるものを衰退させながら、他方ではマジョリティ社会である日

本社会への適応の度合いを深めているのが現状である。この授業では、当該社会

の形成過程の歴史を入念に辿りつつ、特に、在日若者世代の揺れ動くアイデンテ

ィティの現状にスポットをあてて学ぶ。 

社会心理学 

 この授業科目では、同調行動や援助行動などの著名な社会心理学的研究の成

果を「道具的適応」という観点から捉え直し、なぜ人間の心に「社会性」が備わ

っているのか、その必然性について論証する。また、専門用語および研究方法に

ついても具体例をまじえて解説し、社会心理学の現状と課題を学ぶ。 
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授業科目名 講義等の内容 

経済学総論 

経済学総論は、経済学を俯瞰的に学ぶ。具体的には、経済学の成り立ち、時代

変化と理論発展との関連、経済理論の限界との関連性、仮説と検証等である。具

体的には、基礎科目であるミクロ家在学、マクロ経済学、金融論、財政学、経済

史および経済思想の簡単に学ぶ。続いて、基礎科目と発展科目の関連を学ぶ。具

体的には、ミクロ経済学と国際経済論、ゲーム理論、マーケットデザイン論、行

動経済学、マクロ経済学と地域経済学と産業連関論を学ぶ。応用科目では、産業

組織論、経済地理学、空間経済学、経済政策、公共政策、社会政策、多国籍企業

論、国際金融論、国際貿易論などを学ぶ。 

倫理学 

科学とは共通理解の事柄から未知の世界を共通の方法で論理的に考え、新し

い法則や真理を発見する知的作用である。学問を探究する大学において、また、

実社会においても、論理的な思考・発想、および説明を訓練することは大学の授

業・報告・論文作成には欠かせない。本講義では、論理的思考について形式論理

学を中心に学ぶ。 

  

  

専専門門基基礎礎科科目目  自自然然科科学学系系科科目目  

 

授業科目名 講義等の内容 

コンピュータ概論 

 

 本講義では、主にコンピュータそのものに焦点を当てて、情報システムにおけ

るコンピュータのハードウェアや周辺機器、OS、ソフトウェア等の仕組みや概念

を理解する。 

情報処理論 

 

 コンピュータ概論にて学んだコンピュータの基礎知識を基に、情報処理技術

者としての知識を得るべく、情報処理全般の社会との関わりについて学習する。

具体的には、情報システムの評価・運用と管理、社会における情報システムの考

察、企業の業務知識とシステム化の啓蒙、情報ネットワークの種々の視点からの

活用法などを学ぶ。 

情報化社会論 

 

 情報化社会で仕事をするには、専門的な情報技術だけでなく利用者目線、業

務、ビジネス、技術者倫理といった情報の社会的な側面についての知識も不可欠

である。本講義では、「データ・情報・知識をどのように処理、管理したら良い

か」という視点に立ち、広い分野ではあるが基本的な概念を学習する。 

自然保護論 

 

 いまや自然環境の保護・保全、生物多様性の保全及び持続可能な利用を図るこ

とが国際的に重要視されている。これは、人間の活動がいかに自然環境を改変

し、資源を消費し、廃棄物を放出してきたかを示すものである。本講義では、自

然の実体についての理解を深め、自然保護について議論していく。主に沖縄の事

例を示し、地域の自然、現状等の理解を深めることも目的とする。 
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授業科目名 講義等の内容 

経済学総論 

経済学総論は、経済学を俯瞰的に学ぶ。具体的には、経済学の成り立ち、時代

変化と理論発展との関連、経済理論の限界との関連性、仮説と検証等である。具

体的には、基礎科目であるミクロ家在学、マクロ経済学、金融論、財政学、経済

史および経済思想の簡単に学ぶ。続いて、基礎科目と発展科目の関連を学ぶ。具

体的には、ミクロ経済学と国際経済論、ゲーム理論、マーケットデザイン論、行

動経済学、マクロ経済学と地域経済学と産業連関論を学ぶ。応用科目では、産業

組織論、経済地理学、空間経済学、経済政策、公共政策、社会政策、多国籍企業

論、国際金融論、国際貿易論などを学ぶ。 

倫理学 

科学とは共通理解の事柄から未知の世界を共通の方法で論理的に考え、新し

い法則や真理を発見する知的作用である。学問を探究する大学において、また、

実社会においても、論理的な思考・発想、および説明を訓練することは大学の授

業・報告・論文作成には欠かせない。本講義では、論理的思考について形式論理

学を中心に学ぶ。 

  

  

専専門門基基礎礎科科目目  自自然然科科学学系系科科目目  

 

授業科目名 講義等の内容 

コンピュータ概論 

 

 本講義では、主にコンピュータそのものに焦点を当てて、情報システムにおけ

るコンピュータのハードウェアや周辺機器、OS、ソフトウェア等の仕組みや概念

を理解する。 

情報処理論 

 

 コンピュータ概論にて学んだコンピュータの基礎知識を基に、情報処理技術

者としての知識を得るべく、情報処理全般の社会との関わりについて学習する。

具体的には、情報システムの評価・運用と管理、社会における情報システムの考

察、企業の業務知識とシステム化の啓蒙、情報ネットワークの種々の視点からの

活用法などを学ぶ。 

情報化社会論 

 

 情報化社会で仕事をするには、専門的な情報技術だけでなく利用者目線、業

務、ビジネス、技術者倫理といった情報の社会的な側面についての知識も不可欠

である。本講義では、「データ・情報・知識をどのように処理、管理したら良い

か」という視点に立ち、広い分野ではあるが基本的な概念を学習する。 

自然保護論 

 

 いまや自然環境の保護・保全、生物多様性の保全及び持続可能な利用を図るこ

とが国際的に重要視されている。これは、人間の活動がいかに自然環境を改変

し、資源を消費し、廃棄物を放出してきたかを示すものである。本講義では、自

然の実体についての理解を深め、自然保護について議論していく。主に沖縄の事

例を示し、地域の自然、現状等の理解を深めることも目的とする。 

授業科目名 講義等の内容 

沖縄の天然記念物 

 

 生物を含めた貴重な自然物には、天然記念物として法的に保護されているも

のが多い。沖縄では、自然の構成要素の多様さやユニークさから、特色ある生物

や生物群集および地質・地形が少なくないが、島の面積が小さい割には国内他地

域に比較して数多くの天然記念物が指定されている。それらの天然記念物を学

ぶことは、「おきなわ」を理解する有効な方法の一つである。この講義では、沖

縄の天然記念物を主たる対象として詳しく学習すると共に、その現状と課題を

考察し、発展的で有効な活用と保護について共に考えたい。 

島嶼環境論 

 

 主として自然地理学、地形学、地質学、水文学、気象学等の観点から島嶼環境

の特徴を概説する。その上で、島嶼における人間活動との相互作用と、それによ

って生じる環境上の諸問題について講義する。これらを通じて、島嶼地域におけ

る望ましい人間と環境とのあり方について解説する。 

情報と職業 

 

 本講義では、情報化社会において主体的に参画することができるような人材

を育成することを目標とする。すなわち、社会人として自らの職業を考えるにあ

たり、情報と職業の関わり方、職業倫理の一環としての情報モラル等を包括した

健全な職業観や勤労観を育成する。なお、「情報」の教員免許取得予定者は必須

の講義である。 
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（地地域域文文化化系系科科目目））  

  

授業科目名 講義等の内容 

沖縄の社会 

 

 琉球・沖縄社会の成立およびその構成要素について理解を深めること、また県

内各種試験やご当地検定等で沖縄に関する基本的事項について答えられる力を

身につけることを目的とする。琉球・沖縄社会を理解する上で重要な琉球方言や

グスク（城）、ウタキ（拝所）、オモロ（神歌）、エイサー、組踊、沖縄ソバなど

といった文化要素についても概説する。 

沖縄の社会と教育 

 

授業では、戦後の沖縄の地域社会の変貌を見据えつつ、学校や教師、地域にお

ける教育の変化について概説するものである。教員養成制度として機能した沖

縄文教・外国語学校や教育委員会制度、学校・教師・地域の連携活動としての教

育隣組や子ども会の結成と普及、昨今の沖縄の教育・福祉をめぐる諸問題（学力

問題、平和教育、教科書問題、貧困と格差の問題））についても視野に入れる。 

沖縄地域文化論 

 

 奄美から八重山までのいわゆる琉球文化圏には、たとえば古謡・三線民謡とい

った音楽文化、八月踊りやシヌグ・ウシデークといった民俗芸能文化、琉球語と

も称される方言文化、宮古・八重山上布、ミンサー織といった染織文化などが根

付いている。これらの民俗・文化事象について、現地実習沖縄コースやゼミなど

の具体的事例を紹介しながら概説する。 

沖縄の地域史 

沖縄県における地域史編纂の具体的な実践事例を通して、沖縄の地域史に関

する理解を深めつつ、同時に地域の歴史や文化を後世に継承していく実践の意

義についても考察を深める。  

日本の歴史Ⅰ 

日本は古来より海外との交流を通して、政治体制を整え、文化を育んできた。

そのため、日本の歴史を理解する上では海外との関係の歴史（対外関係史）の視

座が不可欠である。この講義では、前近代の日本国内の政治・社会の状況を対外

関係史と関連づけながら、日本史への深い理解を目指す。 

日本の歴史Ⅱ 

本講義では、近現代の日本の歴史を扱う。政治・外交・文化といった側面から

幕末以降の 150 年余の歴史を見ることで、私たちが生きる今の日本がどのよう

に形成されていったのかを知り、世界の国々との現在の関係がどのようにして

築かれてきたのかを学ぶ。 

日本史史料講読 

史料とは歴史研究の素材となるもののことで、文書、遺物、伝承、建築など

様々なものを含む。この講義では、それら史料のうち、古文書、古記録（日記な

ど）、絵図などを主にとりあげる。史料の読解を通して、歴史を暗記するのでは

なく、歴史を考える楽しみを知ってもらいたい。なお、史料の読解に必要な漢文

の読み方についても、若干の解説を行う。 

日本の社会 

日本社会の特徴について考える際、「家」に注目することは重要である。この

講義では、日本の家（家）製度の痕跡を追いつつ、日本社会の構造の一面を論じ

る。制度として「イエ」はなくなったものの、意識においては今日尚根強く機能

している。イエ制度を持たなかった沖縄社会との比較を通じて、今日の様々な社

会現象の根幹について論じていく。 
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（地地域域文文化化系系科科目目））  

  

授業科目名 講義等の内容 

沖縄の社会 

 

 琉球・沖縄社会の成立およびその構成要素について理解を深めること、また県

内各種試験やご当地検定等で沖縄に関する基本的事項について答えられる力を

身につけることを目的とする。琉球・沖縄社会を理解する上で重要な琉球方言や

グスク（城）、ウタキ（拝所）、オモロ（神歌）、エイサー、組踊、沖縄ソバなど

といった文化要素についても概説する。 

沖縄の社会と教育 

 

授業では、戦後の沖縄の地域社会の変貌を見据えつつ、学校や教師、地域にお

ける教育の変化について概説するものである。教員養成制度として機能した沖

縄文教・外国語学校や教育委員会制度、学校・教師・地域の連携活動としての教

育隣組や子ども会の結成と普及、昨今の沖縄の教育・福祉をめぐる諸問題（学力

問題、平和教育、教科書問題、貧困と格差の問題））についても視野に入れる。 

沖縄地域文化論 

 

 奄美から八重山までのいわゆる琉球文化圏には、たとえば古謡・三線民謡とい

った音楽文化、八月踊りやシヌグ・ウシデークといった民俗芸能文化、琉球語と

も称される方言文化、宮古・八重山上布、ミンサー織といった染織文化などが根

付いている。これらの民俗・文化事象について、現地実習沖縄コースやゼミなど

の具体的事例を紹介しながら概説する。 

沖縄の地域史 

沖縄県における地域史編纂の具体的な実践事例を通して、沖縄の地域史に関

する理解を深めつつ、同時に地域の歴史や文化を後世に継承していく実践の意

義についても考察を深める。  

日本の歴史Ⅰ 

日本は古来より海外との交流を通して、政治体制を整え、文化を育んできた。

そのため、日本の歴史を理解する上では海外との関係の歴史（対外関係史）の視

座が不可欠である。この講義では、前近代の日本国内の政治・社会の状況を対外

関係史と関連づけながら、日本史への深い理解を目指す。 

日本の歴史Ⅱ 

本講義では、近現代の日本の歴史を扱う。政治・外交・文化といった側面から

幕末以降の 150 年余の歴史を見ることで、私たちが生きる今の日本がどのよう

に形成されていったのかを知り、世界の国々との現在の関係がどのようにして

築かれてきたのかを学ぶ。 

日本史史料講読 

史料とは歴史研究の素材となるもののことで、文書、遺物、伝承、建築など

様々なものを含む。この講義では、それら史料のうち、古文書、古記録（日記な

ど）、絵図などを主にとりあげる。史料の読解を通して、歴史を暗記するのでは

なく、歴史を考える楽しみを知ってもらいたい。なお、史料の読解に必要な漢文

の読み方についても、若干の解説を行う。 

日本の社会 

日本社会の特徴について考える際、「家」に注目することは重要である。この

講義では、日本の家（家）製度の痕跡を追いつつ、日本社会の構造の一面を論じ

る。制度として「イエ」はなくなったものの、意識においては今日尚根強く機能

している。イエ制度を持たなかった沖縄社会との比較を通じて、今日の様々な社

会現象の根幹について論じていく。 

授業科目名 講義等の内容 

日本の宗教 

日本に現在行われている宗教・信仰について概観する。それぞれの宗教がどの

ように生じて、どのような内容の下、どのようなものを生み出してきたのか、ま

たそれぞれがどのように関連しあっているのかについて、とくに民俗学的・宗教

社会学的立場から解説する。 

地誌学 

 地誌学とは地理学の一分野であり、地域を自然、歴史、文化、生活などの観点

から「総合的」に把握・記述し、各事象の複雑な関係性の中から地域特性を理解

する学問である。この講義では日本の自然的、人文・社会的諸特性を概観したあ

と、各地域の自然や歴史、文化、風土、観光を地図や図表、写真等を多用し説明

する。 

自然地理学概論 

現在の地球はどのような歴史的変遷を経て成立してきたのか。地球の誕生か

らプレートテクトニクスによる大陸の離合集散、第四紀の氷河性海水準変動、自

然環境と人類の関わり合いの歴史を通して学ぶ。自然環境の具体例として、日本

列島の火山、山と川、森林などの「風景」が、どのようにしてできたのか理解す

る。また、自然環境の開発と保全、災害、資源利用など、自然と人間の関わり方

について学ぶ。現在の沖縄の自然環境と、その開発・保全の問題についても考え

ていきたい。 

 

 

専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（国国際際文文化化系系科科目目））  

  

授業科目名 講義等の内容 

アジアの歴史 

海域という視点から、東南アジアを中心としたアジアの歴史を講義する。前半

は前近代の海の交易世界をとりあげて様々な地域との間の文化、人間、商品の交

流により、多様性を持った社会が形成される過程について論じ、後半には近代の

植民地化により現在の国境線がひかれ、そこから言語や宗教を異にする多くの

民族が共存する国家が形成される過程を論じる。 

アジアの文化 

アジアの文化について、特に日本を含めた東アジア域内の文化の交流、伝播、

発展の諸相について概観する。食文化、服飾文化、家族文化、移民文化などのテ

ーマから、日本、中国、台湾、朝鮮半島が持つ文化の違いだけでなく、歴史的に

も相互に影響を与えあい融合してきたことからくる共通点も知ることで、文化

という側面からわれわれが有するアジア的なつながりについて学んでいく。 

アジアの文学 

アジア地域の文学の発展について、主に東アジア地域に焦点を当て、近代から

現代にいたるまでの文学史を紹介する。作家や文学作品だけでなく、各時代の文

学潮流の形成に影響を及ぼした事件や時代的背景など、多角的方面から東アジ

アの文学について学ぶ。 

アジアの言語 

東南アジアを中心としたアジアで話されている言語について講義する。東南

アジア社会の特徴はその多民族性にあり、言語もまた多様である。音韻や文法な

ど、諸言語の基礎的な特徴にくわえて、言語の使用状況や社会における位置づ

け、国家との関係など、さまざまな角度から言語を論じることで、東南アジア地

域の理解につなげていく。 
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授業科目名 講義等の内容 

アジアの宗教 

 東南アジアを中心としたアジアの宗教について、教義、歴史、国家との関係、

人々の生活とのかかわりなどを多面的に解説する。東南アジアでは、仏教、イス

ラム教、キリスト教といった世界的な宗教にくわえて土着の多様な信仰が混在

しており、重層的な構造を持っている。各地の宗教状況を概観して地域について

の理解を深め、東南アジア社会の多元性について考える 

アジアの政治と社会 

 アジアにおける社会的、政治的問題に焦点を当て、近現代アジア、特に東アジ

アの社会と政治にみられる共通する特徴と同時に、それぞれの国が抱える個別

の問題についても理解を深めることを目的とする。主要テーマは、東アジアにお

ける統治の構造と民族、支配と被支配、国際環境と国内政治などを中心に、国別

に時系列で検討していく。 

中南米の歴史 

 本講義では、中南米諸国の歴史を古代文明、植民地時代、独立以降と大別し、

通史的に学んでいく。また、大航海時代に世界各地へと乗り出したヨーロッパ側

の視点も踏まえ、植民地時代の支配と従属の関係、奴隷制度など、中南米地域が

政治・経済の世界システムへと組み込まれていった背景を考察する。 

中南米の文化 

中南米地域の現状を理解するうえで文化は重要なテーマである。一見すると

研究するに値しないと思われるような社会事象の中に表出する当該地域の歴

史、政治、経済、宗教、民族、思想などの背景を読み解いていく。 

中南米の社会 

中南米地域には、先住民、ヨーロッパ系、アフリカ系、ユダヤ系、日本を含む

アジア系など、多様なルーツを持つ人々が暮らしている。植民地時代からの影響

で、人種・民族と社会階層・居住地域が密接に関係する特殊な状況がある。本講

義では経済格差、教育格差、都市と地方などをキーワードに、中南米社会の実情

を学んでいく。 

中南米の文学 

 前史にあたる先スペイン期の先住民の神話から、近現代に至るまでの中南米

の主要な作家や文学作品について学ぶ。また、インディヘニスモなど、文学だけ

でなく当該地域の社会・政治にも影響を及ぼした思想など、作品が生み出された

背景も理解していく。 

中南米の言語 

中南米地域の多様な言語状況、および言語と関連する諸文化について学ぶ。先

住民言語、ポルトガル語、スペイン語、クレオール語、移民による言語実践、多

様な文化やその越境現象について学ぶ。 

移民と異文化 

海外には多くの日本移民とその子孫が暮らしている。その多くを占めるのが

沖縄にルーツを持つ人々である。日本移民が移民国において異文化と接触しな

がら生活してきた経緯を説明し、移民と日本・沖縄とのかかわりについて理解を

深める。移民を送り出した日本社会の歴史的背景を考察し、現在のグローバリゼ

ーションの中で日本・沖縄が果たす役割を考えていく。 

比較映像文化論 

今日では、オンラインによる動画や音源は最も強力な伝達手段と考えられて

いる｡映像は、文学・演劇・オペラ・音楽の（抽象具象を含む）諸芸術領域を連

結する媒体である。本講義では、世界の国々の映像作品の紹介を通して、それを

育んだ社会や文化、時代特有のメッセージ性について考える。鑑賞後の討論や分

析を通して異文化を理解することが本講義のねらいである。 
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授業科目名 講義等の内容 

アジアの宗教 

 東南アジアを中心としたアジアの宗教について、教義、歴史、国家との関係、

人々の生活とのかかわりなどを多面的に解説する。東南アジアでは、仏教、イス

ラム教、キリスト教といった世界的な宗教にくわえて土着の多様な信仰が混在

しており、重層的な構造を持っている。各地の宗教状況を概観して地域について

の理解を深め、東南アジア社会の多元性について考える 

アジアの政治と社会 

 アジアにおける社会的、政治的問題に焦点を当て、近現代アジア、特に東アジ

アの社会と政治にみられる共通する特徴と同時に、それぞれの国が抱える個別

の問題についても理解を深めることを目的とする。主要テーマは、東アジアにお

ける統治の構造と民族、支配と被支配、国際環境と国内政治などを中心に、国別

に時系列で検討していく。 

中南米の歴史 

 本講義では、中南米諸国の歴史を古代文明、植民地時代、独立以降と大別し、

通史的に学んでいく。また、大航海時代に世界各地へと乗り出したヨーロッパ側

の視点も踏まえ、植民地時代の支配と従属の関係、奴隷制度など、中南米地域が

政治・経済の世界システムへと組み込まれていった背景を考察する。 

中南米の文化 

中南米地域の現状を理解するうえで文化は重要なテーマである。一見すると

研究するに値しないと思われるような社会事象の中に表出する当該地域の歴

史、政治、経済、宗教、民族、思想などの背景を読み解いていく。 

中南米の社会 

中南米地域には、先住民、ヨーロッパ系、アフリカ系、ユダヤ系、日本を含む

アジア系など、多様なルーツを持つ人々が暮らしている。植民地時代からの影響

で、人種・民族と社会階層・居住地域が密接に関係する特殊な状況がある。本講

義では経済格差、教育格差、都市と地方などをキーワードに、中南米社会の実情

を学んでいく。 

中南米の文学 

 前史にあたる先スペイン期の先住民の神話から、近現代に至るまでの中南米

の主要な作家や文学作品について学ぶ。また、インディヘニスモなど、文学だけ

でなく当該地域の社会・政治にも影響を及ぼした思想など、作品が生み出された

背景も理解していく。 

中南米の言語 

中南米地域の多様な言語状況、および言語と関連する諸文化について学ぶ。先

住民言語、ポルトガル語、スペイン語、クレオール語、移民による言語実践、多

様な文化やその越境現象について学ぶ。 

移民と異文化 

海外には多くの日本移民とその子孫が暮らしている。その多くを占めるのが

沖縄にルーツを持つ人々である。日本移民が移民国において異文化と接触しな

がら生活してきた経緯を説明し、移民と日本・沖縄とのかかわりについて理解を

深める。移民を送り出した日本社会の歴史的背景を考察し、現在のグローバリゼ

ーションの中で日本・沖縄が果たす役割を考えていく。 

比較映像文化論 

今日では、オンラインによる動画や音源は最も強力な伝達手段と考えられて

いる｡映像は、文学・演劇・オペラ・音楽の（抽象具象を含む）諸芸術領域を連

結する媒体である。本講義では、世界の国々の映像作品の紹介を通して、それを

育んだ社会や文化、時代特有のメッセージ性について考える。鑑賞後の討論や分

析を通して異文化を理解することが本講義のねらいである。 

授業科目名 講義等の内容 

世界の歴史 

 主として 15 世紀から 19 世紀のヨーロッパの歴史を取り扱い、史資料の読解

能力と歴史的事象の意義の理解の修得をめざす。史資料の分析・読解に基づいた

世界史の知識の修得とともに、歴史的事象の意義に課する深い理解が求められ

る。 

 

 

専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（国国際際学学系系科科目目））  

  

授業科目名 講義等の内容 

国際関係論 

本講義は、過去数十年の急速な経済成長を背景に、国際社会における存在感を

増しているアジア太平洋諸国の国際関係を考察する。アジア太平洋地域の複雑

でダイナミックな国際情勢を、政治外交、経済協力、地域機構、民主化、社会変

動、領土問題、安全保障といった多角的な視点より考察する。 

国際政治論 

過去 30年間、政治経済から文化や科学や環境に至るあらゆる領域において「地

球規模のスケールをともなった相互接続(Globalization)」が顕著となってきて

いる。本講義では、Globalizationをキーワードに国際政治の動向と問題点を、

実例や理論を通して深く考察する。 

国際機構論 

 国際連合は第二次大戦後、再び世界大戦を起こさない目的で創設された国際

機構である。グローバル時代の今日、国際機構の役割について学ぶ意義は大き

い。国際機構が誕生した歴史的環境、組織の内容と機能、課題と改革案などにつ

いて学ぶ。特に日本の安全保障理事会常任理事国入りなど国際社会における日

本の役割も取り扱う。 

国際法 

 伝統的に国際法とは、国際社会における国家間関係を規律する法、とりわけ、

戦争と平和に関する法として理解されてきましたが、第二次世界大戦後、海洋、

宇宙、人道、経済、環境といった領域で人類共通の利益を実現するための国際的

規範が形成されています。本講義では、国際法の基礎を学習することで国際関係

を「政治」や「力」の論理だけでなく「規範」や「法」の論理から多角的に分析・

理解する能力を養います。 

アメリカ政治外交論 

本講義では、建国から現代までのアメリカ合衆国の政治と外交を、いくつかの

政策例を紹介しながら時系列的に考察する。特に、外交の基層部分をなす理念や

思想を意識することで、アメリカの政治と外交の特徴や性質を明らかにする。ア

メリカ政治外交の理解は、沖縄社会の平和と繁栄の将来を構想する上で欠くこ

とのできない重要な課題となっている。 

日米関係論 

 東アジア地域の国際環境の劇的な変容に呼応するように、日本の外交・安全保

障政策の基軸である「日米関係」も近年大きく変化してきている。本講義は、戦

後の日本が諸外国と構築した二国間関係の中で最重要と位置づけられる「日米

関係」を包括的に分析する。 
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（英英語語・・英英語語文文学学系系科科目目））  

  

授業科目名 講義等の内容 

英語音声学 

 英語の音節構造についての知識を深め、音声の出し方について学ぶと共に、実

際に声に出して練習する。具体的には、英語の子音と母音にどのような種類があ

り、どのように発音されるかをまず学ぶ、次に、音声をどのように認識するかに

ついて学ぶ。具体的には、英語の音素、音節、ストレスについて学ぶ。 

言語学概論 I 

 研究対象として見る「ことば」に関する言語理論を概説する。まず、幼児の母

語言語獲得の仕組みである第 1 言語獲得理論の基本概念を考察する。更に、発

声のメカニズムを探る音声学、音調などを扱う音韻論を概説する。次に単語成り

立ちの仕組みである語形成・形態論を取り上げる。最後に、言語の構造を分析す

る研究分野である統語論の基本概念を解説する。 

言語学概論Ⅱ 

 言語学概論Ｉに引き続き、「ことば」を研究分野として考察していく。まず、

単語や文章の意味、単語の意味の変遷、法助動詞の意味と用法、現在、過去時制、

完了相、進行相などを扱う意味論の基本概念を概説する。次に、言語運用の規則

としての語用論の基本概念を概説する。次に、言語使用の具体的場面を扱う社会

言語学を解概観し、最後に第 2言語習得論を概観する。 

理論言語学講読 

生成文法理論や他の認知科学に関する文献講読を行ない、グループ活動など

を通してクラス討論を行なう。さらに、さまざまな言語について対照研究の観点

から分析を行ない、普遍的な法則を見いだすことを目的とする。さらに、認知科

学の観点から言語処理や言語知識等について理解を深める。 

応用言語学講読 

英語の言語的特徴、英語教授法、第 2言語習得論、言語政策などについて英語

の文献講読を通して理解を深め、教育実習や他の言語教授の場面の基礎となる

理論や研究成果を学ぶ。文献研究に留まらず、小学校、中学校、高等学校、大学

の各教育レベルにおける社会的関心のある論点などを取り上げ、クラスで討論

を行なう。講義は講読およびクラス討論を主に英語を用いて行なう。 

英語学概論 

「英語学」に関する概説書を読み、言語現象を分析する能力を養う。まず英語

の歴史を概観し、音声に関する音声学・音韻論を概説する。次に単語の形態を扱

う形態論を取り上げる。次に、構造規則を扱う統語論を詳述する。次に単語、文

章、法助動詞の意味を扱う意味論を概説する。その後、談話をも含めた状況、あ

るいは話者の意図などを分析する語用論を取り上げる。 

小学校英語教育教授論 

小学校での英語教授の基礎となる教授法や、児童発達心理学、カリキュラム作

成、教材作りなどを学習する。教授法では児童への英語学習に有効な理解能力中

心のＴＰＲ等の教授法、コミュニケーションを中心とした教授法、オーディオデ

ィンガルを改良した指導法等を学ぶ。児童心理学では、ピアジェを始め、代表的

な児童発達心理学を学び、年齢に応じた有効な指導法を学ぶ。 

準高等英語リスニング 

中級のリスニングの講義を修了した学生が受講する。リスニング活動を通し

て 1分間に聴解できる語数(WPM)を増やし、視覚的な支援などに頼らず理解でき

る様にする。背景知識を利用し、自然な速度で話されているニュースや会議、講

義等を note-takingができるようにする。1年次と同様に学生のレベルに応じた

graded-listeningを行う。 
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（英英語語・・英英語語文文学学系系科科目目））  

  

授業科目名 講義等の内容 

英語音声学 

 英語の音節構造についての知識を深め、音声の出し方について学ぶと共に、実

際に声に出して練習する。具体的には、英語の子音と母音にどのような種類があ

り、どのように発音されるかをまず学ぶ、次に、音声をどのように認識するかに

ついて学ぶ。具体的には、英語の音素、音節、ストレスについて学ぶ。 

言語学概論 I 

 研究対象として見る「ことば」に関する言語理論を概説する。まず、幼児の母

語言語獲得の仕組みである第 1 言語獲得理論の基本概念を考察する。更に、発

声のメカニズムを探る音声学、音調などを扱う音韻論を概説する。次に単語成り

立ちの仕組みである語形成・形態論を取り上げる。最後に、言語の構造を分析す

る研究分野である統語論の基本概念を解説する。 

言語学概論Ⅱ 

 言語学概論Ｉに引き続き、「ことば」を研究分野として考察していく。まず、

単語や文章の意味、単語の意味の変遷、法助動詞の意味と用法、現在、過去時制、

完了相、進行相などを扱う意味論の基本概念を概説する。次に、言語運用の規則

としての語用論の基本概念を概説する。次に、言語使用の具体的場面を扱う社会

言語学を解概観し、最後に第 2言語習得論を概観する。 

理論言語学講読 

生成文法理論や他の認知科学に関する文献講読を行ない、グループ活動など

を通してクラス討論を行なう。さらに、さまざまな言語について対照研究の観点

から分析を行ない、普遍的な法則を見いだすことを目的とする。さらに、認知科

学の観点から言語処理や言語知識等について理解を深める。 

応用言語学講読 

英語の言語的特徴、英語教授法、第 2言語習得論、言語政策などについて英語

の文献講読を通して理解を深め、教育実習や他の言語教授の場面の基礎となる

理論や研究成果を学ぶ。文献研究に留まらず、小学校、中学校、高等学校、大学

の各教育レベルにおける社会的関心のある論点などを取り上げ、クラスで討論

を行なう。講義は講読およびクラス討論を主に英語を用いて行なう。 

英語学概論 

「英語学」に関する概説書を読み、言語現象を分析する能力を養う。まず英語

の歴史を概観し、音声に関する音声学・音韻論を概説する。次に単語の形態を扱

う形態論を取り上げる。次に、構造規則を扱う統語論を詳述する。次に単語、文

章、法助動詞の意味を扱う意味論を概説する。その後、談話をも含めた状況、あ

るいは話者の意図などを分析する語用論を取り上げる。 

小学校英語教育教授論 

小学校での英語教授の基礎となる教授法や、児童発達心理学、カリキュラム作

成、教材作りなどを学習する。教授法では児童への英語学習に有効な理解能力中

心のＴＰＲ等の教授法、コミュニケーションを中心とした教授法、オーディオデ

ィンガルを改良した指導法等を学ぶ。児童心理学では、ピアジェを始め、代表的

な児童発達心理学を学び、年齢に応じた有効な指導法を学ぶ。 

準高等英語リスニング 

中級のリスニングの講義を修了した学生が受講する。リスニング活動を通し

て 1分間に聴解できる語数(WPM)を増やし、視覚的な支援などに頼らず理解でき

る様にする。背景知識を利用し、自然な速度で話されているニュースや会議、講

義等を note-takingができるようにする。1年次と同様に学生のレベルに応じた

graded-listeningを行う。 

授業科目名 講義等の内容 

高等英語リスニング 

自然な速度で話される講義やまとまった分量の講演等を note-taking ができ

るようにする。学術的な英文について英語圏大学 1 年生対象の教養講義の内容

を理解し、留学や学術的講義に備えることを目的とする。授業外で学生のレベル

に応じた graded-listeningを行う。 

準高等オーラル・コミ

ュニケーション 

中級同様、「聞く、話す」の 2技能に特に焦点を当てた英語によるコミュニケ

ーション能力の向上をその目的とする。英語によるコミュニケーションの楽し

さを共有しつつ、準高等においては中級よりも話す内容をレベルアップさせる

と共により正確な情報伝達を目指す。例えば英語によるプレゼンテーションな

どを導入し発信力を磨く。 

高等英語オーラル・コ

ミュニケーション 

 日常生活で用いられている英語をナチュラルスピードで理解する。映画等の

視覚的な補助を用い、反復して視聴することにより、理解を促進する。所用時間

の短い談話やニュース、説明の理解から、所用時間の長い談話の理解ができるよ

うにする。 

準高等英語講読 

授業を前半と後半に分け、前半は日本語とは異なる「英語の構造」を理解し、

英語の読み方を学ぶ。内容を把握しつつ、速読する訓練を行う。英字新聞、雑誌

の記事などを教材としてとりあげる。後半は研究対象としての英語、あるいは言

語、言語学に関するテキストを読み、読解力を養成すると同時に、言語に関する

興味、関心を養い、言語現象に対する理解を深める。 

高等英語講読 

 英語の読み方を学ぶ。英語の速読力を身に着けることを目指し、新聞あるいは

雑誌などの記事、エッセイ、を読み、内容を把握する訓練を行うと同時に、語彙

力も養成する。また、研究対象としての英語、あるいは言語全般を扱うテキスト

を読み、読解力を養成すると同時に、言語に関する興味を養い、言語現象に対す

る理解を深める。 

準高等英作文 

このクラスは推敲しながらブレイン・ストーミングと要約により、英作文のプ

ロセスに焦点を置き、英語エッセイの基本的な構成を学習する。学生はナラティ

ブ作文や比較の作文を含む様々なジャンルの英作文に親しむ。また、文単位での

英文法、基本的な修辞的技法、エッセイの構成法に関する技術を向上させる。こ

のクラスは英語で行われる。 

高等英作文 

このクラスでは、「準高等英作文」で身に着けたエッセイ・ライティングの能

力を更に向上させる。学期末までには、主張、論拠、根拠をもとに議論するため

の英語の書き方を学ぶ。更に、上級レベルのクラスでリサーチ・ペーパーを書く

ための準備も行う。受講生は英文法力を更に磨き、更なる自信・説得力を持って

英語を書く方法を学ぶ。このクラスは英語で行われる。 

英米文化概論 I 

 英国について言語、地理、気候、民族構成、歴史、文化、政治、経済、生活様

式や宗教・信条などの概要を時代の変化に応じて文献購読、討論や発表を用いな

がら学習する。時代は、主に、17世紀からの初期の英国の歴史、18世紀、19 世

紀のビクトリア朝の歴史、20 世紀からの現在までを焦点化する。さらに現在の

社会や経済問題や EU、移民などの問題を学習する。 
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授業科目名 講義等の内容 

英米文化概論Ⅱ 

 米国について言語、地理、気候、民族構成、歴史、文化、政治、経済、生活様

式や宗教・信条などの概要を時代の変化に応じて文献購読、討論や発表を用いな

がら学習する。主に、植民地時代、独立革命、19 世紀の南北戦争、ベトナム戦

争、冷戦、現代の世界的経済危機、テロとの戦い、人権運動などのテーマを扱う。

学生の関心がある米国のテーマについて、講義を行う。 

英語リサーチ・ライティン

グ 

本講義は英語による研究論文執筆の方法や一般的な様式について話し合う。

学生は研究の題目を提案し、研究を実施し、1500 語から 2000 語 の研究論文を

書く。英語での論述の過程について学習し、研究における引用や引用の要約の効

果的な方法を学習する。このコースは、学生が卒業論文を英語で執筆し、卒業す

るための事前の講義である。 

イギリス文学 

 このクラスでは、中世、ルネッサンス期、ロマン主義、近代という各時代にお

けるイギリス文学の代表的な作品を読む。更に、叙事詩、叙情詩、演劇、小説の

ような英語で書かれる文学のジャンルについても学ぶ。最後に、英語でのクリエ

イティブ・ライティングの基本を学び、自分自身の文学作品を英語で書くことも

試みる。この授業は英語で行われる。 

アメリカ文学 

 ネイティブ・アメリカンの伝統的文学から現代の文学の中で、アメリカの伝統

から生じる様々なスタイルの文学作品を読み、それらについて自分の意見を書

く。相争う観点からアメリカ人としてのアイデンティティを確立することを試

みた作家に焦点を当てる。講義、クラス内のディスカッションでは、アメリカ文

学、アメリカ英語にも触れる。このクラスは英語で行われる。 

英語文学講読 

 この講義は、英語で書かれた一つの長編作品（フィクション、詩編、グラフィ

ックナラティブを含む）を読んでいく。講義は、文学的技術を学ぶとともに、文

化的側面、美的側面、また歴史的側面を、含むディスカッションを含む。学生は、

期末や中間課題として、その作品に対して、創作を通してリアクションをするプ

ロジェクトに取り組む。 

外書講読 

外国語で記された文献等を用いて、各専門領域における理論や事例等を学ぶ。

併せて、専門用語や言い回し等を学びながら、各専門領域の理解を深める。本講

義は、読解力の向上よりも、各専門領域に関する知識の拡充並びに理解を深める

ことを目指すものである。また、本講義の受講に関しては、外国語で各専門領域

に関する書物等を精読する。 

ディベート 

 準備段階では、論題決定、リサーチ、原稿書きという行程を通して、社会問題

に対する意識、情報収集能力、論理力やライティング力などを養成する。本番の

ディベート試合では、4技能を駆使することで上級者レベルの英語力を総合的に

向上させる。 

通訳技法 

 通訳者養成において使用される様々な技術を学ぶことで英語力を養成する。

さらに実際のニュースやスピーチなどオーセンティックな教材を使用して逐次

通訳や同時通訳を経験することで上級者レベルの英語力、日本語力を習得する。 
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授業科目名 講義等の内容 

英米文化概論Ⅱ 

 米国について言語、地理、気候、民族構成、歴史、文化、政治、経済、生活様

式や宗教・信条などの概要を時代の変化に応じて文献購読、討論や発表を用いな

がら学習する。主に、植民地時代、独立革命、19 世紀の南北戦争、ベトナム戦

争、冷戦、現代の世界的経済危機、テロとの戦い、人権運動などのテーマを扱う。

学生の関心がある米国のテーマについて、講義を行う。 

英語リサーチ・ライティン

グ 

本講義は英語による研究論文執筆の方法や一般的な様式について話し合う。

学生は研究の題目を提案し、研究を実施し、1500 語から 2000 語 の研究論文を

書く。英語での論述の過程について学習し、研究における引用や引用の要約の効

果的な方法を学習する。このコースは、学生が卒業論文を英語で執筆し、卒業す

るための事前の講義である。 

イギリス文学 

 このクラスでは、中世、ルネッサンス期、ロマン主義、近代という各時代にお

けるイギリス文学の代表的な作品を読む。更に、叙事詩、叙情詩、演劇、小説の

ような英語で書かれる文学のジャンルについても学ぶ。最後に、英語でのクリエ

イティブ・ライティングの基本を学び、自分自身の文学作品を英語で書くことも

試みる。この授業は英語で行われる。 

アメリカ文学 

 ネイティブ・アメリカンの伝統的文学から現代の文学の中で、アメリカの伝統

から生じる様々なスタイルの文学作品を読み、それらについて自分の意見を書

く。相争う観点からアメリカ人としてのアイデンティティを確立することを試

みた作家に焦点を当てる。講義、クラス内のディスカッションでは、アメリカ文

学、アメリカ英語にも触れる。このクラスは英語で行われる。 

英語文学講読 

 この講義は、英語で書かれた一つの長編作品（フィクション、詩編、グラフィ

ックナラティブを含む）を読んでいく。講義は、文学的技術を学ぶとともに、文

化的側面、美的側面、また歴史的側面を、含むディスカッションを含む。学生は、

期末や中間課題として、その作品に対して、創作を通してリアクションをするプ

ロジェクトに取り組む。 

外書講読 

外国語で記された文献等を用いて、各専門領域における理論や事例等を学ぶ。

併せて、専門用語や言い回し等を学びながら、各専門領域の理解を深める。本講

義は、読解力の向上よりも、各専門領域に関する知識の拡充並びに理解を深める

ことを目指すものである。また、本講義の受講に関しては、外国語で各専門領域

に関する書物等を精読する。 

ディベート 

 準備段階では、論題決定、リサーチ、原稿書きという行程を通して、社会問題

に対する意識、情報収集能力、論理力やライティング力などを養成する。本番の

ディベート試合では、4技能を駆使することで上級者レベルの英語力を総合的に

向上させる。 

通訳技法 

 通訳者養成において使用される様々な技術を学ぶことで英語力を養成する。

さらに実際のニュースやスピーチなどオーセンティックな教材を使用して逐次

通訳や同時通訳を経験することで上級者レベルの英語力、日本語力を習得する。 

授業科目名 講義等の内容 

異文化コミュニケーシ
ョン論 

異文化、また複数の文化のなかで、他者を敏感に理解する力、また敏感になる

力は大切だろう。文化の違いによるコミュニケーションスタイルを、批判的に観

察することを通して、自身の文化、また、他者の文化を深く理解することを目的

とする。人種、階級、国籍、ジェンダー、宗教などについても、授業のなかでデ

ィスカッションを行う。この講義は主に英語で行われる。 

 

 

専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（日日本本語語・・日日本本文文学学系系科科目目））  

  

授業科目名 講義等の内容 

日本語学概論 

本講義は、日常的に使用している日本語（現代日本語）を客観的に観察し、分

析する練習を通して、その仕組みを学ぶ。例えば、次のような質問に答えられる

ことをその目標とする。①平仮名の「ん」で表される音はすべて同じ音か？ ②

「読んだ」の「だ」と「食べた」の「た」は違うか？ ③「学校に」と「学校で」

の違いは何か？ ④古典日本語と現代日本語はなぜ違うか？ 

日本言語史 

本講義では、現在話されている日本語が、これまでにどのような変化を遂げてき

たかを学ぶ。文献に残されたヒントや、様々な地域の方言に隠れているヒントを

実際に見ながら、昔の日本語がどのようなものだったか実際に考える。特に沖縄

の言語を観察することで、古典文法が現代日本語と切り離されたものではない

ことを体験する。 

琉球語学概論 

本講義では、自身が住む沖縄・琉球列島で伝統的に話されている言語が、どの

ような点で興味深いのか、研究者の視点から紹介する。「沖縄の言語」ではテー

マごとに各地の言語特徴を観察した。その知識を発展させ、本講義では、地域ご

とに、特徴的な言語現象を観察する。琉球語学にとどまらず、言語学・日本語学

の発展的側面を持つ。受講生は、講義毎に提示される問いに挑戦することで、研

究とは何かを体験する。 

現代日本語論 

 本講義では、日本語のアクセントについて主体的に学ぶ。アクセントとは、語

中の音の高・低、強・弱に関する決まりのことである。日本語の諸方言の多くは

音の高・低が語の意味の区別に関係している。本授業では特に東京方言を中心に

日本語に観察されるアクセント現象を扱う。毎時間、発音練習と聞き取り練習を

行う。各地のアクセントを観察し、規則を発見する面白さ・言語研究を行う面白

さを体験する。 

日本語教授法 

 「日本語を教えること」には、様々な要素が絡み合っている。また、教えた後

には、「学ぶ」というプロセスが必要不可欠となる。本講義では、外国語教授法、

第二言語習得論、日本語の構造等について紹介し、主に「誰に」「何を」「どうや

って」という 3つの観点から、日本語を「教えること」「学ぶこと」について考

えていく。 
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授業科目名 講義等の内容 

日本古典文学概論 

〝男と女〟あるいは〝笑い〟をキーワードに中世文学における随筆や説話等

の代表的作品を鑑賞する。その際、前後の時代、すなわち中古と近世における関

連作品も取り上げ、それぞれのジャンルの諸相をおさえつつ、中世文学の特質の

一端を読み取る。 

日本古典文学史 

上代から近世までの文学の展開や変化、ジャンルの特徴を捉える。また、背景

となる歴史の流れ、社会や文化の構造を視野に入れながら、各時代の代表的作品

に触れる。文学作品を通じて、その時代・時期に生きた人びとの思想・精神文化

を読み解く。 

日本古典文学論 

 『平家物語』全 13巻を各年度 1巻ずつ読み解く。『平家物語』は「治承・寿永

の争乱」いわゆる源平合戦を主な舞台として、平家の滅びを主題としながら、さ

まざまな物語が織り込まれている。構想、人物形象、表現、諸本の異同、時代背

景(政治・思想)などの問題に関わる先行研究の成果をできるだけ数多く取り上

げながら、各巻の内容を精読する。 

日本近代文学概論 

 日本近現代文学における代表的な作品を鑑賞し、その後、対象となる作品、作

家について発表及び意見交換を行ってもらう。「小説」を「研究」することとは、

「小説」がどのような背景をもって書かれたかを探ることである。また、そのア

プローチは隣接する他学問領域の知識を必要とする。その大まかな作業の流れ

を知る講義となる。 

日本近代文学史 

 日本の社会構造が「近代」に移り変わって以降の文学の変遷をみる。いわゆる

幕末から現代に至る 150年を対象とし、背景となる歴史の流れや、日本社会・文

化の構造まで視野に入れながら、代表的な作家を例示しつつ講義を行う。文学作

品を通じて、その時代に生きた人々の思想・精神文化を読み解いていくことを目

的とする。 

日本近代文学論 

 明治以降、現在に至るまでの日本近・現代文学に描かれた「救い」について捉

え直す。作家が宗教思想をどのように受容しているのか、またその思想をどのよ

うに作品化しているのかを把握する。そのために宗教を描く特徴を有するいく

つかの小説作品を読むことになる。それら作品を読むことで、文学における「救

い」の変遷を見る。 

南島歌謡 

 南島歌謡とは、いわゆる琉球文化圏で生まれ伝承されてきたオモロをはじめ

とする呪詞・歌謡（おまじないや神歌・琉歌など）をさす。本講義では、奄美・

沖縄・宮古・八重山諸島から、それぞれの特徴的な呪詞・歌謡を取り上げて鑑賞

する。なお、代表的南島歌謡の一つである琉歌に慣れ親しんでもらう為、琉球カ

ルタ（琉歌版百人一首）の実施などする。 

沖縄の文学 

 本講義は、沖縄で書かれた文学・沖縄を描いた文学について学ぶものである。

明治以降沖縄県出身作家によって書かれた作品及び日本の作家によって作品化

された沖縄像について、紹介しながら概説し鑑賞する。その際、作品世界の背景

や、作品が発表された同時代社会の動きに目を配ることに重きを置く。 
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授業科目名 講義等の内容 

日本古典文学概論 

〝男と女〟あるいは〝笑い〟をキーワードに中世文学における随筆や説話等

の代表的作品を鑑賞する。その際、前後の時代、すなわち中古と近世における関

連作品も取り上げ、それぞれのジャンルの諸相をおさえつつ、中世文学の特質の

一端を読み取る。 

日本古典文学史 

上代から近世までの文学の展開や変化、ジャンルの特徴を捉える。また、背景

となる歴史の流れ、社会や文化の構造を視野に入れながら、各時代の代表的作品

に触れる。文学作品を通じて、その時代・時期に生きた人びとの思想・精神文化

を読み解く。 

日本古典文学論 

 『平家物語』全 13巻を各年度 1巻ずつ読み解く。『平家物語』は「治承・寿永

の争乱」いわゆる源平合戦を主な舞台として、平家の滅びを主題としながら、さ

まざまな物語が織り込まれている。構想、人物形象、表現、諸本の異同、時代背

景(政治・思想)などの問題に関わる先行研究の成果をできるだけ数多く取り上

げながら、各巻の内容を精読する。 

日本近代文学概論 

 日本近現代文学における代表的な作品を鑑賞し、その後、対象となる作品、作

家について発表及び意見交換を行ってもらう。「小説」を「研究」することとは、

「小説」がどのような背景をもって書かれたかを探ることである。また、そのア

プローチは隣接する他学問領域の知識を必要とする。その大まかな作業の流れ

を知る講義となる。 

日本近代文学史 

 日本の社会構造が「近代」に移り変わって以降の文学の変遷をみる。いわゆる

幕末から現代に至る 150年を対象とし、背景となる歴史の流れや、日本社会・文

化の構造まで視野に入れながら、代表的な作家を例示しつつ講義を行う。文学作

品を通じて、その時代に生きた人々の思想・精神文化を読み解いていくことを目

的とする。 

日本近代文学論 

 明治以降、現在に至るまでの日本近・現代文学に描かれた「救い」について捉

え直す。作家が宗教思想をどのように受容しているのか、またその思想をどのよ

うに作品化しているのかを把握する。そのために宗教を描く特徴を有するいく

つかの小説作品を読むことになる。それら作品を読むことで、文学における「救

い」の変遷を見る。 

南島歌謡 

 南島歌謡とは、いわゆる琉球文化圏で生まれ伝承されてきたオモロをはじめ

とする呪詞・歌謡（おまじないや神歌・琉歌など）をさす。本講義では、奄美・

沖縄・宮古・八重山諸島から、それぞれの特徴的な呪詞・歌謡を取り上げて鑑賞

する。なお、代表的南島歌謡の一つである琉歌に慣れ親しんでもらう為、琉球カ

ルタ（琉歌版百人一首）の実施などする。 

沖縄の文学 

 本講義は、沖縄で書かれた文学・沖縄を描いた文学について学ぶものである。

明治以降沖縄県出身作家によって書かれた作品及び日本の作家によって作品化

された沖縄像について、紹介しながら概説し鑑賞する。その際、作品世界の背景

や、作品が発表された同時代社会の動きに目を配ることに重きを置く。 

授業科目名 講義等の内容 

漢文学概論Ⅱ 

本講義では中国古典文学または漢文学について、漢詩を中心に講義をおこな

う。漢文学概論Ⅰでは近体詩の成立する唐までの詩を鑑賞した。本講義では続く

宋から清までの代表的な詩を鑑賞し、それぞれの詩の特徴を時代背景とともに

捉える。さらに、琉球と中国との関係を確認したうえで、「琉球漢詩」を鑑賞し、

琉球における漢詩文文化を確認するとともにその特徴を捉える。 

書写・書道概論 

 書写は、正しく書くという日常的機能性の上に立ち、書道は、美しく書くとい

う芸術的表現性の上に立っている。文字としての正しさも構成の上での端正さ

も書道の表現美の観点から重要なことであるという点で、書写と書道は深く関

係し合っている。この書写と書道との関係に留意して、書道における「表現と鑑

賞」に関する基本的な内容について講義する。 

 

 

 

 

専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（実実践践科科目目））  

  

授業科目名 講義等の内容 

地域文化演習 

 地域文化演習は、3年次の 8月・9 月に約 2週間前後の日程で実施される「現

地実習」(4単位)の事前授業として位置付けられる科目である。従って、当該地

域にある国々の地域研究や、職業分野に関する基礎的知識を学ぶ。加えて、研修

でのリスク・マネージメントも取り入れて講義する。 

現地実習 

 3年次夏季休暇の 8月・9月を利用して、約 2週間前後の日程で沖縄、日本、

アジア（東アジア、東南アジア）、中南米（ポルトガル語圏、スペイン語圏）、英

語圏、教育支援、国際協力の各コースにわかれ、集中講義などを含めた実習を行

う。各地域や職業分野について座学だけでは学ぶことができない実体験を通じ

ての理解を深く身につけることができる。 

教育支援演習 

教育支援演習は、3年次の 8月・9月に約 3週間前後の日程で実施される「教

育支援実習」(4単位)の事前授業として位置付けられる科目である。現在の教育

現場で取り上げられる課題や、問題などについて、それぞれの専門の教員が講義

を行い、授業後半では、学生それぞれの実習校について、事前の調べ学習を行

う。 

教育支援実習 

3年次夏季休暇 8月、9月を利用して、約 3週間の日程で、北部地区の学校（小

学校、中学校、高校）で教育支援実習を行う。学校現場を体験し、大学の教職課

程では学べない学校の組織、学校が抱える諸問題、実践的な教授法等を理解す

る。実習中は、実習生は、授業の補助、授業観察、学習支援などに従事する。 

日本語教育実践演習 

「日本語教授法」で学んだ基礎的な知識・考えを基にし、日本語授業における

事前準備の内容、授業の組み立て方、またその際の留意点などについて学ぶ。実

際の授業を観察したり、日本語学習者に対して模擬授業を行い、振り返りを行う

ことで、実践的な力を身に付ける。 
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（特特別別講講義義））  

  

授業科目名 講義等の内容 

国際学部特別講義 

国際社会で活躍している研究者や実務家を広く学内外から招聘し、学際的な

研究事例、最新の社会動向などについて紹介する。なお、開催年度ごとに講義テ

ーマや講師が異なる場合がある。 

国際文化特別講義Ⅰ 

 国際文化学科に関わる専門研究領域の研究者を学内外から招聘し、当該学術

分野における最新の研究事例や社会動向を紹介する。なお開催年度ごとに講義

テーマや講師が異なる場合がある。 

国際文化特別講義Ⅱ 

国際文化学科に関わる専門研究領域の研究者や実務家を学内外から招聘し、

自国の文化や異文化への理解を深めるための講義を提供する。なお、開催年度ご

とに講義テーマや講師が異なる場合がある。 

国際文化特別講義Ⅲ 

 国際文化学科に関わる専門研究領域の研究者を学内外から招聘し、当該学術

分野における最新の研究事例や社会動向を紹介する。なお開催年度ごとに講義

テーマや講師が異なる場合がある。 

国際文化特別講義Ⅳ 

国際文化学科に関わる専門研究領域の研究者や実務家を学内外から招聘し、

自国の文化や異文化への理解を深めるための講義を提供する。なお、開催年度ご

とに講義テーマや講師が異なる場合がある。 

 

 

演演習習科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

国際文化基礎演習 

国際文化学科学生を対象としたガイダンス科目である。オムニバス講義・演習

により、中南米、アジア（東アジア・東南アジア）、沖縄、日本の 4つの地域の

地域研究と、それらを越えた領域としての国際学、言語学・文学（英語・英語文

学、日本語・日本文学、琉球語・琉球文学）、教育学についての紹介を行う。本

科目では、国際文化学科で扱う領域についての基礎的な理解を目指すと共に、ゼ

ミ活動を行う上での研究姿勢を身につける。 

国際文化専門演習Ⅰ 

演習指導教員のもと、国際文化系学問の研究領域に関する文献・資料を検索・

講読しながら実証的研究の基礎を修得する。さらに収集した文献・資料を批判的

に読み解き、理論・仮説を組み立てる方法を修得して、各自の専門研究領域を選

択する。 

国際文化専門演習Ⅱ 

国際文化系学問に関する先行研究や理論を体系的に収集・理解・整理し、専門

研究領域における自己の問題意識の位置づけを明確にする。さらに指導教員・ゼ

ミメンバーとのディスカッションを通じて、自己の論理構成に飛躍や矛盾がな

いかチェックしながら卒業研究に必要な力を身につける。 

国際文化専門演習Ⅲ 

演習を通して、研究の目的・独自性・倫理性・手法の妥当性・実証性といった

点への理解を深め、卒業研究開始のための準備を進める。卒業研究のテーマに向

けて、自身の関心のある事柄について調べ、報告する。 
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（特特別別講講義義））  

  

授業科目名 講義等の内容 

国際学部特別講義 

国際社会で活躍している研究者や実務家を広く学内外から招聘し、学際的な

研究事例、最新の社会動向などについて紹介する。なお、開催年度ごとに講義テ

ーマや講師が異なる場合がある。 

国際文化特別講義Ⅰ 

 国際文化学科に関わる専門研究領域の研究者を学内外から招聘し、当該学術

分野における最新の研究事例や社会動向を紹介する。なお開催年度ごとに講義

テーマや講師が異なる場合がある。 

国際文化特別講義Ⅱ 

国際文化学科に関わる専門研究領域の研究者や実務家を学内外から招聘し、

自国の文化や異文化への理解を深めるための講義を提供する。なお、開催年度ご

とに講義テーマや講師が異なる場合がある。 

国際文化特別講義Ⅲ 

 国際文化学科に関わる専門研究領域の研究者を学内外から招聘し、当該学術

分野における最新の研究事例や社会動向を紹介する。なお開催年度ごとに講義

テーマや講師が異なる場合がある。 

国際文化特別講義Ⅳ 

国際文化学科に関わる専門研究領域の研究者や実務家を学内外から招聘し、

自国の文化や異文化への理解を深めるための講義を提供する。なお、開催年度ご

とに講義テーマや講師が異なる場合がある。 

 

 

演演習習科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

国際文化基礎演習 

国際文化学科学生を対象としたガイダンス科目である。オムニバス講義・演習

により、中南米、アジア（東アジア・東南アジア）、沖縄、日本の 4つの地域の

地域研究と、それらを越えた領域としての国際学、言語学・文学（英語・英語文

学、日本語・日本文学、琉球語・琉球文学）、教育学についての紹介を行う。本

科目では、国際文化学科で扱う領域についての基礎的な理解を目指すと共に、ゼ

ミ活動を行う上での研究姿勢を身につける。 

国際文化専門演習Ⅰ 

演習指導教員のもと、国際文化系学問の研究領域に関する文献・資料を検索・

講読しながら実証的研究の基礎を修得する。さらに収集した文献・資料を批判的

に読み解き、理論・仮説を組み立てる方法を修得して、各自の専門研究領域を選

択する。 

国際文化専門演習Ⅱ 

国際文化系学問に関する先行研究や理論を体系的に収集・理解・整理し、専門

研究領域における自己の問題意識の位置づけを明確にする。さらに指導教員・ゼ

ミメンバーとのディスカッションを通じて、自己の論理構成に飛躍や矛盾がな

いかチェックしながら卒業研究に必要な力を身につける。 

国際文化専門演習Ⅲ 

演習を通して、研究の目的・独自性・倫理性・手法の妥当性・実証性といった

点への理解を深め、卒業研究開始のための準備を進める。卒業研究のテーマに向

けて、自身の関心のある事柄について調べ、報告する。 

国際文化専門演習Ⅳ 

卒業研究のテーマを決定し、資料の収集を開始する。決定したテーマは卒業研

究テーマ発表会で報告し、必要に応じて修正を行う。また、先行研究を精読した

上で、卒業研究で扱う「問い」を明確にし、論文の執筆を開始する。 

国際文化専門演習Ⅴ 

指導教員やゼミメンバーとのディスカッションを通じて、資料の不備や分析・

考察の妥当性などを検討し、自身の卒業研究の質を高める。完成した成果物（卒

業論文）の内容は卒業研究最終発表会において報告する。 

 

Ⅵ　
国
際
文
化
学
科
の
概
要

83





Ⅶ　国際観光産業学科の概要





Ⅶ．国際観光産業学科
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専専門門基基礎礎科科目目  人人文文科科学学系系科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

日本語理解論  文字言語を介した多様なジャンルの文章(説明文・論説文、物語・小説、

詩歌、古典)の内容を的確に読み取り、文章の構成や表現の特色を把握す

る。これとともに文章に描かれた人物、心情、情景、思想等を読み味わう

方法を習得する。 

日本史概論 日本の歴史を学ぶことは、我が国への理解を深めるのみならず、近隣諸

国との関係性を理解する上でも不可欠である。また、歴史を学ぶことで現

代を相対化する視座を身につけることも可能となるだろう。この講義で

は、日本史の全体像を把握することを目指す。 

日本文化概論 原始・古代から現代までの我が国で展開した信仰・芸術・学問などにつ

いて、歴史学の立場から概観する。過去と現在との相違点・共通点を考え

ることで、歴史・文化を客観的に捉える力を身につける。 

文化人類学 文化人類学は人類の生活様式・活動・思考法を、多様性と普遍性の両面

から研究する学問である。本講義では、文化人類学の基礎的概念や理論を

学び、多様な世界を対等なものとして捉える視点と態度を身につけてい

く。 

人間関係論 人間関係論では個人と集団の相互作用過程について扱う。特にグルー

プ・ダイナミックス(集団力学)の知見に基づき、日常的な人間関係の内に

潜む社会的影響や人間行動の法則性について検討する。また、本講義では

グループ・ワークを通して、対人関係の諸課題を把握し適切な集団運営を

行うためのスキルを体験的に学習することを目指す。 

日本語表現論 本講義では、日本語でのインプット・アウトプットのスキルを高め、他者と

のコミュニケーションを意識した日本語表現力の養成を目指す。具体的に

は、様々なテーマでのワークショップやディスカッションを行い、テーマに

ついて自分なりの視点を持って考えそれを他者に向けて分かりやすく伝え

ること、および、他者の考えを自分なりに咀嚼し理解することのトレーニン

グを行う。 

世界史概論 本講義では、先史から現代までの世界の歴史を扱う。歴史的な事象を現

在とは断絶した出来事と捉えるのではなく、その繋がりに注目する。現代

に繋がる世界の歴史的経緯や体系について多角的・創造的に捉える力を養

う講義内容となっている。 
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専専門門基基礎礎科科目目  社社会会科科学学系系科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

経営統計学 

 入門レベルの統計学の知識を用いて、経営に関連する事柄を学ぶ。統計学

はデータから分析対象の状態の記述、全体から一部を抽出、抽出データから

全体の状態の推定、仮説を検証する。経営統計学では、経営に関連する統計

処理を学ぶ。製品の品質バラツキ、抽出データから全体の質の推定、2つの

グループ間の比較などである。 

観光学概論 

 本講義では、観光学を学ぶために必要となる基礎的な知識の理解と習得を

目指す。観光は多様で複合的な人間行動であり、その産業は様々な業種から

構成される裾野の広い複合産業である。世界各地においても多様な観光資源

が、多種多様な旅行者を惹きつけてやまない。本講義では、(1)観光学基礎

の理解、(2)観光旅行者の視点、(3)観光デスティネーションの視点、(4)その

他観光を取り巻く環境について理解を深めることとする。とりわけ、沖縄に

おいてはその立地条件や自然資源により観光を学ぶ適地であるので、適宜、

沖縄の事例を通して観光産業について修学する。 

観光学総論 

観光学の分野は、経済・経営・社会・歴史・自然・環境・文化・交通・

都市計画・健康など様々な分野から構成される非常に範囲の広い学際的な

学問分野である。本講義は、観光学概論の発展科目として観光学の基礎に

ついての理解を深めることを目的とし、観光学の体系、方法論を総論的に

学ぶ。また、本講義は観光に関わる教員の研究分野をもとに、観光へのア

プローチについてオムニバス講義の形態で提供する。 

地域研究方法論 

本授業では、「地域」を主として外国の地域を中心に据えながら、①国際

関係学における地域研究（＝外国研究）の方法論について検討し、②足元

の地域と海外の地域を比較し、フィールドワークを行った成果を通じて、

普遍的に「地域」を把握し、研究する手法を学んでいく。 

社会調査法 

この授業科目は、現地調査やアンケート調査によって科学的データを収

集し、分析し、意思決定する技術を身につけることを目的とする。具体例

をまじえて調査計画、調査票作成、対象者の選定、実施に至るまでのプロ

セスについて受講者の参画を積極的に求め、社会調査の基礎と実際につい

て理解を深める。 

経営情報論 

現代の企業は厳しい競争環境の中で生き残りをかけた戦略を展開してお

り、経営情報システムはますます重要になってきている。企業や組織にお

いては、急速に進歩している情報技術やインターネットの活用を行い、競

争の優位性を達成することが重要な課題になってきている。当講義では経

営情報論の基礎理論から入り、経営情報システムについて学習し、さらに

インターネットによるビジネスや、最新の情報技術についても学習する。 
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授業科目名 講義等の内容 

地域社会論 

在日韓国・朝鮮人は日本における最大のマイノリティ集団の一つであ

る。当該社会は、一方では世代交替の課程で在日韓国・朝鮮人としての固

有のエスニック・マーカーとなるものを衰退させながら、他方ではマジョ

リティ社会である日本社会への適応の度合いを深めているのが現状であ

る。この授業では、当該社会の形成過程の歴史を入念に辿りつつ、特に、

在日若者世代の揺れ動くアイデンティティの現状にスポットをあてて学

ぶ。 

倫理学 

科学とは共通理解の事柄から未知の世界を共通の方法で論理的に考え、

新しい法則や真理を発見する知的作用である。学問を探究する大学におい

て、また、実社会においても、論理的な思考・発想、および説明を訓練す

ることは大学の授業・報告・論文作成には欠かせない。本講義では、論理

的思考について形式論理学を中心に学ぶ。 

経営学総論 

企業の活動を理解することは、私たちの生活や社会、そして経済を理解

することにつながる。企業という特定の領域を対象とする経営学の基礎知

識を十分理解することを目的に進めていく。 

簿記原理 

複式簿記は会社経理に携わる人々はもちろん、経営者、職業会計人、企

業アナリストに必須の知識であり、また今日の情報化社会に生きる我々の

素養とさえなっている。このような社会的要請に応えるために、複式簿記

の基本的知識と技能を習得することを目的とする。具体的には、日々の取

引の仕訳・元帳への転記から決算処理、財務諸表作成までの一連の流れを

学習する。 

ミクロ経済学 

ミクロ経済学は、経済活動における意思決定を学ぶ。合理的と考えられ

ている家計や企業が、限られた資源や所得の利用、お互いに情報交換を行

わなかった場合や情報交換を行った場合に利益や幸福感を最大化できるか

を学ぶ。また、非合理的な場合の意思決定の特徴を学ぶ。 

民法と市民生活 

私たちが普段何気なく過ごしている日常生活において存在する民法に関

わる諸事象(商品の売買・アパートの賃貸借等の契約関係、家族制度、不法

行為等)を主たる素材としながら、民法のしくみや基本原理(例えば、法的人

格(権利能力)平等の原則、私的自治の原則、契約自由の原則、過失責任の原

則等)について学習する。特に“法”を意識しているわけでもない普段の日

常生活において、何気なく民法が果たしている重要な役割をなるべく分かり

易くお話して、民法に対する関心や市民としての法的責任感を涵養してい

く。 

マクロ経済学  

マクロ経済学は、一国経済および一国経済と世界経済という目に見えな

い経済を、国内総生産(GDP)の仕組みを簡単な数式に置き換えて学ぶ。GDP

の学びを通して、家計の消費、企業の投資、政府の活動や国際経済と私た

ちの生活との関係を学ぶ。 
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授業科目名 講義等の内容 

経済学総論 

経済学総論は、経済学を俯瞰的に学ぶ。具体的には、経済学の成り立

ち、時代変化と理論発展との関連、経済理論の限界との関連性、仮説と検

証等である。具体的には、基礎科目であるミクロ家在学、マクロ経済学、

金融論、財政学、経済史および経済思想の簡単に学ぶ。続いて、基礎科目

と発展科目の関連を学ぶ。具体的には、ミクロ経済学と国際経済論、ゲー

ム理論、マーケットデザイン論、行動経済学、マクロ経済学と地域経済学

と産業連関論を学ぶ。応用科目では、産業組織論、経済地理学、空間経済

学、経済政策、公共政策、社会政策、多国籍企業論、国際金融論、国際貿

易論などを学ぶ。 

社会心理学 

この授業科目では、同調行動や援助行動などの著名な社会心理学的研究

の成果を「道具的適応」という観点から捉え直し、なぜ人間の心に「社会

性」が備わっているのか、その必然性について論証する。また、専門用語

および研究方法についても具体例をまじえて解説し、社会心理学の現状と

課題を学ぶ。 

 
 
専専門門基基礎礎科科目目  自自然然科科学学系系科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

コンピュータ概論 

 本講義では、主にコンピュータそのものに焦点を当てて、情報システムに

おけるコンピュータのハードウェアや周辺機器、OS、ソフトウェア等の仕組

みや概念を理解する。  

情報処理論 

 コンピュータ概論にて学んだコンピュータの基礎知識を基に、情報処理技

術者としての知識を得るべく、情報処理全般の社会との関わりについて学習

する。具体的には、情報システムの評価・運用と管理、社会における情報シ

ステムの考察、企業の業務知識とシステム化の啓蒙、情報ネットワークの

種々の視点からの活用法などを学ぶ。 

情報化社会論 

 情報化社会で仕事をするには、専門的な情報技術だけでなく利用者目線、

業務、ビジネス、技術者倫理といった情報の社会的な側面についての知識も

不可欠である。本講義では、「データ・情報・知識をどのように処理、管理し

たら良いか」という視点に立ち、広い分野ではあるが基本的な概念を学習す

る。 

自然保護論 

 自然環境の保護・保全、生物多様性の保全及び持続可能な利用を図ること

重要な課題である。これは、人間の活動がいかに自然環境を改変し、資源を

消費し、廃棄物を放出してきたかを示すものである。本講義では、自然の実

体についての理解を深め、自然保護について議論していく。沖縄の事例を示

し、沖縄の自然、現状の課題等について理解を深める。 
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授業科目名 講義等の内容 

沖縄の天然記念物 

 生物を含めた貴重な自然物には、天然記念物として法的に保護されている

ものが多い。沖縄では、自然の構成要素の多様さやユニークさから、特色あ

る生物や生物群集および地質・地形が少なくないが、島の面積が小さい割に

は国内他地域に比較して数多くの天然記念物が指定されている。それらの天

然記念物を学ぶことは、「おきなわ」を理解する有効な方法の一つである。

この講義では、沖縄の天然記念物を主たる対象として詳しく学習すると共

に、その現状と課題を考察し、発展的で有効な活用と保護について共に考え

たい。 

島嶼環境論 

 主として自然地理学、地形学、地質学、水文学、気象学等の観点から島嶼

環境の特徴を概説する。その上で、島嶼における人間活動との相互作用と、

それによって生じる環境上の諸問題について講義する。これらを通じて、島

嶼地域における望ましい人間と環境とのあり方について解説する。 

情報と職業 

 本講義では、情報化社会において主体的に参画することができるような人

材を育成することを目標とする。すなわち、社会人として自らの職業を考え

るにあたり、情報と職業の関わり方、職業倫理の一環としての情報モラル等

を包括した健全な職業観や勤労観を育成する。なお、「情報」の教員免許取

得予定者は必須の講義である。 

 
 
専専門門発発展展・・応応用用科科目目  観観光光地地形形成成科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

観光事業論 

2 年次生を対象として、観光事業の考え方を体系的に学ぶ。観光学概論に

よって、観光の基礎的な知識を習得した学生に対して、これからの専門的な

各分野への橋渡し的な講義として、観光学を体系的に整理し、それぞれの専

門的分野の概観を詳述する。受講生が観光に関する専門的講義に慣れるとと

もに、これから学ぶ観光学の全体像を把握し、観光開発や観光政策の基礎を

理解することなどが講義の目的となる。 

観光開発論Ⅰ 

 本講義では、国内的・国際的に汎用性のある観光開発の概念や仕組みを総

論的に学ぶ。観光開発の目的を社会的更生の最大化とし、観光開発が経済社

会や環境、文化に与える影響をはじめとする開発と地域の関係に重点を置

き、望ましい開発の理念と手法の説明を中心として講義を進める。「観光開

発Ⅱ」および「観光政策論」において扱う事例や観光開発の計画評価に必要

な方法論を理解するための基礎とする。 

観光開発論Ⅱ 

 観光事業論および観光開発論Ⅰで学んだ観光開発の概念や仕組み、地域に

与える影響などを基礎として観光開発および観光振興の計画評価に必要な

方法論を解説する。観光振興の目的や方向性、戦略などを解説し、日本国内

を中心とした観光振興の先進的な地域を事例として取り上げ、理論と実践、

現実の意味連関を論じる。 
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授業科目名 講義等の内容 

観光政策論 

 本講義は、観光学を学ぶ最後の総まとめとして、今まで学習した内容や、

キャンパス内外で経験した内容を整理しながら、観光政策について学ぶ。観

光政策は、観光の供給、需要の両面から、地域がめざす将来像(ビジョン)に

向かっていくためのシナリオを作成する作業である。本講義では、観光政策

の考え方と方法について、政策科学と観光学を基礎として理論と事例によっ

て学習をすすめていく。 

西欧経済史 

中世から近代にいたる欧米諸国の経済発展についてみていく。その場合、

なぜある国はいち早く近代産業社会への離陸をなしとげ、またある国はそれ

に遅れをとったのかについて考える。特に「富の源泉」、イノベーション、近

代化、産業化をキーワードに欧米諸国の経済を比較史的に検討する。 

地域経済学 

 これまで日本は、キャッチアップ型経済の中で国土利用とか、産業の最適

配置という問題を国民経済の視点から考えてきた。しかし、経済のグローバ

ル化、高度情報化(IT 革命)の急速な進展に伴って中央集権的タテワリ行政

システムの見直し、地域住民のニーズ、地域の経済自立のための施策等、地

域からの視点(「地方の時代」)がより重要になってきている。本講義では地

域の経済的自立の条件とは何か、産業集積のメカニズムとは、競争優位を創

出するためには何が必要か等、経済学の基本的概念、理論を用いて地域経済

について考えていく。 

観光経済学 

 観光は経済学、経営学、マーケティング論、ホテル・レストラン経営論、

交通論、社会学等と多かれ少なかれ関わっており、極めて学際的な研究領域

である。本講義においては観光を経済学的視点から、経済学の基本的概念、

理論を用いて複雑な観光現象を分析し解明する事を試みる 

地誌学 

地誌学とは地理学の一分野であり、地域を自然、歴史、文化、生活などの

観点から「総合的」に把握・記述し、各事象の複雑な関係性の中から地域特

性を理解する学問である。この講義では日本の自然的、人文・社会的諸特性

を概観したあと、各地域の自然や歴史、文化、風土、観光を地図や図表、写

真等を多用し説明する。 

観光地理学 

観光地理学は、観光資源が存在する地域を対象として、観光活動が行われ

る地域の構造や成立過程の解明が主たるテーマとなる。「観光地」をひとつ

の地域として捉えれば、そこに観光資源が分布し、開発の沿革や観光産業の

発達過程と立地、地域の歴史や生活、文化などとの関わりなどの観光地域論

的アプローチが可能となる。 

本講義では、観光資源の分布を概説し、歴史的な観点からの観光地域の形

成過程や観光産業の立地に関する理論を説明する。具体的には、日本各地の

観光地の事例を取り扱う。観光地理学的な考察、地域特性や変容から読み取

る観光地の方向性などの議論まで高めたい。 

観光資源論 

 観光資源の概要を解説し、観光地における資源マネジメントの理論を説明

する。具体的には、世界または全国的な観光資源の事例を取り扱い、観光資

源に関する文化および歴史的な背景と特徴を概観し、まちづくりや観光振興

における活用方法を考察する。 
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授業科目名 講義等の内容 

自然地理学概論 

 現在の地球はどのような歴史的変遷を経て成立してきたのか。地球の誕生

からプレートテクトニクスによる大陸の離合集散、第四紀の氷河性海水準変

動、自然環境と人類の関わり合いの歴史を通して学ぶ。自然環境の具体例と

して、日本列島の火山、山と川、森林などの「風景」が、どのようにしてで

きたのか理解する。また、自然環境の開発と保全、災害、資源利用など、自

然と人間の関わり方について学ぶ。現在の沖縄の自然環境と、その開発・保

全の問題についても考えていきたい。 

観光行動論 

 力動的な人間行動全般の中で観光という行動のメカニズムを理解する。特

に、本講義では人間行動としての観光行動を行動科学的側面から構造を把握

することを目的としている。内容としては、観光者心理、観光者の消費行動、

観光者の空間体験や異文化体験、交通行動、情報行動等である。また関連す

る諸学問分野としては心理学・統計学・消費者行動論等の基礎知識を理解す

る。 

観光心理学 

観光者は、どのような動機に基づき何を求めて旅に出るのか、訪問先では

何に対しどのよう感じるのか、旅の経験をどのように評価し、またその評価

は次の旅行と関連しているのか、このような観光旅行者の心理について理解

することは、観光という事象を理解する上で重要であるといえる。当科目で

は、観光現象を社会的な人間行動の形態として、その行動の理由や仕組みに

ついて心理学的な側面から理解することを目的とする。具体的には、観光旅

行の過程について取り上げ、旅行前、旅行準備段階、旅行中、旅行後の一連

のプロセスについて理解を深めることを目指す。本科目については、講義形

式での提供となる。 

イベント事業論 

 観光客誘客の手段として、イベントが果たす役割について学ぶ。併せて、

イベントを開催するためのコンセプトの明確化、イベントの計画、準備・実

施・運営方法について学ぶと共にイベントのもたらす影響について考える。

本講義では知識を学ぶだけではなく、実際にイベントに参加し、対象として

観察・分析することが要求される。 

国際コンベンションビジネス 

 コンベンションビジネスとは何か、コンベンションビジネスが立脚するた

めに必要な要素や昨今話題に上る MICE、観光産業との関係、コンベンション

ビジネスによる地域への波及効果について本講義を通して学習する。また、

国内外の事例などを通して、地域におけるコンベンションビジネスについて

考える。 

観光関連法規 

 観光産業は様々な業種・業態から成る複合体であり、その範囲は広く、関

連する法律や規則等も多岐に渡る。本講義においては、観光の分野における

代表的な法律・規則・条令等について考える。併せて、規範・規制的な側面

を有する法律と計画性を有する法律の差異や法律と観光振興の関係につい

て考えると共に、法律や規則の果たす役割について学ぶ。 
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授業科目名 講義等の内容 

観光調査法 

観光現象に関わる基本的な調査方法を学んでいく。調査には大きく分けて

質的調査と量的調査に分けられる。「観光」という現象を理解する際に、質

的・量的調査の特性を理解した上で調査を実施しなければ、意味のない結果

となってしまう可能性が高い。 

 本講義では質的調査と量的調査の特徴や意義を説明した上で、様々な調査

技法（質問票調査、インタビュー調査など）や研究倫理を概観しながら観光

現象に関わる調査方法について解説する。 

ホスピタリティ 

マーケティング論 

この講義では 1・2 年次に学んだ観光学概論や経営学のマーケティングに

関する基礎知識を踏まえ、観光産業やホスピタリティ産業の経営全般につい

て、その現代マーケティング理論がどのような役割と関連性を持っているの

かについて概論的に理解する。週に 2回連続授業を行う。 

観光交通論 

 本講義は 2 年次以上の学生を対象として、観光交通の理論および観光地に

おける交通の役割を体系的に学ぶ。観光および交通地理、交通手段の発達が

観光地に与える影響、観光客と地域住民の領域が重複する観光地における交

通の計画づくりなどについて学ぶことで、観光交通に関する理解を深める。 

沖縄観光 

 本講義は、沖縄観光の現状と問題点、課題について、マーケットの現状、

観光消費が沖縄経済に波及する効果、沖縄観光の受入体制の推移、沖縄観光

を取り巻く全国的な旅行市場の動向、観光地の動向等の解説を加えながら、

その把握手法について講義する。 

レジャー・レクリエーション論 

 現代社会においてレジャー・レクリエーション活動は、国民生活の重要な

課題になってきている。本授業では、レジャー・レクリエーションの重要性

について理解し、労働とレジャー、観光との関係について検討する。また、

レジャー・レクリエーションの成立の背景と現代的意義、機能について習得

する。さらに、国内外のレジャー・レクリエーション産業と活動の現状を紹

介し、レジャー・レクリエーションの未来と課題について具体的に考察する。 

行政法 

 現代福祉国家において、市民生活に対する国家の行政的介入が増大してい

る今日では、多種多様な行政活動に関する法分野の基礎知識を習得する重要

性はますます高まっている。本科目では、主として沖縄県庁や市役所・町村

役場における身近な行政活動を素材としながら、行政「組織」法・行政「作

用」法・行政「救済」法という、行政法に関する基礎知識をなるべく分かり

易くお話しする予定である。また、規制緩和、公務員制度改革、郵政民営化、

市町村合併等に見られる近年のわが国の行財政改革等にも可能な限り触れ

ていきたい。 

財政学 

 財政は、現代社会における政府の貨幣活動である。中央政府と地方政府は、

集めた税金＝貨幣を用い、国民の生活に不可欠な道路、橋、港湾などの公共

施設の建設から、教育、医療や社会保障などの福祉サービスを提供している。

財政学は、政府の貨幣活動を、財政の仕組み、税の意味、税の徴収と経済へ

の影響などを学ぶ。 
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授業科目名 講義等の内容 

国際経済論 

 国際経済学は、私たちの生活が、国際的な経済活動を通じてどのようなつ

ながりや影響があるかを学ぶ。貿易が発生する仕組みとメリット、2国間で

輸出入が行われる理由と影響を与えることがら、円やドルの交換比率である

為替レートや国際通貨が輸出入に与える影響、国際的な貿易政策の現状と課

題を学ぶ。 

地方自治論 

 地方分権の流れとともに地方自治体をめぐる出来事をメディアで取り上

げることが多くなっている。「地方自治の実践は民主主義の最良の学校」と

も言われるが、現代日本においてはどのように実践されているのだろうか。

本授業では、地方自治の仕組みについて説明するとともに、地方自治体にお

いて争点となっている具体的な案件を紹介する。授業中には、理解の促進の

ため、授業で紹介した案件について受講生によるディスカッションも行う。 

市場調査論 

 市場調査論（マーケティング・リサーチ）は、企業戦略やマーケティング

戦略における諸問題を識別、把握、解決するために必要な情報を探索・収集

して分析する手法の一つである。この講義では、市場調査の基本概念から、

データ収集方法、分析手法、そして報告書の作成について学ぶことを目的と

する。 

経済政策 

 経済政策は、私達の生活にとって望ましい経済と社会を実現するための政

府の活動である。望ましい経済と社会と問題となっている経済と社会を比較

し、どこに問題があるのかを理論や理想的な社会と問題となっている社会の

比較や理論や理想的な社会の共通性から診断を行い、望ましい社会が実現す

るまでの道筋や方法を学ぶ。 

地域マーケティング論 

 都市・地域再生やまちづくりについて、マーケティングの理論を援用しつ

つ、現状と課題、今後の取り組みについて理解することが本講義の大きな目

的である。近年の人口減少と少子高齢化社会の中で、多くの都市や地域が活

性化、再生、まちづくりというキーワードを掲げ、様々な取り組みにも関わ

らず疲弊する一途である一方で、活性化への活路を見出しているところもあ

る。このような都市・地域が抱える問題や取り組みについて、理論と実践の

両面より受講生の皆さんと一緒に考えていくことを目的とする。 

日本の歴史Ⅰ 

日本は古来より海外との交流を通して、政治体制を整え、文化を育んでき

た。そのため、日本の歴史を理解する上では海外との関係の歴史（対外関係

史）の視座が不可欠である。この講義では、前近代の日本国内の政治・社会

の状況を対外関係史と関連づけながら、日本史への深い理解を目指す。 

日本の歴史Ⅱ 

本講義では、近現代の日本の歴史を扱う。政治・外交・文化といった側面

から幕末以降の 150年余の歴史を見ることで、私たちが生きる今の日本がど

のように形成されていったのかを知り、世界の国々との現在の関係がどのよ

うにして築かれてきたのかを学ぶ。 

世界の歴史 

主として 15世紀から 19世紀のヨーロッパの歴史を取り扱い、史資料の読

解能力と歴史的事象の意義の理解の修得をめざす。史資料の分析・読解に基

づいた世界史の知識の修得とともに、歴史的事象の意義に課する深い理解が

求められる。 
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目  観観光光経経営営科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

観光産業論 

観光産業の現状と全般的な課題、個別観光産業の特性や問題点等を学習す

る。観光産業は、観光に関わる個別産業の総称であり、その事業内容や特性

は各産業により大きく異なっている。本講義においては、まず観光産業を構

成する個別産業（交通、宿泊、旅行、イベント、アトラクションなど）の活

動実態を概観したうえで、これら産業に共通する企業経営上の重要課題やト

ピックスについて学習を進める。 

交通産業論 

本講義は 3年次以上の学生を対象として、交通産業における理論および観

光に関する交通産業の役割を体系的に学ぶ。主に、航空産業および陸上交通

産業を中心に解説し、観光における交通産業の役割と重要性に関する理解を

深める。まとめとして地域における交通の役割を詳述し、これからの交通産

業のあり方を考える。 

ホスピタリティ概論 

一般にホスピタリティは「おもてなし」「思いやり」「顧客満足」などの様々

な捕らえ方から種々の表現がなされているが、日本語の一語では表現できな

いほど多くの意味を内包している。本講義では不安の除去、自立・対等・連

携などをキーワードとした人と人、人とモノ、人と自然との共生を視野にし

た相関関係について、その語源、歴史などから本来の意味を紐解き、未来の

ホスピタリティを基盤とした社会の形成についても考え、ホテル経営とホス

ピタリティとの関係について概説する。 

ホテル経営論 

ホスピタリティ産業の総合体として位置づけられる宿泊業（ホテル・旅館

など）について、その発展と歴史と運営の知識、ホテル経営の特性と現状、

課題などを概説する。 

21世紀を迎え、ますます成長、発展する日本国内、そして沖縄のホテル産

業を現在から将来について様々な観点から学び、ホテルビジネスを取り巻く

具体的な変化や影響を理解する。 

ホテル計画論 

21 世紀を迎え、ますます生活環境が大きく変化し需要が多様化する時代

に対応するホテルづくりの基礎理論を学び、「夢のホテル、マイプラン作成」

を、グループワークを通して具体的に履修する。レストランやブチィックな

どの事業計画にも幅広く応用される理論であり、起業を志す学生にも受講を

奨励する。 

旅行業経営論 

旅行業務に関する取引の公正を確保するため、国家試験に合格した有資格

者が旅行業者各営業所に配置されなければならない。この講義では、国土交

通省が行う「国内旅行業務取扱管理者」の国家試験対策を行い、試験に合格

することを目標とする。試験科目である旅行業法令、旅行業約款、国内旅行

実務を学ぶ。 
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授業科目名 講義等の内容 

旅行業法と約款 

旅行業務に関する取引の公正を確保するため、国家試験に合格した有資格

者が旅行業者各営業所に配置されなければならない。この講義は、国土交通

省が行う「国内旅行業務取扱管理者」の国家試験対策を行い、試験に合格す

ることを目標とする。試験直前のこの集中講義では、練習問題や過去問題を

行い、合格のためのテクニックを身につける。 

ホスピタリティマネジメント論 

ホスピタリティ関連企業における経営の基礎理論を学ぶ。導入として、研

究対象であるホスピタリティ関連企業の特性について考察する。また、今日

では一般企業や各種団体などの経営（運営）においてもホスピタリティが重

要視されているが、その現状や課題などについて事例を挙げて論じる。 

上級簿記 

多様な利害関係者を有し、複雑な取引が多くみられる株式会社を対象とし

た複式簿記の知識と技法を習得することを目的とする。株式会社の仕組みや

取引について簿記を通して理解するとともに、株式会社が公表する財務諸表

を理解し、将来、株主、債権者、経営者などの立場で企業分析を行う際の基

礎知識を養うことを目標とする。 

会社法 

会社法の基本的構造、基本判例及び学説等の基本的知識を確実に理解する

ことを一義的な目的とし、加えて最先端のトピックスについても適宜とりあ

げつつ、実践的な思考力を涵養する。 

流通論 

生産から消費までの流通過程における基本的原理を理解する事、流通の中

でも特に商業を取り上げ、業態の発展、そして都市や地域との関連性につい

て学ぶことを目的とする。 

マーケティング論 

マーケティングとは企業や非営利組織がおこなう対市場活動である。まず

マーケティングの基本原理やマッカーシーの 4P(Product、 Price、 Place、 

Promotion)理論を説明し、企業が我々消費者に対しおこなっている活動を理

解する。さらに、サービス経済化やグローバル化など、現代企業が抱える独

自の問題にも焦点をあてていく。 

中小企業論 

わが国の企業数の大半を占めるのが、中小企業である。目まぐるしく進化

する ICT技術やグローバルに展開される企業競争によって、競争激化の様相

となっている環境のなかで、中小企業について様々な角度から実態を把握す

ることで、理解を深めていく。 

原価計算 

 簿記原理（商業簿記）を履修した学生を対象に、その応用として製造業に

おいて必須となった工業簿記及び原価計算の知識と技法を修得することを

目的とする。 

経営組織論 

 組織とは、ある目的を持った人々の協働体系であるが、現代の経済社会に

おいて存在意義や構造、特有の問題などについて学ぶ。なかでも特に企業組

織の構造と特性、そして組織内部の過程（組織と構成員との関係や意思決定

の流れ）、さらに組織と経営環境や経営戦略とのかかわりについて、いくつ

かの組織理論を事例研究と照らし合わせながら実態的に学んでいく。 
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授業科目名 講義等の内容 

経営戦略論 

 企業において競合他社との競争は、自らの企業の存続・成長・発展を左右

するほど重要なものであると考えられる。そこで、企業における競争の戦略、

成長の戦略とは何か、また戦略を考えていく上で企業が考えなければならな

い環境とは何か、などについて講義を行う。 

会計学原理 

 簿記原理において日々の取引の会計処理から財務諸表の作成方法までを

修得した学生に対して、財務諸表利用者、すなわち株主・債権者・経営者、

そして就職先を探す学生の立場から財務諸表の読み方を学ぶ。また、企業活

動のグローバル化を背景に、会計基準がグローバル化する現状も取り上げ

る。 

ベンチャービジネス 

経済の活性化、経済発展をもたらす原動力としてベンチャービジネスの創

造とその鍵となる起業家活動に、大きな期待がよせられている。このような

新しいビジネスの仕組みについて学ぶ。 

経営管理論 

経営管理論は経営資源であるヒト・モノ・カネ・情報に関する分野を網羅

し統括する管理論である。すなわち、ヒトに関して①人的資源管理論、モノ

は②生産管理論、カネについては③財務管理論、そして情報は④経営情報管

理論という具合に 4つの分野を中心に学んでいき、それらの総合的な視点で

企業経営を経営管理するとはどういうことなのかを考えて行く。 

問題解決の心理学 

情報化社会の進展とともに、迅速で正確な意思決定を迫られる場面が増え

る一方で、氾濫する情報の中から適切な情報を選択し、関連づけ、創造的な

アイディアを練り上げることが求められるようになってきた。様々な問題解

決場面における個人の思考プロセス、さらに集団による意思決定のダイナミ

ックスを検討する。また効果的な問題の整理・解決の技法等についても学習

する。 

人的資源管理論 

本講義では、4つの経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）のうち、ヒトに

ポイントを絞って、理論だけでなく現代的トピックも織り交ぜながら学ぶ。

また、座学だけでなく、受講人数に応じてグループ分けし、それぞれで決め

られたテーマから選んでグループ学習も行なう。 

グローバル・ビジネス論 

企業活動の拠点として、市場の対象（販売先）あるいは供給先として「海

外」が注目されていることは周知の事実となっている。そこで企業における

「海外」活動つまりグローバルなビジネスとは、どのような意味があり、ど

のような効果をもたらすのかについて学んでいく。 

産業情報論 

 産業界では次々と革新される情報技術を用いて、積極的に改革を進めてい

る。本講義では最新の情報技術を用いた情報システム化の動向を学習する。

特にインターネットを中心とする情報ネットワーク化の飛躍的な発展に伴

うオフィスや業務の形態に関しても学習する。 

経営分析論 

複式簿記の基本的知識と技能を修得した学生を対象に、企業の経営活動の

良否の判断に役立つ経営分析の手法を学ぶ。具体的には、企業が公表する財

務諸表(貸借対照表・損益計算書)を用いて、安全性・収益性・成長性・生産

性の分析を行う 
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授業科目名 講義等の内容 

組織心理学 

産業・組織場面における人間行動について、心理学的な観点から分析・考

察することを目標とする。具体的には職業適性、キャリア発達と人材開発、

職場内の対人行動や仕事への動機づけなど、産業・組織心理学研究の知見を

紹介する。また、組織デザインの観点から組織風土とリーダーシップについ

ても取り上げ、効果的な組織運営について論じる。 

対人コミュニケーション論 

 情報化社会においても対人コミュニケーションの重要性は変わらない。こ

の授業科目では、他者の意見や行動を変え、他者の持つ印象を操作し、他者

を欺き、他者と交渉し、他者とのうわさを楽しむといった対人コミュニケー

ション研究に焦点を当て、専門用語及び理論展開について論じる。 

チームマネジメントの心理学 

 この授業科目では、産業・組織心理学的観点からチームマネジメントにつ

いて検討する。社会人基礎力の主たる要素として強調されるようになった

「チームで働く力」について、リーダーシップ、モチベーション、コンピテ

ンシーなどの概念と結びつけながら具体的に考察していく。さらに実践を通

して、チームマネジメントのための課題分析とリーダーシップの向上を目指

す。 

職業指導Ⅰ 

 生徒への職業指導を行うにあたって役立つ知識と実践技術の修得を目的

とする。生徒自身が「進路を想像する力」を発揮できるような教師の支援に

ついて学ぶとともに、キャリア教育についても考えていく。 

職業指導Ⅱ 

 「職業指導Ⅰ」での学びを踏まえて、学校現場で求められる職業指導、キ

ャリア教育を自ら考え、体系的に組み立て、指導内容や方法をカリキュラム

に反映させ、実行可能性について考えていく。 

 
 
 
専専門門発発展展・・応応用用科科目目  観観光光文文化化・・環環境境科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

健康と長寿 

健康な状態で長生きしたいということは多くの人々の共通の願いであり、

これから生きていく上で重要な課題になっている。本講義では、健康と長寿

に関する理解と現代社会における健康と長寿の重要性について検討する。ま

た、健康長寿の秘訣を食文化、生活習慣、生き方等の観点から説明する。さ

らに、ヘルスツーリズム、ウェルネスツーリズム、メディカルツーリズムに

関する知識を習得し、健康とツーリズムの関係について理解する。 

余暇社会学 

この授業では、現代社会における余暇の意味と機能等を社会学的な観点か

ら学ぶ。また、余暇と労働の関係、余暇の社会理論、近代、脱近代における

余暇の意義について理解する。さらに、余暇と観光の関係、観光社会学につ

いて学習する。 
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授業科目名 講義等の内容 

地球の環境とその保全 

地球規模や地域レベルの環境問題が深刻になり、いまや環境問題は各国や

地方自治体の政策決定にも重要な影響を及ぼしつつある。いわゆる環境問題

といわれるものは人間と環境との関わり方の問題であり、この問題の解決に

は人間が自然環境を理解し、如何にこれら環境に接していくかが重要であ

る。本講義では自然環境を保全して行くにはどうすればよいのか考えて行

く。 

エコツーリズムⅠ 

エコツーリズム(Ecotourism)は Ecology(生態学)と Tourism(観光)を組み

合わせた造語である。一般的には「訪問地の自然・文化をより深く知り・学

び、自然・文化の保護・保全と地域の振興に寄与する観光形態」と理解され

る体験型の観光を示す概念である。本講義では、エコツーリズムの基本的な

概念及び持続可能性や地域の取組み等に対しての理解を深めることを目的

として行われる。 

エコツーリズムⅡ 

本講義では、「エコツーリズムⅠ」の発展科目としてエコツアーの体験（野

外講義）や実務家（自然体験事業者等）の講義も加えることにより、エコツ

ーリズムの理解を更に深めることを目的として行われる。エコツアー体験

（野外講義）では、沖縄ならではの特徴的な体験することにより、沖縄県の

エコツーリズムの取組につても理解を深める。 

自然観察指導法 

自然観察を指導するインタープリターには、多様な参加者と観察対象の状

況に配慮した安全で内容豊富な適切なインタープリテーションが求められ

る。多様な自然環境の中で、何を対象として取り上げるか、興味深く解りや

すいインタープリテーションが出来るかが重要である。本講義では、座学と

野外講義により、自然解説やインタープリテーションの理解を深める。 

環境アセスメント論Ⅰ 
 国内外における環境アセスメント制度の成立背景と経緯・趣旨を解説し、

現行の制度とその意義、さらに運用の現状と今後の課題について講義する。 

環境アセスメント論Ⅱ 

 環境アセスメント制度が立脚する環境関連法制度と、環境影響評価で用い

られる基本的な環境測定および影響予測のための技術体系について、国内外

における環境アセスメントの事例を参照しながら現状と今後の課題につい

て解説する。 

環境調査法 

環境について様々な側面から理解するために用いられる測定・分析の方法

と、それらの特徴・適用性について講義する。さらに、実習を通してこれら

測定技術を身に付けるとともに環境を科学的に分析・記録・考察する姿勢を

学習する。 

観光文化論 

観光は今や地球規模の巨大現象であり、その経済的効果は莫大なものであ

る。また、その影響力は新たな文化の創造という局面にまで及んでいる。本

講義では、観光を生み出す仕方、観光によって作り出される文化、観光が当

該社会に与える社会的・文化的影響など、観光と文化との関係を多角的な観

点から考察する。 

沖縄の植物と保護 

1)琉球列島の自然環境の概要、2)植物分類学・生態学の基礎、3)琉球列島

の維管束植物、4)沖縄県の植物の保護についての理解を深め、植物と人間の

生活のかかわりについて考察する。 
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授業科目名 講義等の内容 

島嶼文化論 

地球上で我々人間は様々な場所で様々な生を営みながら、多様な社会や文

化、歴史などを育んできている。本講義は我々が生み出している文化の多様

性に着目し、その地域的特性を示しつつ、各典型例の比較対照を行うもので

ある。特に、我々と密接に関わりのある生活文化に関する映像資料などをも

駆使しながら、沖縄を足がかりに日本(本土)、韓国、中国、東南アジアなど、

様々な地域に生きる人々の文化を紐解いていき、文化の多様性の認識と異文

化への理解を深めていくのが講義の最大の目標である。 

比較宗教論 

世界各地の宗教を比較することで、その特質を明らかにする。各宗教の教

義の概要やなりたち、発展の歴史、さらには現代社会における状況などにつ

いて、比較の視点を織り交ぜながら解説する。教義の違いというだけではな

く、宗教を取り巻く社会状況も含めた広い視野からみることで、現代社会に

おける宗教問題に対する理解を深め、宗教とはなにかについて考える。 

日本史史料講読 

史料とは歴史研究の素材となるもののことで、文書、遺物、伝承、建築な

ど様々なものを含む。この講義では、それら史料のうち、古文書、古記録（日

記など）、絵図などを主にとりあげる。史料の読解を通して、歴史を暗記す

るのではなく、歴史を考える楽しみを知ってもらいたい。なお、史料の読解

に必要な漢文の読み方についても、若干の解説を行う。 

日本の宗教 

日本に現在行われている宗教・信仰について概観する。それぞれの宗教が

どのように生じて、どのような内容の下、どのようなものを生み出してきた

のか、またそれぞれがどのように関連しあっているのかについて、とくに民

俗学的・宗教社会学的立場から解説する。 
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目  国国際際観観光光科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

国際観光論 

いまや世界中で多くの者が外国旅行をしており、今後もさらに拡大するこ

とが予想されている。今日の日本では国際観光というとインバウンド旅行が

連想されるが、国際観光は相互の往来、即ちインバウンドとアウトバウンド

の両方を指すものである。このような国際観光は、ある国や地域の国際化を

はじめ、経済効果、国際相互理解を促進し、世界平和へ貢献するものと期待

されており、各国が国際観光の振興に力を入れている。本科目においては、

国際観光の基礎や仕組みについて学ぶと共に、地域における国際観光のあり

方について考える。 

観光実用中国語 

この授業は、観光産業のさまざまな場面でホストとして観光旅行者と円滑

にコミュニケーションを図ることができる柔軟な対応能力を養うことに主

眼をおく。授業では、「ホテル」、「レストラン」、「旅行会社」、「レンタカーシ

ョップ」、「免税店や土産物店」などの接客場面を想定し、そのような場で行

われる応対に関連する語彙や表現法などを学習し、自らも情報を発信できる

能力を高めていく。本授業では、それまでに培ってきた中国語のスキルを十

分に発揮することが望まれる。 

観光実用韓国語 

この授業は、観光産業のさまざまな場面でホストとして観光旅行者と円滑

にコミュニケーションを図ることができる柔軟な対応能力を養うことに主

眼をおく。授業では、「ホテル」、「レストラン」、「旅行会社」、「レンタカーシ

ョップ」、「免税店や土産物店」などの接客場面を想定し、そのような場で行

われる応対に関連する語彙や表現法などを学習し、自らも情報を発信できる

能力を高めていく。本授業では、それまでに培ってきた韓国語のスキルを十

分に発揮することが望まれる。 

観光実用英語Ⅰ 

 観光業界の現場で必要とされる英語運用能力について教授し指導する。講

義では主として聴解力と英語による意思伝達能力を養成することを目標に

掲げて指導を行う。受講生には、あらかじめ各単元で扱う必須の語彙や表現

に関して状況に即した事例を示して理解を深めさせ、それを足がかりにして

聴解力と意思伝達能力の向上を促す応用練習を継続して課す。 

観光実用英語Ⅱ 

 先行する観光実用英語 Iと教授内容において連続性を共有する。但し、本

講義の各単元で扱う語彙や表現、またそれらに連動する種々の応用練習の項

目は、観光実用英語 Iで扱う内容と重複するものではない。講義を進めるに

あたっては、随時一口メモのコーナーを設け、英語と日本語の本来的相違点

に言及し、受講生に注意を喚起させる。この試みは先行する観光実用英語 I

でも同様に実施する。 

アジアの歴史 

海域という視点から、東南アジアを中心としたアジアの歴史を講義する。

前半は前近代の海の交易世界をとりあげて様々な地域との間の文化、人間、

商品の交流により、多様性を持った社会が形成される過程について論じ、後

半には近代の植民地化により現在の国境線がひかれ、そこから言語や宗教を

異にする多くの民族が共存する国家が形成される過程を論じる。 
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授業科目名 講義等の内容 

中南米の歴史 

本講義では、中南米諸国の歴史を古代文明、植民地時代、独立以降と大別

し、通史的に学んでいく。また、大航海時代に世界各地へと乗り出したヨー

ロッパ側の視点も踏まえ、植民地時代の支配と従属の関係、奴隷制度など、

中南米地域が政治・経済の世界システムへと組み込まれていった背景を考察

する。 

外書講読 

外国語で記された文献等を用いて、各専門領域における理論や事例等を学

ぶ。併せて、専門用語や言い回し等を学びながら、各専門領域の理解を深め

る。本講義は、読解力の向上よりも、各専門領域に関する知識の拡充並びに

理解を深めることを目指すものである。また、本講義の受講に関しては、外

国語で各専門領域に関する書物等を精読する。 
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目  実実践践科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

インターンシップⅠ 

観光分野は実務を経験し、理論と実践を融合することが大切である。本科

目では学生自らが実践の場（観光関連企業、研究所等）を応募・選択し、イ

ンターンシップ体験を通して、大学で学ぶ講義の内容が現場でどのように活

用されているかを理解する。 本科目では 3 日以上のインターンシップが対

象である。 

インターンシップⅡ 

観光分野は実務を経験し、理論と実践を融合することが大切である。本科

目では学生自らが実践の場（観光関連企業、研究所等）を応募・選択し、イ

ンターンシップ体験を通して、大学で学ぶ講義の内容が現場でどのように活

用されているかを理解する。 本科目では 5 日以上のインターンシップが対

象である。 

海外インターンシップ 

海外の企業などで一定期間研修を行うことにより、国際感覚と語学力を養

い、ビジネスマナーや職業意識を身に付ける。事前学習として海外研修のた

めに必要な予備知識・能力を得るための授業を行なうとともに、国内企業で

の事前研修も実施する。なお、派遣学生は選考の上決定する。 

ホテル実務 

ホテル業は観光ホスピタリティ産業の中核であり、そこに従事するホテリ

エは幅広い知識と教養に加え、専門的な実務能力を有していなければならな

い。そのための機会を提供すべく、沖縄県内の複数の著名ホテルと提携した。

これら提携先ホテルにおいて基本実務を体験的に学び、最終的にレポートに

まとめる。 

観光関連実務 

観光関連企業等での長期間の実習を通し、現場の実務経験により観光関連

企業等への理解を深め、観光産業の発展に貢献できる人材育成をすることを

目的として実施する。これにより、「理論」と「実践」を備えた、観光業界の

ニーズに対応できる学生を育成する。 

 
 
専専門門発発展展・・応応用用科科目目  観観光光関関連連科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

スクーバダイビング 

本講習はダイビングが初めてという人のための入門コースである。講習カ

リキュラムは、①学科講習、②限定水域実習(浅瀬での訓練)、③海洋実習(オ

ープンウォーター)から構成されている。規定の講習を修了すると、PADIス

クーバーダイバーの Cカード(認定証)が取得できる。 

ウェルネス概論 

ヘルス・フォー・オールの理念を実現するために不可欠な 21 世紀の健康

戦略としてのヘルスプロモーション・ウエルネスと PHC(Primary Health 

Care)について概説し、21世紀に向けた健康社会実現への健康思想の構築を

図る。また、沖縄県で全国に先駆けて行っているドルフィンセラピーについ

ても解説する。ヘルスプロモーション・ウエルネスの理論を学び、健康社会

構築のマネジメント力を身につける。 
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授業科目名 講義等の内容 

スポーツ産業論 

スポーツに親しむ人々の動機や目的も「健康志向」が目立ってきており、

従来のスポーツ産業と健康産業がクロスオーバーする新たな「健康スポーツ

産業」の領域が生まれた。スポーツ経営学を基盤にし、産業としての健康ス

ポーツ施設経営の現状と課題について学ぶ。 

ゴルフⅠ 

 ゴルフの初級コースである。大北ゴルフ練習場において、スイングの基本

を身につけるためテーマ別にレッスンを組み立てる。ゴルフのスコアメイク

に最も重要な技術であるアプローチ方法のピッチ＆ラン(ピッチング)など

の各種アプローチショット、グリーン上におけるパッティング(パター)、砂

場から放つバンカーショットの技術習得に努めるとともに、スウィングの基

本であるボディターンを身に付け、効率よいスウィングプレーンを習得す

る。 

ゴルフⅡ 

 前学期に学んだゴルフⅠを踏まえたゴルフの中級コースである。大北ゴル

フ練習場において、スイングの基本を復習・完成させるためにテーマ別にレ

ッスンを組み立てる。ミドルアイアン(7 番)のショット、アプローチのテク

ニック、ランニングアプローチ、フェアウエーウッド、ドライバーにけるス

ウィングおよびショットの完成度を高め、目標に向け正確にショットできる

ことを目指す。 

空手 

沖縄が発祥の地である空手道について、その歴史的背景と文化的背景を講

義し、実技指導を通して実践的に空手道を学び学校教育の中でも指導できる

能力を養成する。活力ある国際社会の形成者として時代の変化に対応し得る

教育の方法を追求する。実技を通して健康の維持・増進や体力の向上を図る。

講義と実技を併用して実施する旨、トレーニングウェアで参加する（空手道

着が望ましい）。講義及び実技は体育館にて行う。(講義については必要に応

じて資料配付) 

救急処置 

生活の中での思わぬ事故・ケガ、または体育・スポーツ活動中の事故・ケ

ガに対し、応急処置の知識があれば適切な対応が可能である。本講義は応急

処置の基本から実践までを学ぶ。 

 
 
専専門門発発展展・・応応用用科科目目  特特別別講講義義  

  

授業科目名 講義等の内容 

国際学部特別講義 

国際社会で活躍している研究者や実務家を広く学内外から招聘し、学際的

な研究事例、最新の社会動向などについて紹介する。なお、開催年度ごとに

講義テーマや講師が異なる場合がある。 

国際観光産業特別講義Ⅰ 

 国際観光産業学科に関わる専門研究領域の研究者や実務家を学内外から

招聘し、当該学術分野における最新の研究事例や社会動向を紹介する。なお

開催年度ごとに講義テーマや講師が異なる場合がある。 
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授業科目名 講義等の内容 

国際観光産業特別講義Ⅱ 

 国際観光産業学科に関わる専門研究領域の研究者や実務家を学内外から

招聘し、当該学術分野における最新の研究事例や社会動向を紹介する。なお

開催年度ごとに講義テーマや講師が異なる場合がある。 

国際観光産業特別講義Ⅲ 

国際観光産業学科に関わる専門研究領域の研究者や実務家を学内外から

招聘し、当該学術分野における最新の研究事例や社会動向を紹介する。なお

開催年度ごとに講義テーマや講師が異なる場合がある。 

国際観光産業特別講義Ⅳ 

国際観光産業学科に関わる専門研究領域の研究者や実務家を学内外から

招聘し、当該学術分野における最新の研究事例や社会動向を紹介する。なお

開催年度ごとに講義テーマや講師が異なる場合がある。 

 
 
 
演演習習科科目目  

  

授業科目名 講義等の内容 

国際観光産業基礎演習 

国際観光産業学科学生のためのガイダンス科目である。当専攻は観光政

策・ビジネス、環境・エコツーリズム、観光文化の 3つのコースが設定され

ている。各コースの特色、科目の内容、育成する人材像等について講義し、

その後に専任教員の研究分野などを説明した上でミニゼミを受講生に選ん

でもらい数回のゼミ活動を行う。全体として、国際観光産業の現状と課題に

ついて理解を深め、3年次から始まる専攻科目等に対応できるよう、基本的

な姿勢と学習方法について学ぶ。 

国際観光産業専門演習Ⅰ 
文献講読やフィールドワークにより専門的知識と研究手法について学習

する。 

国際観光産業専門演習Ⅱ 
文献講読やフィールドワークにより専門的知識と研究手法について学習

する。卒業研究のテーマを検討する。 

国際観光産業専門演習Ⅲ 
文献講読やフィールドワークにより専門的知識と研究手法について学習

する。卒業研究のテーマを検討する。 

国際観光産業専門演習Ⅳ 

文献講読やフィールドワークにより専門的知識と研究手法について学習

する。卒業研究のための資料収集、フィールド調査、論理の組み立て方、文

章の書き方などについて学ぶ。卒業研究の中間発表を行う。 

国際観光産業専門演習Ⅴ 

各研究室の研究分野に沿ったテーマの卒業研究を実施する。研究成果を論

文としてまとめる。学生が主体的に研究活動を行い、進捗状況の確認と結果

に関する議論を行う。卒業研究の最終発表を行う。 
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海海外外交交流流協協定定にに基基づづくく留留学学  

 

海外交流協定校への留学を希望する学生は、海外協定大学派遣交換留学生の公募に応募し、書類審査・

留学試験・面接、合否判定会議を経て選考される。 

 交換留学は、在学扱いの派遣であるため、授業料は通常どおり本学へ納入することになる。但し、欧

米圏（英語圏）の協定校の場合、留学先によっては本学と留学先の授業料の差額分について個人負担と

なる場合がある。南米・アジア圏の場合は、授業料の相互免除制度が確立されているため、留学先の大

学への授業料納入は不要。また、その留学に係る旅費、諸保険加入費用、滞在費等は全て自己負担とな

る。 

 

１ 公募期間 

前期派遣留学： ７月～９月に掲示にて公募 

後期派遣留学：１１月～１月に掲示にて公募 

 ２ 応募要件及び応募 

本学に１年以上在学した者 

総合評定平均値（ＧＰＡ）が２．５以上（原則）を有する者 

留学を希望する言語圏において、定められた外国語能力を満たす者 

 ３ 選考 

総合評定平均値 

留学試験 

面接 

※ 上記の３つを、３０％、３０％、４０％の比重で評価し合否を判定する。 

 ４ 留学期間 

１年以内 

 ５ 授業料等について 

授業料は通常通り本学に納入する。ただし、欧米圏（英語圏）の場合は留学先と本学との交流

状況等により、留学先の大学への授業料の差額分を納入しなければならない場合もある。 

 ６ 留学報告書の提出 

    学期末ごとに「留学現状報告書」、留学終了後は「留学終了報告書」を国際交流センターへ提出

しなければならない。 

 ７ 単位認定 

留学先の大学で修得した単位は、学生本人が学年担当教員と面接のうえ、「単位互換（認定）申

請書」を作成し、教務課へ提出する。提出された「単位互換申請書（留学先の成績証明書とシ

ラバスを添付）」は、当該学部等の教務委員会の審議を経て学長が単位を認定する。 

１１．．留留学学等等ににつついいてて １．留学等について
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海外交流協定校派遣一覧 

大学名 国・地域名 大学名 国・地域名 

英
語
圏 

ナイアガラ大学 米国 
中
国
語
圏 

大仁科技大学 台湾 

ハワイ大学ヒロ校 米国 開南大学 台湾 

サウスイースト・ミズリー州立

大学 
米国 国立高雄大学 台湾 

グアム大学 米国 
ポ
ル
ト 

ガ
ル
語
圏 ロンドリーナ州立総合大学 ブラジル 

ハワイ大学カピオラニコミュニティカレッジ  米国 

ス
ペ
イ
ン
語
圏 

産業社会科学大学 アルゼンチン 

セントラル・ランカシャー大学 英国 パシフィコ大学 ペルー 

ウーロンゴン大学 豪州 サン・マルティン・デ・ポレス大学 ペルー 

ブロック大学 カナダ メキシコ国立自治大学 メキシコ 

ヴィータウタス・マグヌス大学 リトアニア ガブリエル・レネ・モレノ国立自治大学  ボリビア 

レスブリッジ大学 カナダ アルカラ大学 スペイン 

韓
国
語
圏 

啓明大学校 韓国 

東
南
ア
ジ
ア
圏 

メーファールァング大学 タイ 

国立済州大学校 韓国 サイアム大学 タイ 

明知大学校 韓国 スラーター二ー・ラーチャパット大学 タイ 

国立釜慶大学校 韓国 マラヤ大学 マレーシア 

中
国
語
圏 

北京連合大学旅遊学院 中国 デ・ラ・サール大学 フィリピン 

湖南農業大学 中国 ベトナム国家大学ハノイ外国語大学 ベトナム 

山東大学 中国    

吉林外国語大学 中国    

黒龍江大学 中国    

※ 海外協定大学は変更される場合がある。 

  派遣を希望する場合は、必ず国際交流センターまで問い合わせること。 

 

国国内内交交流流単単位位互互換換協協定定にに基基づづくく留留学学  

 

 国内交流単位互換協定校への留学を希望する学生は、本学および派遣を希望する大学の書類審査の上、

国内交流単位互換協定大学へ特別聴講学生として留学できる。留学期間中は在学扱いとなり、留学先の

大学で修得した単位は、本学で修得した単位とみなし、認定される。 

なお、授業料等は通常どおり本学へ納入することになるが、留学に係る諸費用は全て本人負担となる。 

 

１ 募集時期 

後学期留学の募集時期： ４月 ～  ５月末 

前学期留学の募集時期：１０月 ～ １１月末 

※ 申請窓口は教務課となります。 
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２ 募集要件 

本学に１年以上在籍した者 

要件となる修得単位数及びＧＰＡポイントは、下表のとおり。 

派遣年次 申請年次 修得単位数 ＧＰＡポイント 

２年次前学期 １年次後学期 １年次前学期終了時点で１５単位以上 ２．３以上 

２年次後学期 ２年次前学期 １年次後学期終了時点で３０単位以上 〃 

３年次前学期 ２年次後学期 ２年次前学期終了時点で４５単位以上 〃 

３年次後学期 ３年次前学期 ２年次後学期終了時点で６０単位以上 〃 

４年次前学期 ３年次後学期 ３年次前学期終了時点で８０単位以上 〃 

３ 選考 

合否判定は、提出された願書に基づき当該学部等の教務委員会等の審議を経て決定される。 

※ 学内選考に合格しても受入先の大学の選考で不合格となる場合がある。 

４ 留学期間 

半年間又は１年間 

５ 授業料等について 

通常通り本学へ納入する。 

６ 単位認定 

留学先の大学で修得した単位は、当該学部等の教務委員会の審議を経て、可能な限り本学の単位

として認定される。 

 

国内交流単位互換協定校一覧 

大 学 名 所在地 大 学 名 所在地 

札幌国際大学 北海道 開智国際大学 千葉県 

東海大学 札幌キャンパス 北海道 静岡産業大学 静岡県 

はこだて未来大学 北海道 朝日大学 岐阜県 

桜美林大学 東京都 奈良県立大学 奈良県 

文京学院大学 東京都 大阪国際大学 大阪府 

法政大学 東京都 阪南大学 大阪府 

多摩大学 東京都・神奈川県 関西国際大学 兵庫県 

文教大学 湘南キャンパス、東京

あだちキャンパス 
東京都・神奈川県 高知県立大学 高知県 

横浜商科大学 神奈川県 沖縄工業高等専門学校 沖縄県 
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国際観光産業学科では、全国大学実務教育協会認定の「観光実務士」の課程を設置し、この資格を取

得することができます。 

 

 

資資格格取取得得のの対対象象ととななるる学学生生  

 
 

「観光実務士」の資格取得に必要な科目の成績が『良』以上の学生。 

※ カリキュラム（科目一覧）と資格取得に必要な単位数については、１２４ページの表１８を参照

すること。 

※ この表が示す科目区分や必修指定は、大学の卒業要件としての科目区分や必修指定とは異なるの

で注意すること。 

 

 

資資格格取取得得申申請請のの時時期期おおよよびび資資格格認認定定証証のの交交付付  

 

 申請年度の３月に取得希望の場合は１０月下旬頃に申請を行い、９月に取得希望の場合は６月下旬頃

に申請を行います。申請手続きは教教務務課課窓窓口口で行います。 

 

 

資資格格取取得得にに係係るる費費用用  
 

本件の申請費用は以下のとおりです。 

 

称  号 対象学生 申請費用 備 考 

観光実務士 国際学部 ５，５００円 
・申請費用は１件あたりの額。 

（令和３年４月１日現在） 

※ 上記申請費用については、申請時に変更となる場合もあります。 

 

 

留留意意事事項項  

 

（１）申請学期に履修中の科目がある学生については、「良」以上の成績が得られるものと見込んで申請

を行うこと。（当該科目の成績が最終的に「不可」や「可」で要件を満たせなかった場合も、事前に

同協会へ支払った申請費用は返還できませんので注意してください。） 

（２）本資格は、卒業前に申請が必要です。卒業後に大学に申請しても資格を取得することはできませ

んので注意してください。 

２２．．観観光光実実務務士士（（国国際際観観光光産産業業学学科科））ににつついいてて ２．観光実務士（国際観光産業学科）について

1 1 9
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表１８ 観光実務士課程 

科目区分 授業科目名 
単位数 

備   考 
必修 選択 

領域１  

観光ビジネス実務の基

礎となる知識・スキル・

基本能力の領域 

観光学概論 ２  【資格取得要件】 

 

 

①各科目区分の必修科目

を含め合合計計２２００単単位位以以上上

修得すること。 

 

 

②成績は全て「「良良」」以以上上の

科目のみを対象とする。 

（例えば、「可」の場合は、

本資格の申請の単位とし

てカウントされない。） 

 

 

③領域ごとの単位に関し

ては特に指定なし。 

 

 

観光学総論  ２ 

レジャー・レクリエーション論  ２ 

観光政策論  ２ 

観光経済学  ２ 

観光行動論  ２ 

観光開発論Ⅰ  ２ 

観光地理学  ２ 

観光実用英語Ⅰ  ２ 

教養演習Ⅰ  ２ 

教養演習Ⅱ  ２ 

観光実用韓国語  ２ 

観光実用中国語  ２ 

観光文化論  ２ 

領域２  

観光ビジネス実務を支

える専門知識・スキルと

その活用力の領域 

観光事業論 ２  

観光産業論 ２  

エコツーリズムⅠ  ２ 

エコツーリズムⅡ  ２ 

旅行業経営論  ４ 

ホテル計画論  ４ 

交通産業論  ２ 

観光関連法規  ２ 

観光調査法  ４ 

ホスピタリティマーケティング論  ４ 

ホスピタリティマネジメント論  ２ 

観光資源論  ２ 

ホテル経営論  ２ 

イベント事業論  ２ 

国際コンベンションビジネス  ２ 

領域３  

観光実務の総合的実践

力と学修継続力の領域 

観光産業専門演習Ⅰ ２  

観光産業専門演習Ⅱ ２  

海外インターンシップ  ４ 

ホテル実務  ６ 

観光関連実務  ６ 

観光産業専門演習Ⅲ  ２ 

観光産業専門演習Ⅳ  ２ 
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国際文化学科では、文部科学省の基準及び解釈指針に準じた「日本語教育（日本語教師養成課程）」修

了証を授与します。 

 

 

日日本本語語教教育育（（日日本本語語教教師師養養成成課課程程））修修了了証証取取得得のの対対象象ととななるる学学生生  

 

「日本語教育（日本語教師養成課程）」修了証取得に必要な単位をすべて取得し、実習科目を含む内容

の科目である「日本語教育実践演習」の単位を取得した学生。 

 

※カリキュラムと必要な単位数については１２６ページの表１９を参照すること。 

※この表が示す科目区分や必修指定は、大学の卒業要件としての科目区分や必修指定とは異なるので

注意すること。 

 

 

修修了了証証取取得得のの申申請請のの時時期期及及びび修修了了証証のの交交付付  

 

申請時期は、卒業年度の前学期並びに後学期の登録調整期間とします。申請続きは教教務務課課窓窓口口で行い

ます。 

 

 

留留意意事事項項  

 

 

（１） 本資格は、卒業前に申請が必要です。卒業後に大学に申請しても資格を取得することができま

せんので、ご注意ください。 

 

（２） 各区分の必要単位数を満たした上で合計２６単位以上を修得する必要があります。 

 

（３） 成績はすべて「良」以上の科目のみを対象とします。（例えば、「可」の場合は、本資格の申請

の単位としてカウントされません。） 

 

（４） 「日本語教育実践演習」の履修に関しては、必修科目であるほかの４科目をすべて修得済みで、

かつ成績がすべて「優」以上である者のみ履修を認めます。 

 

（５） 必修科目である５科目は、本学で履修した者に限ります。 

 

 

 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

※ その他の資格取得については、キャリア支援課に問い合わせること。 

※ 教育職員免許状については、教員養成支援センターに問い合わせること。 

３３．．日日本本語語教教育育（（日日本本語語教教師師養養成成課課程程））修修了了証証（（国国際際文文化化学学科科））ににつついいてて ３．日本語教育（日本語教師養成課程）修了証（国際文化学科）について
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表１９ 日本語教師養成課程 

科目区分 授業科目名 
単位数 

備  考 
必修 選択 

言語 

 

（必修科目を含め

１０単位以上） 

日本語学概論 ２  【履修条件】 

 

①各区分の必要単位数を満た

した上で合合計計２２６６単単位位以以上上を

修得すること。 

 

②成績はすべて「「良良」」以以上上の

科目のみを修了証取得の対象

とする。 

 

③「日本語教育実践演習」の

履修は、原則、必必修修科科目目４４科科

目目がが「「優優」」以以上上である者のみ

履修を認める。 

 

④必修科目である５科目は、

本学で履修した者に限る。 

日本言語史 ２  

現代日本語論 ２  

日本語理解論  ２ 

言語と文学  ２ 

言語学概論Ⅰ  ２ 

言語学概論Ⅱ  ２ 

言語と教育 

 

（必修科目を含め

６単位以上） 

日本語教授法 ２  

日本語教育実践演習 ２  

国際コミュニケーション論  ２ 

日本語表現論  ２ 

社会・文化・地域 

 

（４単位以上） 

沖縄学  ２ 

漢文講読  ２ 

日本文化概論  ２ 

日本の歴史  ２ 

日本古典文学論  ２ 

言語と社会 

 

（４単位以上） 

国際社会と日本  ２ 

英米文化概論Ⅰ  ２ 

沖縄の文学  ２ 

国際政治論  ２ 

沖縄の社会  ２ 

日本近代文学論  ２ 

言語と心理 

 

（２単位以上） 

異文化接触論  ２ 

問題解決の心理学  ２ 

社会心理学  ２ 

人間関係論  ２ 
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大大学学以以外外のの教教育育施施設設等等ににおおけけるる学学修修のの単単位位認認定定ににつついいてて  

 

国際学部では、文部科学大臣の認定を受けた技能審査のうち、１２８ページの表２０に示す資格につ

いて、本学で履修したとみなす授業科目に単位を読み替えることができます。 

 

１ 単位認定を申請できる学生 

 

（１）本学入学前（再入学、編入学及び転入学を含む）に、表２０に定める資格に合格している学生 

（２）本学在学中に、表２０に定める資格に合格している学生 

 

２ 申請方法 

大学以外の教育施設等における学修に係る単位認定申請書（２２１ページ）に合格証等の写しを添え、

教教務務課課に提出します。 

期限は各学期の終了する１ヶ月前までとします。厳守すること。 

 

４４．．そそのの他他のの単単位位認認定定ににつついいてて ４．その他の単位認定について

　大学以外の教育施設等における学修に係る単位認定申請書に合格証等の写しを添え、教務課に提出
します。

1 2 3
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表２０ 文部科学省大臣の認定を受けた主な資格のうち、本学で履修したものとみなす授業科目 

 

資 格 名 本学の授業科目 単位 

実用英語技能検定２級以上 ビジネス英語Ⅰ 
プラクティカル・イングリッシュⅡ 

２ 

２ 

T O E I C 5 1 9 点 以上 ビジネス英語Ⅰ 
プラクティカル・イングリッシュⅠ 

２ 

２ 

実用フランス語技能検定４級以上 フランス語Ⅰ 

フランス語Ⅱ 

２ 

２ 

実用スペイン語検定４級以上 スペイン語Ⅰ 

スペイン語Ⅱ 

２ 

２ 

日本中国語検定４級以上 中国語Ⅰ 

中国語Ⅱ 

２ 

２ 

HSK（４級、５級、６級） 中国語Ⅰ 

中国語Ⅱ 

２ 

２ 

ハングル能力検定４級以上 韓国語Ⅰ 

韓国語Ⅱ 

２ 

２ 

韓国語能力検定初級（旧１級、２級） 韓国語Ⅰ 

韓国語Ⅱ 

２ 

２ 

日本商工会議所簿記検定試験３級又は 

全国商業高等学校協会簿記検定２級若しくは 

全国経理教育協会簿記能力検定２級（商業簿記） 
簿記原理 ４ 

日本商工会議所簿記検定試験２級以上又は 

全国商業高等学校協会簿記検定１級（会計・原価計算）若しくは

全国経理教育協会簿記能力検定１級 

   （商業簿記・会計学及び原価計算・工業簿記）以上 

簿記原理 

上級簿記 

原価計算 

４ 

４ 

２ 

全国経理教育協会簿記能力検定１級（商業簿記・会計学のみ合格） 簿記原理 

上級簿記 

４ 

４ 

全国経理教育協会簿記能力検定１級（原価計算・工業簿記のみ合格） 簿記原理 

原価計算 

４ 

２ 

ITパスポート又は基本情報技術者 情報処理論 

コンピュータ概論 

２ 

２ 

数学検定２級 数学 ２ 
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Ⅸ　諸手続きについて





 

 

 

 

証証明明書書  

 

証明書の種類 担当窓口 交付日 手数料 備  考 

成績証明書 

教務課 

0980-51-1055 

即日 

200 円 

※ 証明書の交付は、原則として所

定の日とする。ただし、至急の

場合は、相談に応じる。 

 

※ 手数料は、全て１通あたりの金

額である。 

 

※ 手数料等について、各年度で変更す

る場合がありますので窓口でご確

認ください。 

在学証明書 200 円 

卒業証明書 200 円 

卒業見込証明書 200 円 

在学期間証明書 

３日後 

200 円 

各種英文証明書 300 円 

学力に関する証明書 300 円 

健康診断受診証明書 即日 100 円 

受験許可証 即時 100 円 

学生証（再発行） 
学生課 

0980-51-1057 

翌 日 

の午後 
1,000 円 

 

 

願願  書書  

 

願書の種類 担当窓口 提出期限 備  考 

休学願 教務課 随時 

１回の願い出で休学できる期間は、 

１年間に限る。１年間を超えて休学を

申請する場合は、再度、「休学願」の提

出が必要である。 

復学願 〃 
次学期開始の 

１ヶ月前 
休学者が復学する際に提出する。 

退学願 〃 随時 

退学する際も学長の許可を得なければ

ならないため、「退学願」の提出が必要

である。 

再入学願 〃 
次学期開始の 

６０日前 

退学者・除籍者が再入学する際に提出。

ただし、懲戒的な理由により退学・除

籍となった者は対象外である。 

転学部等願 〃 １月末まで 

他の学部等への異動を希望する際は、

当該学部等及び転学部等の許可を得な

ければならない。なお、転学部等は、

学年度の始め（４月）に限る。 

転学科願 〃 
次学期開始の 

１ヶ月前 

他の学科への異動を希望する際は、当

該学科及び転学科の許可を得なければ

ならない。（人間健康学部のみ。） 

学業成績通知送付先 

変更願 
〃 

随時 

（発行機） 

成績通知先の住所を変更する場合は、

速やかに提出してください。 

※引越し等での変更も同様です。 

単位認定願 〃 
各学期終了 

1 ヶ月以内 

資格取得又は他の教育機関で修得した

単位の認定を希望する際に提出するこ

と。 

科目等履修生願書 〃 
前期：２月末まで 

後期：８月末まで 

卒業後に特定の科目（教職科目等）の

単位を修得したい場合に提出する。 

証証明明書書・・願願書書・・届届出出等等のの手手続続ききににつついいてて 証明書・願書・届出等の手続きについて
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願書の種類 担当窓口 提出期限 備  考 

留学願（国内交流） 
教務課 

0980-51-1055 
所定の日 

国内交流を希望する場合は、教務課へ

相談すること。 

健康診断受診証明書 

発行願 
〃 

随時 

（発行機） 

４月の健康診断受診者で医師の問診を

受けた者に対して発行する。 

（手数料 100 円） 

学割証 

（学校生徒旅客運賃割引証） 
〃 

随時 

（発行機） 

ＪＲ、船舶利用時の運賃の割引（2 割

引）に利用。ただし、枚数制限及び有

効期限がある。 

留学願（海外交流） 
国際交流センター 

0980-51-1054 
所定の日 

海外交流を希望する場合は、国際交流

センターへ相談すること。 

寄宿舎入居願 〃  
入居者を募集する際は、掲示にて周知

する。 

学生証再発行願 
学生課 

0908-51-1057 

随時 

（発行機） 

学生証を紛失又は破損した場合は、速

やかに再発行を願い出ること。 

（手数料 1,000 円） 

施設使用許可願 〃 ３日前 

学内施設を利用したい場合に提出す

る。ただし、必ずしも許可されるとは

限らない。 

備品借用願 〃 ３日前 貸出し用備品に限る。 

奨学生願書 〃 所定の日 
奨学生を募集する際は、掲示にて周知

する。 

教育職員免許状授与願 
教員養成支援センター 

0980-51-1560 

教育職員免許状取得の要件を満たした卒業年次の学生に対

しては、教員養成支援センターが本人に代わり一括申請を

行なう。個人申請を希望する者は、各自、問い合わせるこ

と。 
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願書の種類 担当窓口 提出期限 備  考 

留学願（国内交流） 
教務課 

0980-51-1055 
所定の日 

国内交流を希望する場合は、教務課へ

相談すること。 

健康診断受診証明書 

発行願 
〃 

随時 

（発行機） 

４月の健康診断受診者で医師の問診を

受けた者に対して発行する。 

（手数料 100 円） 

学割証 

（学校生徒旅客運賃割引証） 
〃 

随時 

（発行機） 

ＪＲ、船舶利用時の運賃の割引（2 割

引）に利用。ただし、枚数制限及び有

効期限がある。 

留学願（海外交流） 
国際交流センター 

0980-51-1054 
所定の日 

海外交流を希望する場合は、国際交流

センターへ相談すること。 

寄宿舎入居願 〃  
入居者を募集する際は、掲示にて周知

する。 

学生証再発行願 
学生課 

0908-51-1057 

随時 

（発行機） 

学生証を紛失又は破損した場合は、速

やかに再発行を願い出ること。 

（手数料 1,000 円） 

施設使用許可願 〃 ３日前 

学内施設を利用したい場合に提出す

る。ただし、必ずしも許可されるとは

限らない。 

備品借用願 〃 ３日前 貸出し用備品に限る。 

奨学生願書 〃 所定の日 
奨学生を募集する際は、掲示にて周知

する。 

教育職員免許状授与願 
教員養成支援センター 

0980-51-1560 

教育職員免許状取得の要件を満たした卒業年次の学生に対

しては、教員養成支援センターが本人に代わり一括申請を

行なう。個人申請を希望する者は、各自、問い合わせるこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届届出出等等  

 

 

届出等の種類 担当窓口 手続き日 備  考 

学生情報記載事由変更届 
教務課 

0980-51-1055 
随時 

改姓、住所又は保証人等に変更が生

じた場合、提出すること。 

学生団体設立届 

学生課 

0980-51-1057 

随時 

責任者３名、団体員名簿、団体規約

及び設立届けに顧問教職員の押印が

必要である。学年度内有効である。 

学生団体継続届 原則として４月末 

団体を継続する場合は、学年度ごと

に継続届の提出が義務付けられてい

る。手続き日に変更がある場合は、

掲示にて周知する。 

学外活動届 １週間前 

団体として学外で活動する場合は、

必ず提出しなければならない。（保

険に関わる。） 

学生集会届 １週間前 学長の許可が必要である。 

文書配布届 ３日前 学長の許可が必要である。 

遺失物・拾得物届 随時 事実発生後速やかに届け出ること。 

紛失届 随時 事実発生後速やかに届け出ること。 

図書館資料紛失届 
図書館 

0980-51-1062 
随時 事実発生後速やかに届け出ること。 

欠席届 科目担当教員 

原則として事前。

病欠の場合は事後

でも良い。 

教員へ直接手渡すか、専任教員の場

合は、研究室のメールボックスに投

函してもよい。 

求職カード 
キャリア支援課 

0980-51-1058 
所定の日 

掲示にて周知する。ゼミ担当教員の

サインが必要である。 
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事  項 担当窓口 摘  要 

授業の内容について相談し

たい。 

教務課 

0908-51-1055 

オフィスアワーを利用して、科目担当教員へ問い合わせる

か、当該科目のシラバスを参照すること。 

履修方法がよく分からな

い。 

「履修ガイド」を熟読し、不明な点がある場合は、指導（学

年担当）教員へ問い合わせること。 

単位認定を受けたい。 
教務課で申請書を受取り、指導（学年担当）教員と面談の上、

「単位認定申請書」を作成し、提出すること。 

学期末試験の日程が知りた

い。 

事前に掲示にて周知する。 

（原則として電話での問い合わせには応じていない。） 

休講・補講について知りた

い。 

事前に掲示にて周知する。 

（原則として電話での問い合わせには応じていない。） 

授業を欠席したい。 

教務課にて備え付けの「欠席届」を受け取り、必要事項を記

入し、必要書類を添付して当該科目担当教員へ提出するこ

と。ただし、欠席はあくまでも欠席であり出席扱いではない。 

休学したい。 
教務課で「休学願」（書類）を受取り、必要事項を記入の上、

指導（学年担当）教員の面談を経て提出すること。  

退学したい。 
教務課で「退学願」（書類）を受取り、必要事項を記入の上、

指導（学年担当）教員の面談を経て提出すること。 

再入学したい。 

教務課で「再入学願」（書類）を受取り、必要事項を記入の

上、再入学する年次の指導（学年担当）教員の面談を経て提

出すること。ただし、懲戒的な理由で退学・除籍となった者

は対象外である。 

公欠席を適用したい。 

忌引き、インフルエンザ等の感染症、裁判員制度に伴う裁判

所への出廷、教育実習・養護実習・看護実習及び介護等体験

に関する公欠席は、教務課へ提出すること。 

※公欠席の回数の上限は、次のとおり： 

１個学期の授業回数が８回以下の場合は、１回 

１個学期の授業回数が１５回の場合は、２回 

１個学期の授業回数が３０回の場合は、４回 

※「欠席及び成績評価の対象等に関する申し合わせ」の別表（第 3

条関係）「公欠席」対象項目と手続き等を参照 

国内留学をしたい。 
国内交流協定校への留学を希望する際は、教務課へ問い合わ

せること。 

本人又は家族の住所が変更

になった。 
速やかに「学生情報記載事由変更届」を提出すること。 

保証人等が変更になった。 速やかに「学生情報記載事由変更届」を提出すること。 

ここんんなな時時ははここここへへ こんな時はここへ
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事  項 担当窓口 摘  要 

授業の内容について相談し

たい。 

教務課 

0908-51-1055 

オフィスアワーを利用して、科目担当教員へ問い合わせる

か、当該科目のシラバスを参照すること。 

履修方法がよく分からな

い。 

「履修ガイド」を熟読し、不明な点がある場合は、指導（学

年担当）教員へ問い合わせること。 

単位認定を受けたい。 
教務課で申請書を受取り、指導（学年担当）教員と面談の上、

「単位認定申請書」を作成し、提出すること。 

学期末試験の日程が知りた

い。 

事前に掲示にて周知する。 

（原則として電話での問い合わせには応じていない。） 

休講・補講について知りた

い。 

事前に掲示にて周知する。 

（原則として電話での問い合わせには応じていない。） 

授業を欠席したい。 

教務課にて備え付けの「欠席届」を受け取り、必要事項を記

入し、必要書類を添付して当該科目担当教員へ提出するこ

と。ただし、欠席はあくまでも欠席であり出席扱いではない。 

休学したい。 
教務課で「休学願」（書類）を受取り、必要事項を記入の上、

指導（学年担当）教員の面談を経て提出すること。  

退学したい。 
教務課で「退学願」（書類）を受取り、必要事項を記入の上、

指導（学年担当）教員の面談を経て提出すること。 

再入学したい。 

教務課で「再入学願」（書類）を受取り、必要事項を記入の

上、再入学する年次の指導（学年担当）教員の面談を経て提

出すること。ただし、懲戒的な理由で退学・除籍となった者

は対象外である。 

公欠席を適用したい。 

忌引き、インフルエンザ等の感染症、裁判員制度に伴う裁判

所への出廷、教育実習・養護実習・看護実習及び介護等体験

に関する公欠席は、教務課へ提出すること。 

※公欠席の回数の上限は、次のとおり： 

１個学期の授業回数が８回以下の場合は、１回 

１個学期の授業回数が１５回の場合は、２回 

１個学期の授業回数が３０回の場合は、４回 

※「欠席及び成績評価の対象等に関する申し合わせ」の別表（第 3

条関係）「公欠席」対象項目と手続き等を参照 

国内留学をしたい。 
国内交流協定校への留学を希望する際は、教務課へ問い合わ

せること。 

本人又は家族の住所が変更

になった。 
速やかに「学生情報記載事由変更届」を提出すること。 

保証人等が変更になった。 速やかに「学生情報記載事由変更届」を提出すること。 

ここんんなな時時ははここここへへ 

 

 

事  項 担当窓口 摘  要 

船舶等の学割を得たい。 

自動証明書発行機から発行する。 

ＪＲ、船舶利用時の運賃の割引（2 割引）に利用。ただし、

枚数制限及び有効期限がある。 

海外留学をしたい。 
国際交流センター 

0908-51-1054 

海外交流協定校への留学を希望する際は、国際交流センター

へ問い合わせること。 

学生証を紛失又は破損し

た。 

学生課 

0980-51-1057 

「学生証再発行願」を提出すること。（発行手数料 1,000円） 

学内で落とし物を拾った。 速やかに届け出ること。 

学内に忘れ物をした。 速やかに問い合わせること。 

サークルに入部したい。 
直接、当該サークル室を訪ねるか、学生課へ問い合わせるこ

と。 

新しいサークルを設立した

い。 

「学生団体設立届」に顧問教職員の確認印を受け、「団体員

名簿」、「団体規約」を添えて提出すること。 

サークルを継続したい。 
「学生団体継続届」に顧問教職員の確認印を受け、「団体員

名簿」を添えて提出すること。 

サークルで学外合宿、遠征

試合等、学外活動をしたい。 

必要書類（大会要項等）を添えて「学外活動届」を提出する

こと。 

その他サークルに関する諸

問題 
先輩、顧問教職員又は学生課へ問い合わせること。 

学内施設を利用したい。 「施設使用許可願」を提出すること。 

貸出備品を借用したい。 「備品借用願」を提出すること。 

学内で集会をしたい。 集会の内容が記載された書類を提出し、許可を得ること。 

学内に掲示をしたい。 掲示物を提出し、認印を受けること。 

学内でビラを配布したい。 配布するビラを提出し、許可を得ること。 

奨学金の申請がしたい。 奨学生の募集は、事前に掲示にて周知する。 

アルバイトを紹介してほし

い。 

掲示板又は学生課にファイリングされた求人票を参照する

こと。なお、面接を受ける際は、本人が直接募集先へ問い合

わせること。 

アパートを紹介してほし

い。 

学生課にファイリングされた物件を参照し、本人が直接不動

産業者に問い合わせること。 

交通事故にあった。 被害者、加害者に関わらず速やかに連絡すること。 

学生保険の適用を受けた

い。 
事由発生後は、速やかに届け出ること。 

学内で怪我をした、体調を

崩した。 

学生課 
保健センター又は学生課へ連絡すること。必要があれば病院

を紹介する。 保健センター 

0980-51-1066 

悩みがある。 保健センター カウンセリングの申込みをすること。 

就職について相談したい。 

キャリア 

支援課 

0980-51-1058 

窓口へ問い合わせること。 

リクルート情報が欲しい。 
分野別に整えられた豊富な資料から自由に閲覧が可能。な

お、不明な点は、係員へ問い合わせること。 

大学院へ進学したい。 指導教員又は窓口へ問い合わせること。 

卒業後の進路（就職・進学

等）が決定した。 
速やかに報告すること。 
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事  項 担当窓口 摘  要 

貸出図書を紛失又は破損し

た。 図書館 

0908-51-1062 

「資料の紛失届」を提出すること。 

参考文献を入手したい。 図書館カウンターへ問い合わせること。 

教職について知りたい。 
教員養成支援センター 

0980-51-1560 
係員へ問い合わせること。 
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事  項 担当窓口 摘  要 

貸出図書を紛失又は破損し

た。 図書館 

0908-51-1062 

「資料の紛失届」を提出すること。 

参考文献を入手したい。 図書館カウンターへ問い合わせること。 

教職について知りたい。 
教員養成支援センター 

0980-51-1560 
係員へ問い合わせること。 

 

規則・規定等は、学期途中でも変更になる場合があります。

Ⅹ　学則・諸規定





 

 

      名桜大学学則 

     （平成６年４月１日制定） 

  

第１章 総則 

第１節  目的 

 

  （目的） 

第１条  本学は、教育基本法及び学校教育法に基づき深く専門の学芸を教授研究し、

幅広い知識を授け、世界の文化の進展と人類の平和に貢献しうる人材を育成するこ

とを目的とする。 

 （自己点検・評価） 
第１条の２ 本学は、教育研究の質の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成

するため、教育研究活動等の状況について、点検及び評価を行うものとする。 
２ 自己点検・評価の結果は公表し、教育研究の質保証及び改善に努める。 
３ 自己点検・評価に関し必要な事項は、別に定める。 
 

第２節 組織 

 

（学部） 

第２条 本学に次の学部を置く。 

国際学部 

人間健康学部 

 

２ 前項の学部に置く学科及びその入学定員、編入学定員、収容定員は、次のとおり

とする。ただし、編入学定員は３年次定員とする。 

学部 学科 入学定員 編入学定員 収容定員 

国際学部 
国際文化学科 １８０人 ５人 ７３０人 

国際観光産業学科 １６０人 ５人 ６５０人 

人間健康学部 

スポーツ健康学科  ９５人 ５人  ３９０人 

看護学科  ８０人 ５人  ３３０人 

健康情報学科 ８０人 ５人 ３３０人 

計 ５９５人 ２５人 ２４３０人 

３  前項に規定する国際学部各学科の入学定員中５人は外国人留学生とする。 

 

（大学院） 

第２条の２ 本学に大学院を置く。 

２ 大学院に関する規程は、別に定める。 

 （助産学専攻科） 

第２条の３ 本学に助産学専攻科を置く。 

２ 助産学専攻科に関する規程は、別に定める。 

  （附属図書館） 

第３条  本学に附属図書館を置く。 
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２  附属図書館に関し必要な事項は、別に定める。 

第３条の２ 本学に附属研究所を置く。 

２ 附属研究所に関し必要な事項は、別に定める。 

  （事務局） 

第４条  本学に事務局を置く。 

２  事務局の組織に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第３節 職員 

 

（職員） 

第５条  本学に学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員及びその

他必要な職員を置く。 

２  職制に関し必要な事項は、別に定める。 

 （学長） 

第５条の２ 学長は、校務をつかさどり、職員を統督する。 

 （副学長） 

第５条の３ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

２ 副学長に関し必要な事項は、別に定める。 

(職員の連携及び協働) 

第５条の４ 本学は、教育研究活動等の組織的かつ効果的な運営を図るため、教育職

員と事務職員との適切な役割分担の下で連携体制を確保し、協働して職務を行うも

のとする。 

 

第４節 教育研究審議会及び教授会 

 

（教育研究審議会） 

第６条 本学の教育研究に関する重要事項を審議するため、教育研究審議会を置く。 

２ 教育研究審議会の運営に関する規定は、別に定める。 

  （教授会） 

第６条の２ 本学の学部に教授会を置く。 

２ 教授会の組織及び運営に関する事項は、別に定める。 

 

第５節 学年、学期及び休業日 

 

  （学年） 

第７条 本学の学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

  （学期） 

第８条  学年を次の２学期に分け、学期ごとに授業科目を開設し、第１５条に定める

ところにより単位の認定を行う。 

    前学期  ４月１日から９月３０日まで 

    後学期  １０月１日から翌年の３月３１日まで 

２  学長は、前項の学期の期間を必要に応じて変更することができる。 

  （休業日） 

第９条  休業日は次のとおりとする。 
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２  附属図書館に関し必要な事項は、別に定める。 

第３条の２ 本学に附属研究所を置く。 

２ 附属研究所に関し必要な事項は、別に定める。 

  （事務局） 

第４条  本学に事務局を置く。 

２  事務局の組織に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第３節 職員 

 

（職員） 

第５条  本学に学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員及びその

他必要な職員を置く。 

２  職制に関し必要な事項は、別に定める。 

 （学長） 

第５条の２ 学長は、校務をつかさどり、職員を統督する。 

 （副学長） 

第５条の３ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

２ 副学長に関し必要な事項は、別に定める。 

(職員の連携及び協働) 

第５条の４ 本学は、教育研究活動等の組織的かつ効果的な運営を図るため、教育職

員と事務職員との適切な役割分担の下で連携体制を確保し、協働して職務を行うも

のとする。 

 

第４節 教育研究審議会及び教授会 

 

（教育研究審議会） 

第６条 本学の教育研究に関する重要事項を審議するため、教育研究審議会を置く。 

２ 教育研究審議会の運営に関する規定は、別に定める。 

  （教授会） 

第６条の２ 本学の学部に教授会を置く。 

２ 教授会の組織及び運営に関する事項は、別に定める。 

 

第５節 学年、学期及び休業日 

 

  （学年） 

第７条 本学の学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

  （学期） 

第８条  学年を次の２学期に分け、学期ごとに授業科目を開設し、第１５条に定める

ところにより単位の認定を行う。 

    前学期  ４月１日から９月３０日まで 

    後学期  １０月１日から翌年の３月３１日まで 

２  学長は、前項の学期の期間を必要に応じて変更することができる。 

  （休業日） 

第９条  休業日は次のとおりとする。 

 

 

(1) 日曜日及び土曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律１７８号）に規定する休日 

(3) 沖縄県慰霊の日  ６月２３日 

(4) 創立記念日  １２月２１日 

(5) 夏季休業  ８月１日から９月３０日まで 

(6) 冬季休業  １２月２１日から翌年１月４日まで 

(7) 春季休業  ３月１日から３月３１日まで 

２  学長は、前項の休業日を必要に応じて変更することができる。 

３  臨時休業日は、その都度学長が定める。 

４  休業日の期間中でも必要な実習その他を課することができる。 

 

第２章 修業年限及び在学期間 

 

  （修業年限） 

第１０条  本学の修業年限は、４年とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、学生が職業を有している等の事情により、修業年限を

越えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を

申し出たときは、支障のない場合に限り、その計画的な履修（以下「長期履修」と

いう。）を認めることができる。 

３ 長期履修の取扱いに関する細則は、別に定める。 

  （在学期間） 

第１１条  学生は、修業年限の２倍を超えて在学することができない。 

２  前項の規定に関わらず、第２３条の規定により入学した者は、４年を超えて在学

することができない。 

３  第１項の規定に関わらず、第２４条第１項及び第２５条第１項の規定により入学

した者は、入学後の在学すべき年数の２倍を超えて在学することができない。 

 

第３章 教育課程 

 

（教育課程の編成方針） 

第１２条 本学は、学部及び学科の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を

開設し、学部及び学科ごとに体系的な教育課程を編成するものとする。 

 （人材養成の目的） 

第１２条の２ 学部の人材養成の目的を次のとおり定める。 

(1) 国際学部 

   平和・自由・進歩の建学の精神に基づいた幅広い教養と地域社会及び国際社会

への深い理解をそなえた有為な人材を養成する。 

ア 国際文化学科 

    沖縄県が持つ地理的・歴史的・文化的特性を活用し、多文化理解力、高い日

本語能力、英語をはじめとする外国語の実践的運用能力を身につけ、地域社会

および国際社会で活躍できる人材を養成する。 

イ 国際観光産業学科 

観光産業および地域振興における社会的ニーズに対応し、多様化する問題・

課題のマネジメント能力をそなえ、地域社会および国際社会に貢献できる実践

力のある人材を養成する。 
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(2) 人間健康学部 

平和・自由・進歩の建学の精神に基づいた幅広い教養と調和のとれた知・徳・

体をそなえた人材及び心身の健康を支援する有為な人材を養成する。 

ア スポーツ健康学科 

    人間の「こころ」と「からだ」を科学的に研究し、人格の尊重、生命の尊厳

を指導できる資質をそなえた健康支援の人材を養成する。 

イ 看護学科 

人間としての尊厳・健康に生きる権利を擁護し、自己評価能力・自己教育力

を身につけ、広く社会に貢献できる看護職者を養成する。 

ウ 健康情報学科 

数理・データサイエンス・AI の手法を駆使し、保健・ 医療・福祉などを含

む健康分野と社会全般に関するデータを分析することで、新たな価値やサービ

スの創出に貢献できる人材を養成する。 

（教育研究上の目的） 

第１２条の３ 学部の教育研究上の目的を次のとおり定める。 

  (1) 国際学部 

ア 国際文化学科 

自国及び環太平洋地域を中心とする国・地域の言語・文化・政治等に関する

知見を基礎に学際的研究及び理論、実践、比較研究を通じ、地域社会及び国際

社会における課題の解決に取り組む。 

イ 国際観光産業学科 

観光産業および地域振興における社会的ニーズの変化とともに多様化する問

題・課題に対応して、学際的研究及び理論、実践、比較研究を通じ、観光現象

を探求・究明する。 

(2) 人間健康学部 

ア スポーツ健康学科 

人間理解、健康理解を基礎として、食生活・栄養、運動・スポーツ、心理、

社会福祉、保健・医療の幅広い視点に立った多面的角度から「スポーツと健康」

を探求・究明する。 

イ 看護学科 

地域に根ざしたケアリング文化を発掘・継承・発展させ、人類の健康増進に

務め且つ看護学のグローバルな発展に寄与することを目的に教育研究活動を推

進する。 

ウ 健康情報学科 

数理・データサイエンス・AI の手法を駆使し、保健・ 医療・福祉などを含

む健康分野と社会全般に関するデータを分析することで、多面的な視点から「健

康と情報」を探求・究明する。 

 （授業科目の名称及び単位数等） 

第１３条 本学における授業科目の名称並びに単位数は別表１－１から別表４のとお

りとする。 

２ 授業科目は、必修科目、選択科目及び自由科目とする。 

３ 外国人留学生対象の外国語教育科目の種類及び単位数は、別表５のとおりとする。 

４ 卒業に必要な単位数は、別表６－１及び別表６－２のとおりとする。 

  （授業の方法） 
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(2) 人間健康学部 

平和・自由・進歩の建学の精神に基づいた幅広い教養と調和のとれた知・徳・

体をそなえた人材及び心身の健康を支援する有為な人材を養成する。 

ア スポーツ健康学科 

    人間の「こころ」と「からだ」を科学的に研究し、人格の尊重、生命の尊厳

を指導できる資質をそなえた健康支援の人材を養成する。 

イ 看護学科 

人間としての尊厳・健康に生きる権利を擁護し、自己評価能力・自己教育力

を身につけ、広く社会に貢献できる看護職者を養成する。 

ウ 健康情報学科 

数理・データサイエンス・AI の手法を駆使し、保健・ 医療・福祉などを含

む健康分野と社会全般に関するデータを分析することで、新たな価値やサービ

スの創出に貢献できる人材を養成する。 

（教育研究上の目的） 

第１２条の３ 学部の教育研究上の目的を次のとおり定める。 

  (1) 国際学部 

ア 国際文化学科 

自国及び環太平洋地域を中心とする国・地域の言語・文化・政治等に関する

知見を基礎に学際的研究及び理論、実践、比較研究を通じ、地域社会及び国際

社会における課題の解決に取り組む。 

イ 国際観光産業学科 

観光産業および地域振興における社会的ニーズの変化とともに多様化する問

題・課題に対応して、学際的研究及び理論、実践、比較研究を通じ、観光現象

を探求・究明する。 

(2) 人間健康学部 

ア スポーツ健康学科 

人間理解、健康理解を基礎として、食生活・栄養、運動・スポーツ、心理、

社会福祉、保健・医療の幅広い視点に立った多面的角度から「スポーツと健康」

を探求・究明する。 

イ 看護学科 

地域に根ざしたケアリング文化を発掘・継承・発展させ、人類の健康増進に

務め且つ看護学のグローバルな発展に寄与することを目的に教育研究活動を推

進する。 

ウ 健康情報学科 

数理・データサイエンス・AI の手法を駆使し、保健・ 医療・福祉などを含

む健康分野と社会全般に関するデータを分析することで、多面的な視点から「健

康と情報」を探求・究明する。 

 （授業科目の名称及び単位数等） 

第１３条 本学における授業科目の名称並びに単位数は別表１－１から別表４のとお

りとする。 

２ 授業科目は、必修科目、選択科目及び自由科目とする。 

３ 外国人留学生対象の外国語教育科目の種類及び単位数は、別表５のとおりとする。 

４ 卒業に必要な単位数は、別表６－１及び別表６－２のとおりとする。 

  （授業の方法） 

 

 

第１３条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれか又はこれら

の併用により行うものとする。 

２ 本学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディ

アを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる

ものとする。 

３ 本学は、第一項の授業を、外国において履修させることができるものとする。前

項の規定により、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の

場所で履修させる場合についても同様とする。 

４ 本学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、第一項の授業の一部を校舎及

び附属施設以外の場所で行うことができるものとする。 

  （単位の計算方法） 

第１４条  授業科目の単位の計算方法は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要

とする内容をもって構成することを標準とし、授業及び授業時間外に必要な学修を

考慮し、次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間の授業をもって１単位

とする。 

(3) 講義又は演習及び実験、実習又は実技の二つ以上の方法で構成される授業科目

については、上記(1)及び(2)を勘案し、１６時間から４５時間をもって１単位と

する。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文等の授業科目については、必要な学修の成果

を考慮して、単位数を定めることができる。 

  （単位の授与） 

第１５条  授業科目を履修した者には、試験及び出席状況その他によって認定の上、

単位を与える。 

（成績評価） 

第１６条 授業科目の成績は、秀（１００～９０点）、優（８９～８０点）、良（７９

～７０点）、可（６９～６０点）及び不可（５９点以下）の５種類の評語をもって表

し、秀、優、良及び可を合格とし不可を不合格とする。ただし、実習の場合は、合

格又は不合格の評語をもって表すことができる。 

  （授業日数） 

第１７条  学年の授業日数は、定期試験の日数も含め、３５週にわたることを原則と

する。 

 （各授業科目の授業時間） 

第１７条の２ 各授業科目の授業は、８週又は１５週にわたる期間を単位として行う

ものとする。ただし、教育上必要があり、かつ、十分な教育効果をあげることがで

きると認められる場合は、この限りではない。 

 （授業を行う学生数） 

第１７条の３ 本学が一の授業科目について同時に授業を行う学生数は、授業の方法

及び施設、設備その他の教育上の諸条件を考慮して、教育効果を十分にあげられる

ような適当な人数とする。 

 

第４章 入学、編入学、転入学及び再入学 

 

  （入学） 
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第１８条  入学の時期は、学年の始めとする。ただし、再入学及び外国人学生の入学

については、学期の始めとすることができる。 

（入学資格） 

第１９条  本学の入学資格は、次のとおりとする。 

(1) 高等学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者 

(3) 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる

者で文部科学大臣の指定した者 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有する者として認定した在外

教育施設の当該課程を修了した者 

(5) 文部科学大臣の指定した者 

(6) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した

者（旧規程による大学入学資格検定（以下「旧検定」という。）に合格した者を含

む。） 

(7) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が

定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学

大臣が定める日以降に修了した者 

(8)  学校教育法第９０条第２項の規定により大学に入学した者であって、当該者を

その後に入学させる大学において、大学における教育を受けるにふさわしい学力

があると認めた者 

(9)  大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で、１８歳に達した者  

 （入学志願手続） 

第２０条  入学を志願する者は、所定の期日までに入学願書に入学検定料及び別に定

める書類を添えて願い出なければならない。 

  （入学者の選抜） 

第２１条  入学志願者に対しては、選抜試験を行う。 

  （入学手続及び入学許可） 

第２２条  選抜試験の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、誓

約書、個人情報取扱い同意書その他必要な書類を提出しなければならない。 

２  学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

  （編入学） 

第２３条  編入学の入学資格は、次のとおりとする。 

(1) 大学を卒業した者又は大学に２年以上在学し６０単位以上を修得した者 

(2) 短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業

した者 

(3) 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９２条の３に定める従

前の規定による高等学校、専門学校又は教員養成諸学校等の課程を修了し又は卒

業した者 

２  編入学を志願する者は、所定の期日までに編入学願書に編入学検定料及び別に定

める書類を添えて願い出なければならない。 

３  編入学志願者に対しては、選抜試験を行う。 

４  選抜試験の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、誓約書、

保証書その他必要書類を提出しなければならない。 

５  学長は、前項の編入学手続を完了した者に編入学を許可する。 

Ⅹ　
学
則
・
諸
規
定

140



 

 

第１８条  入学の時期は、学年の始めとする。ただし、再入学及び外国人学生の入学

については、学期の始めとすることができる。 

（入学資格） 

第１９条  本学の入学資格は、次のとおりとする。 

(1) 高等学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者 

(3) 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる

者で文部科学大臣の指定した者 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有する者として認定した在外

教育施設の当該課程を修了した者 

(5) 文部科学大臣の指定した者 

(6) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した

者（旧規程による大学入学資格検定（以下「旧検定」という。）に合格した者を含

む。） 

(7) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が

定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学

大臣が定める日以降に修了した者 

(8)  学校教育法第９０条第２項の規定により大学に入学した者であって、当該者を

その後に入学させる大学において、大学における教育を受けるにふさわしい学力

があると認めた者 

(9)  大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で、１８歳に達した者  

 （入学志願手続） 

第２０条  入学を志願する者は、所定の期日までに入学願書に入学検定料及び別に定

める書類を添えて願い出なければならない。 

  （入学者の選抜） 

第２１条  入学志願者に対しては、選抜試験を行う。 

  （入学手続及び入学許可） 

第２２条  選抜試験の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、誓

約書、個人情報取扱い同意書その他必要な書類を提出しなければならない。 

２  学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

  （編入学） 

第２３条  編入学の入学資格は、次のとおりとする。 

(1) 大学を卒業した者又は大学に２年以上在学し６０単位以上を修得した者 

(2) 短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業

した者 

(3) 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９２条の３に定める従

前の規定による高等学校、専門学校又は教員養成諸学校等の課程を修了し又は卒

業した者 

２  編入学を志願する者は、所定の期日までに編入学願書に編入学検定料及び別に定

める書類を添えて願い出なければならない。 

３  編入学志願者に対しては、選抜試験を行う。 

４  選抜試験の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、誓約書、

保証書その他必要書類を提出しなければならない。 

５  学長は、前項の編入学手続を完了した者に編入学を許可する。 

 

 

  （転入学） 

第２４条  他の大学に在学中の者で、本学に転入学を志願する者があるときは、欠員

のある場合に限り、学長は、相当年次に入学を許可することができる。 

２  転入学を希望する者は、現に在学する大学の学長の許可書を願書に添付しなけれ

ばならない。 

３  前２項に定めるもののほか、転入学に関し必要な事項は別に定める。 

  （再入学） 

第２５条  次の各号の一に該当する者で、同一学科に再入学を志願する者があるとき

は、学長は、相当年次に入学を許可することができる。 

(1) 第２８条による退学者 

(2) 第２９条第５号、第６号及び第７号の規定により除籍された者 

２  前項に定めるもののほか、再入学に関し必要な事項は別に定める。 

 

第５章 休学、復学、退学、除籍、転学部、転学科及び転学 

 

  （休学） 

第２６条  病気その他の理由により修学を中止しようとする者は、医師の診断書又は

理由書を添えて願い出、学長の許可を得て休学することができる。 

２  学長は、病気その他の理由により修学が不適当と認められる者に対して、必要な

期間休学を命ずることができる。 

３  休学期間は、当該学期又は学年の終わりまでとする。ただし、特別の理由がある

ときは、休学期間を延長することができる。 

４  休学期間は通算して４年を超えることはできない。 

５  前項の規定に関わらず、第２３条の規定により入学した学生の休学期間は、通算

して２年を超えることはできない。 

６  第４項の規定に関わらず、第２４条第１項及び第２５条第１項の規定により入学

した学生の休学期間は、入学後の在学すべき年数を超えることができない。 

７  休学期間は、第１０条に規定する修業年限及び第１１条に規定する在学期間に算

入しない。 

  （復学） 

第２７条  休学期間を満了した者、又は休学期間満了前にその理由が消滅した者は、

所定の期日までに願い出、学長の許可を得て復学することができる。 

２  病気による休学者が復学しようとするときは、医師の診断書を添付するものとす

る。 

  （退学） 

第２８条  退学しようとする者は、学長の許可を得なければならない。 

  （除籍） 

第２９条  次の各号の一に該当する者は、学長が、これを除籍する。 

(1) 長期間にわたり行方不明の者 

(2) 在学期間を超えた者 

(3) 第２６条第４項、第５項及び第６項に定める休学期間を超えてなお修学できな

い者 

(4) 病気その他の理由により、成業の見込みがないと認められる者 

(5) 休学期間満了後督促してもなお所定の手続きをしない者 

(6) 授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 
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(7) 卒業に要する最終学年を除く一学年の修得単位（第３５条により認定された単

位は除く。）が１６単位未満の者 

 （転学部） 

第３０条 本学の学生で、他の学部への転出（以下「転学部」という。）を志望する者

があるときは、学長は、相当年次に転学部を許可することができる。 

２ 前項に規定するもののほか、転学部については、別に定める。 

  （転学科） 

第３０条の２  本学の学生で、転学科を志願する者があるときは、学長は、相当年次

に転学科を許可することができる。 

２  前項に規定するもののほか、転学科については、別に定める。 

  （転学） 

第３１条  本学の学生で他の大学へ入学又は転入学しようとする者は、学長の許可を

得なければならない。 

 

第６章 卒業及び学位 

 

  （卒業） 

第３２条  次の要件を満たした者には、学長が卒業を認定する。 

（1）第１０条に規定する修業年限在籍した者 

（2）第１３条第４項に規定する単位を修得した者 

(3）卒業判定に合格した者 

２ 卒業判定に係る卒業見込判定等については、別に定める。 

  （他の大学又は短期大学における授業科目の履修） 

第３３条  学長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学の定めるところにより他

の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位を、６０単位

を超えない範囲で、本学における授業科目の履修により修得したものとみなすこと

ができる｡ 

２  前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する｡ 

 （大学以外の教育施設等における学修） 

第３４条  学長は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学

校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授

業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

２  前項に与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項により本学において

修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないものとする｡ 

  （入学前の既修得単位の認定） 

第３５条  学長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は

短期大学等において履修した授業科目について修得した単位（第３９条及び第４０

条の規定により履修した単位を含む。）を、本学に入学した後の本学における授業科

目の履修により修得したものとみなすことができる｡ 

２  学長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第１

項に規定する学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることが

できる。 

３  前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、

転学等の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第３３条

第１項及び第２項並びに前条第１項により本学において修得したものとみなす単位
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(7) 卒業に要する最終学年を除く一学年の修得単位（第３５条により認定された単

位は除く。）が１６単位未満の者 

 （転学部） 

第３０条 本学の学生で、他の学部への転出（以下「転学部」という。）を志望する者

があるときは、学長は、相当年次に転学部を許可することができる。 

２ 前項に規定するもののほか、転学部については、別に定める。 

  （転学科） 

第３０条の２  本学の学生で、転学科を志願する者があるときは、学長は、相当年次

に転学科を許可することができる。 

２  前項に規定するもののほか、転学科については、別に定める。 

  （転学） 

第３１条  本学の学生で他の大学へ入学又は転入学しようとする者は、学長の許可を

得なければならない。 

 

第６章 卒業及び学位 

 

  （卒業） 

第３２条  次の要件を満たした者には、学長が卒業を認定する。 

（1）第１０条に規定する修業年限在籍した者 

（2）第１３条第４項に規定する単位を修得した者 

(3）卒業判定に合格した者 

２ 卒業判定に係る卒業見込判定等については、別に定める。 

  （他の大学又は短期大学における授業科目の履修） 

第３３条  学長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学の定めるところにより他

の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位を、６０単位

を超えない範囲で、本学における授業科目の履修により修得したものとみなすこと

ができる｡ 

２  前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する｡ 

 （大学以外の教育施設等における学修） 

第３４条  学長は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学

校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授

業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

２  前項に与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項により本学において

修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないものとする｡ 

  （入学前の既修得単位の認定） 

第３５条  学長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は

短期大学等において履修した授業科目について修得した単位（第３９条及び第４０

条の規定により履修した単位を含む。）を、本学に入学した後の本学における授業科

目の履修により修得したものとみなすことができる｡ 

２  学長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第１

項に規定する学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることが

できる。 

３  前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、

転学等の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第３３条

第１項及び第２項並びに前条第１項により本学において修得したものとみなす単位

 

 

数と合わせて６０単位を超えないものとする｡ 

（遠隔授業により修得することができる単位数） 
第３５条の２ 第１３条の２第２項の授業の方法により修得できる単位数は、第１３

条第４項に規定する卒業の要件として修得すべき単位数のうち、６０単位を超えな

いものとする。 

  （教員の免許状授与の所要資格の修得） 

第３５条の３  教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許

法（昭和２４年法律第１４７号）及び教育職員免許法施行規則（昭和２９年文部省

令第２６号）の定めるところに従い、別表７の授業科目を履修し、単位を修得しな

ければならない。 

２  本学において当該所要資格を取得できる教員の免許状の種類は、別表８に掲げる

とおりとする。 

  （学位） 

第３６条  本学を卒業したものには、学士の学位を授与する。 

２  学位に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第７章 学費 

 

  （学費及びその他の納入金） 

第３７条  本学の学費は、諸納入金の種類及び額等については、公立大学法人名桜大

学学費及び諸納入金に関する規程の定めるところによる。 

 

 

第８章 科目等履修生、特別聴講学生及び聴講生 

 

  

第３８条  削除 

 

  （科目等履修生） 

第３９条  本学において、授業科目の履修を希望する者があるときは、教育に支障の

ない場合に限り、学長は、当該学部の教授会の議を経て科目等履修生として入学を

許可することができる。 

２  科目等履修生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第４０条  削除 

 

  （特別聴講学生） 

第４１条  他の大学等との協議に基づき、当該大学等の学生に授業科目の履修を認め

ることができる。 

２  前項の規定により授業科目の履修が認められた学生は、特別聴講学生と称する。 

 （聴講生） 

第４１条の２ 学外者が本学の授業科目の聴講を希望する場合、学長は、聴講生とし

て受け入れることができる。 

２ 聴講生に関し必要な事項は、別に定める。 
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第９章 公開講座 

 

  （公開講座） 

第４２条  大学の教育を広く社会に開放し、生涯学習に対する要望に応えるとともに、

文化の向上に資するため、本学に公開講座を開設することができる。 

 

第１０章 賞罰 

 

  （表彰） 

第４３条  学生として表彰に価する行為があった者は、学長は、これを表彰する。 

  （懲戒） 

第４４条  学生が、本学の規則に違反し、または学生としての本分に反する行為があ

ったときは、学長は、これを懲戒する。 

２  前項の懲戒の種類は、訓告、停学又は退学とする。 

３  前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(2) 学業を怠り、成業の見込みがないと認められる者 

(3) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

 

第１１章 寄宿舎 

 

  （寄宿舎） 

第４５条  本学に寄宿舎を置く。 

２  寄宿舎に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

 

      附  則 

  この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

 

      附  則 

  この学則は、平成８年４月１日から施行する。 

 

      附  則（平成１０年３月２７日） 

１  この学則は、平成１０年４月１日から施行する。 

２  平成１０年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

      附  則（平成１１年３月２６日） 

１  この学則は、平成１１年４月１日から施行する。 

２  平成１１年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

      附  則（平成１２年３月２９日） 

１  この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 
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第９章 公開講座 

 

  （公開講座） 

第４２条  大学の教育を広く社会に開放し、生涯学習に対する要望に応えるとともに、

文化の向上に資するため、本学に公開講座を開設することができる。 

 

第１０章 賞罰 

 

  （表彰） 

第４３条  学生として表彰に価する行為があった者は、学長は、これを表彰する。 

  （懲戒） 

第４４条  学生が、本学の規則に違反し、または学生としての本分に反する行為があ

ったときは、学長は、これを懲戒する。 

２  前項の懲戒の種類は、訓告、停学又は退学とする。 

３  前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(2) 学業を怠り、成業の見込みがないと認められる者 

(3) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

 

第１１章 寄宿舎 

 

  （寄宿舎） 

第４５条  本学に寄宿舎を置く。 

２  寄宿舎に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

 

      附  則 

  この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

 

      附  則 

  この学則は、平成８年４月１日から施行する。 

 

      附  則（平成１０年３月２７日） 

１  この学則は、平成１０年４月１日から施行する。 

２  平成１０年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

      附  則（平成１１年３月２６日） 

１  この学則は、平成１１年４月１日から施行する。 

２  平成１１年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

      附  則（平成１２年３月２９日） 

１  この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

 

 

２  改正後の第２条第２項の規定にかかわらず、国際学部の国際文化学科、経営情報

学科及び観光産業学科の平成１２年度から平成１４年度までの収容定員は次のとお

りとする。 

学    部 学    科 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 

国際学部 

国際文化学科 ４７０人 ４７０人 ４６５人 

経営情報学科 ４７０人 ４７０人 ４６５人 

観光産業学科 ４７０人 ４７０人 ４６５人 

計 １４１０人 １４１０人 １３９５人 

３  平成１２年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

４  改正後の第３７条の３及び別表５の規定は、平成１２年４月１日を休学及び入学

の始期とする者から適用する。 

 

      附  則（平成１３年３月２８日） 

１  この学則は、平成１３年４月１日から施行する。 

２  平成１３年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

附  則（平成１４年３月２９日） 

１  この学則は、平成１４年４月１日から施行する。 

２  平成１４年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

   附 則（平成１４年７月３１日） 

 この学則は、平成１４年７月３１日から施行し、改正後の第３７条の２及び第３７

条の４の規定は、平成１４年４月１日から適用する｡ 

 

附  則（平成１５年３月２８日） 

１  この学則は、平成１５年４月１日から施行する。 

２  平成１５年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

附  則（平成１６年３月２８日） 

１  この学則は、平成１６年４月１日から施行する。 

２  平成１６年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

附  則（平成１７年３月２９日） 

１  この学則は、平成１７年４月１日から施行する。 

２  平成１７年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

附  則（平成１８年３月２９日） 

１  この学則は、平成１８年４月１日から施行する。 

２  平成１８年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、
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従前の規定を適用する。 

 

附  則（平成１９年３月２７日） 

１  この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２  平成１９年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

附  則（平成２０年３月２７日） 

１  この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２  平成２０年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

附  則（平成２０年１１月２８日） 

１  この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２  平成２１年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 
附  則（平成２２年３月４日） 

１  この学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２  平成２２年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 
附  則（平成２３年１月２６日） 

１  この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２  平成２３年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

   附 則（平成２３年９月２８日） 

１ この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

   附 則（平成２４年１０月２４日） 

１ この学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ 平成２５年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

 附 則（平成２５年１０月２４日） 

１ この学則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ 平成２６年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
   附 則（平成２６年９月２７日） 
１ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 
２ 平成２７年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
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従前の規定を適用する。 

 

附  則（平成１９年３月２７日） 

１  この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２  平成１９年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

附  則（平成２０年３月２７日） 

１  この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２  平成２０年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

附  則（平成２０年１１月２８日） 

１  この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２  平成２１年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 
附  則（平成２２年３月４日） 

１  この学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２  平成２２年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 
附  則（平成２３年１月２６日） 

１  この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２  平成２３年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

   附 則（平成２３年９月２８日） 

１ この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

   附 則（平成２４年１０月２４日） 

１ この学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ 平成２５年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

 附 則（平成２５年１０月２４日） 

１ この学則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ 平成２６年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
   附 則（平成２６年９月２７日） 
１ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 
２ 平成２７年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 

 

 

 
   附 則（平成２７年３月２８日） 
１ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 
２ 国際学部国際文化学科、経営情報学科、観光産業学科は、平成２７年３月３１日

をもって廃止する。 
 

附 則（平成２７年９月３０日） 
１ この学則は、平成２８年４月１日から施行する。 
２ 平成２８年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則（平成２８年９月２７日） 
１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 
２ 平成２９年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則（平成２８年１２月２１日） 
１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 
２ 平成２９年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則（平成２９年９月２９日） 
１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 
２ 平成３０年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則（平成３０年３月２９日） 
１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 
２ 平成３０年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則（平成３１年２月１５日） 
１ この学則は、平成３１年４月１日から施行する。 
２ 平成３１年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則（令和２年２月１７日） 
１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 
２ 令和２年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則（令和２年３月２７日） 
１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 
２ 令和２年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
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附 則（令和３年３月２４日） 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 
２ 令和３年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則（令和３年６月２９日） 
１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 
２ 令和４年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則（令和３年１２月２４日） 
１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 
２ 令和４年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則 
１ この学則は、令和５年４月１日から施行する。 
２ 令和５年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
３ 国際学群国際学類は、改正後の第２条第２項の規定にかかわらず、当該学群学類

に在学するものが当該学群学類に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 
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附 則（令和３年３月２４日） 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 
２ 令和３年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則（令和３年６月２９日） 
１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 
２ 令和４年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則（令和３年１２月２４日） 
１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 
２ 令和４年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
 

附 則 
１ この学則は、令和５年４月１日から施行する。 
２ 令和５年３月３１日に在学する者には、改正後の第１３条の規定にかかわらず、

従前の規定を適用する。 
３ 国際学群国際学類は、改正後の第２条第２項の規定にかかわらず、当該学群学類

に在学するものが当該学群学類に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 
 

別表１－１ 国際学部 国際文化学科 教養教育科目（第１３条第１項関係） 
 
共通コア科目 
 アカデミックスキル科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

教 養 演 習 Ⅰ ２   
教 養 演 習 Ⅱ ２   
コ ン ピ ュ ー タ ・ リ テ ラ シ ー  ２  
数理・データサイエンス・AI 入門  ２  
アカデミックライティングⅠ ２   
アカデミックライティングⅡ  ２  
アカデミックスキル特別講義  ２  

 
ライフデザイン科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

大 学 と 人 生 ２   
ラ イ フ デ ザ イ ン 特 別 講 義  ２  
キ ャ リ ア デ ザ イ ン  ２  
プ ロ ジ ェ ク ト 学 習  ２  

 
思想と論理科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

人 間 と 環 境  ２  

生 命 と 倫 理  ２  

科 学 入 門  ２  

論 理 学  ２  

現 代 思 想  ２  

思 想 と 論 理 特 別 講 義  ２  

 
沖縄理解科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

沖 縄 学  ２  

沖 縄 の 自 然  ２  

沖 縄 の 言 語  ２  

沖 縄 理 解 特 別 講 義  ２  

 
健康スポーツ科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

体 育 実 技 Ⅰ  １  

体 育 実 技 Ⅱ  １  

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学  ２  

健 康 ス ポ ー ツ 特 別 講 義  ２  

健 康 ス ポ ー ツ 特 別 実 技  １  
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共通選択科目 
外国語科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ベーシック・イングリッシュ ２   

ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ ･ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ ２   

ド イ ツ 語 Ⅰ  ２  

ド イ ツ 語 Ⅱ  ２  

フ ラ ン ス 語 Ⅰ  ２  

フ ラ ン ス 語 Ⅱ  ２  

ス ペ イ ン 語 Ⅰ  ２  

ス ペ イ ン 語 Ⅱ  ２  

ポ ル ト ガ ル 語 Ⅰ  ２  

ポ ル ト ガ ル 語 Ⅱ  ２  

中 国 語 Ⅰ  ２  

中 国 語 Ⅱ  ２  

韓 国 語 Ⅰ  ２  

韓 国 語 Ⅱ  ２  

タ イ 語 Ⅰ  ２  

タ イ 語 Ⅱ  ２  

外 国 語 特 別 講 義 Ⅰ  ２  

外 国 語 特 別 講 義 Ⅱ  ２  

ア カ デ ミ ッ ク 英 語 基 礎 ２   

ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ･ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅰ  ２  

ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ･ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅱ  ２  

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ  ２  

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ  ２  

 
国際理解科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

国 際 学 入 門  ２  

異 文 化 接 触 論  ２  

国 際 社 会 と 日 本  ２  

人 権 と 平 和  ２  

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論  ２  

海 外 ス タ デ ィ ツ ア ー  ２  

国 際 理 解 特 別 講 義  ２  

 
人文科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

音 楽 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  

美 術 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  

哲 学  ２  

心 理 学  ２  

歴 史 学  ２  

教 育 学  ２  
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共通選択科目 
外国語科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ベーシック・イングリッシュ ２   

ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ ･ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ ２   

ド イ ツ 語 Ⅰ  ２  

ド イ ツ 語 Ⅱ  ２  

フ ラ ン ス 語 Ⅰ  ２  

フ ラ ン ス 語 Ⅱ  ２  

ス ペ イ ン 語 Ⅰ  ２  

ス ペ イ ン 語 Ⅱ  ２  

ポ ル ト ガ ル 語 Ⅰ  ２  

ポ ル ト ガ ル 語 Ⅱ  ２  

中 国 語 Ⅰ  ２  

中 国 語 Ⅱ  ２  

韓 国 語 Ⅰ  ２  

韓 国 語 Ⅱ  ２  

タ イ 語 Ⅰ  ２  

タ イ 語 Ⅱ  ２  

外 国 語 特 別 講 義 Ⅰ  ２  

外 国 語 特 別 講 義 Ⅱ  ２  

ア カ デ ミ ッ ク 英 語 基 礎 ２   

ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ･ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅰ  ２  

ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ･ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅱ  ２  

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ  ２  

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ  ２  

 
国際理解科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

国 際 学 入 門  ２  

異 文 化 接 触 論  ２  

国 際 社 会 と 日 本  ２  

人 権 と 平 和  ２  

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論  ２  

海 外 ス タ デ ィ ツ ア ー  ２  

国 際 理 解 特 別 講 義  ２  

 
人文科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

音 楽 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  

美 術 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  

哲 学  ２  

心 理 学  ２  

歴 史 学  ２  

教 育 学  ２  

 

 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ヒ ュ ー マ ン ケ ア リ ン グ  ２  

文 学  ２  

人 文 科 学 特 別 講 義  ２  

 
社会科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

法 学  ２  

憲 法  ２  

政 治 学  ２  

経 済 学  ２  

経 営 学  ２  

社 会 学  ２  

人 文 地 理 学  ２  

社 会 科 学 特 別 講 義  ２  

 
自然科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

数 学  ２  

統 計 学  ２  

物 理 学  ２  

化 学  ２  

生 物 学  ２  

地 学  ２  

情 報 科 学 と 社 会  ２  

自 然 科 学 特 別 講 義  ２  
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別表１－２ 国際学部 国際観光産業学科 教養教育科目（第１３条第１項関係） 

 
共通コア科目 
 アカデミックスキル科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

教 養 演 習 Ⅰ ２   
教 養 演 習 Ⅱ ２   
コ ン ピ ュ ー タ ・ リ テ ラ シ ー  ２  
数理・データサイエンス・AI 入門  ２  
アカデミックライティングⅠ ２   
アカデミックライティングⅡ  ２  
アカデミックスキル特別講義  ２  

 
ライフデザイン科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

大 学 と 人 生 ２   
ラ イ フ デ ザ イ ン 特 別 講 義  ２  
キ ャ リ ア デ ザ イ ン  ２  
プ ロ ジ ェ ク ト 学 習  ２  

 
思想と論理科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

人 間 と 環 境  ２  

生 命 と 倫 理  ２  

科 学 入 門  ２  

論 理 学  ２  

現 代 思 想  ２  

思 想 と 論 理 特 別 講 義  ２  

 
沖縄理解科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

沖 縄 学  ２  

沖 縄 の 自 然  ２  

沖 縄 の 言 語  ２  

沖 縄 理 解 特 別 講 義  ２  

 
健康スポーツ科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

体 育 実 技 Ⅰ  １  

体 育 実 技 Ⅱ  １  

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学  ２  

健 康 ス ポ ー ツ 特 別 講 義  ２  

健 康 ス ポ ー ツ 特 別 実 技  １  
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別表１－２ 国際学部 国際観光産業学科 教養教育科目（第１３条第１項関係） 

 
共通コア科目 
 アカデミックスキル科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

教 養 演 習 Ⅰ ２   
教 養 演 習 Ⅱ ２   
コ ン ピ ュ ー タ ・ リ テ ラ シ ー  ２  
数理・データサイエンス・AI 入門  ２  
アカデミックライティングⅠ ２   
アカデミックライティングⅡ  ２  
アカデミックスキル特別講義  ２  

 
ライフデザイン科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

大 学 と 人 生 ２   
ラ イ フ デ ザ イ ン 特 別 講 義  ２  
キ ャ リ ア デ ザ イ ン  ２  
プ ロ ジ ェ ク ト 学 習  ２  

 
思想と論理科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

人 間 と 環 境  ２  

生 命 と 倫 理  ２  

科 学 入 門  ２  

論 理 学  ２  

現 代 思 想  ２  

思 想 と 論 理 特 別 講 義  ２  

 
沖縄理解科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

沖 縄 学  ２  

沖 縄 の 自 然  ２  

沖 縄 の 言 語  ２  

沖 縄 理 解 特 別 講 義  ２  

 
健康スポーツ科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

体 育 実 技 Ⅰ  １  

体 育 実 技 Ⅱ  １  

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学  ２  

健 康 ス ポ ー ツ 特 別 講 義  ２  

健 康 ス ポ ー ツ 特 別 実 技  １  

 
共通選択科目 

外国語科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ベーシック・イングリッシュ ２   

ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ ･ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ ２   

ド イ ツ 語 Ⅰ  ２  

ド イ ツ 語 Ⅱ  ２  

フ ラ ン ス 語 Ⅰ  ２  

フ ラ ン ス 語 Ⅱ  ２  

ス ペ イ ン 語 Ⅰ  ２  

ス ペ イ ン 語 Ⅱ  ２  

ポ ル ト ガ ル 語 Ⅰ  ２  

ポ ル ト ガ ル 語 Ⅱ  ２  

中 国 語 Ⅰ  ２  

中 国 語 Ⅱ  ２  

韓 国 語 Ⅰ  ２  

韓 国 語 Ⅱ  ２  

タ イ 語 Ⅰ  ２  

タ イ 語 Ⅱ  ２  

外 国 語 特 別 講 義 Ⅰ  ２  

外 国 語 特 別 講 義 Ⅱ  ２  

ア カ デ ミ ッ ク 英 語 基 礎 ２   

ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ･ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅰ  ２  

ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ･ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅱ  ２  

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ  ２  

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ  ２  

 
国際理解科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

国 際 学 入 門  ２  

異 文 化 接 触 論  ２  

国 際 社 会 と 日 本  ２  

人 権 と 平 和  ２  

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論  ２  

海 外 ス タ デ ィ ツ ア ー  ２  

国 際 理 解 特 別 講 義  ２  

 
人文科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

音 楽 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  

美 術 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  

哲 学  ２  

心 理 学  ２  

歴 史 学  ２  

教 育 学  ２  
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科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ヒ ュ ー マ ン ケ ア リ ン グ  ２  

文 学  ２  

人 文 科 学 特 別 講 義  ２  

 
社会科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

法 学  ２  

憲 法  ２  

政 治 学  ２  

経 済 学  ２  

経 営 学  ２  

社 会 学  ２  

人 文 地 理 学  ２  

社 会 科 学 特 別 講 義  ２  

 
自然科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

数 学  ２  

統 計 学  ２  

物 理 学  ２  

化 学  ２  

生 物 学  ２  

地 学  ２  

情 報 科 学 と 社 会  ２  

自 然 科 学 特 別 講 義  ２  
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科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ヒ ュ ー マ ン ケ ア リ ン グ  ２  

文 学  ２  

人 文 科 学 特 別 講 義  ２  

 
社会科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

法 学  ２  

憲 法  ２  

政 治 学  ２  

経 済 学  ２  

経 営 学  ２  

社 会 学  ２  

人 文 地 理 学  ２  

社 会 科 学 特 別 講 義  ２  

 
自然科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

数 学  ２  

統 計 学  ２  

物 理 学  ２  

化 学  ２  

生 物 学  ２  

地 学  ２  

情 報 科 学 と 社 会  ２  

自 然 科 学 特 別 講 義  ２  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表２－１ 国際学部 国際文化学科 専門教育科目（第１３条第１項関係） 

 
専門基礎科目 

人文科学系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

日 本 語 理 解 論  ２  
日 本 史 概 論  ２  
日 本 文 化 概 論  ２  
文 化 人 類 学  ２  
人 間 関 係 論  ２  
日 本 語 表 現 論  ２  
世 界 史 概 論  ２  
比 較 芸 術 論  ２  
比 較 宗 教 論  ２  
初 級 英 作 文  ２  
中 級 英 語 ｵ ｰ ﾗ ﾙ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ  ２  
中 級 英 作 文  ２  
英 文 法  ２  
漢 文 学 概 論 Ⅰ  ２  
言 語 と 文 学  ２  
比 較 思 想 論  ２  
 
社会科学系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

経 営 統 計 学  ２  
観 光 学 概 論  ２  
地 域 研 究 方 法 論  ２  
社 会 調 査 法  ２  
経 営 情 報 論  ２  
地 域 社 会 論  ２  
社 会 心 理 学  ２  
経 済 学 総 論  ２  
倫 理 学  ２  
 
自然科学系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

コ ン ピ ュ ー タ 概 論  ２  
情 報 処 理 論  ２  
情 報 化 社 会 論  ２  
自 然 保 護 論  ２  
沖 縄 の 天 然 記 念 物  ２  
島 嶼 環 境 論  ２  
情 報 と 職 業  ２  
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専門発展・応用科目／演習科目 
  地域文化系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

沖 縄 の 社 会  ２  
沖 縄 の 社 会 と 教 育  ２  
沖 縄 地 域 文 化 論  ２  
沖 縄 の 地 域 史  ２  
日 本 の 歴 史 Ⅰ  ２  
日 本 の 歴 史 Ⅱ  ２  
日 本 史 史 料 講 読  ２  
日 本 の 社 会  ２  
日 本 の 宗 教  ２  
地 誌 学  ２  
自 然 地 理 学 概 論  ２  

 
 国際文化系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

ア ジ ア の 歴 史  ２  
ア ジ ア の 文 化  ２  
ア ジ ア の 文 学  ２  
ア ジ ア の 言 語  ２  
ア ジ ア の 宗 教  ２  
ア ジ ア の 政 治 と 社 会  ２  
中 南 米 の 歴 史  ２  
中 南 米 の 文 化  ２  
中 南 米 の 社 会  ２  
中 南 米 の 文 学  ２  
中 南 米 の 言 語  ２  
移 民 と 異 文 化  ２  
比 較 映 像 文 化 論  ２  
世 界 の 歴 史  ２  

 
国際学系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

国 際 関 係 論  ２  
国 際 政 治 論  ２  
国 際 機 構 論  ２  
国 際 法  ２  
ア メ リ カ 政 治 外 交 論  ２  
日 米 関 係 論  ２  
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専門発展・応用科目／演習科目 
  地域文化系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

沖 縄 の 社 会  ２  
沖 縄 の 社 会 と 教 育  ２  
沖 縄 地 域 文 化 論  ２  
沖 縄 の 地 域 史  ２  
日 本 の 歴 史 Ⅰ  ２  
日 本 の 歴 史 Ⅱ  ２  
日 本 史 史 料 講 読  ２  
日 本 の 社 会  ２  
日 本 の 宗 教  ２  
地 誌 学  ２  
自 然 地 理 学 概 論  ２  

 
 国際文化系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

ア ジ ア の 歴 史  ２  
ア ジ ア の 文 化  ２  
ア ジ ア の 文 学  ２  
ア ジ ア の 言 語  ２  
ア ジ ア の 宗 教  ２  
ア ジ ア の 政 治 と 社 会  ２  
中 南 米 の 歴 史  ２  
中 南 米 の 文 化  ２  
中 南 米 の 社 会  ２  
中 南 米 の 文 学  ２  
中 南 米 の 言 語  ２  
移 民 と 異 文 化  ２  
比 較 映 像 文 化 論  ２  
世 界 の 歴 史  ２  

 
国際学系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

国 際 関 係 論  ２  
国 際 政 治 論  ２  
国 際 機 構 論  ２  
国 際 法  ２  
ア メ リ カ 政 治 外 交 論  ２  
日 米 関 係 論  ２  

 
  

英語・英語文学系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

英 語 音 声 学  ２  
言 語 学 概 論 I  ２  
言 語 学 概 論 I I  ２  
理 論 言 語 学 講 読  ２  
応 用 言 語 学 講 読  ２  
英 語 学 概 論  ２  
小 学 校 英 語 教 育 教 授 論  ２  
準 高 等 英 語 リ ス ニ ン グ  ２  
高 等 英 語 リ ス ニ ン グ  ２  
準 高 等 オ ー ラ ル ・ 
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  ２  

高 等 英 語 オ ー ラ ル ・ 
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  ２  

準 高 等 英 語 講 読  ２  
高 等 英 語 講 読  ２  
準 高 等 英 作 文  ２  
高 等 英 作 文  ２  
英 米 文 化 概 論 I  ２  
英 米 文 化 概 論 I I  ２  
英語リサーチ・ライティング  ２  
イ ギ リ ス 文 学  ２  
ア メ リ カ 文 学  ２  
英 語 文 学 講 読  ２  
外 書 講 読  ２  
デ ィ ベ ー ト  ２  
通 訳 技 法  ２  
異文化コミュニケーション論  ２  

 
 日本語・日本文学系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

日 本 語 学 概 論  ２  
日 本 言 語 史  ２  
琉 球 語 学 概 論  ２  
現 代 日 本 語 論  ２  
日 本 語 教 授 法  ２  
日 本 古 典 文 学 概 論  ２  
日 本 古 典 文 学 史  ２  
日 本 古 典 文 学 論  ２  
日 本 近 代 文 学 概 論  ２  
日 本 近 代 文 学 史  ２  
日 本 近 代 文 学 論  ２  
南 島 歌 謡  ２  
沖 縄 の 文 学  ２  
漢 文 学 概 論 Ⅱ  ２  
書 写 ・ 書 道 概 論  ２  
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実践科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

地 域 文 化 演 習  ２  
現 地 実 習  ４  
教 育 支 援 演 習  ２  
教 育 支 援 実 習  ４  
日 本 語 教 育 実 践 演 習  ２  

 
特別講義 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

国 際 学 部 特 別 講 義  ２  
国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅰ  ２  
国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅱ  ２  
国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅲ  ２  
国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅳ  ２  

 
演習科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

国 際 文 化 基 礎 演 習 ２   
国 際 文 化 専 門 演 習 Ⅰ ２   
国 際 文 化 専 門 演 習 Ⅱ ２   
国 際 文 化 専 門 演 習 Ⅲ ２   
国 際 文 化 専 門 演 習 Ⅳ ２   
国 際 文 化 専 門 演 習 Ⅴ ２   
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実践科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

地 域 文 化 演 習  ２  
現 地 実 習  ４  
教 育 支 援 演 習  ２  
教 育 支 援 実 習  ４  
日 本 語 教 育 実 践 演 習  ２  

 
特別講義 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

国 際 学 部 特 別 講 義  ２  
国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅰ  ２  
国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅱ  ２  
国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅲ  ２  
国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅳ  ２  

 
演習科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

国 際 文 化 基 礎 演 習 ２   
国 際 文 化 専 門 演 習 Ⅰ ２   
国 際 文 化 専 門 演 習 Ⅱ ２   
国 際 文 化 専 門 演 習 Ⅲ ２   
国 際 文 化 専 門 演 習 Ⅳ ２   
国 際 文 化 専 門 演 習 Ⅴ ２   

 

別表２－２ 国際学部 国際観光産業学科 専門教育科目（第１３条第１項関係） 
 
専門基礎科目 

人文科学系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

日 本 語 理 解 論  ２  
日 本 史 概 論  ２  
日 本 文 化 概 論  ２  
文 化 人 類 学  ２  
人 間 関 係 論  ２  
日 本 語 表 現 論  ２  
世 界 史 概 論  ２  
 
社会科学系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

経 営 統 計 学  ２  
観 光 学 概 論 ２   
観 光 学 総 論 ２   
地 域 研 究 方 法 論  ２  
社 会 調 査 法  ２  
経 営 情 報 論  ２  
地 域 社 会 論  ２  
倫 理 学  ２  
経 営 学 総 論 ２   
簿 記 原 理  ４  
ミ ク ロ 経 済 学  ２  
民 法 と 市 民 生 活  ２  
マ ク ロ 経 済 学  ２  
経 済 学 総 論  ２  
社 会 心 理 学  ２  
 
自然科学系科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

コ ン ピ ュ ー タ 概 論  ２  
情 報 処 理 論  ２  
情 報 化 社 会 論  ２  
自 然 保 護 論  ２  
沖 縄 の 天 然 記 念 物  ２  
島 嶼 環 境 論  ２  
情 報 と 職 業  ２  
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専門発展・応用科目／演習科目 
  観光地形成科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

観 光 事 業 論  ２  
観 光 開 発 論 Ⅰ  ２  
観 光 開 発 論 Ⅱ  ２  
観 光 政 策 論  ２  
西 欧 経 済 史  ２  
地 域 経 済 学  ２  
観 光 経 済 学  ２  
地 誌 学  ２  
観 光 地 理 学  ２  
観 光 資 源 論  ２  
自 然 地 理 学 概 論  ２  
観 光 行 動 論  ２  
観 光 心 理 学  ２  
イ ベ ン ト 事 業 論  ２  
国際コンベンションビジネス  ２  
観 光 関 連 法 規  ２  
観 光 調 査 法  ４  
ホスピタリティマーケティング論  ４  
観 光 交 通 論  ２  
沖 縄 観 光  ２  
レジャー・レクリエーション論 ２   
行 政 法  ２  
財 政 学  ２  
国 際 経 済 論  ２  
地 方 自 治 論  ２  
市 場 調 査 論  ２  
経 済 政 策  ２  
地 域 マ ー ケ テ ィ ン グ 論  ２  
日 本 の 歴 史 Ⅰ  ２  
日 本 の 歴 史 Ⅱ  ２  
世 界 の 歴 史  ２  

 
 観光経営科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

観 光 産 業 論 ２   
交 通 産 業 論  ２  
ホ ス ピ タ リ テ ィ 概 論  ２  
ホ テ ル 経 営 論  ２  
ホ テ ル 計 画 論  ４  
旅 行 業 経 営 論  ４  
旅 行 業 法 と 約 款  ２  
ホスピタリティマネジメント論  ２  
上 級 簿 記  ４  
会 社 法  ２  
流 通 論  ２  
マ ー ケ テ ィ ン グ 論 ２   
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専門発展・応用科目／演習科目 
  観光地形成科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

観 光 事 業 論  ２  
観 光 開 発 論 Ⅰ  ２  
観 光 開 発 論 Ⅱ  ２  
観 光 政 策 論  ２  
西 欧 経 済 史  ２  
地 域 経 済 学  ２  
観 光 経 済 学  ２  
地 誌 学  ２  
観 光 地 理 学  ２  
観 光 資 源 論  ２  
自 然 地 理 学 概 論  ２  
観 光 行 動 論  ２  
観 光 心 理 学  ２  
イ ベ ン ト 事 業 論  ２  
国際コンベンションビジネス  ２  
観 光 関 連 法 規  ２  
観 光 調 査 法  ４  
ホスピタリティマーケティング論  ４  
観 光 交 通 論  ２  
沖 縄 観 光  ２  
レジャー・レクリエーション論 ２   
行 政 法  ２  
財 政 学  ２  
国 際 経 済 論  ２  
地 方 自 治 論  ２  
市 場 調 査 論  ２  
経 済 政 策  ２  
地 域 マ ー ケ テ ィ ン グ 論  ２  
日 本 の 歴 史 Ⅰ  ２  
日 本 の 歴 史 Ⅱ  ２  
世 界 の 歴 史  ２  

 
 観光経営科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

観 光 産 業 論 ２   
交 通 産 業 論  ２  
ホ ス ピ タ リ テ ィ 概 論  ２  
ホ テ ル 経 営 論  ２  
ホ テ ル 計 画 論  ４  
旅 行 業 経 営 論  ４  
旅 行 業 法 と 約 款  ２  
ホスピタリティマネジメント論  ２  
上 級 簿 記  ４  
会 社 法  ２  
流 通 論  ２  
マ ー ケ テ ィ ン グ 論 ２   

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

中 小 企 業 論  ２  
原 価 計 算  ２  
経 営 組 織 論  ２ ※ 
経 営 戦 略 論  ２ ※ 
会 計 学 原 理  ２  
ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス  ２  
経 営 管 理 論  ２  
問 題 解 決 の 心 理 学  ２  
人 的 資 源 管 理 論  ２  
グ ロ ー バ ル ・ ビ ジ ネ ス 論  ２  
産 業 情 報 論  ２  
経 営 分 析 論  ２  
組 織 心 理 学  ２  
対 人 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論  ２  
チームマネジメントの心理学  ２  
職 業 指 導 Ⅰ  ２  
職 業 指 導 Ⅱ  ２  

 
観光文化・環境科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

健 康 と 長 寿  ２  
余 暇 社 会 学  ２  
地 球 の 環 境 と そ の 保 全  ２  
エ コ ツ ー リ ズ ム Ⅰ  ２  
エ コ ツ ー リ ズ ム Ⅱ  ２  
自 然 観 察 指 導 法  ４  
環 境 ア セ ス メ ン ト 論 Ⅰ  ２  
環 境 ア セ ス メ ン ト 論 Ⅱ  ２  
環 境 調 査 法  ４  
観 光 文 化 論  ２  
沖 縄 の 植 物 と 保 護  ２  
島 嶼 文 化 論  ２  
比 較 宗 教 論  ２  
日 本 史 史 料 講 読  ２  
日 本 の 宗 教  ２  

 
国際観光科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

国 際 観 光 論 ２   
観 光 実 用 中 国 語  ２  
観 光 実 用 韓 国 語  ２  
観 光 実 用 英 語 Ⅰ  ２  
観 光 実 用 英 語 Ⅱ  ２  
ア ジ ア の 歴 史  ２  
中 南 米 の 歴 史  ２  
外 書 講 読  ２  
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実践科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ  １  
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ  ２  
海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ  ４  
ホ テ ル 実 務  ６  
観 光 関 連 実 務  ６  

 
観光関連科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ  １  
ウ ェ ル ネ ス 概 論  ２  
ス ポ ー ツ 産 業 論  ２  
ゴ ル フ Ⅰ  １  
ゴ ル フ Ⅱ  １  
空 手  １  
救 急 処 置  ２  

 
特別講義 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

国 際 学 部 特 別 講 義  ２  
国 際 観 光 産 業 特 別 講 義 Ⅰ  ２  
国 際 観 光 産 業 特 別 講 義 Ⅱ  ２  
国 際 観 光 産 業 特 別 講 義 Ⅲ  ２  
国 際 観 光 産 業 特 別 講 義 Ⅳ  ２  

 
演習科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

国 際 観 光 産 業 基 礎 演 習 ２   
国 際 観 光 産 業 専 門 演 習 Ⅰ ２   
国 際 観 光 産 業 専 門 演 習 Ⅱ ２   
国 際 観 光 産 業 専 門 演 習 Ⅲ ２   
国 際 観 光 産 業 専 門 演 習 Ⅳ ２   
国 際 観 光 産 業 専 門 演 習 Ⅴ ２   
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実践科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ  １  
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ  ２  
海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ  ４  
ホ テ ル 実 務  ６  
観 光 関 連 実 務  ６  

 
観光関連科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ  １  
ウ ェ ル ネ ス 概 論  ２  
ス ポ ー ツ 産 業 論  ２  
ゴ ル フ Ⅰ  １  
ゴ ル フ Ⅱ  １  
空 手  １  
救 急 処 置  ２  

 
特別講義 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

国 際 学 部 特 別 講 義  ２  
国 際 観 光 産 業 特 別 講 義 Ⅰ  ２  
国 際 観 光 産 業 特 別 講 義 Ⅱ  ２  
国 際 観 光 産 業 特 別 講 義 Ⅲ  ２  
国 際 観 光 産 業 特 別 講 義 Ⅳ  ２  

 
演習科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

国 際 観 光 産 業 基 礎 演 習 ２   
国 際 観 光 産 業 専 門 演 習 Ⅰ ２   
国 際 観 光 産 業 専 門 演 習 Ⅱ ２   
国 際 観 光 産 業 専 門 演 習 Ⅲ ２   
国 際 観 光 産 業 専 門 演 習 Ⅳ ２   
国 際 観 光 産 業 専 門 演 習 Ⅴ ２   

 

別表３－１ 人間健康学部 スポーツ健康学科 教養教育科目（第１３条第１項関係） 
 
 共通コア科目 
 アカデミックスキル科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

教 養 演 習 Ⅰ ２   
教 養 演 習 Ⅱ ２   
コ ン ピ ュ ー タ ・ リ テ ラ シ ー ２   
数理・データサイエンス・AI 入門  ２  
アカデミックライティングⅠ ２   
アカデミックライティングⅡ  ２  
アカデミックスキル特別講義  ２  

 
ライフデザイン科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

大 学 と 人 生 ２   
ラ イ フ デ ザ イ ン 特 別 講 義  ２  
キ ャ リ ア デ ザ イ ン  ２  
プ ロ ジ ェ ク ト 学 習  ２  

 
思想と論理科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

人 間 と 環 境  ２  

生 命 と 倫 理  ２  

科 学 入 門  ２  

論 理 学  ２  

現 代 思 想  ２  

思 想 と 論 理 特 別 講 義  ２  

 
沖縄理解科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

沖 縄 学  ２  

沖 縄 の 自 然  ２  

沖 縄 の 言 語  ２  

沖 縄 理 解 特 別 講 義  ２  

 
健康スポーツ科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

体 育 実 技 Ⅰ  １  

体 育 実 技 Ⅱ  １  

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学  ２  

健 康 ス ポ ー ツ 特 別 講 義  ２  

健 康 ス ポ ー ツ 特 別 実 技  １  
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共通選択科目 
外国語科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ベーシック・イングリッシュ ２   

ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ ･ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ ２   

ド イ ツ 語 Ⅰ  ２  

ド イ ツ 語 Ⅱ  ２  

フ ラ ン ス 語 Ⅰ  ２  

フ ラ ン ス 語 Ⅱ  ２  

ス ペ イ ン 語 Ⅰ  ２  

ス ペ イ ン 語 Ⅱ  ２  

ポ ル ト ガ ル 語 Ⅰ  ２  

ポ ル ト ガ ル 語 Ⅱ  ２  

中 国 語 Ⅰ  ２  

中 国 語 Ⅱ  ２  

韓 国 語 Ⅰ  ２  

韓 国 語 Ⅱ  ２  

タ イ 語 Ⅰ  ２  

タ イ 語 Ⅱ  ２  

外 国 語 特 別 講 義 Ⅰ  ２  

外 国 語 特 別 講 義 Ⅱ  ２  

ア カ デ ミ ッ ク 英 語 基 礎 ２   

ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ･ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅰ  ２  

ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ･ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅱ  ２  

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ  ２  

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ  ２  

 
国際理解科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

国 際 学 入 門  ２  

異 文 化 接 触 論  ２  

国 際 社 会 と 日 本  ２  

人 権 と 平 和  ２  

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論  ２  

海 外 ス タ デ ィ ツ ア ー  ２  

国 際 理 解 特 別 講 義  ２  

 
人文科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

音 楽 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  

美 術 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  

哲 学  ２  

心 理 学  ２  

歴 史 学  ２  

教 育 学  ２  
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共通選択科目 
外国語科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ベーシック・イングリッシュ ２   

ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ ･ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ ２   

ド イ ツ 語 Ⅰ  ２  

ド イ ツ 語 Ⅱ  ２  

フ ラ ン ス 語 Ⅰ  ２  

フ ラ ン ス 語 Ⅱ  ２  

ス ペ イ ン 語 Ⅰ  ２  

ス ペ イ ン 語 Ⅱ  ２  

ポ ル ト ガ ル 語 Ⅰ  ２  

ポ ル ト ガ ル 語 Ⅱ  ２  

中 国 語 Ⅰ  ２  

中 国 語 Ⅱ  ２  

韓 国 語 Ⅰ  ２  

韓 国 語 Ⅱ  ２  

タ イ 語 Ⅰ  ２  

タ イ 語 Ⅱ  ２  

外 国 語 特 別 講 義 Ⅰ  ２  

外 国 語 特 別 講 義 Ⅱ  ２  

ア カ デ ミ ッ ク 英 語 基 礎 ２   

ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ･ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅰ  ２  

ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ･ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅱ  ２  

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ  ２  

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ  ２  

 
国際理解科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

国 際 学 入 門  ２  

異 文 化 接 触 論  ２  

国 際 社 会 と 日 本  ２  

人 権 と 平 和  ２  

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論  ２  

海 外 ス タ デ ィ ツ ア ー  ２  

国 際 理 解 特 別 講 義  ２  

 
人文科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

音 楽 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  

美 術 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  

哲 学  ２  

心 理 学  ２  

歴 史 学  ２  

教 育 学  ２  

 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ヒ ュ ー マ ン ケ ア リ ン グ  ２  

文 学  ２  

人 文 科 学 特 別 講 義  ２  

 
社会科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

法 学  ２  

憲 法  ２  

政 治 学  ２  

経 済 学  ２  

経 営 学  ２  

社 会 学  ２  

人 文 地 理 学  ２  

社 会 科 学 特 別 講 義  ２  

 
自然科学科目 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

数 学  ２  

統 計 学  ２  

物 理 学  ２  

化 学  ２  

生 物 学  ２  

地 学  ２  

情 報 科 学 と 社 会  ２  

自 然 科 学 特 別 講 義  ２  
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別表３－２ 人間健康学部 看護学科 教養教育科目（第１３条第１項関係） 

 共通コア科目 
  アカデミックスキル科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

教 養 演 習 Ⅰ ２   

教 養 演 習 Ⅱ ２   

コ ン ピ ュ ー タ ・ リ テ ラ シ ー ２   

数理・データサイエンス・AI 入門  ２  
アカデミックライティングⅠ ２   

アカデミックライティングⅡ  ２  

アカデミックスキル特別講義  ２  

 
ライフデザイン科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

大 学 と 人 生 ２   
ラ イ フ デ ザ イ ン 特 別 講 義  ２  
キ ャ リ ア デ ザ イ ン  ２  
プ ロ ジ ェ ク ト 学 習  ２  

  
思想と論理科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

人 間 と 環 境  ２  
生 命 と 倫 理  ２  
科 学 入 門  ２  
論 理 学  ２  
現 代 思 想  ２  
思 想 と 論 理 特 別 講 義  ２  

   
沖縄理解科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

沖 縄 学  ２  
沖 縄 の 自 然  ２  
沖 縄 の 言 語  ２  
沖 縄 理 解 特 別 講 義  ２  

  
 健康スポーツ科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

体 育 実 技 Ⅰ  １  
体 育 実 技 Ⅱ  １  
健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学  ２  
健 康 ス ポ ー ツ 特 別 講 義  ２  
健 康 ス ポ ー ツ 特 別 実 技  １  
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別表３－２ 人間健康学部 看護学科 教養教育科目（第１３条第１項関係） 

 共通コア科目 
  アカデミックスキル科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

教 養 演 習 Ⅰ ２   

教 養 演 習 Ⅱ ２   

コ ン ピ ュ ー タ ・ リ テ ラ シ ー ２   

数理・データサイエンス・AI 入門  ２  
アカデミックライティングⅠ ２   

アカデミックライティングⅡ  ２  

アカデミックスキル特別講義  ２  

 
ライフデザイン科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

大 学 と 人 生 ２   
ラ イ フ デ ザ イ ン 特 別 講 義  ２  
キ ャ リ ア デ ザ イ ン  ２  
プ ロ ジ ェ ク ト 学 習  ２  

  
思想と論理科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

人 間 と 環 境  ２  
生 命 と 倫 理  ２  
科 学 入 門  ２  
論 理 学  ２  
現 代 思 想  ２  
思 想 と 論 理 特 別 講 義  ２  

   
沖縄理解科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

沖 縄 学  ２  
沖 縄 の 自 然  ２  
沖 縄 の 言 語  ２  
沖 縄 理 解 特 別 講 義  ２  

  
 健康スポーツ科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

体 育 実 技 Ⅰ  １  
体 育 実 技 Ⅱ  １  
健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学  ２  
健 康 ス ポ ー ツ 特 別 講 義  ２  
健 康 ス ポ ー ツ 特 別 実 技  １  

 

共通選択科目 
  外国語科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

ベーシック・イングリッシュ ２   
ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ ・ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ  ２  
ド イ ツ 語 Ⅰ  ２  
ド イ ツ 語 Ⅱ  ２  
フ ラ ン ス 語 Ⅰ  ２  
フ ラ ン ス 語 Ⅱ  ２  
ス ペ イ ン 語 Ⅰ  ２  
ス ペ イ ン 語 Ⅱ  ２  
ポ ル ト ガ ル 語 Ⅰ  ２  
ポ ル ト ガ ル 語 Ⅱ  ２  
中 国 語 Ⅰ  ２  
中 国 語 Ⅱ  ２  
韓 国 語 Ⅰ  ２  
韓 国 語 Ⅱ  ２  
タ イ 語 Ⅰ  ２  
タ イ 語 Ⅱ  ２  
外 国 語 特 別 講 義 Ⅰ  ２  
外 国 語 特 別 講 義 Ⅱ  ２  
ア カ デ ミ ッ ク 英 語 基 礎  ２  
ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ・ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅰ  ２  
ﾌ ﾟ ﾗ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ・ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅱ  ２  
ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ  ２  
ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ  ２  

 
 国際理解科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

国 際 学 入 門  ２  
異 文 化 接 触 論  ２  
国 際 社 会 と 日 本  ２  
人 権 と 平 和  ２  
国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論  ２  
海 外 ス タ デ ィ ツ ア ー  ２  
国 際 理 解 特 別 講 義  ２  

 
  人文科学科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

音 楽 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  
美 術 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  
哲 学  ２  
心 理 学  ２  
歴 史 学  ２  
教 育 学  ２  
ヒ ュ ー マ ン ケ ア リ ン グ  ２  
文 学  ２  
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科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

人 文 科 学 特 別 講 義  ２  
 
  社会科学科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

法 学  ２  
憲 法  ２  
政 治 学  ２  
経 済 学  ２  
経 営 学  ２  
社 会 学  ２  
人 文 地 理 学  ２  
社 会 科 学 特 別 講 義  ２  
 
自然科学科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

数 学  ２  
統 計 学 ２   
物 理 学  ２  
化 学  ２  
生 物 学  ２  
地 学  ２  
情 報 科 学 と 社 会  ２  
自 然 科 学 特 別 講 義  ２  
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科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

人 文 科 学 特 別 講 義  ２  
 
  社会科学科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

法 学  ２  
憲 法  ２  
政 治 学  ２  
経 済 学  ２  
経 営 学  ２  
社 会 学  ２  
人 文 地 理 学  ２  
社 会 科 学 特 別 講 義  ２  
 
自然科学科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

数 学  ２  
統 計 学 ２   
物 理 学  ２  
化 学  ２  
生 物 学  ２  
地 学  ２  
情 報 科 学 と 社 会  ２  
自 然 科 学 特 別 講 義  ２  

 

 

別表３－３ 人間健康学部 健康情報学科 教養教育科目（第１３条第１項関係） 

 共通コア科目 
  アカデミックスキル科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

教 養 演 習 Ⅰ ２   

教 養 演 習 Ⅱ ２   

コ ン ピ ュ ー タ ・ リ テ ラ シ ー ２   

数理・データサイエンス・AI 入門 ２   

アカデミックライティングⅠ ２   

アカデミックライティングⅡ  ２  

アカデミックスキル特別講義  ２  

 
ライフデザイン科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

大 学 と 人 生 ２   
ラ イ フ デ ザ イ ン 特 別 講 義  ２  
キ ャ リ ア デ ザ イ ン  ２  
プ ロ ジ ェ ク ト 学 習  ２  

  
思想と論理科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

人 間 と 環 境  ２  
生 命 と 倫 理  ２  
科 学 入 門  ２  
論 理 学  ２  
現 代 思 想  ２  
思 想 と 論 理 特 別 講 義  ２  

   
沖縄理解科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

沖 縄 学  ２  
沖 縄 の 自 然  ２  
沖 縄 の 言 語  ２  
沖 縄 理 解 特 別 講 義  ２  

  
健康スポーツ科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

体 育 実 技 Ⅰ  １  
体 育 実 技 Ⅱ  １  
健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学  ２  
健 康 ス ポ ー ツ 特 別 講 義  ２  
健 康 ス ポ ー ツ 特 別 実 技  １  
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共通選択科目 
  外国語科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

ベーシック・イングリッシュ ２   
ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ ・ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ ２   
ド イ ツ 語 Ⅰ  ２  
ド イ ツ 語 Ⅱ  ２  
フ ラ ン ス 語 Ⅰ  ２  
フ ラ ン ス 語 Ⅱ  ２  
ス ペ イ ン 語 Ⅰ  ２  
ス ペ イ ン 語 Ⅱ  ２  
ポ ル ト ガ ル 語 Ⅰ  ２  
ポ ル ト ガ ル 語 Ⅱ  ２  
中 国 語 Ⅰ  ２  
中 国 語 Ⅱ  ２  
韓 国 語 Ⅰ  ２  
韓 国 語 Ⅱ  ２  
タ イ 語 Ⅰ  ２  
タ イ 語 Ⅱ  ２  
外 国 語 特 別 講 義 Ⅰ  ２  
外 国 語 特 別 講 義 Ⅱ  ２  
ア カ デ ミ ッ ク 英 語 基 礎 ２   
ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ・ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅰ  ２  
ﾌ ﾟ ﾗ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ・ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅱ  ２  
ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ  ２  
ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ  ２  

 
 国際理解科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

国 際 学 入 門  ２  
異 文 化 接 触 論  ２  
国 際 社 会 と 日 本  ２  
人 権 と 平 和  ２  
国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論  ２  
海 外 ス タ デ ィ ツ ア ー  ２  
国 際 理 解 特 別 講 義  ２  

 
  人文科学科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

音 楽 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  
美 術 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  
哲 学  ２  
心 理 学  ２  
歴 史 学  ２  
教 育 学  ２  
ヒ ュ ー マ ン ケ ア リ ン グ  ２  
文 学  ２  
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共通選択科目 
  外国語科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

ベーシック・イングリッシュ ２   
ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ ・ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ ２   
ド イ ツ 語 Ⅰ  ２  
ド イ ツ 語 Ⅱ  ２  
フ ラ ン ス 語 Ⅰ  ２  
フ ラ ン ス 語 Ⅱ  ２  
ス ペ イ ン 語 Ⅰ  ２  
ス ペ イ ン 語 Ⅱ  ２  
ポ ル ト ガ ル 語 Ⅰ  ２  
ポ ル ト ガ ル 語 Ⅱ  ２  
中 国 語 Ⅰ  ２  
中 国 語 Ⅱ  ２  
韓 国 語 Ⅰ  ２  
韓 国 語 Ⅱ  ２  
タ イ 語 Ⅰ  ２  
タ イ 語 Ⅱ  ２  
外 国 語 特 別 講 義 Ⅰ  ２  
外 国 語 特 別 講 義 Ⅱ  ２  
ア カ デ ミ ッ ク 英 語 基 礎 ２   
ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ・ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅰ  ２  
ﾌ ﾟ ﾗ ﾃ ｨ ｶ ﾙ ・ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅱ  ２  
ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ  ２  
ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ  ２  

 
 国際理解科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

国 際 学 入 門  ２  
異 文 化 接 触 論  ２  
国 際 社 会 と 日 本  ２  
人 権 と 平 和  ２  
国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論  ２  
海 外 ス タ デ ィ ツ ア ー  ２  
国 際 理 解 特 別 講 義  ２  

 
  人文科学科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

音 楽 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  
美 術 の 歴 史 と 鑑 賞  ２  
哲 学  ２  
心 理 学  ２  
歴 史 学  ２  
教 育 学  ２  
ヒ ュ ー マ ン ケ ア リ ン グ  ２  
文 学  ２  

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

人 文 科 学 特 別 講 義  ２  
 
  社会科学科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

法 学  ２  
憲 法  ２  
政 治 学  ２  
経 済 学  ２  
経 営 学  ２  
社 会 学  ２  
人 文 地 理 学  ２  
社 会 科 学 特 別 講 義  ２  
 
自然科学科目 

科    目    名 単    位    数 
必修 選択 自由 

数 学  ２  
統 計 学  ２  
物 理 学  ２  
化 学  ２  
生 物 学  ２  
地 学  ２  
情 報 科 学 と 社 会 ２   
自 然 科 学 特 別 講 義  ２  
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別表４ 人間健康学部 専門教育科目（第１３条第１項関係） 

専門基礎教育科目【スポーツ健康学科】 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ス ポ ー ツ 健 康 学 総 論 ２   

ス ポ ー ツ 健 康 演 習 ２   

人 体 機 能 学  ２  

発 育 発 達 学 ２   

救 急 処 置 ２   

社 会 福 祉 概 論  ２  

生 涯 ス ポ ー ツ 論 ２   

ウ ェ ル ネ ス 概 論 ２   

医 学 一 般  ２  

解 剖 学  ２  

生 理 学 ・ 運 動 生 理 学  ２  

衛 生 学 ・ 公 衆 衛 生 学  ２  

栄 養 学  ２  

 
専門教育科目【スポーツ健康学科】 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

体 育 原 理  ２  

ス ポ ー ツ 健 康 学 特 別 講 義 Ⅰ  ２  

ス ポ ー ツ 健 康 学 特 別 講 義 Ⅱ  ２  

ス ポ ー ツ 健 康 学 特 別 実 技 Ⅰ  １  

ス ポ ー ツ 健 康 学 特 別 実 技 Ⅱ  １  

運 動 学  ２  

体 育 心 理 学  ２  

体 育 社 会 学  ２  

体 育 経 営 管 理 学  ２  

コ ー チ 学  ２  

ト レ ー ニ ン グ 論  ２  

体 力 ・ 健 康 測 定 と 評 価  ２  

ス ポ ー ツ 指 導 論  ２  

ス ポ ー ツ 栄 養 学  ２  

ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト  ２  

ス ポ ー ツ 障 害 と 予 防  ２  

運 動 処 方 論  ２  

安 全 管 理 論 及 び 方 法  ２  

野 外 教 育 論  ２  

レジャー・レクリエーション論  ２  

空 手 ・ 古 武 道 概 論  ２  

体 育 ・ ス ポ ー ツ 史  ２  

ス ポ ー ツ バ イ オ メ カ ニ ク ス  ２  

球 技 論  ２  

健 康 教 育  ２  

学 校 保 健  ２  

精 神 保 健  ２  

養 護 概 説  ２  

看 護 学  ２  
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別表４ 人間健康学部 専門教育科目（第１３条第１項関係） 

専門基礎教育科目【スポーツ健康学科】 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ス ポ ー ツ 健 康 学 総 論 ２   

ス ポ ー ツ 健 康 演 習 ２   

人 体 機 能 学  ２  

発 育 発 達 学 ２   

救 急 処 置 ２   

社 会 福 祉 概 論  ２  

生 涯 ス ポ ー ツ 論 ２   

ウ ェ ル ネ ス 概 論 ２   

医 学 一 般  ２  

解 剖 学  ２  

生 理 学 ・ 運 動 生 理 学  ２  

衛 生 学 ・ 公 衆 衛 生 学  ２  

栄 養 学  ２  

 
専門教育科目【スポーツ健康学科】 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

体 育 原 理  ２  

ス ポ ー ツ 健 康 学 特 別 講 義 Ⅰ  ２  

ス ポ ー ツ 健 康 学 特 別 講 義 Ⅱ  ２  

ス ポ ー ツ 健 康 学 特 別 実 技 Ⅰ  １  

ス ポ ー ツ 健 康 学 特 別 実 技 Ⅱ  １  

運 動 学  ２  

体 育 心 理 学  ２  

体 育 社 会 学  ２  

体 育 経 営 管 理 学  ２  

コ ー チ 学  ２  

ト レ ー ニ ン グ 論  ２  

体 力 ・ 健 康 測 定 と 評 価  ２  

ス ポ ー ツ 指 導 論  ２  

ス ポ ー ツ 栄 養 学  ２  

ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト  ２  

ス ポ ー ツ 障 害 と 予 防  ２  

運 動 処 方 論  ２  

安 全 管 理 論 及 び 方 法  ２  

野 外 教 育 論  ２  

レジャー・レクリエーション論  ２  

空 手 ・ 古 武 道 概 論  ２  

体 育 ・ ス ポ ー ツ 史  ２  

ス ポ ー ツ バ イ オ メ カ ニ ク ス  ２  

球 技 論  ２  

健 康 教 育  ２  

学 校 保 健  ２  

精 神 保 健  ２  

養 護 概 説  ２  

看 護 学  ２  

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

看 護 基 礎 技 術  ２  

学 校 救 急 看 護 学  ２  

健康相談活動の理論及び方法  ２  

医 学 一 般 Ⅱ  ２  

病 理 学  ２  

免 疫 学  ２  

微 生 物 学  ２  

薬 理 概 論  ２  

健 康 心 理 学  ２  

心 の 健 康  ２  

保 健 衛 生 学  ２  

労 働 衛 生 学 概 論  ２  

労 働 法 規 Ⅰ  ２  

労 働 法 規 Ⅱ  ２  

介 護 概 論  ２  

社 会 福 祉 援 助 技 術  ２  

児 童 福 祉  ２  

障 害 者 ・ 高 齢 者 福 祉  ２  

グ ロ ー バ ル ヘ ル ス  ２  

生 理 学 ・ 運 動 生 理 学 演 習  ２  

衛 生 学 ・ 公 衆 衛 生 学 演 習  ２  

動 作 学 演 習  ２  

ス ポ ー ツ 心 理 学 演 習  ２  
ト レ ー ニ ン グ 論 演 習  ２  
海 洋 ス ポ ー ツ 演 習  ２  
看 護 実 習 Ⅰ  １  
看 護 実 習 Ⅱ  ２  
運 動 負 荷 試 験  １  
健 康 産 業 施 設 等 現 場 実 習  ２  
コ ー チ ン グ 演 習  ２  
体 つ く り 運 動  １  
器 械 運 動  １  
陸 上 競 技  １  
水 泳  １  
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル  １  

ハ ン ド ボ ー ル  １  

サ ッ カ ー  １  

バ レ ー ボ ー ル  １  

卓 球  １  

ソ フ ト ボ ー ル  １  

柔 道  １  
剣 道  １  
空 手  １  
舞 踊  １  
琉 球 舞 踊  １  
エ ア ロ ビ ク ス Ⅰ  １  
エ ア ロ ビ ク ス Ⅱ  １  
レ ク リ エ ー シ ョ ン 実 技  １  
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科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ゴ ル フ Ⅰ  １  
ゴ ル フ Ⅱ  １  
ウ イ ン ド サ ー フ ィ ン  １  
ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ Ⅰ  １  
ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ Ⅱ  １  
ス キ ー ・ ス ノ ー ボ ー ド  １  
テ ー ピ ン グ マ ッ サ ー ジ  １  
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ  ２  
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ  ２  
地域ウェルネスプロジェクト  ２  
卒 業 研 究 演 習 Ⅰ ２   
卒 業 研 究 演 習 Ⅱ ２   
卒 業 研 究 演 習 Ⅲ ２   
卒 業 研 究 演 習 Ⅳ ２   

 
専門基礎教育科目【看護学科】 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

解 剖 生 理 学 Ⅰ ２   
解 剖 生 理 学 Ⅱ ２   
病 態 生 理 学 （ 含 ： 病 理 学 ） ２   
栄 養 ・ 生 化 学 ２   
精 神 保 健 ２   
病 態 治 療 学 Ⅰ （ 内 科系 疾 患 ） ２   
病 態 治 療 学 Ⅱ （ 外 科系 疾 患 ） ２   
症 候 学 Ⅰ １   
症 候 学 Ⅱ  １  
臨 床 薬 理 学 ２   
微 生 物 学 １   
人 間 関 係 論 １   
生 涯 発 達 論 １   
家族社会学（含：ジェンダー論）  ２  
医 療 英 語 ２   
公 衆 衛 生 学 １   
保 健 統 計 学  ２  
疫 学  ２  
保 健 福 祉 行 政 論 Ⅰ ２   
保 健 福 祉 行 政 論 Ⅱ  １  
産 業 保 健 学 １   
保 健 行 動 論  １  
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科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ゴ ル フ Ⅰ  １  
ゴ ル フ Ⅱ  １  
ウ イ ン ド サ ー フ ィ ン  １  
ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ Ⅰ  １  
ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ Ⅱ  １  
ス キ ー ・ ス ノ ー ボ ー ド  １  
テ ー ピ ン グ マ ッ サ ー ジ  １  
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ  ２  
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ  ２  
地域ウェルネスプロジェクト  ２  
卒 業 研 究 演 習 Ⅰ ２   
卒 業 研 究 演 習 Ⅱ ２   
卒 業 研 究 演 習 Ⅲ ２   
卒 業 研 究 演 習 Ⅳ ２   

 
専門基礎教育科目【看護学科】 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

解 剖 生 理 学 Ⅰ ２   
解 剖 生 理 学 Ⅱ ２   
病 態 生 理 学 （ 含 ： 病 理 学 ） ２   
栄 養 ・ 生 化 学 ２   
精 神 保 健 ２   
病 態 治 療 学 Ⅰ （ 内 科系 疾 患 ） ２   
病 態 治 療 学 Ⅱ （ 外 科系 疾 患 ） ２   
症 候 学 Ⅰ １   
症 候 学 Ⅱ  １  
臨 床 薬 理 学 ２   
微 生 物 学 １   
人 間 関 係 論 １   
生 涯 発 達 論 １   
家族社会学（含：ジェンダー論）  ２  
医 療 英 語 ２   
公 衆 衛 生 学 １   
保 健 統 計 学  ２  
疫 学  ２  
保 健 福 祉 行 政 論 Ⅰ ２   
保 健 福 祉 行 政 論 Ⅱ  １  
産 業 保 健 学 １   
保 健 行 動 論  １  

 
 
   

専門教育科目【看護学科】 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

看 護 学 概 論 ２   
セ ル フ ケ ア 論 １   
セ ル フ ケ ア 援 助 技 術 ２   
療 養 生 活 援 助 技 術 ２   
看 護 実 践 論 Ⅰ １   
看 護 実 践 論 Ⅱ １   
フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト ２   
地 域 ・ 在 宅 看 護 学 概 論 １   
沖 縄 の 文 化 と 看 護 １   
地 域 包 括 ケ ア 論 １   
地 域 ・ 在 宅 看 護 方 法 論 ２   
島 嶼 ・ 過 疎 地 看 護 論 １   
成 人 看 護 学 概 論 １   
が ん 看 護 論 １   
成 人 看 護 方 法 論 Ⅰ ２   
成 人 看 護 方 法 論 Ⅱ ２   
高 齢 者 看 護 学 概 論 １   
老 年 学 １   
高 齢 者 看 護 方 法 論 ２   
小 児 看 護 学 概 論 １   
こ ど も の 健 康 科 学 １   
小 児 看 護 方 法 論 ２   
母 性 看 護 学 概 論 １   
女 性 の 健 康 科 学 １   
母 性 看 護 方 法 論 ２   
精 神 看 護 学 概 論 １   
こ こ ろ の 健 康 科 学 １   
精 神 看 護 方 法 論 ２   
看 護 倫 理 １   
キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ １   
キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ １   
キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ １   
キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅳ １   
緩 和 ケ ア 論 １   
感 染 看 護 論 １   
看 護 研 究 方 法 １   
卒 業 研 究 ２   
看 護 実 践 と 理 論  １  
看 護 マ ネ ジ メ ン ト 論 １   
家 族 看 護 学 １   
グ ロ ー バ ル ナ ー シ ン グ Ⅰ １   
グ ロ ー バ ル ナ ー シ ン グ Ⅱ  ２  
グ ロ ー バ ル ナ ー シ ン グ Ⅲ  ２  
災 害 看 護 学 Ⅰ １   
災 害 看 護 学 Ⅱ  １  
公 衆 衛 生 看 護 学 概 論 Ⅰ １   
公 衆 衛 生 看 護 学 概 論 Ⅱ  １  
ケ ア リ ン グ 文 化 実 習 Ⅰ １   
ケ ア リ ン グ 文 化 実 習 Ⅱ １   
ケ ア リ ン グ 文 化 実 習 Ⅲ １   
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科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

ケ ア リ ン グ 文 化 実 習 Ⅳ １   
ケ ア リ ン グ 文 化 実 習 Ⅴ １   
基 礎 看 護 実 習 ２   
地 域 ・ 在 宅 看 護 実 習 ２   
成 人 看 護 実 習 Ⅰ ２   
成 人 看 護 実 習 Ⅱ ２   
高 齢 者 看 護 実 習 ２   
小 児 看 護 実 習 ２   
母 性 看 護 実 習 ２   
精 神 看 護 実 習 ２   
総 合 実 習 ２   
公 衆 衛 生 看 護 活 動 論  １  
公 衆 衛 生 看 護 方 法 論 Ⅰ  ２  
公 衆 衛 生 看 護 方 法 論 Ⅱ  ２  
公 衆 衛 生 看 護 管 理 論  １  
公 衆 衛 生 看 護 実 習 Ⅰ  １  
公 衆 衛 生 看 護 実 習 Ⅱ  ３  

 

専門基礎科目【健康情報学科】 
数学・情報・データサイエンス 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

健 康 情 報 数 学 I ２   

健 康 情 報 統 計 I ２   

デ ー タ サ イ エ ン ス 概 論 ２   

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 ２   

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 ２   

コンピュータ・グラフィックス  ２  

デ ー タ ベ ー ス 基 礎  ２  

国 際 ネ ッ ト ワ ー ク 論  ２  

 
保健・医療・福祉 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ウ エ ル ネ ス 概 論 ２   

医療概論及び人体構造・機能 ２   

公 衆 衛 生 学 ２   

医 療 管 理 総 論  ２  

疫 学  ２  

栄 養 学  ２  

食 育 と 健 康  ２  

保 健 医 療 情 報 学  ２  

社 会 福 祉 概 論  ２  

体 力 ・ 健 康 測 定 と 評 価  ２  
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科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

ケ ア リ ン グ 文 化 実 習 Ⅳ １   
ケ ア リ ン グ 文 化 実 習 Ⅴ １   
基 礎 看 護 実 習 ２   
地 域 ・ 在 宅 看 護 実 習 ２   
成 人 看 護 実 習 Ⅰ ２   
成 人 看 護 実 習 Ⅱ ２   
高 齢 者 看 護 実 習 ２   
小 児 看 護 実 習 ２   
母 性 看 護 実 習 ２   
精 神 看 護 実 習 ２   
総 合 実 習 ２   
公 衆 衛 生 看 護 活 動 論  １  
公 衆 衛 生 看 護 方 法 論 Ⅰ  ２  
公 衆 衛 生 看 護 方 法 論 Ⅱ  ２  
公 衆 衛 生 看 護 管 理 論  １  
公 衆 衛 生 看 護 実 習 Ⅰ  １  
公 衆 衛 生 看 護 実 習 Ⅱ  ３  

 

専門基礎科目【健康情報学科】 
数学・情報・データサイエンス 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

健 康 情 報 数 学 I ２   

健 康 情 報 統 計 I ２   

デ ー タ サ イ エ ン ス 概 論 ２   

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 ２   

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 ２   

コンピュータ・グラフィックス  ２  

デ ー タ ベ ー ス 基 礎  ２  

国 際 ネ ッ ト ワ ー ク 論  ２  

 
保健・医療・福祉 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

ウ エ ル ネ ス 概 論 ２   

医療概論及び人体構造・機能 ２   

公 衆 衛 生 学 ２   

医 療 管 理 総 論  ２  

疫 学  ２  

栄 養 学  ２  

食 育 と 健 康  ２  

保 健 医 療 情 報 学  ２  

社 会 福 祉 概 論  ２  

体 力 ・ 健 康 測 定 と 評 価  ２  

 

専門発展科目【健康情報学科】 
情報科学 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

情 報 処 理 論  ２  

シ ス テ ム 設 計 論  ２  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 応 用  ２  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 応 用 演 習  ４  

ア ル ゴ リ ズ ム 論  ２  

デ ー タ ベ ー ス 演 習  ２  

デ ー タ 処 理 入 門  ２  

情 報 化 社 会 論  ２  

イ ン タ ー ネ ッ ト と 法  ２  

ネ ッ ト ワ ー ク 技 術 Ⅰ  ２  

ネ ッ ト ワ ー ク 技 術 Ⅱ  ２  

ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 と 運 用  ２  

シ ス テ ム 開 発 技 術 （ I o T ）  ２  

ウ ェ ブ デ ザ イ ン  ２  

ウ ェ ブ コ ン テ ン ツ 実 践  ２  

情 報 と 職 業  ２  

経 営 情 報 論  ２  

産 業 情 報 論  ２  

情 報 セ キ ュ リ テ ィ I  ２  

 

データサイエンス 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

健 康 情 報 統 計 Ⅱ  ２  

健 康 情 報 統 計 Ⅲ  ２  

健 康 情 報 数 学 Ⅱ  ２  

健 康 情 報 数 学 Ⅲ  ２  

社 会 調 査 法  ２  

A I ・ デ ー タ サ イ エ ン ス Ⅰ  ２  

A I ・ デ ー タ サ イ エ ン ス Ⅱ  ２  

医 療 ・ 生 命 情 報 学 Ⅰ  ２  

医 療 ・ 生 命 情 報 学 Ⅱ  ２  

パ タ ー ン 認 識  ２  

画 像 処 理  ２  

自 然 言 語 処 理  ２  

人 工 知 能  ２  

 

ヘルスデータ 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

臨 床 医 学 総 論 及 び 医 療 用 語  ２  

臨 床 医 学 各 論 Ⅰ  ２  

臨 床 医 学 各 論 Ⅱ  ２  

臨 床 医 学 各 論 Ⅲ  ２  

臨 床 医 学 各 論 Ⅳ  ２  
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科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

診 療 情 報 管 理 論 Ⅰ  ２  

診 療 情 報 管 理 論 Ⅱ  ２  

医 療 管 理 各 論  ２  

国 際 統 計 分 類 Ⅰ  ２  

国 際 統 計 分 類 Ⅱ  ２  

健 康 ビ ッ ク デ ー タ  ２  

デ ジ タ ル ヘ ル ス 
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 

 ２  

デジタルヘルステクノロジー  ２  

デジタルヘルスイノベーション  ２  

医 療 統 計 学  ２  

 

専門応用科目【健康情報学科】 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

社 会 心 理 学  ２  

観 光 行 動 論  ２  

マ ー ケ テ ィ ン グ 論  ２  

地 域 マ ー ケ テ ィ ン グ 論  ２  

市 場 調 査 論  ２  

簿 記 原 理  ２  

会 計 学 原 理  ２  

経 営 分 析 論  ２  

経 営 統 計 学  ２  

経 営 戦 略 論  ２  

 

専門総合科目【健康情報学科】 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

健 康 情 報 特 別 講 義 Ⅰ  ２  

健 康 情 報 特 別 講 義 Ⅱ  ２  

病 院 実 務 Ⅰ  １  

病 院 実 務 Ⅱ  １  

病 院 実 務 Ⅲ  ４  

健 康 情 報 演 習 （ P B L Ⅰ )  ２  

健 康 情 報 演 習 （ P B L Ⅱ )  ２  

健 康 情 報 専 門 演 習 Ⅰ ４   

健 康 情 報 専 門 演 習 Ⅱ ４   
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科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

診 療 情 報 管 理 論 Ⅰ  ２  

診 療 情 報 管 理 論 Ⅱ  ２  

医 療 管 理 各 論  ２  

国 際 統 計 分 類 Ⅰ  ２  

国 際 統 計 分 類 Ⅱ  ２  

健 康 ビ ッ ク デ ー タ  ２  

デ ジ タ ル ヘ ル ス 
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 

 ２  

デジタルヘルステクノロジー  ２  

デジタルヘルスイノベーション  ２  

医 療 統 計 学  ２  

 

専門応用科目【健康情報学科】 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

社 会 心 理 学  ２  

観 光 行 動 論  ２  

マ ー ケ テ ィ ン グ 論  ２  

地 域 マ ー ケ テ ィ ン グ 論  ２  

市 場 調 査 論  ２  

簿 記 原 理  ２  

会 計 学 原 理  ２  

経 営 分 析 論  ２  

経 営 統 計 学  ２  

経 営 戦 略 論  ２  

 

専門総合科目【健康情報学科】 

科    目    名 
単  位  数 

必修 選択 自由 

健 康 情 報 特 別 講 義 Ⅰ  ２  

健 康 情 報 特 別 講 義 Ⅱ  ２  

病 院 実 務 Ⅰ  １  

病 院 実 務 Ⅱ  １  

病 院 実 務 Ⅲ  ４  

健 康 情 報 演 習 （ P B L Ⅰ )  ２  

健 康 情 報 演 習 （ P B L Ⅱ )  ２  

健 康 情 報 専 門 演 習 Ⅰ ４   

健 康 情 報 専 門 演 習 Ⅱ ４   

 

 

 

別表５ 外国人留学生対象科目（第１３条第３項関係） 

国際学部及び人間健康学部共通（外国語教育科目） 
外国人留学生対象科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

日 本 語 Ⅰ - １  ２  
日 本 語 Ⅰ - ２  ２  
日 本 語 Ⅰ - ３  ２  
日 本 語 Ⅰ - ４  ２  
日 本 語 Ⅱ - １  ２  
日 本 語 Ⅱ - ２  ２  
日 本 語 Ⅱ - ３  ２  
日 本 語 Ⅱ - ４  ２  
日 本 語 Ⅲ - １  ２  
日 本 語 Ⅲ - ２  ２  
日 本 語 Ⅲ - ３  ２  
日 本 語 Ⅲ - ４  ２  
日 本 語 Ⅳ - １  ２  
日 本 語 Ⅳ - ２  ２  
日 本 語 Ⅳ - ３  ２  
日 本 語 Ⅳ - ４  ２  
留学生のためのアカデミック 
ラ イ テ ィ ン グ  ２  

日 本 語 演 習  ２  
日 本 事 情 Ⅰ  ２  
日 本 事 情 Ⅱ  ２  
日 本 事 情 Ⅲ  ２  

 
 
別表６－１ 卒業に必要な単位数（第１３条第４項関係） 

【国際学部 国際文化学科】 
授  業  科  目  の  区  分 単  位  数 

教 養 教 育 科 目 ４２単位以上 
専 門 基 礎 科 目 １４単位以上 
専 門 発 展 ・ 応 用 科 目 ４０単位以上 
演 習 科 目 １２単位以上 
自 由 選 択 科 目 １６単位以上 

合                計 １２４単位以上 
【備考】自由選択科目に教職に関する科目（１免許に係る教育法， 

教育実習）を含めることができる。 
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【国際学部 国際観光産業学科】 
授  業  科  目  の  区  分 単  位  数 

教 養 教 育 科 目 ４２単位以上 
専 門 基 礎 科 目 １４単位以上 
専 門 発 展 ・ 応 用 科 目 ４０単位以上 
演 習 科 目 １２単位以上 
自 由 選 択 科 目 １６単位以上 

合                計 １２４単位以上 
【備考】自由選択科目に教職に関する科目（１免許に係る教育法， 

教育実習）を含めることができる。 

 

 

別表６－２ 卒業に必要な単位数（第１３条第４項関係） 

【人間健康学部 スポーツ健康学科】 
授  業  科  目  の  区  分 単  位  数 

教 養 教 育 科 目 ３２単位以上 

専 門 基 礎 教 育 科 目 
 

（必修科目） 
（選択科目） 

１２単位   

１０単位以上 

専 門 教 育 科 目 
 

（必修科目） 
（選択科目） 

８単位   

５２単位以上 

自 由 選 択 科 目 １０単位以上 

合                計 １２４単位以上 

【備考】自由選択科目にライフデザイン科目，専門基礎教育科目， 

専門教育科目及び教職に関する科目を含めることができる。 

 

【人間健康学部 看護学科】 
授  業  科  目  の  区  分 単  位  数 

教 養 教 育 科 目 ２８単位以上 
専 門 基 礎 教 育 科 目 ２６単位以上 
専 門 教 育 科 目 ７７単位以上 

合                計 １３１単位以上 
 
【人間健康学部 健康情報学科】 

授  業  科  目  の  区  分 単  位  数 
教 養 教 育 科 目 ３２単位以上 
専 門 基 礎 科 目 ２０単位以上 
専 門 発 展 科 目 ３０単位以上 
専 門 応 用 科 目 ８単位以上 
専 門 総 合 科 目 １４単位以上 
自 由 選 択 科 目 ２０単位以上 

合                計 １２４単位以上 
【備考】自由選択科目に教職に関する科目（１免許に係る教育法， 

教育実習）を含めることができる。 
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【国際学部 国際観光産業学科】 
授  業  科  目  の  区  分 単  位  数 

教 養 教 育 科 目 ４２単位以上 
専 門 基 礎 科 目 １４単位以上 
専 門 発 展 ・ 応 用 科 目 ４０単位以上 
演 習 科 目 １２単位以上 
自 由 選 択 科 目 １６単位以上 

合                計 １２４単位以上 
【備考】自由選択科目に教職に関する科目（１免許に係る教育法， 

教育実習）を含めることができる。 

 

 

別表６－２ 卒業に必要な単位数（第１３条第４項関係） 

【人間健康学部 スポーツ健康学科】 
授  業  科  目  の  区  分 単  位  数 

教 養 教 育 科 目 ３２単位以上 

専 門 基 礎 教 育 科 目 
 

（必修科目） 
（選択科目） 

１２単位   

１０単位以上 

専 門 教 育 科 目 
 

（必修科目） 
（選択科目） 

８単位   

５２単位以上 

自 由 選 択 科 目 １０単位以上 

合                計 １２４単位以上 

【備考】自由選択科目にライフデザイン科目，専門基礎教育科目， 

専門教育科目及び教職に関する科目を含めることができる。 

 

【人間健康学部 看護学科】 
授  業  科  目  の  区  分 単  位  数 

教 養 教 育 科 目 ２８単位以上 
専 門 基 礎 教 育 科 目 ２６単位以上 
専 門 教 育 科 目 ７７単位以上 

合                計 １３１単位以上 
 
【人間健康学部 健康情報学科】 

授  業  科  目  の  区  分 単  位  数 
教 養 教 育 科 目 ３２単位以上 
専 門 基 礎 科 目 ２０単位以上 
専 門 発 展 科 目 ３０単位以上 
専 門 応 用 科 目 ８単位以上 
専 門 総 合 科 目 １４単位以上 
自 由 選 択 科 目 ２０単位以上 

合                計 １２４単位以上 
【備考】自由選択科目に教職に関する科目（１免許に係る教育法， 

教育実習）を含めることができる。 
 

別表７ 教職に関する科目（第３５条の３第１項関係） 

  教職に関する科目 

科    目    名 単  位  数 
必修 選択 自由 

英 語 科 教 育 法 Ⅰ   ４ 
英 語 科 教 育 法 Ⅱ   ４ 
地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅰ   ２ 
地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅱ   ２ 
商 業 科 教 育 法 Ⅰ   ２ 
商 業 科 教 育 法 Ⅱ   ２ 
保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅰ   ２ 
保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅱ   ２ 
保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅲ   ２ 
保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅳ   ２ 
情 報 科 教 育 法 Ⅰ   ２ 
情 報 科 教 育 法 Ⅱ   ２ 
教 育 原 理   ２ 
教 職 概 論   ２ 
教 育 制 度 論   ２ 
教 育 心 理 学   ２ 
特 別 支 援 教 育   ２ 
教 育 課 程 論   ２ 
道 徳 教 育 の 理 論 と 方 法   ２ 
総合的な学習の時間の指導法   ２ 
特 別 活 動 の 指 導 法   ２ 
教 育 方 法 
（ I C T の 活 用 を 含 む 。）   ２ 

生 徒 指 導 の 理 論 及 び 方 法   ２ 
教 育 相 談   ２ 
進 路 指 導 論   ２ 
中 学 校 教 育 実 習 事 前 指 導   １ 
高 等 学 校 教 育 実 習 事 前 指 導   １ 
養 護 実 習 事 前 指 導   １ 
中 学 校 教 育 実 習   ４ 
高 等 学 校 教 育 実 習   ２ 
養 護 実 習   ４ 
教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ）   ２ 
教 職 実 践 演 習 （ 養 護 ）   ２ 
介 護 等 体 験   １ 
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別表８ 取得できる教員の免許状の種類（第３５条の３第２項関係） 

学群・学部 学類・学科 免 許 状 の 種 類 免 許 教 科 

国 際 学 部 
国 際 文 化 学 科 

中学校教諭一種免許状 英  語 

高等学校教諭一種免許状 英  語 

国際観光産業学科 高等学校教諭一種免許状 地理歴史 
商  業 

人間健康学部 
スポーツ健康学科 

中学校教諭一種免許状 保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

養護教諭一種免許状 養  護 

健 康 情 報 学 科 高等学校教諭一種免許状 情  報 
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別表８ 取得できる教員の免許状の種類（第３５条の３第２項関係） 

学群・学部 学類・学科 免 許 状 の 種 類 免 許 教 科 

国 際 学 部 
国 際 文 化 学 科 

中学校教諭一種免許状 英  語 

高等学校教諭一種免許状 英  語 

国際観光産業学科 高等学校教諭一種免許状 地理歴史 
商  業 

人間健康学部 
スポーツ健康学科 

中学校教諭一種免許状 保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

養護教諭一種免許状 養  護 

健 康 情 報 学 科 高等学校教諭一種免許状 情  報 

 

名桜大学国際学部履修規程 

（令和５年４月１日制定） 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、名桜大学学則（平成６年４月１日制定）第１３条及び第３２

条の規定に基づき、授業科目の名称、単位数等卒業に必要な単位数その他授業科

目の履修に関し必要な事項を定めるものとする｡ 
（履修コース） 
第２条 学部の学科に次のとおり履修コースを設ける。 

学 部  学 科  履修コース 

国際学部 

国際文化学科 
国際文化コース 
英語・英語文学コース 
日本語・日本文学コース  

国際観光産業学科 
観光政策コース 
観光経営コース 
観光文化・環境コース 

（授業科目の名称、単位数等） 

第３条 開設する授業科目の名称、単位数等は、次のとおりとする。 

(1)【国際学部】教養教育科目（共通コア科目／共通選択科目） 別表１ 

(2)【国際学部国際文化学科】専門教育科目（専門基礎科目／専門発展・応用

科目／演習科目） 別表２ 

(3)【国際学部国際観光産業学科】専門教育科目（専門基礎科目／専門発展・

応用科目／演習科目） 別表３ 

(4)【国際学部】外国人留学生対象科目（外国語教育科目） 別表４ 

(5)【国際学部】３年次進級の履修要件を示す科目 別表５ 

(6)【国際学部】副専攻の履修要件を示す科目 別表６ 

(7)【国際学部国際文化学科】日本語教師養成課程の履修要件を示す科目 別

表７ 

(8)【国際学部国際観光産業学科】観光実務士課程の履修要件を示す科目 別

表８ 

(9)【全学共通科目】各教科の指導法及び教職に関する科目(全学共通科目) 

別表９ 

２ 学則第３５条３の教育免許状授与の所要資格に必要な授業科目の種類、単 

位数及び必修又は選択の別は、別表１０のとおりとする。 

 （卒業に必要な単位数） 

第４条 卒業に必要な単位数は、別表１１のとおりとする。  

（登録） 
第５条 学生は、履修しようとする授業科目の登録を行わなければならない。 
２ 一個学期で登録できる単位数は、２０単位を上限とする。ただし、履修科目登

録実施要項に示された授業科目については、２０単位を超えて登録ができるもの
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とする。 
３ 授業科目の登録方法及び登録調整期間については、年度又は学期毎に策定する

履修科目登録実施要項に定める。 
（学期末試験） 

第６条 学期末試験は、期間を定めて行う。試験科目、時間等については、試験

開始日の１週間前に公示する。 

２ 前項の規定にかかわらず、授業科目の担当教員は、必要に応じて試験を行う

ことができる。 

 （追試験） 

第７条 追試験は、学期末試験時の受験資格を有しながら、次のやむを得ない理

由により受験できなかった者について願出により試験を行うことがある。 

 (1) 病気で受験できなかった場合（ただし、医師の診断書が必要） 

 (2) ２親等以内の親族の死亡による忌引きの場合（ただし、往復の日時を含

め最短日数とする。） 

 (3) 公共交通機関が運休又は遅延した場合（ただし、遅延の場合は、当局の

発行した遅延証明書が必要） 

 (4) 大学が認めた就職試験を受験した場合（ただし、証明書が必要） 

 (5) 大学が認めた遠征試合等に参加した場合 

 (6) その他全学教務委員長が必要と認めた場合 

２ 前項の規定により追試験を受験する場合は、事前又は理由発生当日を含め

て直ちに証明書等を添付し、全学教務委員長の認印を得て追試験許可願（様式

第１号）を教務課に提出しなければならない。 

３ 追試の許可は、全学教務委員長が行う。 

４ 全学教務委員長が許可を行った場合は、担当教員及び学生に通知する。 

 （再試験） 

第８条 再試験は、卒業見込み者で学期末の成績評価において不合格になった

科目（２科目以内）について再試験を実施する。ただし、再試験を希望する者

は、その授業科目の担当教員の認印を得て再試験許可願（様式第２号）を教務

課に提出しなければならない。 

２ 再試験の日程については、３月卒業予定者又は９月卒業予定者にその都度

通知する。 

３ 再試験の評価は、８０点以上を与えることはできない。 

４ 再試験を受ける者は、受験料（１科目４,０００円）を納入しなければなら 

ない。 

（単位の授与） 

第９条 登録した授業科目については、試験その他の成績、学習状況及び出席状

況により成績を評価し、合格した科目については、単位を授与する。 

 （成績評価の基準） 

第１０条 成績の評価は、秀（１００～９０点）、優（８９～８０点）、良（７９
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とする。 
３ 授業科目の登録方法及び登録調整期間については、年度又は学期毎に策定する

履修科目登録実施要項に定める。 
（学期末試験） 

第６条 学期末試験は、期間を定めて行う。試験科目、時間等については、試験

開始日の１週間前に公示する。 

２ 前項の規定にかかわらず、授業科目の担当教員は、必要に応じて試験を行う

ことができる。 

 （追試験） 

第７条 追試験は、学期末試験時の受験資格を有しながら、次のやむを得ない理

由により受験できなかった者について願出により試験を行うことがある。 

 (1) 病気で受験できなかった場合（ただし、医師の診断書が必要） 

 (2) ２親等以内の親族の死亡による忌引きの場合（ただし、往復の日時を含

め最短日数とする。） 

 (3) 公共交通機関が運休又は遅延した場合（ただし、遅延の場合は、当局の

発行した遅延証明書が必要） 

 (4) 大学が認めた就職試験を受験した場合（ただし、証明書が必要） 

 (5) 大学が認めた遠征試合等に参加した場合 

 (6) その他全学教務委員長が必要と認めた場合 

２ 前項の規定により追試験を受験する場合は、事前又は理由発生当日を含め

て直ちに証明書等を添付し、全学教務委員長の認印を得て追試験許可願（様式

第１号）を教務課に提出しなければならない。 

３ 追試の許可は、全学教務委員長が行う。 

４ 全学教務委員長が許可を行った場合は、担当教員及び学生に通知する。 

 （再試験） 

第８条 再試験は、卒業見込み者で学期末の成績評価において不合格になった

科目（２科目以内）について再試験を実施する。ただし、再試験を希望する者

は、その授業科目の担当教員の認印を得て再試験許可願（様式第２号）を教務

課に提出しなければならない。 

２ 再試験の日程については、３月卒業予定者又は９月卒業予定者にその都度

通知する。 

３ 再試験の評価は、８０点以上を与えることはできない。 

４ 再試験を受ける者は、受験料（１科目４,０００円）を納入しなければなら 

ない。 

（単位の授与） 

第９条 登録した授業科目については、試験その他の成績、学習状況及び出席状

況により成績を評価し、合格した科目については、単位を授与する。 

 （成績評価の基準） 

第１０条 成績の評価は、秀（１００～９０点）、優（８９～８０点）、良（７９

～７０点）、可（６９～６０点）及び不可（５９点以下）とする。 

（進級） 

第１１条 進級は、科目の履修、単位の修得及び在学期間、国際学部が定める要件

を満たした者に対して、学年を一つ上げる制度を指し、１年次から始まり、最終

学年を４年次とする。 

（進級の要件） 

第１２条 学生の進級に関する要件を次の各号に掲げる。 

(1) ２年次への進級は、入学後通算２セメスタを超過する在学期間をもってこ

れを認める。 

(2) ３年次への進級は、入学後通算４セメスタを超過する在学期間及び６０単

位以上の単位修得、かつ別表５に掲げる特定の科目の単位修得をもってこれ

を認める。ただし、進級の時期は年度の始め（４月）とする。 

(3) ４年次への進級は、入学後通算６セメスタを超過（３年次編入学生の場合

は、編入学後通算２セメスタを超過）する在学期間及び所属する学科の専門

演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの単位修得をもってこれを認める。 

２ ３年次編入学生のうち、３年次への進級要件を満たしていない者は、前項第２

号の規定に準じ、編入学後１年以内の学修において、当該学年への進級要件を満

たさなくてはならない。満たさない場合は、４年次への進級を認めない。 

３ 修得単位が６０単位未満の海外派遣留学生及び国内派遣留学生の３年次への

進級は、第１項第２号の規定とは別に、国際学部教務委員会の議を経て、国際学

部長がこれを認めることができる。 

（改廃） 

第１３条 この規程の改廃は、国際学部教授会の議を経て学長が行う。 

 
 

  
附 則 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。ただし、令和５年３月３１日  

以前に入学し、引き続き在学する者には、名桜大学国際学群履修規程を適用す

る。 
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【【別別表表１１】】【【国国際際学学部部】】教教養養教教育育科科目目（（共共通通ココアア科科目目／／共共通通選選択択科科目目））（（第第３３条条関関係係））  

共共通通ココアア科科目目                     凡例（●必修、◎選択必修、○選択） 

区

分 

科目 

番号 
科  目  名 

受 

講 

年 

次 

単位数 履修コース 

履修前提 

科目等 必

修 

選

択 

自

由 

国
際
文
化 

英
語
・
英
語
文
学 

日
本
語
・
日
本
文
学 

観
光
政
策 

観
光
経
営 

観
光
文
化
・
環
境 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
科
目 

共ア 101 教 養 演 習 Ⅰ 1 2    ● ● ● ● ● ●  
共ア 102 教 養 演 習 Ⅱ 1 2    ● ● ● ● ● ●  
共ア 103 コンピュータ・リテラシー 1   2  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  
共ア 104 数理・データサイエンス・AI 入門 1   2  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  
共ア 105 アカデミックライティングⅠ 1 2    ● ● ● ● ● ●  
共ア 106 アカデミックライティングⅡ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共ア 107 アカデミックスキル特別講義 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

備 考 
・必修科目を含め、コンピュータ・リテラシーまたは数理・データサイエンス・AI 入門のいずれか

を履修し、８単位以上修得すること。 

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
目 

共ラ 101 大 学 と 人 生 1 2    ● ● ● ● ● ●  
共ラ 102 ライフデザイン特別講義 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共ラ 201 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 2   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共ラ 202 プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 2   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

備 考 ・必修科目を含む、２単位以上修得すること。 

思
想
と
論
理
科
目 

共思 101 人 間 と 環 境 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共思 102 生 命 と 倫 理 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共思 103 科 学 入 門 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共思 104 論 理 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共思 105 現 代 思 想 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共思 106 思 想 と 論 理 特 別 講 義 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

備 考 ・２単位以上修得すること。 

沖
縄
理
解
科
目 

共沖 101 沖 縄 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共沖 102 沖 縄 の 自 然 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共沖 103 沖 縄 の 言 語 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共沖 104 沖 縄 理 解 特 別 講 義 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

備 考 ・２単位以上修得すること。 

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目 

共健 101 体 育 実 技 Ⅰ 1   1  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共健 102 体 育 実 技 Ⅱ 1   1  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共健 103 健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共健 104 健康スポーツ特別講義 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共健 105 健康スポーツ特別実技 1   1  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

備 考 ・２単位以上修得すること。 
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共共通通選選択択科科目目  

区

分 

科目 

番号 
科  目  名 

受

講

年

次 

単位数 履修コース 

履修前提 

科目等 必

修 

選

択 

自

由 

国
際
文
化 

英
語
・
英
語
文
学 

日
本
語
・
日
本
文
学 

観
光
政
策 

観
光
経
営 

観
光
文
化
・
環
境 

外
国
語
科
目 

共外 101 ベーシック・イングリッシュ 1 2    ● ● ● ● ● ●  

共外 102 イングリッシュ・コミュニケーション 1 2    ● ● ● ● ● ●  

共外 103 ド イ ツ 語 Ⅰ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 104 ド イ ツ 語 Ⅱ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ドイツ語Ⅰ 

共外 105 フ ラ ン ス 語 Ⅰ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 106 フ ラ ン ス 語 Ⅱ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○ フランス語Ⅰ 

共外 107 ス ペ イ ン 語 Ⅰ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 108 ス ペ イ ン 語 Ⅱ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○ スペイン語Ⅰ 

共外 109 ポ ル ト ガ ル 語 Ⅰ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 110 ポ ル ト ガ ル 語 Ⅱ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ポルトガル語Ⅰ 

共外 111 中 国 語 Ⅰ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 112 中 国 語 Ⅱ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中国語Ⅰ 

共外 113 韓 国 語 Ⅰ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 114 韓 国 語 Ⅱ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 韓国語Ⅰ 

共外 115 タ イ 語 Ⅰ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 116 タ イ 語 Ⅱ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○ タイ語Ⅰ 

共外 117 外 国 語 特 別 講 義 Ⅰ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 118 外 国 語 特 別 講 義 Ⅱ 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 201 アカデミック英語基礎 2 2    ● ● ● ● ● ●  

共外 202 プラクティカル・イングリッシュⅠ 2   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 203 プラクティカル・イングリッシュⅡ 2   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 204 ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ 2   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

共外 205 ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ 2   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

備 考 

・必修科目を含む１０単位以上修得すること。 

・国際文化学科の学生は、英語以外の外国語（同言語の外国語科目４単位）を履修しなければならな

い。 

・英語圏外からの留学生は、ベーシック・イングリッシュ、イングリッシュ・コミュニケーションに

代わり外国人留学生対象科目から４単位修得することも可能である。 

・留学生は、英語（ベーシック・イングリッシュ、イングリッシュ・コミュニケーション）及び日本

語以外の外国語科目のうち４単位は、母語を除いた同一言語（例：ドイツ語Ⅰ、ドイツ語Ⅱ）で履

修する必要がある。 

国
際
理
解
科
目 

共国 101 国 際 学 入 門 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共国 102 異 文 化 接 触 論 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共国 103 国 際 社 会 と 日 本 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共国 104 人 権 と 平 和 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共国 105 国際コミュニケーション論 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共国 106 海 外 ス タ デ ィ ツ ア ー 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共国 107 国 際 理 解 特 別 講 義 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

備 考 
・４単位以上修得すること。 

人
文
科
学
科
目 

共人 101 音 楽 の 歴 史 と 鑑 賞 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共人 102 美 術 の 歴 史 と 鑑 賞 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共人 103 哲 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共人 104 心 理 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共人 105 歴 史 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共人 106 教 育 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共人 107 ヒューマンケアリング 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
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区

分 

科目 

番号 
科  目  名 

受

講

年

次 

単位数 履修コース 

履修前提 

科目等 必

修 

選

択 

自

由 

国
際
文
化 

英
語
・
英
語
文
学 

日
本
語
・
日
本
文
学 

観
光
政
策 

観
光
経
営 

観
光
文
化
・
環
境 

人
文
科
学
科
目 

共人 108 文 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共人 109 人 文 科 学 特 別 講 義 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

備 考 ・４単位以上修得すること。 

社
会
科
学
科
目 

共社 101 法 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共社 102 憲 法 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共社 103 政 治 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共社 104 経 済 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共社 105 経 営 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共社 106 社 会 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共社 107 人 文 地 理 学 1   2  ○ ○ ○ ◎ ○ ○  

共社 108 社 会 科 学 特 別 講 義 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

備 考 
・４単位以上修得すること。 

自
然
科
学
科
目 

共自 101 数 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共自 102 統 計 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共自 103 物 理 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共自 104 化 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共自 105 生 物 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共自 106 地 学 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共自 107 情 報 科 学 と 社 会 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  
共自 108 自 然 科 学 特 別 講 義 1   2  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

備 考 
・４単位以上修得すること。 
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【【別別表表２２】】【【国国際際学学部部国国際際文文化化学学科科】】専専門門教教育育科科目目（（専専門門基基礎礎科科目目／／専専門門発発展展・・応応用用科科目目／／演演習習

科科目目））（（第第３３条条関関係係））  
専専門門基基礎礎科科目目（（国国際際文文化化学学科科））             凡例（●必修、◎選択必修、○選択） 

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提科目等 必
修 

選
択 

自
由 

国
際
文
化 

英
語
・
英
語
文
学 

日
本
語
・
日
本
文
学 

人
文
科
学
系
科
目 

文基 101 日 本 語 理 解 論 1   2  ○ ○ ◎  

文基 102 日 本 史 概 論 1   2  ○ ○ ○  

文基 203 日 本 文 化 概 論 2   2  ◎ ○ ○  

文基 204 文 化 人 類 学 2   2  ○ ○ ○  

文基 205 人 間 関 係 論 2   2  ○ ○ ○  

文基 206 日 本 語 表 現 論 2   2  ○ ○ ◎  

文基 107 世 界 史 概 論 1   2  ◎ ○ ○  

文基 108 比 較 芸 術 論 1   2  ○ ○ ○  

文基 109 比 較 宗 教 論 1   2  ○ ○ ○  

文基 110 初 級 英 作 文 1   2  ○ ○ ○  

文基 111 中級英語オーラルコミュニケーション 1   2  ○ ○ ○  

文基 112 中 級 英 作 文 1   2  ○ ○ ○  

文基 113 英 文 法 1   2  ○ ◎ ○  

文基 114 漢 文 学 概 論 Ⅰ 1   2  ○ ○ ○  

文基 115 言 語 と 文 学 1   2  ○ ◎ ◎  

文基 216 比 較 思 想 論 2   2  ○ ○ ○  

備 考 

・国際文化コース：選択必修科目４単位を含む１０単位以上修得すること。 

・英語・英語文学コース：選択必修科目４単位を含む１０単位以上修得すること。 

・日本語・日本文学コース：選択必修科目４単位を含む１０単位以上修得すること。 

社
会
科
学
系
科
目 

文基 117 経 営 統 計 学 1   2  ○ ○ ○  

文基 118 観 光 学 概 論 1   2  ○ ○ ○  

文基 119 地 域 研 究 方 法 論 1   2  ◎ ○ ○  

文基 220 社 会 調 査 法 2   2  ○ ○ ○  

文基 221 経 営 情 報 論 2   2  ○ ○ ○  

文基 222 地 域 社 会 論 2   2  ○ ○ ○  

文基 223 社 会 心 理 学 2   2  ○ ○ ○  

文基 124 経 済 学 総 論 1   2  ○ ○ ○  

文基 225 倫 理 学 2   2  ○ ○ ○  

備 考 

・国際文化コース：選択必修科目を含む２単位以上修得すること。 

・英語・英語文学コース：２単位以上修得すること。 

・日本語・日本文学コース：２単位以上修得すること。 

自
然
科
学
系
科
目 

文基 126 コ ン ピ ュ ー タ 概 論 1   2  ○ ○ ○ 情報科学と社会 

文基 227 情 報 処 理 論 2   2  ○ ○ ○  

文基 228 情 報 化 社 会 論 2   2  ○ ○ ○  

文基 229 自 然 保 護 論 2   2  ○ ○ ○  

文基 230 沖 縄 の 天 然 記 念 物 2   2  ○ ○ ○  

文基 231 島 嶼 環 境 論 2   2  ○ ○ ○  

文基 232 情 報 と 職 業 2   2  ○ ○ ○  

備 考 
・国際文化コース：２単位以上修得すること。 

・英語・英語文学コース：２単位以上修得すること。 

・日本語・日本文学コース：２単位以上修得すること。 

備 考 ・・専専門門基基礎礎科科目目はは、、１１４４単単位位以以上上修修得得すするるこことと。。  
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（国国際際文文化化学学科科））  

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提 

科目等 必
修 

選
択 

自
由 

国
際
文
化 

英
語
・
英
語
文
学 

日
本
語
・
日
本
文
学 

地
域
文
化
系
科
目 

文発 201 沖 縄 の 社 会 2   2  ○ ○ ◎  

文発 202 沖 縄 の 社 会 と 教 育 2   2  ◎ ○ ○  

文発 203 沖 縄 地 域 文 化 論 2   2  ◎ ○ ◎  

文発 204 沖 縄 の 地 域 史 2   2  ○ ○ ○  

文発 205 日 本 の 歴 史 Ⅰ 2   2  ◎ ○ ◎  

文発 206 日 本 の 歴 史 Ⅱ 2   2  ◎ ○ ◎  

文発 307 日 本 史 史 料 講 読 3   2  ○ ○ ○  

文発 208 日 本 の 社 会 2   2  ◎ ○ ◎  

文発 209 日 本 の 宗 教 2   2  ○ ○ ○  

文発 210 地 誌 学 2   2  ◎ ○ ○  

文発 211 自 然 地 理 学 概 論 2   2  ○ ○ ○  

備 考 

・国際文化コース：選択必修科目４単位を含む１２単位以上修得すること。 

・英語・英語文学コース：２単位以上修得すること。 

・日本語・日本文学コース：選択必修科目４単位を含む６単位以上修得すること。 

国
際
文
化
系
科
目 

文発 212 ア ジ ア の 歴 史 2   2  ○ ○ ○  

文発 213 ア ジ ア の 文 化 2   2  ○ ○ ○  

文発 314 ア ジ ア の 文 学 3   2  ○ ○ ○  

文発 315 ア ジ ア の 言 語 3   2  ○ ○ ○  

文発 216 ア ジ ア の 宗 教 2   2  ◎ ○ ○  

文発 317 ア ジ ア の 政 治 と 社 会 3   2  ○ ○ ○  

文発 218 中 南 米 の 歴 史 2   2  ◎ ○ ○  

文発 219 中 南 米 の 文 化 2   2  ◎ ○ ○  

文発 320 中 南 米 の 社 会 3   2  ◎ ○ ○  

文発 321 中 南 米 の 文 学 3   2  ○ ○ ○  

文発 322 中 南 米 の 言 語 3   2  ○ ○ ○  

文発 323 移 民 と 異 文 化 3   2  ◎ ○ ○  

文発 224 比 較 映 像 文 化 論 2   2  ○ ○ ○  

文発 225 世 界 の 歴 史 2   2  ◎ ○ ○  

備 考 

・国際文化コース：選択必修科目４単位を含む１４単位以上修得すること。 

・英語・英語文学コース：２単位以上修得すること。 

・日本語・日本文学コース：２単位以上修得すること。 

国
際
学
系
科
目 

文発 226 国 際 関 係 論 2   2  ◎ ○ ○  

文発 227 国 際 政 治 論 2   2  ◎ ○ ○  
文発 328 国 際 機 構 論 3   2  ○ ○ ○  

文発 329 国 際 法 3   2  ○ ○ ○  

文発 230 ア メ リ カ 政 治 外 交 論 2   2  ◎ ○ ○  

文発 231 日 米 関 係 論 2   2  ◎ ○ ○  

備 考 

・国際文化コース：選択必修科目４単位を含む６単位以上修得すること。 

・英語・英語文学コース：２単位以上修得すること。 

・日本語・日本文学コース：２単位以上修得すること。 

英
語
・
英
語
文
学
系

科
目 

文発 232 英 語 音 声 学 2   2   ○ ○ ○   

文発 233 言 語 学 概 論 I 2   2   ○ ○ ○   

文発 234 言 語 学 概 論 Ⅱ 2   2   ○ ○ ○   

文発 335 理 論 言 語 学 講 読 3   2   ○ ◎ ○   

文発 336 応 用 言 語 学 講 読 3   2   ○ ◎ ○   

文発 337 英 語 学 概 論 3   2   ○ ○ ○   
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（国国際際文文化化学学科科））  

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提 

科目等 必
修 

選
択 

自
由 

国
際
文
化 

英
語
・
英
語
文
学 

日
本
語
・
日
本
文
学 

地
域
文
化
系
科
目 

文発 201 沖 縄 の 社 会 2   2  ○ ○ ◎  

文発 202 沖 縄 の 社 会 と 教 育 2   2  ◎ ○ ○  

文発 203 沖 縄 地 域 文 化 論 2   2  ◎ ○ ◎  

文発 204 沖 縄 の 地 域 史 2   2  ○ ○ ○  

文発 205 日 本 の 歴 史 Ⅰ 2   2  ◎ ○ ◎  

文発 206 日 本 の 歴 史 Ⅱ 2   2  ◎ ○ ◎  

文発 307 日 本 史 史 料 講 読 3   2  ○ ○ ○  

文発 208 日 本 の 社 会 2   2  ◎ ○ ◎  

文発 209 日 本 の 宗 教 2   2  ○ ○ ○  

文発 210 地 誌 学 2   2  ◎ ○ ○  

文発 211 自 然 地 理 学 概 論 2   2  ○ ○ ○  

備 考 

・国際文化コース：選択必修科目４単位を含む１２単位以上修得すること。 

・英語・英語文学コース：２単位以上修得すること。 

・日本語・日本文学コース：選択必修科目４単位を含む６単位以上修得すること。 

国
際
文
化
系
科
目 

文発 212 ア ジ ア の 歴 史 2   2  ○ ○ ○  

文発 213 ア ジ ア の 文 化 2   2  ○ ○ ○  

文発 314 ア ジ ア の 文 学 3   2  ○ ○ ○  

文発 315 ア ジ ア の 言 語 3   2  ○ ○ ○  

文発 216 ア ジ ア の 宗 教 2   2  ◎ ○ ○  

文発 317 ア ジ ア の 政 治 と 社 会 3   2  ○ ○ ○  

文発 218 中 南 米 の 歴 史 2   2  ◎ ○ ○  

文発 219 中 南 米 の 文 化 2   2  ◎ ○ ○  

文発 320 中 南 米 の 社 会 3   2  ◎ ○ ○  

文発 321 中 南 米 の 文 学 3   2  ○ ○ ○  

文発 322 中 南 米 の 言 語 3   2  ○ ○ ○  

文発 323 移 民 と 異 文 化 3   2  ◎ ○ ○  

文発 224 比 較 映 像 文 化 論 2   2  ○ ○ ○  

文発 225 世 界 の 歴 史 2   2  ◎ ○ ○  

備 考 

・国際文化コース：選択必修科目４単位を含む１４単位以上修得すること。 

・英語・英語文学コース：２単位以上修得すること。 

・日本語・日本文学コース：２単位以上修得すること。 

国
際
学
系
科
目 

文発 226 国 際 関 係 論 2   2  ◎ ○ ○  

文発 227 国 際 政 治 論 2   2  ◎ ○ ○  
文発 328 国 際 機 構 論 3   2  ○ ○ ○  

文発 329 国 際 法 3   2  ○ ○ ○  

文発 230 ア メ リ カ 政 治 外 交 論 2   2  ◎ ○ ○  

文発 231 日 米 関 係 論 2   2  ◎ ○ ○  

備 考 

・国際文化コース：選択必修科目４単位を含む６単位以上修得すること。 

・英語・英語文学コース：２単位以上修得すること。 

・日本語・日本文学コース：２単位以上修得すること。 

英
語
・
英
語
文
学
系

科
目 

文発 232 英 語 音 声 学 2   2   ○ ○ ○   

文発 233 言 語 学 概 論 I 2   2   ○ ○ ○   

文発 234 言 語 学 概 論 Ⅱ 2   2   ○ ○ ○   

文発 335 理 論 言 語 学 講 読 3   2   ○ ◎ ○   

文発 336 応 用 言 語 学 講 読 3   2   ○ ◎ ○   

文発 337 英 語 学 概 論 3   2   ○ ○ ○   

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提 

科目等 必
修 

選
択 

自
由 

国
際
文
化 

英
語
・
英
語
文
学 

日
本
語
・
日
本
文
学 

英
語
・
英
語
文
学
系
科
目 

文発 338 小学校英語教育教授論 3   2   ○ ○ ○   

文発 239 準高等英語リスニング 2   2   ○ ◎ ○   

文発 240 高 等 英 語 リ ス ニ ン グ 2   2   ○ ○ ○ 準高等英語リスニング 

文発 241 準高等オーラル・コミュニケーション 2   2   ○ ◎ ○   

文発 242 
高等英語オーラル・コミュニケー

ション 
2   2   ○ ○ ○ 

準高等オーラル・コミュニケ

ーション 

文発 243 準 高 等 英 語 講 読 2   2   ○ ◎ ○   

文発 244 高 等 英 語 講 読 2   2   ○ ○ ○ 準高等英語講読 

文発 245 準 高 等 英 作 文 2   2   ○ ◎ ○   

文発 246 高 等 英 作 文 2   2   ○ ○ ○ 準高等英作文 

文発 247 英 米 文 化 概 論 I 2   2   ○ ○ ○  

文発 248 英 米 文 化 概 論 Ⅱ 2   2   ○ ○ ○  

文発 349 英語リサーチ・ライティング 3   2   ○ ○ ○  

文発 250 イ ギ リ ス 文 学 2   2   ○ ○ ○  

文発 351 ア メ リ カ 文 学 3   2   ○ ○ ○  

文発 352 英 語 文 学 講 読 3   2   ○ ◎ ○  

文発 353 外 書 講 読 3   2   ○ ○ ○  

文発 354 デ ィ ベ ー ト 3   2   ○ ○ ○  

文発 355 通 訳 技 法 3   2   ○ ○ ○  

文発 356 異文化コミュニケーション論 3   2   ○ ○ ○  

備 考 

・国際文化コース：２単位以上修得すること。 

・英語・英語文学コース：理論言語学講読、応用言語学講読、英語文学講読のいずれか２単位を 

選択し、準高等英語系科目８単位の選択必修科目１０単位を含む３２

単位以上修得すること。 

・日本語・日本文学コース：２単位以上修得すること。 

日
本
語
・
日
本
文
学
系
科
目 

文発 257 日 本 語 学 概 論 2   2  ○ ○ ◎  

文発 258 日 本 言 語 史 2   2  ○ ○ ◎  

文発 259 琉 球 語 学 概 論 2   2  ○ ○ ◎  

文発 360 現 代 日 本 語 論 3   2  ○ ○ ◎  

文発 361 日 本 語 教 授 法 3   2  ○ ○ ◎  

文発 262 日 本 古 典 文 学 概 論 2   2  ○ ○ ◎  

文発 263 日 本 古 典 文 学 史 2   2  ○ ○ ◎  

文発 364 日 本 古 典 文 学 論 3   2  ○ ○ ◎  

文発 265 日 本 近 代 文 学 概 論 2   2  ○ ○ ◎  

文発 266 日 本 近 代 文 学 史 2   2  ○ ○ ◎  

文発 367 日 本 近 代 文 学 論 3   2  ○ ○ ◎  

文発 268 南 島 歌 謡 2   2  ○ ○ ◎  

文発 269 沖 縄 の 文 学 2   2  ○ ○ ◎  

文発 270 漢 文 学 概 論 Ⅱ 2   2  ○ ○ ◎  

文発 371 書 写 ・ 書 道 概 論 3   2  ○ ○ ◎  

備 考 

・国際文化コース：２単位以上修得すること。 

・英語・英語文学コース：２単位以上修得すること。 

・日本語・日本文学コース：選択必修科目の中から２４単位以上修得すること。 

実
践
科
目 

文発 272 地 域 文 化 演 習 2   2   ○ ○ ○  

文発 273 現 地 実 習 2   4   ○ ○ ○ 地域文化演習 

文発 374 教 育 支 援 演 習 3   2   ○ ○ ○  

文発 375 教 育 支 援 実 習 3   4   ○ ○ ○ 教育支援演習 
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区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提 

科目等 必
修 

選
択 

自
由 

国
際
文
化 

英
語
・
英
語
文
学 

日
本
語
・
日
本
文
学 

実
践
科
目 

文発 376 日 本 語 教 育 実 践 演 習 3   2   ○ ○ ○ 
【別表７】日本語教師養

成課程を参照。 

備 考 

・これらの演習・実習は、国際文化コース、英語・英語文学コース、日本語・日本文学コースの

学生が修得することができる。 

 

特
別
講
義 

文特 101 国 際 学 部 特 別 講 義 1   2  ○ ○ ○  

文特 202 国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅰ 2   2  ○ ○ ○  

文特 203 国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅱ 2   2  ○ ○ ○  

文特 204 国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅲ 2   2  ○ ○ ○  

文特 205 国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅳ 2   2  ○ ○ ○  

備 考 

・これらの特別講義は、国際文化コース、英語・英語文学コース、日本語・日本文学コースの学

生が修得することができる。 

 

備考 ・・専専門門発発展展・・応応用用科科目目はは、、４４００単単位位以以上上修修得得すするるこことと。。  

 

演演習習科科目目（（国国際際文文化化学学科科））  

 

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提科目等 必
修 

選
択 

自
由 

国
際
文
化 

英
語
・
英
語
文
学 

日
本
語
・
日
本
文
学 

演
習
科
目 

文演 201 国 際 文 化 基 礎 演 習 2 2   ● ● ●  

文演 202 国際文化専門演習Ⅰ 2 2   ● ● ●  

文演 303 国際文化専門演習Ⅱ 3 2   ● ● ● 国際文化専門演習Ⅰ 

文演 304 国際文化専門演習Ⅲ 3 2   ● ● ● 国際文化専門演習Ⅱ 

文演 405 国際文化専門演習Ⅳ 4 2   ● ● ● 国際文化専門演習Ⅲ 

文演 406 国際文化専門演習Ⅴ 4 2   ● ● ● 国際文化専門演習Ⅳ 

備 考 
・必修科目１２単位を修得すること。 

Ⅹ　
学
則
・
諸
規
定

192



区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提 

科目等 必
修 

選
択 

自
由 

国
際
文
化 

英
語
・
英
語
文
学 

日
本
語
・
日
本
文
学 

実
践
科
目 

文発 376 日 本 語 教 育 実 践 演 習 3   2   ○ ○ ○ 
【別表７】日本語教師養

成課程を参照。 

備 考 

・これらの演習・実習は、国際文化コース、英語・英語文学コース、日本語・日本文学コースの

学生が修得することができる。 

 

特
別
講
義 

文特 101 国 際 学 部 特 別 講 義 1   2  ○ ○ ○  

文特 202 国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅰ 2   2  ○ ○ ○  

文特 203 国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅱ 2   2  ○ ○ ○  

文特 204 国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅲ 2   2  ○ ○ ○  

文特 205 国 際 文 化 特 別 講 義 Ⅳ 2   2  ○ ○ ○  

備 考 

・これらの特別講義は、国際文化コース、英語・英語文学コース、日本語・日本文学コースの学

生が修得することができる。 

 

備考 ・・専専門門発発展展・・応応用用科科目目はは、、４４００単単位位以以上上修修得得すするるこことと。。  

 

演演習習科科目目（（国国際際文文化化学学科科））  

 

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提科目等 必
修 

選
択 

自
由 

国
際
文
化 

英
語
・
英
語
文
学 

日
本
語
・
日
本
文
学 

演
習
科
目 

文演 201 国 際 文 化 基 礎 演 習 2 2   ● ● ●  

文演 202 国際文化専門演習Ⅰ 2 2   ● ● ●  

文演 303 国際文化専門演習Ⅱ 3 2   ● ● ● 国際文化専門演習Ⅰ 

文演 304 国際文化専門演習Ⅲ 3 2   ● ● ● 国際文化専門演習Ⅱ 

文演 405 国際文化専門演習Ⅳ 4 2   ● ● ● 国際文化専門演習Ⅲ 

文演 406 国際文化専門演習Ⅴ 4 2   ● ● ● 国際文化専門演習Ⅳ 

備 考 
・必修科目１２単位を修得すること。 

【【別別表表３３】】【【国国際際学学部部国国際際観観光光産産業業学学科科】】専専門門教教育育科科目目（（専専門門基基礎礎科科目目／／専専門門発発展展・・応応用用科科目目／／

演演習習科科目目））（（第第３３条条関関係係））  

専専門門基基礎礎科科目目（（国国際際観観光光産産業業学学科科））             凡例（●必修、◎選択必修、○選択）  

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提科目等 必
修 

選
択 

自
由 

観
光
政
策 

観
光
経
営 

観
光
文
化
・
環
境 

人
文
科
学
系
科
目 

観基 101 日 本 語 理 解 論 1   2  ○ ○ ○  

観基 102 日 本 史 概 論 1   2  ◎ ○ ◎  

観基 203 日 本 文 化 概 論 2   2  ◎ ○ ◎  

観基 204 文 化 人 類 学 2   2  ◎ ○ ◎  

観基 205 人 間 関 係 論 2   2  ○ ◎ ○  

観基 206 日 本 語 表 現 論 2  2  ○ ○ ○  

観基 107 世 界 史 概 論 1  2  ◎ ○ ◎  

備 考 

・観光政策コース：選択必修科目を含む２単位以上修得すること。 

・観光経営コース：選択必修科目を含む２単位以上修得すること。 

・観光文化・環境コース：選択必修科目を含む２単位以上修得すること。 

社
会
科
学
系
科
目 

観基 108 経 営 統 計 学 1   2  ○ ◎ ○  

観基 109 観 光 学 概 論 1 2   ● ● ●  

観基 110 観 光 学 総 論 1 2   ● ● ●  

観基 111 地 域 研 究 方 法 論 1  2  ○ ○ ○  

観基 212 社 会 調 査 法 2  2  ◎ ○ ◎  

観基 213 経 営 情 報 論 2  2  ○ ◎ ○  

観基 214 地 域 社 会 論 2  2  ◎ ○ ◎  

観基 215 倫 理 学 2  2  ○ ○ ○  

観基 116 経 営 学 総 論 1 2   ● ● ●  

観基 117 簿 記 原 理 1  4  ○ ◎ ○  

観基 118 ミ ク ロ 経 済 学 1  2  ○ ◎ ○  

観基 119 民 法 と 市 民 生 活 1  2  ○ ◎ ○  

観基 120 マ ク ロ 経 済 学  1  2  ○ ◎ ○  

観基 121 経 済 学 総 論 1  2  ◎ ◎ ○  

観基 222 社 会 心 理 学 2  2  ○ ○ ○  

備 考 

・観光政策コース：必修科目に加え、選択必修科目を含む１０単位以上修得すること。 

・観光経営コース：必修科目に加え、選択必修科目を含む１０単位以上修得すること。 

・観光文化・環境コース:必修科目に加え、選択必修科目を含む１０単位以上修得すること。 

自
然
科
学
系
科
目 

観基 123 コ ン ピ ュ ー タ 概 論 1   2  ◎ ◎ ○ 情報科学と社会 

観基 224 情 報 処 理 論 2   2  ○ ◎ ○  

観基 225 情 報 化 社 会 論 2   2  ○ ○ ○  

観基 226 自 然 保 護 論 2   2  ○ ○ ◎  

観基 227 沖 縄 の 天 然 記 念 物 2   2  ◎ ○ ◎  

観基 228 島 嶼 環 境 論 2   2  ◎ ○ ◎  

観基 229 情 報 と 職 業 2   2  ○ ◎ ○  

備 考 
・観光政策コース：選択必修科目を含む２単位以上修得すること。 

・観光経営コース：選択必修科目を含む２単位以上修得すること。 

・観光文化・環境コース：選択必修科目を含む２単位以上修得すること。 

備 考 ・・専専門門基基礎礎科科目目はは、、必必修修科科目目をを含含むむ１１４４単単位位以以上上をを修修得得すするるこことと。。  
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専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（国国際際観観光光産産業業学学科科））         凡例（●必修、◎選択必修、○選択）  

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提科

目等 必
修 

選
択 

自
由 

観
光
政
策 

観
光
経
営 

観
光
文
化
・
環
境 

観
光
地
形
成
科
目 

観発 201 観 光 事 業 論 2   2  ◎ ◎ ◎  

観発 202 観 光 開 発 論 Ⅰ 2   2  ◎ ○ ○  

観発 303 観 光 開 発 論 Ⅱ 3   2  ○  ○ ○ 観光開発論Ⅰ 

観発 304 観 光 政 策 論 3   2  ◎ ○ ○  

観発 205 西 欧 経 済 史 2   2  ◎ ○ ○  

観発 306 地 域 経 済 学 3   2  ○ ◎ ○  

観発 307 観 光 経 済 学 3   2  ◎ ◎ ○  

観発 208 地 誌 学 2   2  ◎ ○ ◎  

観発 209 観 光 地 理 学 2   2  ◎ ○ ◎  

観発 310 観 光 資 源 論 3   2  ○ ◎ ◎  

観発 211 自 然 地 理 学 概 論 2   2  ◎ ○ ◎  

観発 212 観 光 行 動 論 2   2  ◎ ○ ○  

観発 313 観 光 心 理 学 3   2  ○  ○ ○  

観発 214 イ ベ ン ト 事 業 論 2   2  ○  ◎ ○  

観発 315 国際コンベンションビジネス 3   2  ○  ○ ○  

観発 216 観 光 関 連 法 規 2   2  ○ ○ ○  

観発 217 観 光 調 査 法 2   4  ◎ ○ ○  

観発 318 ホスピタリティマーケティング論 3   4  ◎ ◎ ○  

観発 219 観 光 交 通 論 2   2  ○  ○ ○  

観発 320 沖 縄 観 光 3   2  ◎ ○ ○  

観発 121 レジャー・レクリエーション論 1 2    ● ● ●  

観発 222 行 政 法 2   2  ○  ○ ○  

観発 223 財 政 学 2   2  ○  ○ ○  

観発 224 国 際 経 済 論 2   2  ○ ○ ○  

観発 225 地 方 自 治 論 2   2  ○ ○ ○  

観発 226 市 場 調 査 論 2   2  ○ ◎ ○  

観発 327 経 済 政 策 3   2  ○ ◎ ○  

観発 328 地域マーケティング論 3   2  ○ ◎ ◎ マーケティング論 

観発 229 日 本 の 歴 史 Ⅰ 2   2  ◎ ○ ◎  

観発 230 日 本 の 歴 史 Ⅱ 2   2  ◎ ○ ○  

観発 231 世 界 の 歴 史 2   2  ◎ ○ ◎  

備 考 

・観光政策コース：必修科目、観光事業論及び観光地理学の４単位に加えて、選択必修科目の中か 

ら８単位を含む２２単位以上修得すること。 

・観光経営コース：必修科目に加え、選択必修科目を含む１２単位以上修得すること。 

・観光文化・環境コース：必修科目に加え、選択必修科目を含む１０単位以上修得すること。 

観
光
経
営
科
目 

観発 232 観 光 産 業 論 2 2     ● ● ●   

観発 333 交 通 産 業 論 3   2   ○ ○ ○   

観発 234 ホ ス ピ タ リ テ ィ 概 論 2   2   ◎ ○  ◎   

観発 335 ホ テ ル 経 営 論 3   2   ◎ ◎ ○ ホスピタリティ概

論 

観発 336 ホ テ ル 計 画 論 3   4   ◎ ○  ○   

観発 237 旅 行 業 経 営 論 2   4   ○ ◎ ○   

観発 238 旅 行 業 法 と 約 款 2   2   ○ ○  ○ 旅行業経営論 

観発 339 ホスピタリティマネジメント論 3   2   ○ ○  ◎   

観発 140 上 級 簿 記 1   4   ○ ◎ ○ 簿記原理 

観発 241 会 社 法 2   2   ○ ◎ ○   

観発 242 流 通 論 2   2   ○ ◎ ○   

Ⅹ　
学
則
・
諸
規
定

194



専専門門発発展展・・応応用用科科目目（（国国際際観観光光産産業業学学科科））         凡例（●必修、◎選択必修、○選択）  

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提科

目等 必
修 

選
択 

自
由 

観
光
政
策 

観
光
経
営 

観
光
文
化
・
環
境 

観
光
地
形
成
科
目 

観発 201 観 光 事 業 論 2   2  ◎ ◎ ◎  

観発 202 観 光 開 発 論 Ⅰ 2   2  ◎ ○ ○  

観発 303 観 光 開 発 論 Ⅱ 3   2  ○  ○ ○ 観光開発論Ⅰ 

観発 304 観 光 政 策 論 3   2  ◎ ○ ○  

観発 205 西 欧 経 済 史 2   2  ◎ ○ ○  

観発 306 地 域 経 済 学 3   2  ○ ◎ ○  

観発 307 観 光 経 済 学 3   2  ◎ ◎ ○  

観発 208 地 誌 学 2   2  ◎ ○ ◎  

観発 209 観 光 地 理 学 2   2  ◎ ○ ◎  

観発 310 観 光 資 源 論 3   2  ○ ◎ ◎  

観発 211 自 然 地 理 学 概 論 2   2  ◎ ○ ◎  

観発 212 観 光 行 動 論 2   2  ◎ ○ ○  

観発 313 観 光 心 理 学 3   2  ○  ○ ○  

観発 214 イ ベ ン ト 事 業 論 2   2  ○  ◎ ○  

観発 315 国際コンベンションビジネス 3   2  ○  ○ ○  

観発 216 観 光 関 連 法 規 2   2  ○ ○ ○  

観発 217 観 光 調 査 法 2   4  ◎ ○ ○  

観発 318 ホスピタリティマーケティング論 3   4  ◎ ◎ ○  

観発 219 観 光 交 通 論 2   2  ○  ○ ○  

観発 320 沖 縄 観 光 3   2  ◎ ○ ○  

観発 121 レジャー・レクリエーション論 1 2    ● ● ●  

観発 222 行 政 法 2   2  ○  ○ ○  

観発 223 財 政 学 2   2  ○  ○ ○  

観発 224 国 際 経 済 論 2   2  ○ ○ ○  

観発 225 地 方 自 治 論 2   2  ○ ○ ○  

観発 226 市 場 調 査 論 2   2  ○ ◎ ○  

観発 327 経 済 政 策 3   2  ○ ◎ ○  

観発 328 地域マーケティング論 3   2  ○ ◎ ◎ マーケティング論 

観発 229 日 本 の 歴 史 Ⅰ 2   2  ◎ ○ ◎  

観発 230 日 本 の 歴 史 Ⅱ 2   2  ◎ ○ ○  

観発 231 世 界 の 歴 史 2   2  ◎ ○ ◎  

備 考 

・観光政策コース：必修科目、観光事業論及び観光地理学の４単位に加えて、選択必修科目の中か 

ら８単位を含む２２単位以上修得すること。 

・観光経営コース：必修科目に加え、選択必修科目を含む１２単位以上修得すること。 

・観光文化・環境コース：必修科目に加え、選択必修科目を含む１０単位以上修得すること。 

観
光
経
営
科
目 

観発 232 観 光 産 業 論 2 2     ● ● ●   

観発 333 交 通 産 業 論 3   2   ○ ○ ○   

観発 234 ホ ス ピ タ リ テ ィ 概 論 2   2   ◎ ○  ◎   

観発 335 ホ テ ル 経 営 論 3   2   ◎ ◎ ○ ホスピタリティ概

論 

観発 336 ホ テ ル 計 画 論 3   4   ◎ ○  ○   

観発 237 旅 行 業 経 営 論 2   4   ○ ◎ ○   

観発 238 旅 行 業 法 と 約 款 2   2   ○ ○  ○ 旅行業経営論 

観発 339 ホスピタリティマネジメント論 3   2   ○ ○  ◎   

観発 140 上 級 簿 記 1   4   ○ ◎ ○ 簿記原理 

観発 241 会 社 法 2   2   ○ ◎ ○   

観発 242 流 通 論 2   2   ○ ◎ ○   

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提科

目等 必
修 

選
択 

自
由 

観
光
政
策 

観
光
経
営 

観
光
文
化
・
環
境 

観
光
経
営
科
目 

観発 243 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 2 2     ● ● ●   

観発 344 中 小 企 業 論 3   2   ○ ◎ ◎   

観発 245 原 価 計 算 2   2   ○ ◎ ○ 簿記原理 

観発 246 経 営 組 織 論 2   2   ○ ◎ ○   

観発 247 経 営 戦 略 論 2   2   ○ ◎ ○  
観発 248 会 計 学 原 理 2   2   ○ ◎ ○  

観発 349 ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 3   2   ○ ◎ ◎  

観発 250 経 営 管 理 論 2   2   ○ ○ ○  

観発 251 問 題 解 決 の 心 理 学 2   2   ○ ○ ○  

観発 352 人 的 資 源 管 理 論 3   2   ○ ○ ○  

観発 453 グローバル・ビジネス論 4   2   ○ ◎ ○  

観発 354 産 業 情 報 論 3   2   ○ ○ ○  

観発 455 経 営 分 析 論 4   2   ○ ◎ ○ 簿記原理 

観発 356 組 織 心 理 学 3   2   ○ ◎ ○  

観発 357 対人コミュニケーション論 3   2   ○ ○ ○  

観発 358 チームマネジメントの心理学 3   2   ○ ○ ○  

観発 359 職 業 指 導 Ⅰ 3   2   ○ ◎ ○ ※教職科目 

（商業） 観発 360 職 業 指 導 Ⅱ 3   2   ○ ◎ ○ 

備 考 

・観光政策コース：必修科目に加え、選択必修科目を含む６単位以上修得すること。 

・観光経営コース：必修科目に加え、選択必修科目の中から１２単位を含む２４単位以上修得する 

こと。 

・観光文化・環境コース：必修科目に加え、選択必修科目を含む６単位以上修得すること。 

観
光
文
化
・
環
境
科
目 

観発 361 健 康 と 長 寿 3   2   ○ ○ ◎  

観発 362 余 暇 社 会 学 3   2   ○ ○ ◎  

観発 163 地球の環境とその保全 1   2   ◎ ○ ◎  

観発 264 エ コ ツ ー リ ズ ム Ⅰ 2   2   ◎ ○ ◎  

観発 365 エ コ ツ ー リ ズ ム Ⅱ 3   2   ○ ○ ◎ エコツーリズムⅠ 

観発 366 自 然 観 察 指 導 法 3   4   ○ ○ ◎  

観発 367 環境アセスメント論Ⅰ 3   2   ○ ○ ◎  

観発 368 環境アセスメント論Ⅱ 3   2   ○ ○ ◎ 環境アセスメント論Ⅰ 

観発 269 環 境 調 査 法 2   4   ○ ○ ◎  

観発 270 観 光 文 化 論 2   2   ◎ ○ ◎  

観発 271 沖 縄 の 植 物 と 保 護 2   2   ◎ ○ ◎  

観発 272 島 嶼 文 化 論 2   2   ◎ ○ ◎  

観発 173 比 較 宗 教 論 1   2   ◎ ○ ◎  

観発 374 日 本 史 史 料 講 読 3   2   ◎ ○ ◎  

観発 275 日 本 の 宗 教 2  2  ◎ ○ ◎  

備 考 

・観光政策コース：選択必修科目４単位を含む８単位以上修得すること。 

・観光経営コース：選択科目の中から２単位以上修得すること。 

・観光文化・環境コース：選択必修科目の中から２０単位以上修得すること。 

国
際
観
光
科
目 

観発 276 国 際 観 光 論 2 2   ● ● ● 観光学概論 
観発 277 観 光 実 用 中 国 語 2  2  ○ ○ ◎ 中国語Ⅰ、中国語Ⅱ 

観発 278 観 光 実 用 韓 国 語 2  2  ○ ○ ◎ 韓国語Ⅰ、韓国語Ⅱ 

観発 279 観 光 実 用 英 語 Ⅰ 2  2  ○ ○ ◎  
観発 280 観 光 実 用 英 語 Ⅱ 2  2  ○ ○ ○ 観光実用英語Ⅰ 

観発 281 ア ジ ア の 歴 史 2  2  ◎ ○ ◎  

観発 282 中 南 米 の 歴 史 2  2  ◎ ○ ◎  

観発 383 外 書 講 読 3  2  ○ ○ ○  
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区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提科

目等 必
修 

選
択 

自
由 

観
光
政
策 

観
光
経
営 

観
光
文
化
・
環
境 

備 考 

・観光政策コース：必修科目を含む４単位以上修得すること。 

・観光経営コース：必修科目を含む２単位以上修得すること。 

・観光文化・環境コース：必修科目を含む４単位以上修得すること。 

実
践
科
目 

観発 384 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 3   1   ○ ○ ○  

観発 385 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 3   2   ○ ○ ○  

観発 386 海外インターンシップ 3   4   ○ ○ ○ 観光学概論 

観発 387 ホ テ ル 実 務 3   6   ○ ○ ○ ホテル経営論 

観発 388 観 光 関 連 実 務 3   6   ○ ○ ○ 
観光学概論、ホス

ピタリティ概論 

備 考 

・これらの実践科目は、進級要件を満たした観光政策コース、観光経営コース、観光文化・環境コ

ースの学生が履修することができる。 

 

観
光
関
連
科
目 

観発 189 ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ 1  1  ○ ○ ○  

観発 290 ウ ェ ル ネ ス 概 論 2  2  ○ ○ ○  

観発 291 ス ポ ー ツ 産 業 論 2  2  ○ ○ ○  

観発 192 ゴ ル フ Ⅰ 1  1  ○ ○ ○  

観発 193 ゴ ル フ Ⅱ 1  1  ○ ○ ○ ゴルフⅠ 

観発 294 空 手 2  1  ○ ○ ○  

観発 195 救 急 処 置 1  2  ○ ○ ○  

備 考 

・これらの観光関連科目は、観光政策コース、観光経営コース、観光文化・環境コースの学生が履

修することができる。 

 

特
別
講
義 

観特 101 国 際 学 部 特 別 講 義 1   2  ○ ○ ○  
観特 202 国際観光産業特別講義Ⅰ 2   2  ○ ○ ○  
観特 203 国際観光産業特別講義Ⅱ 2   2  ○ ○ ○  
観特 204 国際観光産業特別講義Ⅲ 2   2  ○ ○ ○  
観特 205 国際観光産業特別講義Ⅳ 2   2  ○ ○ ○  

備 考 
・これらの特別講義は、観光政策コース、観光経営コース、観光文化・環境コースの学生が履修す

ることができる。 

 

備 考 ・・専専門門発発展展・・応応用用科科目目はは、、必必修修科科目目をを含含むむ４４００単単位位以以上上をを修修得得すするるこことと。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

Ⅹ　
学
則
・
諸
規
定

196



区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提科

目等 必
修 

選
択 

自
由 

観
光
政
策 

観
光
経
営 

観
光
文
化
・
環
境 

備 考 

・観光政策コース：必修科目を含む４単位以上修得すること。 

・観光経営コース：必修科目を含む２単位以上修得すること。 

・観光文化・環境コース：必修科目を含む４単位以上修得すること。 

実
践
科
目 

観発 384 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 3   1   ○ ○ ○  

観発 385 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 3   2   ○ ○ ○  

観発 386 海外インターンシップ 3   4   ○ ○ ○ 観光学概論 

観発 387 ホ テ ル 実 務 3   6   ○ ○ ○ ホテル経営論 

観発 388 観 光 関 連 実 務 3   6   ○ ○ ○ 
観光学概論、ホス

ピタリティ概論 

備 考 

・これらの実践科目は、進級要件を満たした観光政策コース、観光経営コース、観光文化・環境コ

ースの学生が履修することができる。 

 

観
光
関
連
科
目 

観発 189 ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ 1  1  ○ ○ ○  

観発 290 ウ ェ ル ネ ス 概 論 2  2  ○ ○ ○  

観発 291 ス ポ ー ツ 産 業 論 2  2  ○ ○ ○  

観発 192 ゴ ル フ Ⅰ 1  1  ○ ○ ○  

観発 193 ゴ ル フ Ⅱ 1  1  ○ ○ ○ ゴルフⅠ 

観発 294 空 手 2  1  ○ ○ ○  

観発 195 救 急 処 置 1  2  ○ ○ ○  

備 考 

・これらの観光関連科目は、観光政策コース、観光経営コース、観光文化・環境コースの学生が履

修することができる。 

 

特
別
講
義 

観特 101 国 際 学 部 特 別 講 義 1   2  ○ ○ ○  
観特 202 国際観光産業特別講義Ⅰ 2   2  ○ ○ ○  
観特 203 国際観光産業特別講義Ⅱ 2   2  ○ ○ ○  
観特 204 国際観光産業特別講義Ⅲ 2   2  ○ ○ ○  
観特 205 国際観光産業特別講義Ⅳ 2   2  ○ ○ ○  

備 考 
・これらの特別講義は、観光政策コース、観光経営コース、観光文化・環境コースの学生が履修す

ることができる。 

 

備 考 ・・専専門門発発展展・・応応用用科科目目はは、、必必修修科科目目をを含含むむ４４００単単位位以以上上をを修修得得すするるこことと。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

演演習習科科目目（（国国際際観観光光産産業業学学科科））  

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講

年次 

単位数 履修コース 

履修前提科目

等 
必

修 
選択 自由 

観
光
政
策 

観
光
経
営 

観
光
文
化
・
環

境 

演
習
科
目 

観演 201 国際観光産業基礎演習 2 2   ● ● ●  

観演 202 国際観光産業専門演習Ⅰ 2 2   ● ● ●  

観演 303 国際観光産業専門演習Ⅱ 3 2   ● ● ● 
国際観光産業専門演習

Ⅰ 

観演 304 国際観光産業専門演習Ⅲ 3 2   ● ● ● 
国際観光産業専門演習

Ⅱ 

観演 404 国際観光産業専門演習Ⅳ 4 2   ● ● ● 
国際観光産業専門演習

Ⅲ 

観演 405 国際観光産業専門演習Ⅴ 4 2   ● ● ● 
国際観光産業専門演習

Ⅳ 

備 考 
・必修科目１２単位を修得すること。 
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【【別別表表４４】】外外国国人人留留学学生生対対象象科科目目（（外外国国語語教教育育科科目目））（（第第３３条条関関係係））  

区

分 

科目 

番号 
科  目  名 

受講年

次 

単位数 

履修前提科目等 
必修 

選

択 
自由 

外
国
人
留
学
生
対
象
科
目 

外日 101 日 本 語 Ⅰ － １ 1   2   

外日 102 日 本 語 Ⅰ － ２ 1   2   

外日 103 日 本 語 Ⅰ － ３ 1   2   

外日 104 日 本 語 Ⅰ － ４ 1   2   

外日 105 日 本 語 Ⅱ － １ 1   2   

外日 106 日 本 語 Ⅱ － ２ 1   2   

外日 107 日 本 語 Ⅱ － ３ 1   2   

外日 108 日 本 語 Ⅱ － ４ 1   2   

外日 109 日 本 語 Ⅲ － １ 1   2   

外日 110 日 本 語 Ⅲ － ２ 1   2   

外日 111 日 本 語 Ⅲ － ３ 1   2   

外日 112 日 本 語 Ⅲ － ４ 1   2   

外日 113 日 本 語 Ⅳ － １ 1   2   

外日 114 日 本 語 Ⅳ － ２ 1   2   

外日 115 日 本 語 Ⅳ － ３ 1   2   

外日 116 日 本 語 Ⅳ － ４ 1   2   

外日 117 留学生のためのアカデミックライティング 1   2   

外日 118 日 本 語 演 習 1   2   

外日 119 日 本 事 情 Ⅰ 1   2   

外日 120 日 本 事 情 Ⅱ 1   2   

外日 121 日 本 事 情 Ⅲ 1   2   

備 考 

・外国人留学生対象科目（外国人留学生のみ） 

・英語圏外からの外国人留学生については、上記の日本語科目のうち４単位を、外国語科目のベー

シック・イングリッシュ、イングリッシュ・コミュニケーションの４単位にすることができる（ア

カデミック英語基礎の単位にすることはできないので注意すること）。 

・英語圏内からの外国人留学生については、ベーシック・イングリッシュ、イングリッシュ・コミ

ュニケーションを履修することができないため、上記の日本語科目から少なくとも４単位修得する

こと。 
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【【別別表表４４】】外外国国人人留留学学生生対対象象科科目目（（外外国国語語教教育育科科目目））（（第第３３条条関関係係））  

区

分 

科目 

番号 
科  目  名 

受講年

次 

単位数 

履修前提科目等 
必修 

選

択 
自由 

外
国
人
留
学
生
対
象
科
目 

外日 101 日 本 語 Ⅰ － １ 1   2   

外日 102 日 本 語 Ⅰ － ２ 1   2   

外日 103 日 本 語 Ⅰ － ３ 1   2   

外日 104 日 本 語 Ⅰ － ４ 1   2   

外日 105 日 本 語 Ⅱ － １ 1   2   

外日 106 日 本 語 Ⅱ － ２ 1   2   

外日 107 日 本 語 Ⅱ － ３ 1   2   

外日 108 日 本 語 Ⅱ － ４ 1   2   

外日 109 日 本 語 Ⅲ － １ 1   2   

外日 110 日 本 語 Ⅲ － ２ 1   2   

外日 111 日 本 語 Ⅲ － ３ 1   2   

外日 112 日 本 語 Ⅲ － ４ 1   2   

外日 113 日 本 語 Ⅳ － １ 1   2   

外日 114 日 本 語 Ⅳ － ２ 1   2   

外日 115 日 本 語 Ⅳ － ３ 1   2   

外日 116 日 本 語 Ⅳ － ４ 1   2   

外日 117 留学生のためのアカデミックライティング 1   2   

外日 118 日 本 語 演 習 1   2   

外日 119 日 本 事 情 Ⅰ 1   2   

外日 120 日 本 事 情 Ⅱ 1   2   

外日 121 日 本 事 情 Ⅲ 1   2   

備 考 

・外国人留学生対象科目（外国人留学生のみ） 

・英語圏外からの外国人留学生については、上記の日本語科目のうち４単位を、外国語科目のベー

シック・イングリッシュ、イングリッシュ・コミュニケーションの４単位にすることができる（ア

カデミック英語基礎の単位にすることはできないので注意すること）。 

・英語圏内からの外国人留学生については、ベーシック・イングリッシュ、イングリッシュ・コミ

ュニケーションを履修することができないため、上記の日本語科目から少なくとも４単位修得する

こと。 

 

 

【【別別表表５５】】【【国国際際学学部部】】３３年年次次進進級級のの履履修修要要件件をを示示すす科科目目（（第第３３条条、、第第１１２２条条関関係係））  

教教養養教教育育科科目目  

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講 

年次 

単位数 

進級要件 必

修 

選

択 

自

由 

共
通
コ
ア
科
目 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
科
目 

共ア 101 教 養 演 習 Ⅰ 1 2   必修科目を含め、１４

単位修得すること。 
共ア 102 教 養 演 習 Ⅱ 1 2   

共ア 103 コンピュータ・リテラシー 1  2  

共ア 104 数理・データサイエンス・AI 入門 1  2  

共ア 105 アカデミックライティングⅠ 1 2   
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ

ン
科
目 

共ラ 101 大 学 と 人 生 1 2   

共
通
選
択

科
目 

外
国
語 

科
目 

共外 101 ベーシック・イングリッシュ 1 2   

共外 102 イングリッシュ・コミュニケーション 1 2   

 
専専門門教教育育科科目目（（演演習習科科目目））  

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講年

次 

単位数 
進級要件 

必修 選択 自由 

演
習
科
目 

文演 201 国 際 文 化 基 礎 演 習 2 2   
２単位以上修得するこ

と。 

 

※卒業要件を必ず確認

すること。 
観演 201 国 際 観 光 産 業 基 礎 演 習 2 2   
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【【別別表表６６】】【【国国際際学学部部】】名名桜桜大大学学副副専専攻攻（（地地域域ママネネジジメメンントト））（（第第３３条条関関係係））  

国国際際文文化化学学科科  

区分 
科目 
番号 

科  目  名 
受講 
年次 

単位数 
履修条件 必

修 

選

択 

自

由 

共
通
コ
ア
科
目 

アカデミックスキル 共ア 101 教 養 演 習 Ⅰ 1 2   必修科目を含め、８単
位以上修得すること。 

ライフデザイン 
共ラ 101 大 学 と 人 生 1 2   
共ラ 104 プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 2 2   

沖縄理解 

共沖 101 沖 縄 学 1  2  
共沖 102 沖 縄 の 自 然 1  2  
共沖 103 沖 縄 の 言 語 1  2  
共沖 104 沖 縄 理 解 特 別 講 義 1  2  

専
門
基
礎

科
目 

社会科学系
科目 

文基 118 観 光 学 概 論 1  2  １６単位以上修得す
ること。 
※１６単位に国際観
光産業学科の専門基
礎科目、専門発展・応
用科目を含めること
ができる。（科目は下
記の表を参照するこ
と。） 

文基 119 地 域 研 究 方 法 論 1  2  

自然科学系
科目 

文基 230 沖 縄 の 天 然 記 念 物 2  2  
文基 231 島 嶼 環 境 論 2  2  

専
門
発
展
・
応
用
科
目 

地域文化系
科目 

文発 201 沖 縄 の 社 会 2  2  
文発 202 沖 縄 の 社 会 と 教 育 2  2  
文発 203 沖 縄 地 域 文 化 論 2  2  
文発 204 沖 縄 の 地 域 史 2  2  

国際文化系科目 文発 323 移 民 と 異 文 化 3  2  

日本語・日本

文学系科目 

文発 259 琉 球 語 学 概 論 2  2  
文発 268 南 島 歌 謡 2  2  
文発 269 沖 縄 の 文 学 2  2  

実践科目 
文発 272 地 域 文 化 演 習 2  2  
文発 273 現 地 実 習 2  4  

特別講義 文特 101 国 際 学 部 特 別 講 義 1  2  

 
国国際際観観光光産産業業学学科科  

区分 
科目 
番号 

科  目  名 
受講 
年次 

単位数 
履修条件 必

修 
選
択 

自
由 

共
通
コ
ア
科
目 

アカデミックスキル 共ア 101 教 養 演 習 Ⅰ 1 2   必修科目を含め、８単
位以上修得すること。 

ライフデザイン 
共ラ 101 大 学 と 人 生 1 2   
共ラ 104 プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 2 2   

沖縄理解 

共沖 101 沖 縄 学 1  2  
共沖 102 沖 縄 の 自 然 1  2  
共沖 103 沖 縄 の 言 語 1  2  
共沖 104 沖 縄 理 解 特 別 講 義 1  2  

専
門
基
礎
科
目 

社会科学系
科目 

観基 109 観 光 学 概 論 1  2  １６単位以上修得す
ること。 
※１６単位に国際文
化学科の専門基礎科
目、専門発展・応用科
目を含めることがで
きる。（科目は上記の
表を参照すること。） 

観基 110 観 光 学 総 論 1  2  
観基 111 地 域 研 究 方 法 論 1  2  

自然科学系
科目 

観基 227 沖 縄 の 天 然 記 念 物 2  2  
観基 228 島 嶼 環 境 論 2  2  

専
門
発
展
・
応
用
科
目 

観光地形成
科目 

観発 201 観 光 事 業 論 2  2  
観発 202 観 光 開 発 論 Ⅰ 2  2  
観発 303 観 光 開 発 論 Ⅱ 3  2  
観発 304 観 光 政 策 論 3  2  
観発 306 地 域 経 済 学 3  2  
観発 307 観 光 経 済 学 3  2  
観発 209 観 光 地 理 学 2  2  
観発 320 沖 縄 観 光 3  2  
観発 121 レジャー・レクリエーション論 1  2  
観発 327 経 済 政 策 3  2  
観発 328 地 域 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 3  2  

観光経営 
科目 

観発 232 観 光 産 業 論 2  2  
観発 242 流 通 論 2  2  
観発 243 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 2  2  
観発 344 中 小 企 業 論 3  2  
観発 247 経 営 戦 略 論 2  2  
観発 349 ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 3  2  
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【【別別表表６６】】【【国国際際学学部部】】名名桜桜大大学学副副専専攻攻（（地地域域ママネネジジメメンントト））（（第第３３条条関関係係））  

国国際際文文化化学学科科  

区分 
科目 
番号 

科  目  名 
受講 
年次 

単位数 
履修条件 必

修 

選

択 

自

由 

共
通
コ
ア
科
目 

アカデミックスキル 共ア 101 教 養 演 習 Ⅰ 1 2   必修科目を含め、８単
位以上修得すること。 

ライフデザイン 
共ラ 101 大 学 と 人 生 1 2   
共ラ 104 プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 2 2   

沖縄理解 

共沖 101 沖 縄 学 1  2  
共沖 102 沖 縄 の 自 然 1  2  
共沖 103 沖 縄 の 言 語 1  2  
共沖 104 沖 縄 理 解 特 別 講 義 1  2  

専
門
基
礎

科
目 

社会科学系
科目 

文基 118 観 光 学 概 論 1  2  １６単位以上修得す
ること。 
※１６単位に国際観
光産業学科の専門基
礎科目、専門発展・応
用科目を含めること
ができる。（科目は下
記の表を参照するこ
と。） 

文基 119 地 域 研 究 方 法 論 1  2  

自然科学系
科目 

文基 230 沖 縄 の 天 然 記 念 物 2  2  
文基 231 島 嶼 環 境 論 2  2  

専
門
発
展
・
応
用
科
目 

地域文化系
科目 

文発 201 沖 縄 の 社 会 2  2  
文発 202 沖 縄 の 社 会 と 教 育 2  2  
文発 203 沖 縄 地 域 文 化 論 2  2  
文発 204 沖 縄 の 地 域 史 2  2  

国際文化系科目 文発 323 移 民 と 異 文 化 3  2  

日本語・日本

文学系科目 

文発 259 琉 球 語 学 概 論 2  2  
文発 268 南 島 歌 謡 2  2  
文発 269 沖 縄 の 文 学 2  2  

実践科目 
文発 272 地 域 文 化 演 習 2  2  
文発 273 現 地 実 習 2  4  

特別講義 文特 101 国 際 学 部 特 別 講 義 1  2  

 
国国際際観観光光産産業業学学科科  

区分 
科目 
番号 

科  目  名 
受講 
年次 

単位数 
履修条件 必

修 
選
択 

自
由 

共
通
コ
ア
科
目 

アカデミックスキル 共ア 101 教 養 演 習 Ⅰ 1 2   必修科目を含め、８単
位以上修得すること。 

ライフデザイン 
共ラ 101 大 学 と 人 生 1 2   
共ラ 104 プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 2 2   

沖縄理解 

共沖 101 沖 縄 学 1  2  
共沖 102 沖 縄 の 自 然 1  2  
共沖 103 沖 縄 の 言 語 1  2  
共沖 104 沖 縄 理 解 特 別 講 義 1  2  

専
門
基
礎
科
目 

社会科学系
科目 

観基 109 観 光 学 概 論 1  2  １６単位以上修得す
ること。 
※１６単位に国際文
化学科の専門基礎科
目、専門発展・応用科
目を含めることがで
きる。（科目は上記の
表を参照すること。） 

観基 110 観 光 学 総 論 1  2  
観基 111 地 域 研 究 方 法 論 1  2  

自然科学系
科目 

観基 227 沖 縄 の 天 然 記 念 物 2  2  
観基 228 島 嶼 環 境 論 2  2  

専
門
発
展
・
応
用
科
目 

観光地形成
科目 

観発 201 観 光 事 業 論 2  2  
観発 202 観 光 開 発 論 Ⅰ 2  2  
観発 303 観 光 開 発 論 Ⅱ 3  2  
観発 304 観 光 政 策 論 3  2  
観発 306 地 域 経 済 学 3  2  
観発 307 観 光 経 済 学 3  2  
観発 209 観 光 地 理 学 2  2  
観発 320 沖 縄 観 光 3  2  
観発 121 レジャー・レクリエーション論 1  2  
観発 327 経 済 政 策 3  2  
観発 328 地 域 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 3  2  

観光経営 
科目 

観発 232 観 光 産 業 論 2  2  
観発 242 流 通 論 2  2  
観発 243 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 2  2  
観発 344 中 小 企 業 論 3  2  
観発 247 経 営 戦 略 論 2  2  
観発 349 ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 3  2  

 
 

区分 
科目 
番号 

科  目  名 
受講 
年次 

単位数 
履修条件 必

修 
選
択 

自
由 

専
門
発
展
・
応
用
科
目 

観光文化・
環境科目 

観発 264 エ コ ツ ー リ ズ ム Ⅰ 2  2   
観発 365 エ コ ツ ー リ ズ ム Ⅱ 3  2  

実践科目 

観発 384 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 3  1  
観発 385 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 3  2  
観発 387 ホ テ ル 実 務 3  6  
観発 388 観 光 関 連 実 務 3  6  

観光関連 
科目 

観発 294 空 手 2  1  
観発 290 ウ ェ ル ネ ス 概 論 2  2  

特別講義 観特 101 国 際 学 部 特 別 講 義 1  2  
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【【別別表表７７】】【【国国際際学学部部国国際際文文化化学学科科】】日日本本語語教教師師養養成成課課程程（（第第３３条条関関係係））  

科目区分 授業科目名 
単位数 

備  考 
必修 選択 

言語 

 

（必修科目を含

め１０単位以

上） 

日本語学概論 2  【履修条件】 

 

①各区分の必要単位数を満たし

た上で合合計計２２６６単単位位以以上上を修得

すること。 

 

②成績はすべて「「良良」」以以上上の科目

のみを修了証取得の対象とする。 

 

③「日本語教育実践演習」の履修

は、原則、必必修修科科目目４４科科目目がが「「優優」」

以以上上である者のみ履修を認める。 

 

④必修科目である５科目は、本学

で履修した者に限る。 

日本言語史 2  

現代日本語論 2  

日本語理解論  2 

言語と文学  2 

言語学概論Ⅰ  2 

言語学概論Ⅱ  2 

言語と教育 

 

（必修科目を含

め６単位以上） 

日本語教授法 2  

日本語教育実践演習 2  

国際コミュニケーション論  2 

日本語表現論  2 

社会・文化・地

域 

 

（４単位以上） 

沖縄学  2 

漢文学概論Ⅰ  2 

日本文化概論  2 

日本の歴史Ⅱ  2 

日本古典文学論  2 

言語と社会 

 

（４単位以上） 

国際社会と日本  2 

英米文化概論Ⅰ  2 

沖縄の文学  2 

国際政治論  2 

沖縄の社会  2 

日本近代文学論  2 

言語と心理 

 

（２単位以上） 

異文化接触論  2 

社会心理学  2 

人間関係論  2 
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【【別別表表７７】】【【国国際際学学部部国国際際文文化化学学科科】】日日本本語語教教師師養養成成課課程程（（第第３３条条関関係係））  

科目区分 授業科目名 
単位数 

備  考 
必修 選択 

言語 

 

（必修科目を含

め１０単位以

上） 

日本語学概論 2  【履修条件】 

 

①各区分の必要単位数を満たし

た上で合合計計２２６６単単位位以以上上を修得

すること。 

 

②成績はすべて「「良良」」以以上上の科目

のみを修了証取得の対象とする。 

 

③「日本語教育実践演習」の履修

は、原則、必必修修科科目目４４科科目目がが「「優優」」

以以上上である者のみ履修を認める。 

 

④必修科目である５科目は、本学

で履修した者に限る。 

日本言語史 2  

現代日本語論 2  

日本語理解論  2 

言語と文学  2 

言語学概論Ⅰ  2 

言語学概論Ⅱ  2 

言語と教育 

 

（必修科目を含

め６単位以上） 

日本語教授法 2  

日本語教育実践演習 2  

国際コミュニケーション論  2 

日本語表現論  2 

社会・文化・地

域 

 

（４単位以上） 

沖縄学  2 

漢文学概論Ⅰ  2 

日本文化概論  2 

日本の歴史Ⅱ  2 

日本古典文学論  2 

言語と社会 

 

（４単位以上） 

国際社会と日本  2 

英米文化概論Ⅰ  2 

沖縄の文学  2 

国際政治論  2 

沖縄の社会  2 

日本近代文学論  2 

言語と心理 

 

（２単位以上） 

異文化接触論  2 

社会心理学  2 

人間関係論  2 

 

 

【【別別表表８８】】【【国国際際学学部部国国際際観観光光産産業業学学科科】】観観光光実実務務士士課課程程（（第第３３条条関関係係）） 

科目区分 授業科目名 
単位数 

備   考 
必修 選択 

領域１  

観光ビジネス実

務の基礎となる

知識・スキル・基

本能力の領域 

観光学概論 2  【資格取得要件】 

 

 

①各科目区分の必修科目を含め

合合計計２２００単単位位以以上上修得するこ

と。 

 

 

②成績は全て「「良良」」以以上上の科目

のみを対象とする。 

（例えば、「可」の場合は、本資

格の申請の単位としてカウント

されない。） 

 

 

③領域ごとの単位に関しては特

に指定なし。 

 

 

観光学総論  2 

レジャー・レクリエーション論  2 

観光政策論  2 

観光経済学  2 

観光行動論  2 

観光開発論Ⅰ  2 

観光地理学  2 

観光実用英語Ⅰ  2 

教養演習Ⅰ  2 

教養演習Ⅱ  2 

観光実用韓国語  2 

観光実用中国語  2 

観光文化論  2 

領域２  

観光ビジネス実

務を支える専門

知識・スキルとそ

の活用力の領域 

観光事業論 2  

観光産業論 2  

インターンシップⅠ  2 

エコツーリズムⅡ  2 

旅行業経営論  4 

ホテル計画論  4 

交通産業論  2 

観光関連法規  2 

観光調査法  4 

ホスピタリティマーケティング

論 
 4 

ホスピタリティマネジメント論  2 

観光資源論  2 

ホテル経営論  2 

イベント事業論  2 

国際コンベンションビジネス  2 

領域３  

観光実務の総合

的実践力と学修

継続力の領域 

国際観光産業専門演習Ⅰ 2  

国際観光産業専門演習Ⅱ 2  

海外インターンシップ  4 

ホテル実務  6 

観光関連実務  6 

国際観光産業専門演習Ⅲ  2 

国際観光産業専門演習Ⅳ  2 
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【【別別表表９９】】各各教教科科のの指指導導法法及及びび教教職職にに関関すするる科科目目((全全学学共共通通科科目目))（（第第３３条条関関係係））  

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講 

年次 

単位数 
履修前提科目等 

必修 選択 自由 

各 

教 

科 

の 

指 

導 

法 

教英
301 

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 3   4  

教英
302 

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 3   4 英語科教育法Ⅰ 

教地
301 

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅰ 3   2  

教地
302 

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅱ 3   2 地理歴史科教育法Ⅰ 

教商
301 

商 業 科 教 育 法 Ⅰ 3   2  

教商
302 

商 業 科 教 育 法 Ⅱ 3   2 商業科教育法Ⅰ 

教保
301 

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅰ 3   2  

教保
302 

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅱ 3   2 保健体育科教育法Ⅰ 

教保
303 

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅲ 3   2 保健体育科教育法Ⅱ 

教保
304 

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅳ 3   2 保健体育科教育法Ⅲ 

教情
301 

情 報 科 教 育 法 Ⅰ 3   2  

教情
302 

情 報 科 教 育 法 Ⅱ 3   2 情報科教育法Ⅰ 

教
育
の
基
礎
的
理
解
に 

関
す
る
科
目 

教共
101 

教 育 原 理 1   2  

教共
102 

教 職 概 論 1   2  

教共

201 
教 育 制 度 論 2   2  

教共

202 
教 育 心 理 学 2   2  

教共

203 
特 別 支 援 教 育 2   2  

教共

204 
教 育 課 程 論 2   2  

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法 

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目 

教共

301 
道 徳 教 育 の 理 論 と 方 法 3   2 ※中免・養護のみ 

教共

205 
総合的な学習の時間の指導法 2   2  

教共

206 
特 別 活 動 の 指 導 法 2   2  

教共

302 

教 育 方 法 

( I C T の 活 用 を 含 む 。 ) 
3   2  

教共

303 
生 徒 指 導 の 理 論 及 び 方 法 3   2  

教共

304 
教 育 相 談 3   2  

教共

305 
進 路 指 導 論 3   2 ※養護は除く 
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【【別別表表９９】】各各教教科科のの指指導導法法及及びび教教職職にに関関すするる科科目目((全全学学共共通通科科目目))（（第第３３条条関関係係））  

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講 

年次 

単位数 
履修前提科目等 

必修 選択 自由 

各 

教 

科 

の 

指 

導 

法 

教英
301 

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 3   4  

教英
302 

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 3   4 英語科教育法Ⅰ 

教地
301 

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅰ 3   2  

教地
302 

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅱ 3   2 地理歴史科教育法Ⅰ 

教商
301 

商 業 科 教 育 法 Ⅰ 3   2  

教商
302 

商 業 科 教 育 法 Ⅱ 3   2 商業科教育法Ⅰ 

教保
301 

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅰ 3   2  

教保
302 

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅱ 3   2 保健体育科教育法Ⅰ 

教保
303 

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅲ 3   2 保健体育科教育法Ⅱ 

教保
304 

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅳ 3   2 保健体育科教育法Ⅲ 

教情
301 

情 報 科 教 育 法 Ⅰ 3   2  

教情
302 

情 報 科 教 育 法 Ⅱ 3   2 情報科教育法Ⅰ 

教
育
の
基
礎
的
理
解
に 

関
す
る
科
目 

教共
101 

教 育 原 理 1   2  

教共
102 

教 職 概 論 1   2  

教共

201 
教 育 制 度 論 2   2  

教共

202 
教 育 心 理 学 2   2  

教共

203 
特 別 支 援 教 育 2   2  

教共

204 
教 育 課 程 論 2   2  

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法 

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目 

教共

301 
道 徳 教 育 の 理 論 と 方 法 3   2 ※中免・養護のみ 

教共

205 
総合的な学習の時間の指導法 2   2  

教共

206 
特 別 活 動 の 指 導 法 2   2  

教共

302 

教 育 方 法 

( I C T の 活 用 を 含 む 。 ) 
3   2  

教共

303 
生 徒 指 導 の 理 論 及 び 方 法 3   2  

教共

304 
教 育 相 談 3   2  

教共

305 
進 路 指 導 論 3   2 ※養護は除く 

 
 
 

区分 
科目 

番号 
科  目  名 

受講 

年次 

単位数 
履修前提科目等 

必修 選択 自由 

教
育
（
養
護
）
実
践
に
関
す
る
科
目 

教実

301 
中 学 校 教 育 実 習 事 前 指 導 3   1 

※中免のみ 

※事後指導含む 

教実

302 
高等学校教育実習事前指導 3   1 

※高免のみ 

※事後指導含む 

養実

301 
養 護 実 習 事 前 指 導 3   1 ※養護のみ 

教実

401 
中 学 校 教 育 実 習 4   4  

教実

402 
高 等 学 校 教 育 実 習 4    2 

 

養実

401 
養 護 実 習 4   4 

※養護のみ 

教実

403 
教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ） 4   2 

※養護は除く 

養実

402 
教 職 実 践 演 習 （ 養 護 ） 4   2 

※養護のみ 

大学が独自に 

設定する科目 教自

301 
介 護 等 体 験 3   1 

※社会福祉施設 

※特別支援学校 

備 考 ※取得を希望する免許状の種類によって履修要件が異なるため、細心の注意を払って履修すること。 
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【別別表表１１００（（第第３３条条２２関関係係））】】教教育育職職員員免免許許状状のの所所要要資資格格にに必必要要なな授授業業科科目目のの種種類類、、単単位位数数及及びび

必必修修又又はは選選択択のの別別    

１１  中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状（（英英語語））  

教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免
許状取得に必要な最低単位数 

 

授業科目の名称 
単位数 本学におけ

る免許状取
得に必要な
最低単位数 

 

備考 

科目区分 単位数 必修 選択 

 

 

教
科
及

び
教
科

の
指
導

法
に
関

す
る
科

目 

 
 
教
科
に

関
す
る 

専
門
的 

事
項 

英語学 

 

教育の基

礎的理解

に関する

科目27単

位 

 

教科及び

教科の指

導法に関

する科目

28単位 

 

大学が独

自に設定

する科目

4単位 

 

 
 

英語音声学 

英文法 

言語学概論Ⅰ 

英語学概論 

２ 

２ 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

20単位

以上 

 
必修16
単位の
他、選
択科目
から４
単位修
得する
こと。 

 
必修及び

選択の別

は、教育

職員免許

状を取得

する上で

の必修・

選択の別

であり、

卒業要件

としての

必修・選

択の別と

は異なる

ものであ

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（事後指導含

む） 

 

英語文学 
イギリス文学 

アメリカ文学 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語コミュニケーション 

高等英語オーラル・コミ
ュニケーション 

高等英作文 

高等英語講読 

高等英語リスニング 

２ 

 

２ 

 

 

 

２ 

２ 

異文化理解 

英米文化概論Ⅰ 

英米文化概論Ⅱ 

異文化コミュニケーショ

ン論 

２ 

２ 

 

 

２ 

各教科の指導法（情報通信技術の活

用を含む。） 
英語科教育法Ⅰ 

英語科教育法Ⅱ 
４ 

４ 
  

教 
育 
の 
基 
礎 
的 
理 
解 
に 
関 
す 
る 
科 
目 
等 

 

教育の基礎的理解に関する科目 
 

教職概論 

教育原理 

教育制度論 

教育心理学 

特別支援教育 

教育課程論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

１２ 

 
道徳、総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

 

総合的な学習の時間の指

導法 

特別活動の指導法 

道徳教育の理論と方法 

教育方法(ICTの活用を含

む。) 

生徒指導の理論及び方法 

教育相談 

進路指導論 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

１４ 

教育実践に関する科目 
 

中学校教育実習事前指導 

 

中学校教育実習教職実践

演習（中・高） 

１ 

 

４ 

２ 

 

７ 

大学が独自に設定する科目 ※１ 
介護等体験 

１   

教育職員免許

法施行規則第

66条の６に定

める科目 

日本国憲法  憲法 ２    
体育  体育実技Ⅰ 

体育実技Ⅱ 
１ 
１ 

   

外国語コミュニケー

ション 

 
ﾍﾞｰｼｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

２ 
２  

  

数理、データ活用及

び人工知能に関する

科目又は情報機器の

操作 

 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾘﾃﾗｼｰ ２  

  

※１「大学が独自に設定する科目」の最低修得単位数は、４単位である。 

「教育の基礎的理解に関する科目等」又は「教科及び教科の指導法に関する科目」の超過修得単位数について

は、「大学が独自に設定する科目」の修得単位数として換算される。 
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【別別表表１１００（（第第３３条条２２関関係係））】】教教育育職職員員免免許許状状のの所所要要資資格格にに必必要要なな授授業業科科目目のの種種類類、、単単位位数数及及びび

必必修修又又はは選選択択のの別別    

１１  中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状（（英英語語））  

教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免
許状取得に必要な最低単位数 

 

授業科目の名称 
単位数 本学におけ

る免許状取
得に必要な
最低単位数 

 

備考 

科目区分 単位数 必修 選択 

 

 

教
科
及

び
教
科

の
指
導

法
に
関

す
る
科

目 

 
 
教
科
に

関
す
る 

専
門
的 

事
項 

英語学 

 

教育の基

礎的理解

に関する

科目27単

位 

 

教科及び

教科の指

導法に関

する科目

28単位 

 

大学が独

自に設定

する科目

4単位 

 

 
 

英語音声学 

英文法 

言語学概論Ⅰ 

英語学概論 

２ 

２ 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

20単位

以上 

 
必修16
単位の
他、選
択科目
から４
単位修
得する
こと。 

 
必修及び

選択の別

は、教育

職員免許

状を取得

する上で

の必修・

選択の別

であり、

卒業要件

としての

必修・選

択の別と

は異なる

ものであ

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（事後指導含

む） 

 

英語文学 
イギリス文学 

アメリカ文学 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語コミュニケーション 

高等英語オーラル・コミ
ュニケーション 

高等英作文 

高等英語講読 

高等英語リスニング 

２ 

 

２ 

 

 

 

２ 

２ 

異文化理解 

英米文化概論Ⅰ 

英米文化概論Ⅱ 

異文化コミュニケーショ

ン論 

２ 

２ 

 

 

２ 

各教科の指導法（情報通信技術の活

用を含む。） 
英語科教育法Ⅰ 

英語科教育法Ⅱ 
４ 

４ 
  

教 
育 
の 
基 
礎 
的 
理 
解 
に 
関 
す 
る 
科 
目 
等 

 

教育の基礎的理解に関する科目 
 

教職概論 

教育原理 

教育制度論 

教育心理学 

特別支援教育 

教育課程論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

１２ 

 
道徳、総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

 

総合的な学習の時間の指

導法 

特別活動の指導法 

道徳教育の理論と方法 

教育方法(ICTの活用を含

む。) 

生徒指導の理論及び方法 

教育相談 

進路指導論 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

１４ 

教育実践に関する科目 
 

中学校教育実習事前指導 

 

中学校教育実習教職実践

演習（中・高） 

１ 

 

４ 

２ 

 

７ 

大学が独自に設定する科目 ※１ 
介護等体験 

１   

教育職員免許

法施行規則第

66条の６に定

める科目 

日本国憲法  憲法 ２    
体育  体育実技Ⅰ 

体育実技Ⅱ 
１ 
１ 

   

外国語コミュニケー

ション 

 
ﾍﾞｰｼｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

２ 
２  

  

数理、データ活用及

び人工知能に関する

科目又は情報機器の

操作 

 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾘﾃﾗｼｰ ２  

  

※１「大学が独自に設定する科目」の最低修得単位数は、４単位である。 

「教育の基礎的理解に関する科目等」又は「教科及び教科の指導法に関する科目」の超過修得単位数について

は、「大学が独自に設定する科目」の修得単位数として換算される。 

２２  高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状（（英英語語））  
教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免

許状取得に必要な最低単位数 

 

授業科目の名称 
単位数 本学におけ

る免許状取
得に必要な
最低単位数 

 

備考 

科目区分 単位数 必修 選択 

 
 

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

 
 
 
教
科
に
関
す
る 
専
門
的 
事
項 

英語学 

 

教育の基

礎的理解

に関する

科目23単

位 

 

教科及び

教科の指

導法に関

する科目

24単位 

 

大学が独

自に設定

する科目

12単位 

 

 
 

英語音声学    

英文法 

言語学概論Ⅰ 

英語学概論 

２ 

２ 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

20単位
以上 

 
必修16
単位の
他、選
択科目
から４
単位修
得する
こと。 

 
必修及び

選択の別

は、教育

職員免許

状を取得

する上で

の必修・

選択の別

であり、

卒業要件

としての

必修・選

択の別と

は異なる

ものであ

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（事後指導

含む） 

英語文学 
イギリス文学 

アメリカ文学 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

英語コミュニケーション 

高等英語オーラル・コ
ミュニケーション 

高等英作文 

高等英語講読 

高等英語リスニング 

２ 

 

２ 

 

 

 

２ 

２ 

異文化理解 

英米文化概論Ⅰ 
英米文化概論Ⅱ 
異文化コミュニケーシ
ョン論 

２ 

２ 

 

 

２ 

各教科の指導法（情報通信技術

の活用を含む。） 
英語科教育法Ⅰ 

英語科教育法Ⅱ 

４ 

４ 
  

教 
育 
の 
基 
礎 
的 
理 
解 
に 
関 
す 
る 
科 
目 
等 

 

教育の基礎的理解に関する科目 
 

教職概論 

教育原理 

教育制度論 

教育心理学 

特別支援教育 

教育課程論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 
 

 

１２ 

道徳、総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目 
 
 

総合的な学習の時間の

指導法 

特別活動の指導法 

教育方法(ICTの活用を

含む。) 
生徒指導の理論及び方法 

教育相談 

進路指導論 

２ 

 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

１２ 

教育実践に関する科目 
 

高等学校教育実習事前指導 

 

高等学校教育実習 
教職実践演習（中・高） 

１ 

 

２ 

２ 

 
５ 

大学が独自に設定する科目 ※１  −−   １２ 

教育職員免許

法施行規則第

66条の６に定

める科目 

日本国憲法  憲法 ２    
体育  体育実技Ⅰ 

体育実技Ⅱ 
１ 
１ 

   

外国語コミュニケ

ーション 
 ﾍﾞｰｼｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 

ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
２ 
２  

  

数理、データ活用

及び人工知能に関

する科目又は情報

機器の操作 

 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾘﾃﾗｼｰ ２  

  

※１「大学が独自に設定する科目」の最低修得単位数は、12 単位である。 
「教育の基礎的理解に関する科目等」又は「教科及び教科の指導法に関する科目」の超過修得単位数について

は、「大学が独自に設定する科目」の修得単位数として換算される。 
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３３  高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状（（地地理理歴歴史史））  
教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免

許状取得に必要な最低単位数 

 

授業科目の名称 
単位数 本学におけ

る免許状取
得に必要な
最低単位数 

 

備考 

科目区分 単位数 必修 選択 

 

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

 
 
教
科
に
関
す
る 
専
門
的 
事
項 

日本史 

 

教育の基

礎的理解

に関する

科目23単

位 

 

教科及び

教科の指

導法に関

する科目

24単位 

 

大学が独

自に設定

する科目

12単位 

 

 

 

日本の歴史Ⅰ 

日本の歴史Ⅱ 

日本史史料購読 

２ 

２ 

 

 

２ 

 

20単位
以上 

 
必修12
単位の
他、選
択科目
から８
単位修
得する
こと。 

 
必修及び

選択の別

は、教育

職員免許

状を取得

する上で

の必修・

選択の別

であり、

卒業要件

としての

必修・選

択の別と

は異なる

ものであ

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（事後指導含

む） 

 

外国史 

世界史概論 

世界の歴史 

西欧経済史 

２  

２ 

２ 

人文地理学及び自然地理
学 

人文地理学 

観光地理学 

自然地理学概論 

地球の環境とその保全 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

地誌 

地誌学 

沖縄の天然記念物 

島嶼環境論 

２  

２ 

２ 

各教科の指導法（情報通信技術

の活用を含む。） 
地理歴史科教育法Ⅰ 

地理歴史科教育法Ⅱ 

２ 

２ 
  

教 
育 
の 
基 
礎 
的 
理 
解 
に 
関 
す 
る 
科 
目 
等 

 

教育の基礎的理解に関する科目 
 

教職概論 

教育原理 

教育制度論 

教育心理学 

特別支援教育 

教育課程論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 
 

 

１２ 

道徳、総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目 
 
 

総合的な学習の時間の

指導法 

特別活動の指導法 

教育方法(ICTの活用を

含む。) 
生徒指導の理論及び方法 

教育相談 

進路指導論 

２ 

 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

１２ 

教育実践に関する科目 
 

高等学校教育実習事前指導 

 

高等学校教育実習 
教職実践演習（中・高） 

１ 

 

２ 

２ 

 

５ 

大学が独自に設定する科目 ※１  −−   １２ 

教育職員免許

法施行規則第

66 条の６に

定める科目 

日本国憲法  憲法 ２    

体育  体育実技Ⅰ 
体育実技Ⅱ 

１ 
１ 

   

外国語コミュニケ

ーション 

 
ﾍﾞｰｼｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

２ 
２  

  

数理、データ活用

及び人工知能に関

する科目又は情報

機器の操作 

 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾘﾃﾗｼｰ ２  

  

 
 
 
  
   

※１「大学が独自に設定する科目」の最低修得単位数は、12 単位である。 
「教育の基礎的理解に関する科目等」又は「教科及び教科の指導法に関する科目」の超過修得単位数について

は、「大学が独自に設定する科目」の修得単位数として換算される。 
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３３  高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状（（地地理理歴歴史史））  
教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免

許状取得に必要な最低単位数 

 

授業科目の名称 
単位数 本学におけ

る免許状取
得に必要な
最低単位数 

 

備考 

科目区分 単位数 必修 選択 

 

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

 
 
教
科
に
関
す
る 
専
門
的 
事
項 

日本史 

 

教育の基

礎的理解

に関する

科目23単

位 

 

教科及び

教科の指

導法に関

する科目

24単位 

 

大学が独

自に設定

する科目

12単位 

 

 

 

日本の歴史Ⅰ 

日本の歴史Ⅱ 

日本史史料購読 

２ 

２ 

 

 

２ 

 

20単位
以上 

 
必修12
単位の
他、選
択科目
から８
単位修
得する
こと。 

 
必修及び

選択の別

は、教育

職員免許

状を取得

する上で

の必修・

選択の別

であり、

卒業要件

としての

必修・選

択の別と

は異なる

ものであ

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（事後指導含

む） 

 

外国史 

世界史概論 

世界の歴史 

西欧経済史 

２  

２ 

２ 

人文地理学及び自然地理
学 

人文地理学 

観光地理学 

自然地理学概論 

地球の環境とその保全 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

地誌 

地誌学 

沖縄の天然記念物 

島嶼環境論 

２  

２ 

２ 

各教科の指導法（情報通信技術

の活用を含む。） 
地理歴史科教育法Ⅰ 

地理歴史科教育法Ⅱ 

２ 

２ 
  

教 
育 
の 
基 
礎 
的 
理 
解 
に 
関 
す 
る 
科 
目 
等 

 

教育の基礎的理解に関する科目 
 

教職概論 

教育原理 

教育制度論 

教育心理学 

特別支援教育 

教育課程論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 
 

 

１２ 

道徳、総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目 
 
 

総合的な学習の時間の

指導法 

特別活動の指導法 

教育方法(ICTの活用を

含む。) 
生徒指導の理論及び方法 

教育相談 

進路指導論 

２ 

 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

１２ 

教育実践に関する科目 
 

高等学校教育実習事前指導 

 

高等学校教育実習 
教職実践演習（中・高） 

１ 

 

２ 

２ 

 

５ 

大学が独自に設定する科目 ※１  −−   １２ 

教育職員免許

法施行規則第

66 条の６に

定める科目 

日本国憲法  憲法 ２    

体育  体育実技Ⅰ 
体育実技Ⅱ 

１ 
１ 

   

外国語コミュニケ

ーション 

 
ﾍﾞｰｼｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

２ 
２  

  

数理、データ活用

及び人工知能に関

する科目又は情報

機器の操作 

 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾘﾃﾗｼｰ ２  

  

 
 
 
  
   

※１「大学が独自に設定する科目」の最低修得単位数は、12 単位である。 
「教育の基礎的理解に関する科目等」又は「教科及び教科の指導法に関する科目」の超過修得単位数について

は、「大学が独自に設定する科目」の修得単位数として換算される。 

４４  高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状（（商商業業））  
教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免

許状取得に必要な最低単位数 

 

授業科目の名称 
単位数 本学におけ

る免許状取
得に必要な
最低単位数 

 

備考 

科目区分 単位数 必修 選択 

 

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

 
 
教
科
に
関
す
る 
専
門
的 
事
項 

商業関係科目 

 

教育の基

礎的理解

に関する

科目23単

位 

 

教科及び

教科の指

導法に関

する科目

24単位 

 

大学が独

自に設定

する科目

12単位 

 

 
 

経営学総論   

簿記原理 

上級簿記 

ミクロ経学 

マクロ経済学 

マーケティング論 

流通論 

会社法 

会計学原理 

原価計算 

経済政策 

観光学概論 

観光事業論 

２ 

４ 

 

 

 

２ 

２ 

 

 

 

 

２ 

 

 

４ 

２ 

２ 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

 

20単位
以上 

 
必修14
単位の
他、選
択科目
から４
単位修
得する
こと。 

 
必修及び

選択の別

は、教育

職員免許

状を取得

する上で

の必修・

選択の別

であり、

卒業要件

としての

必修・選

択の別と

は異なる

ものであ

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（事後指導含

む） 

 

職業指導 
職業指導Ⅰ 

職業指導Ⅱ 

２ 

２ 

 

各教科の指導法（情報通信技術

の活用を含む。） 
商業科教育法Ⅰ 

商業科教育法Ⅱ 

２ 

２ 
  

教 
育 
の 
基 
礎 
的 
理 
解 
に 
関 
す 
る 
科 
目 
等 

 

教育の基礎的理解に関する科目 
 

教職概論 

教育原理 

教育制度論 

教育心理学 

特別支援教育 

教育課程論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 
 

 

１２ 

道徳、総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目 
 
 

総合的な学習の時間の

指導法 

特別活動の指導法 

教育方法(ICTの活用を

含む。) 
生徒指導の理論及び方法 

教育相談 

進路指導論 

２ 

 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

１２ 

教育実践に関する科目 
 

高等学校教育実習事前指導 

 

高等学校教育実習 
教職実践演習（中・高） 

１ 

 

２ 

２ 

 
５ 

大学が独自に設定する科目 ※１  −−   １２ 

教育職員免許

法施行規則第

66条の６に定

める科目 

日本国憲法  憲法 ２    
体育  体育実技Ⅰ 

体育実技Ⅱ 
１ 
１ 

   

外国語コミュニケ

ーション 
 ﾍﾞｰｼｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 

ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
２ 
２  

  

数理、データ活用

及び人工知能に関

する科目又は情報

機器の操作 

 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾘﾃﾗｼｰ ２ 

   

※１「大学が独自に設定する科目」の最低修得単位数は、12 単位である。 
「教育の基礎的理解に関する科目等」又は「教科及び教科の指導法に関する科目」の超過修得単位数について

は、「大学が独自に設定する科目」の修得単位数として換算される。 
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【【別別表表１１１１】】卒卒業業にに必必要要なな単単位位数数（（第第４４条条関関係係））    

国国際際学学部部国国際際文文化化学学科科  

授授業業科科目目のの区区分分  単単位位数数  備備考考  

国
際
文
化
学
科 

教
養
教
育
科
目 

共
通
コ
ア
科
目 

ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル 科 目 ８単位以上 

４２単位以上 

ラ イ フ デ ザ イ ン 科 目 ２単位以上 
思 想 と 論 理 科 目 ２単位以上 
沖 縄 理 解 科 目 ２単位以上 
健 康 ス ポ ー ツ 科 目 ２単位以上 

共
通
選
択
科
目 

外 国 語 科 目 １０単位以上 
国 際 理 解 科 目 ４単位以上 
人 文 科 学 科 目 ４単位以上 
社 会 科 学 科 目 ４単位以上 
自 然 科 学 科 目 ４単位以上 

専
門
教

育
科
目 

専 門 基 礎 科 目 １４単位以上 
６６単位以上 専 門 発 展 ・ 応 用 科 目 ４０単位以上 

演 習 科 目 １２単位以上 
自 由 選 択 科 目 １６単位以上 １６単位以上 

合       計 １２４単位以上 １２４単位以上 
 

国国際際学学部部国国際際観観光光産産業業学学科科  

授授業業科科目目のの区区分分  単単位位数数  備備考考  

国
際
観
光
産
業
学
科 

教
養
教
育
科
目 

共
通
コ
ア
科
目 

ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル 科 目 ８単位以上 

４２単位以上 

ラ イ フ デ ザ イ ン 科 目 ２単位以上 

思 想 と 論 理 科 目 ２単位以上 

沖 縄 理 解 科 目 ２単位以上 

健 康 ス ポ ー ツ 科 目 ２単位以上 

共
通
選
択
科
目 

外 国 語 科 目 １０単位以上 

国 際 理 解 科 目 4単位以上 

人 文 科 学 科 目 ４単位以上 

社 会 科 学 科 目 ４単位以上 

自 然 科 学 科 目 ４単位以上 

専
門
教
育
科
目 

専 門 基 礎 科 目 

必修  ６単位以上 

選択必修、選択  

８単位以上 

６６単位以上 

専 門 発 展 ・ 応 用 科 目 

必修  ８単位以上 

選択必修、選択   

３２単位以上 

演 習 科 目 １２単位以上 

自 由 選 択 科 目 １６単位以上 １６単位以上 

合       計 １２４単位以上 １２４単位以上 
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【【別別表表１１１１】】卒卒業業にに必必要要なな単単位位数数（（第第４４条条関関係係））    

国国際際学学部部国国際際文文化化学学科科  

授授業業科科目目のの区区分分  単単位位数数  備備考考  

国
際
文
化
学
科 

教
養
教
育
科
目 

共
通
コ
ア
科
目 

ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル 科 目 ８単位以上 

４２単位以上 

ラ イ フ デ ザ イ ン 科 目 ２単位以上 
思 想 と 論 理 科 目 ２単位以上 
沖 縄 理 解 科 目 ２単位以上 
健 康 ス ポ ー ツ 科 目 ２単位以上 

共
通
選
択
科
目 

外 国 語 科 目 １０単位以上 
国 際 理 解 科 目 ４単位以上 
人 文 科 学 科 目 ４単位以上 
社 会 科 学 科 目 ４単位以上 
自 然 科 学 科 目 ４単位以上 

専
門
教

育
科
目 

専 門 基 礎 科 目 １４単位以上 
６６単位以上 専 門 発 展 ・ 応 用 科 目 ４０単位以上 

演 習 科 目 １２単位以上 
自 由 選 択 科 目 １６単位以上 １６単位以上 

合       計 １２４単位以上 １２４単位以上 
 

国国際際学学部部国国際際観観光光産産業業学学科科  

授授業業科科目目のの区区分分  単単位位数数  備備考考  

国
際
観
光
産
業
学
科 

教
養
教
育
科
目 

共
通
コ
ア
科
目 

ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル 科 目 ８単位以上 

４２単位以上 

ラ イ フ デ ザ イ ン 科 目 ２単位以上 

思 想 と 論 理 科 目 ２単位以上 

沖 縄 理 解 科 目 ２単位以上 

健 康 ス ポ ー ツ 科 目 ２単位以上 

共
通
選
択
科
目 

外 国 語 科 目 １０単位以上 

国 際 理 解 科 目 4単位以上 

人 文 科 学 科 目 ４単位以上 

社 会 科 学 科 目 ４単位以上 

自 然 科 学 科 目 ４単位以上 

専
門
教
育
科
目 

専 門 基 礎 科 目 

必修  ６単位以上 

選択必修、選択  

８単位以上 

６６単位以上 

専 門 発 展 ・ 応 用 科 目 

必修  ８単位以上 

選択必修、選択   

３２単位以上 

演 習 科 目 １２単位以上 

自 由 選 択 科 目 １６単位以上 １６単位以上 

合       計 １２４単位以上 １２４単位以上 

 
 

 

  
 

名桜大学国際学部単位認定基準 
 

（令和５年４月１日制定） 

 

（趣旨） 

第１条 この基準は、名桜大学学則（平成６年４月１日制定。以下「学則」という。）第３

３条から第３５条までの規定に定める認定に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （単位認定の方針、単位の認定） 

第２条 学則第３３条に定める大学等の協議に基づき履修させた授業科目については、原

則として本学で修得した単位として認める。 

２ 学則第３４条に定める大学以外の教育施設等における学修については、大学教育に相

当する水準を有すると認めたものについて行うものとする。 

３ 学則第３５条に定める既修得単位の認定は、次のとおりとする。 

(1) 教養教育科目は、原則として科目区分ごとに一括して単位を認定することがで 

きる。 

 (2) 専門教育科目は、原則として科目区分ごとに一括して単位を認定することができる。 

 (3) 前２号の規定において入学以前に履修した科目の内容が本学の開設する科目の内

容と合致する場合は、本学の開設する科目の名称に読み替え単位を認定することがで

きる。 

 (4) 一括認定ができず、また、入学以前に履修した科目の内容が本学の開設する科目の

内容と合致しない場合は、自由選択科目として単位を認定することができる。 

４ 第１項、第２項並びに第３項で認定された科目等の評価は、「認定」で表示するものと

する。 

（単位認定の通知） 

第３条 学長は、認定した単位及び授業科目について、単位認定結果を学生へ通知する。 

 （単位認定に伴う指導） 

第４条 単位認定を行った場合は、認定した単位に代えて他の選択科目の履修を行わせる

など学習内容の充実を図るよう適切な指導を行うものとする。 

 （補則） 

第５条 この基準に定めるもののほか、単位の認定に関し必要な事項は、国際学部教務委

員会並びに教授会の議を経て学長が別に定める。 

 
 

附 則 

 この基準は、令和５年４月１日から施行する。 
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名桜大学国際学部が定める大学以外の教育施設等における学修の単位認定 
に関する取扱要項 

（平成１５年１１月１９日制定） 
 
 （趣旨） 
第１条 名桜大学学則（平成６年４月１日制定）第３４条の規定に基づき、文部科学

大臣が定める学修を名桜大学（以下「本学」という。）における授業科目の履修と

みなし、本学の卒業に必要な単位として認定する場合の学修の範囲、単位数及び手

続に関する事項については、この取扱要項に定めるところによる。 
 （単位を認定することができる学修の範囲等） 
第２条 本学が教育上有益と認め、本学における授業科目の履修とみなし、単位を認

定することができる学修は、別表に定めるものとする。 
２ 前項に規定する単位認定を申請できる者は、次の各号のいずれかに該当する者と

し、申請する場合は、大学以外の教育施設等における学修に係る単位認定申請書（様

式第１号）に合格証等の写しを添え、各学期の終了する１か月前までに、教務課に

提出するものとする。 
(1) 本学入学（再入学、編入学及び転入学を含む。）前に、前項に定める学修に合

格している者 

(2) 本学在学中に、前項に定める学修に合格している者 

３ 前項の規定による単位認定の申請に基づき、本学において履修したとみなす授業

科目及び認定する単位数は、別表に定めるものとする。 
 （単位の認定及び評価） 
第３条 単位の認定は、教務委員会及び教授会の議を経て学長が行う。 
２ 本学が履修したとみなす授業科目の成績の評価は、秀、優、良又は可に替えて「認

定」とする。 
 （認定の通知） 
第４条 学長は、認定した授業科目及び単位について認定した結果を学生に通知する。 
 （補則） 
第５条 この取扱要項に定めるもののほか、文部科学大臣が定める学修に関し必要な

事項は、教務委員会が別に定める。 
２ この取扱要項の改正及び廃止は、教授会の議を経て学長が定める。 
 
 

附 則（平成１５年１１月１９日） 
 この取扱要項は、平成１５年１１月１９日から施行する。 
   附 則（平成１６年３月１７日） 

この取扱要項は、平成１６年３月１７日から施行する。 
   附 則（平成１７年３月２９日） 

この取扱要項は、平成１７年４月１日から施行する。 
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名桜大学国際学部が定める大学以外の教育施設等における学修の単位認定 
に関する取扱要項 

（平成１５年１１月１９日制定） 
 
 （趣旨） 
第１条 名桜大学学則（平成６年４月１日制定）第３４条の規定に基づき、文部科学

大臣が定める学修を名桜大学（以下「本学」という。）における授業科目の履修と

みなし、本学の卒業に必要な単位として認定する場合の学修の範囲、単位数及び手

続に関する事項については、この取扱要項に定めるところによる。 
 （単位を認定することができる学修の範囲等） 
第２条 本学が教育上有益と認め、本学における授業科目の履修とみなし、単位を認

定することができる学修は、別表に定めるものとする。 
２ 前項に規定する単位認定を申請できる者は、次の各号のいずれかに該当する者と

し、申請する場合は、大学以外の教育施設等における学修に係る単位認定申請書（様

式第１号）に合格証等の写しを添え、各学期の終了する１か月前までに、教務課に

提出するものとする。 
(1) 本学入学（再入学、編入学及び転入学を含む。）前に、前項に定める学修に合

格している者 

(2) 本学在学中に、前項に定める学修に合格している者 

３ 前項の規定による単位認定の申請に基づき、本学において履修したとみなす授業

科目及び認定する単位数は、別表に定めるものとする。 
 （単位の認定及び評価） 
第３条 単位の認定は、教務委員会及び教授会の議を経て学長が行う。 
２ 本学が履修したとみなす授業科目の成績の評価は、秀、優、良又は可に替えて「認

定」とする。 
 （認定の通知） 
第４条 学長は、認定した授業科目及び単位について認定した結果を学生に通知する。 
 （補則） 
第５条 この取扱要項に定めるもののほか、文部科学大臣が定める学修に関し必要な

事項は、教務委員会が別に定める。 
２ この取扱要項の改正及び廃止は、教授会の議を経て学長が定める。 
 
 

附 則（平成１５年１１月１９日） 
 この取扱要項は、平成１５年１１月１９日から施行する。 
   附 則（平成１６年３月１７日） 

この取扱要項は、平成１６年３月１７日から施行する。 
   附 則（平成１７年３月２９日） 

この取扱要項は、平成１７年４月１日から施行する。 

  附 則（平成１９年３月２７日） 
この取扱要項は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２３年３月１６日） 
この取扱要項は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則（平成２５年１２月１８日） 
この取扱要項は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年１２月２０日） 
この取扱要項は、平成３０年４月１日から施行する。ただし、平成３０年３月３１

日以前に入学し、引き続き在学する者には、従前の取扱要項を適用する。 
附 則（令和５年２月１５日） 

この取扱要項は、令和５年４月１日から施行する。ただし、令和５年３月３１日以
前に入学し、引き続き在学する者には、従前の取扱要項を適用する。
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別表（第２条関係） 

１ 文部科学大臣が定める学修のうち、本学で履修したとみなす授業科目 
２ 単位の認定及び改廃については、教務委員会の審議を経て教授会が決定する。 

資 格 名 本学の授業科目 単位 

実用英語技能検定２級以上 ビジネス英語Ⅰ 
プラクティカル・イングリッシュⅡ 

 

２ 

２ 

T O E I C 5 1 9 点 以上 ビジネス英語Ⅰ 
プラクティカル・イングリッシュⅠ 

 

２ 

２ 

実用フランス語技能検定４級以上 フランス語Ⅰ 

フランス語Ⅱ 

 

２ 

２ 

実用スペイン語検定４級以上 スペイン語Ⅰ 

スペイン語Ⅱ 

 

２ 

２ 

日本中国語検定４級以上 中国語Ⅰ 

中国語Ⅱ 

 

２ 

２ 

HSK（４級、５級、６級） 中国語Ⅰ 

中国語Ⅱ 

 

２ 

２ 

ハングル能力検定４級以上 韓国語Ⅰ 

韓国語Ⅱ 

 

２ 

２ 

韓国語能力検定初級（旧１級、２級） 韓国語Ⅰ 

韓国語Ⅱ 

 

２ 

２ 

日本商工会議所簿記検定試験３級又は 

全国商業高等学校協会簿記検定２級若しくは 

全国経理教育協会簿記能力検定２級（商業簿記） 

 

簿記原理 ４ 

日本商工会議所簿記検定試験２級以上又は 

全国商業高等学校協会簿記検定１級（会計・原価計算）若しくは

全国経理教育協会簿記能力検定１級 

   （商業簿記・会計学及び原価計算・工業簿記）以上 

 

簿記原理 

上級簿記 

原価計算 

４ 

４ 

２ 

全国経理教育協会簿記能力検定１級（商業簿記・会計学のみ合格） 簿記原理 

上級簿記 

 

４ 

４ 

全国経理教育協会簿記能力検定１級（原価計算・工業簿記のみ合格） 簿記原理 

原価計算 

 

４ 

２ 

IT パスポート又は基本情報技術者 情報処理論 

コンピュータ概論 

 

２ 

２ 

数学検定２級 数学 

 
２ 
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 欠席及び成績評価の対象等に関する申合せ 

（平成６年７月２７日制定） 

 

（趣旨） 

第１条 この申合せは、名桜大学（以下「本学」という。）における授業等の欠席及び

期末試験等の受験資格等に関し定めるものとする。 

（授業への出席及び欠席、公欠届提出期限及び学修） 

第２条 学生は、登録した科目の授業に常に出席しなければならない。 

２ やむを得ず欠席する場合は、原則として事前に欠席届（様式第１号）を担当教員に

提出しなければならない。 

３ 病気又はその他の理由で１週間以上欠席する場合は、医師の診断書（又は写し）又

は欠席理由書（様式第２号）を添えるものとする。 

４ 次の事由による欠席については、これを公欠席として許可し、出席扱いではないが、

通常の欠席とはしない。 

(1) 忌引 

 ア １親等及び配偶者は、７日以内（休日等を含む） 

 イ ２親等は、５日以内（休日等を含む） 

(2) 学校保健安全法施行規則（昭和３３年文部省令第１８号）で定められた感染症 

 (3) 裁判員制度による裁判所への出廷 

(4) 教育実習、養護実習、看護実習及び介護等体験 

５ 前項の規定により許可を受けようとする者は、原則として、事由後１週間以内まで

に、公欠席願（様式第３号）を教務課に提出しなければならない。 

６ 授業担当教員は、第４項に掲げる公欠席があった場合、当該学生に対し必要な学修

を課すものとする。 

（公欠席と手続） 

第３条 公欠席となる事由等については、別表のとおりとする。 

２ 公欠席の回数の上限は、次の各号のとおりとする。 

(1)  １個学期の授業回数が８回以下の場合は、１回 

(2)  １個学期の授業回数が１５回の場合は、２回 

(3)  １個学期の授業回数が３０回の場合は、４回 

(4)  上記(1)～(3)に該当しない場合は、全学教務委員長が判断するものとする 

３ 公欠席は、原則として学生本人が願い出るものとする。 

（成績評価の対象） 

第４条 成績評価の対象者は、原則として授業時間の３分の２以上出席した者とする。 

（改廃） 

第５条 この申合せの改廃は、全学教務委員会の議を経て学長が定める。 
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附 則 

この申合せは、平成６年７月２７日から施行し、平成６年４月１日から適用する。 

附 則 

この申合せは、平成１５年４月１日から施行する。 

附 則 

この申合せは、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

この申合せは、平成２０年１２月４日から施行する。 

附 則 

この申合せは、平成２２年６月１０日から施行する。 

附 則 

この申合せは、平成２３年３月１日から施行する。 

附 則（平成２６年２月１７日） 

この申合せは、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年１月２７日） 

この申合せは、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年１２月２２日） 

この申合せは、令和３年４月１日から施行し、令和３年４月１日に在籍する全学生に

適用する。 

附 則（令和３年１０月２７日） 

この申合せは、令和４年４月１日から施行し、令和４年４月１日に在籍する全学生に

適用する。 

附 則（令和４年１２月２８日） 

この申合せは、令和４年１２月２８日から施行し、令和４年４月１日に在籍する全学

生に適用する。 
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附 則 

この申合せは、平成６年７月２７日から施行し、平成６年４月１日から適用する。 

附 則 

この申合せは、平成１５年４月１日から施行する。 

附 則 

この申合せは、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

この申合せは、平成２０年１２月４日から施行する。 

附 則 

この申合せは、平成２２年６月１０日から施行する。 

附 則 

この申合せは、平成２３年３月１日から施行する。 

附 則（平成２６年２月１７日） 

この申合せは、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年１月２７日） 

この申合せは、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年１２月２２日） 

この申合せは、令和３年４月１日から施行し、令和３年４月１日に在籍する全学生に

適用する。 

附 則（令和３年１０月２７日） 

この申合せは、令和４年４月１日から施行し、令和４年４月１日に在籍する全学生に

適用する。 

附 則（令和４年１２月２８日） 

この申合せは、令和４年１２月２８日から施行し、令和４年４月１日に在籍する全学

生に適用する。 

  

 

別表（第３条関係） 

「公欠席」対象項目と手続等 

公欠席対象項目 添付資料 対象者 備  考 

忌引 

公的証明書また

は事実を証明す

る書類を添付し

申請。 

１～４年次   

感染症＊ 

診断書、または

感染したことが

確認できる書類 

１～４年次 

*学校保健安全法施行規則で

定められた感染症。 

事後に診断書等を添付し申請 

裁判員制度による裁

判所への出廷 

裁判所からの通

知書等 
１～４年次  

教育実習、養護実習、

看護実習及び介護等

体験 

参加することが

分かる書類等 
1～4年次  

 

Ⅹ　
学
則
・
諸
規
定

217



名桜大学試験等不正行為取扱要項 
（令和４年１２月２８日制定） 

 
（趣旨） 

第１条 この要項は、名桜大学学生懲戒規程（令和２年１月２９日制定。以下「懲戒規程」

という。）第１３条の規定に基づき、試験等における不正防止に関する取扱いについて必

要な事項を定めるものする。 
（定義） 

第２条 試験等における不正行為とは、次の掲げる行為をいう。 
（１）試験(授業内で実施される小テストを含む。以下同じ。)における不正行為 

ア 身代わり受験をさせること。 
イ カンニングペーパーを使用すること又は試験監督者から指示のない書籍、機器

等による情報等を参照し解答すること。 
ウ 他者の答案を見ること又は解答を尋ねること。 
エ 試験監督者の注意又は指示に従わないこと。 
オ アからエまでに掲げる行為を幇助すること。 
カ その他公正な試験を妨げると認められる行為 

（２）レポート(成績評価の対象となる小レポートを含む。以下同じ。)等の作成における

不正行為 
ア 作成において、捏造、改ざん、盗用等を行うこと。 
イ 他者のレポートを自分のものとして提出すること。 
ウ ア及びイに掲げる行為を幇助すること。 
エ その他公正な成績評価を妨げると認められる行為 

 （試験等における不正行為の確認） 
第３条 試験監督者は、試験において不正行為を行っていることが疑われる受験者(前条第

１項第１号オに掲げる幇助をした者を含む。以下同じ。)に対し、当該試験の受験を中止

させ、学生証、答案用紙及び不正行為関係物品を提出させ、退室させる。 
２ 試験監督者は、試験終了後、速やかに当該授業科目を開設する学部長等に不正行為の内

容を報告するものとする。 
３ 前項の報告を受けた学部長等は、試験監督者の立会いの下に当該学生から事情を聴取

し、不正行為の事実確認を行う。 
４ 全学教務委員長は、学生懲戒委員会へ不正行為の報告を行う。 
 （レポート等における不正行為の確認） 
第４条 レポート等における不正行為の確認は前条に準じて行う。 
（単位の取扱い） 

第５条 不正行為を行った者の成績評価については、原則として、当該学期に履修している

Ⅹ　
学
則
・
諸
規
定

218



名桜大学試験等不正行為取扱要項 
（令和４年１２月２８日制定） 

 
（趣旨） 

第１条 この要項は、名桜大学学生懲戒規程（令和２年１月２９日制定。以下「懲戒規程」

という。）第１３条の規定に基づき、試験等における不正防止に関する取扱いについて必

要な事項を定めるものする。 
（定義） 

第２条 試験等における不正行為とは、次の掲げる行為をいう。 
（１）試験(授業内で実施される小テストを含む。以下同じ。)における不正行為 

ア 身代わり受験をさせること。 
イ カンニングペーパーを使用すること又は試験監督者から指示のない書籍、機器

等による情報等を参照し解答すること。 
ウ 他者の答案を見ること又は解答を尋ねること。 
エ 試験監督者の注意又は指示に従わないこと。 
オ アからエまでに掲げる行為を幇助すること。 
カ その他公正な試験を妨げると認められる行為 

（２）レポート(成績評価の対象となる小レポートを含む。以下同じ。)等の作成における

不正行為 
ア 作成において、捏造、改ざん、盗用等を行うこと。 
イ 他者のレポートを自分のものとして提出すること。 
ウ ア及びイに掲げる行為を幇助すること。 
エ その他公正な成績評価を妨げると認められる行為 

 （試験等における不正行為の確認） 
第３条 試験監督者は、試験において不正行為を行っていることが疑われる受験者(前条第

１項第１号オに掲げる幇助をした者を含む。以下同じ。)に対し、当該試験の受験を中止

させ、学生証、答案用紙及び不正行為関係物品を提出させ、退室させる。 
２ 試験監督者は、試験終了後、速やかに当該授業科目を開設する学部長等に不正行為の内

容を報告するものとする。 
３ 前項の報告を受けた学部長等は、試験監督者の立会いの下に当該学生から事情を聴取

し、不正行為の事実確認を行う。 
４ 全学教務委員長は、学生懲戒委員会へ不正行為の報告を行う。 
 （レポート等における不正行為の確認） 
第４条 レポート等における不正行為の確認は前条に準じて行う。 
（単位の取扱い） 

第５条 不正行為を行った者の成績評価については、原則として、当該学期に履修している

授業科目の全てを「不可」とする。 
 （処分） 
第６条 不正行為を行った者は、懲戒規程第６条の規定に基づき、懲戒処分を行う。 
（所管） 

第７条 不正行為を行った者の成績の取扱いに関する事務は、教務課が所管する。 
（改廃） 

第８条 この要項の改廃は、全学教務委員会の議を経て全学教務委員長が行う。 
 
 
   附 則 
 この要項は、令和４年１２月２８日より施行する。 

Ⅹ　
学
則
・
諸
規
定

219



 
 
学業不振を理由とする休学に関する申合せ 

   （令和５年４月１日制定） 
 
（趣旨） 

第１条 この申合せは、学業不振を理由とする者が、学則第２９条第７号（卒業に要する最終学年を

除く一学年の修得単位｟第３５条により認定された単位を除く。｠が１６単位未満の者）に定める

除籍を回避する目的から、学期末又は年度末に休学を願出る行為を防止するために制定する。 
 （休学の願出期限） 
第２条 学業不振を理由とする学期中途の休学の願出期限は、次のとおりとする。 
 (1) 前期は、６月末までとする。 
 (2) 後期は、１２月末までとする。 
 （雑則） 
第３条 この申合せの改廃は、全学教務委員会の議を経て、全学教務委員長が行う。 
 
 

附 則 
 この申合せは、令和５年４月１日から施行し、令和５年４月１日に在籍する全学生に適用する。 
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学業不振を理由とする休学に関する申合せ 

   （令和５年４月１日制定） 
 
（趣旨） 

第１条 この申合せは、学業不振を理由とする者が、学則第２９条第７号（卒業に要する最終学年を

除く一学年の修得単位｟第３５条により認定された単位を除く。｠が１６単位未満の者）に定める

除籍を回避する目的から、学期末又は年度末に休学を願出る行為を防止するために制定する。 
 （休学の願出期限） 
第２条 学業不振を理由とする学期中途の休学の願出期限は、次のとおりとする。 
 (1) 前期は、６月末までとする。 
 (2) 後期は、１２月末までとする。 
 （雑則） 
第３条 この申合せの改廃は、全学教務委員会の議を経て、全学教務委員長が行う。 
 
 

附 則 
 この申合せは、令和５年４月１日から施行し、令和５年４月１日に在籍する全学生に適用する。 

暴風時の授業の取扱いに関する申合せ 

（平成６年７月２７日制定） 

 

 （趣旨） 

第１条 この申合せは、暴風時における授業の取扱いに関し必要な事項を定めるものとす

る。 

 （暴風警報発令の場合の授業の取扱い） 

第２条 暴風による事故の発生を防止するため、暴風雨時の場合の授業の取扱いは次のと

おりとする。 

(1) 午前７時現在、沖縄本島の一部に暴風警報（以下「警報」という。）が発令されてい

る場合（ただし、沖縄本島の周辺離島及び海上に発令された警報は除く。）は、午前中

の授業は休講とする。ただし、午前１０時までに警報が解除された場合は、３時限目か

ら授業を行う。 

(2) 午前１０時までに警報が解除されない場合は、当該日の全ての授業を休講とし、構

内への入構を禁ずる。 

(3) 授業中に警報が発令された場合は、直ちに授業を中止する。 

(4) 警報発令時は、学生の身の安全を最優先し、授業の実施方法（対面・遠隔）にかか

わらず、全ての授業を休講とする。 

(5) 警報発令によって休講となった授業の補講は、学年暦に定められた一斉補講日又は

学長が指定する日時に実施する。 

(6) その他、この取扱い以外に緊急事態が生じた場合は、学長は速やかに適切な措置を

講じるものとする。 

 

 

附 則 

 この申合せは、平成６年７月２７日から施行する。 

   附 則（平成２４年６月２７日） 

 この申合せは、平成２４年６月２７日から施行する。 

附 則（令和３年８月２５日） 

 この申合せは、令和３年８月２５日から施行する。 
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名桜大学科目等履修生規程 

（平成６年４月１日制定） 

 

  （趣旨） 

第１条  この規程は、名桜大学学則（平成６年４月１日制定。以下「学則」とい

う。）第３９条第２項の規定、名桜大学大学院学則（平成１３年４月１日制定。以

下「大学院学則」という。）第４７条に規定する科目等履修生及び名桜大学助産学

専攻科規則（平成２９年４月１日制定。以下「専攻科規則」という。）第１８条に

規定する科目等履修生に関し必要な事項を定めるものとする。 

  （入学資格） 

第２条  国際学群及び人間健康学部（以下「学部等」という。）の科目等履修生と

して入学することのできる者は、学則第１９条に規定する入学資格を有する者とす

る。 

２ 大学院の科目等履修生として入学することのできる者は、大学院学則第１７条に

規定する入学資格のうち、当該研究科の課程の入学資格を有する者とする。 

３ 助産学専攻科（以下「専攻科」という。）の科目等履修生として入学することの

できる者は、専攻科規則第９条に規定する入学資格を有する者とする。 

  （出願書類） 

第３条  科目等履修生として入学を志願する者は、次の書類を提出しなければなら

ない。 

(1) 科目等履修生願書（様式第１号） 

(2) 履歴書（様式第２号） 

(3) 学力判定に必要な書類 

  （科目等履修生の選考） 

第４条  学部等科目等履修生の選考は、当該学部等教授会が行う。 

２ 大学院科目等履修生の選考は、当該研究科委員会が行う。 

３ 専攻科科目等履修生の選考は、人間健康学部教授会が行う。 

  （入学手続き及び入学許可） 

第５条  前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに入

学の手続きを行わなければならない。 

２  学長は、前項の手続を完了した者に科目等履修生として入学を許可する。 

  （入学の時期） 

第６条  科目等履修生の入学の時期は、学期の始めとする。 

  （科目等履修生の期間） 

第７条  科目等履修生の在学期間は、当該学期限りとする。 

  （検定料、履修料等） 

第８条  科目等履修生の検定料及び履修料の額は、公立大学法人名桜大学学費等及

び諸納入金に関する規程（平成２２年４月１日制定）の定めるところによる。 
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名桜大学科目等履修生規程 

（平成６年４月１日制定） 

 

  （趣旨） 

第１条  この規程は、名桜大学学則（平成６年４月１日制定。以下「学則」とい

う。）第３９条第２項の規定、名桜大学大学院学則（平成１３年４月１日制定。以

下「大学院学則」という。）第４７条に規定する科目等履修生及び名桜大学助産学

専攻科規則（平成２９年４月１日制定。以下「専攻科規則」という。）第１８条に

規定する科目等履修生に関し必要な事項を定めるものとする。 

  （入学資格） 

第２条  国際学群及び人間健康学部（以下「学部等」という。）の科目等履修生と

して入学することのできる者は、学則第１９条に規定する入学資格を有する者とす

る。 

２ 大学院の科目等履修生として入学することのできる者は、大学院学則第１７条に

規定する入学資格のうち、当該研究科の課程の入学資格を有する者とする。 

３ 助産学専攻科（以下「専攻科」という。）の科目等履修生として入学することの

できる者は、専攻科規則第９条に規定する入学資格を有する者とする。 

  （出願書類） 

第３条  科目等履修生として入学を志願する者は、次の書類を提出しなければなら

ない。 

(1) 科目等履修生願書（様式第１号） 

(2) 履歴書（様式第２号） 

(3) 学力判定に必要な書類 

  （科目等履修生の選考） 

第４条  学部等科目等履修生の選考は、当該学部等教授会が行う。 

２ 大学院科目等履修生の選考は、当該研究科委員会が行う。 

３ 専攻科科目等履修生の選考は、人間健康学部教授会が行う。 

  （入学手続き及び入学許可） 

第５条  前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに入

学の手続きを行わなければならない。 

２  学長は、前項の手続を完了した者に科目等履修生として入学を許可する。 

  （入学の時期） 

第６条  科目等履修生の入学の時期は、学期の始めとする。 

  （科目等履修生の期間） 

第７条  科目等履修生の在学期間は、当該学期限りとする。 

  （検定料、履修料等） 

第８条  科目等履修生の検定料及び履修料の額は、公立大学法人名桜大学学費等及

び諸納入金に関する規程（平成２２年４月１日制定）の定めるところによる。 

２  実験及び実習等に要する経費は、別に負担させることがある。 

  （単位の授与） 

第９条  科目等履修生が履修した授業科目については、試験及び出席状況その他に

よって認定の上、単位を与える。 

  （検定料及び履修料の取扱い） 

第１０条  既納の検定料及び履修料は、還付しない。 

  （学内規則等の準用） 

第１１条  科目等履修生については、この規程に定めるもののほか、学内規則等を

準用する。 

（規程の改廃） 

第１２条 この規程の改廃は、全学教務委員会の議を経て全学教務委員長が定める。 

  （補則） 

第１３条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

 

      附  則 

  この規程は、平成６年４月１日から施行する。 

      附  則 

  この規程は、平成８年４月１日から施行する。 

      附  則 

  この規程は、平成１２年４月１日から施行する。 

      附  則 

  この規程は、平成１７年４月１日から施行する。 

      附  則 

  この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

附  則（平成２２年３月１０日） 

  この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

附  則（平成２９年２月２２日） 

  この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

附  則（平成３１年３月１８日） 

  この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

附  則（令和２年１２月２２日） 

  この規程は、令和３年４月１日から施行する。
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名桜大学転学部規程 
（平成１７年４月１日制定）  

 
  （趣旨）  
第１条   この規程は、名桜大学学則（平成６年４月１日制定）第３０条第２項に基

づき、名桜大学に在学する学生の他学群及び学部（以下「学部」という。）への

転出（以下「転学部」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。  
 （転学部） 
第２条 転学部による学生の受入れは、学年の始めとする。 
  （出願）  
第３条   転学部の出願は、入学した学部で１年以上の修業期間及び３０単位以上

の単位取得が見込まれる学生から行うことができる。 
  （出願書類）  
第４条   転学部を志願する者は、次の書類及び検定料を１月末までに教務課に提

出しなければならない。  
(1) 転学部願書（別記様式） 

(2) 所属学部の長の転学部承諾書 

(3) 転学部検定料 

  （選考方法）  
第５条   転学部の選考は、在学中の成績、入学した際の入学試験の成績及び転学

部をしようとする学部（以下「当該学部」という。）が行う試験、面接等の結果

を総合して判定する。 
  （転学部の許可）  
第６条   転学部は、当該学部の教授会の議を経て学長が許可する。 
  （修業年限及び修得単位の取扱い） 
第７条   転学部を許可された者の修業年限及び修得した単位は、当該学部の教授

会の議を経て、学長が決定する。 
  （授業料等の取扱い）  
第８条   転学部を許可された者の授業料等は、当該学部の相当年次の学生と同額

とする。 
 （補則） 
第９条 この規程に定めるもののほか、転学部に関し必要な事項は、教育研究審

議会の議を経て学長が別に定める。 
 
 

附   則（平成１７年３月２９日） 
  この規程は、平成１７年４月１日から施行する。  

   附 則（平成１９年２月２８日） 
 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。  
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名桜大学転学部規程 
（平成１７年４月１日制定）  

 
  （趣旨）  
第１条   この規程は、名桜大学学則（平成６年４月１日制定）第３０条第２項に基

づき、名桜大学に在学する学生の他学群及び学部（以下「学部」という。）への

転出（以下「転学部」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。  
 （転学部） 
第２条 転学部による学生の受入れは、学年の始めとする。 
  （出願）  
第３条   転学部の出願は、入学した学部で１年以上の修業期間及び３０単位以上

の単位取得が見込まれる学生から行うことができる。 
  （出願書類）  
第４条   転学部を志願する者は、次の書類及び検定料を１月末までに教務課に提

出しなければならない。  
(1) 転学部願書（別記様式） 

(2) 所属学部の長の転学部承諾書 

(3) 転学部検定料 

  （選考方法）  
第５条   転学部の選考は、在学中の成績、入学した際の入学試験の成績及び転学

部をしようとする学部（以下「当該学部」という。）が行う試験、面接等の結果

を総合して判定する。 
  （転学部の許可）  
第６条   転学部は、当該学部の教授会の議を経て学長が許可する。 
  （修業年限及び修得単位の取扱い） 
第７条   転学部を許可された者の修業年限及び修得した単位は、当該学部の教授

会の議を経て、学長が決定する。 
  （授業料等の取扱い）  
第８条   転学部を許可された者の授業料等は、当該学部の相当年次の学生と同額

とする。 
 （補則） 
第９条 この規程に定めるもののほか、転学部に関し必要な事項は、教育研究審

議会の議を経て学長が別に定める。 
 
 

附   則（平成１７年３月２９日） 
  この規程は、平成１７年４月１日から施行する。  

   附 則（平成１９年２月２８日） 
 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。  

附 則（平成２２年３月１０日） 
 この規程は、平成２２年４月１日から施行する。  

附 則（令和３年２月２４日）  

 この規程は、令和３年４月１日から施行する。  

附 則  

 この規程は、令和５年４月１日から施行する。  
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名桜大学再入学規程 

（平成７年７月１９日制定） 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、名桜大学学則（平成６年４月１日制定）第２５条第２項の規定

に基づき、再入学に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （出願書類） 

第２条 再入学を志願しようとする者は、学期の始まる６０日前までに、次の書類等

を提出しなければならない。なお、再入学を志願できる期限は除籍・退学後３年以

内とする。 

 (1) 再入学願書（様式第１号） 

 (2) 履歴書（様式第２号） 

 (3) 面談票（様式第３号） 

 (4) 入学検定料 

 （再入学の許可） 

第３条 再入学は、当該学部の教授会の議に基づき、学長が許可する。 

２ 再入学は、原則として１回に限りこれを認める。 

 （再入学の時期） 

第４条 再入学の時期は、学期の始めとする。ただし、除籍・退学確定後、直近の一

個学期は再入学することはできない。 

 （単位の認定） 

第５条 再入学を許可された者が名桜大学において修得した単位は、原則としてその

まま認める。 

 （在学期間） 

第６条 再入学を許可された者の在学すべき年数及び年次は、当該学部の教授会の議

を経て学長が決定する。 

 （授業料） 

第７条 再入学を許可された者の授業料は、当該者の属する年次の在学者にかかる額

と同額とする。 

 （補則） 

第８条 この規程に定めるもののほか、再入学に関し必要な事項は、教育研究審議会

の議を経て学長が別に定める。 

 

 

   附 則 

 この規程は、平成７年７月１９日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成１７年４月１日から施行する。 

 附 則 
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名桜大学再入学規程 

（平成７年７月１９日制定） 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、名桜大学学則（平成６年４月１日制定）第２５条第２項の規定

に基づき、再入学に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （出願書類） 

第２条 再入学を志願しようとする者は、学期の始まる６０日前までに、次の書類等

を提出しなければならない。なお、再入学を志願できる期限は除籍・退学後３年以

内とする。 

 (1) 再入学願書（様式第１号） 

 (2) 履歴書（様式第２号） 

 (3) 面談票（様式第３号） 

 (4) 入学検定料 

 （再入学の許可） 

第３条 再入学は、当該学部の教授会の議に基づき、学長が許可する。 

２ 再入学は、原則として１回に限りこれを認める。 

 （再入学の時期） 

第４条 再入学の時期は、学期の始めとする。ただし、除籍・退学確定後、直近の一

個学期は再入学することはできない。 

 （単位の認定） 

第５条 再入学を許可された者が名桜大学において修得した単位は、原則としてその

まま認める。 

 （在学期間） 

第６条 再入学を許可された者の在学すべき年数及び年次は、当該学部の教授会の議

を経て学長が決定する。 

 （授業料） 

第７条 再入学を許可された者の授業料は、当該者の属する年次の在学者にかかる額

と同額とする。 

 （補則） 

第８条 この規程に定めるもののほか、再入学に関し必要な事項は、教育研究審議会

の議を経て学長が別に定める。 

 

 

   附 則 

 この規程は、平成７年７月１９日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成１７年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２２年３月１０日） 

 この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２６年２月２７日） 

 この規程は、平成２６年４月１日から施行し、平成２６年度入学者から適用する。 

   附 則（平成２９年２月２２日） 

 この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年２月２４日） 

 この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和５年４月１日から施行する。
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公立大学法人名桜大学学費等及び諸納入金に関する規程 

     （平成２６年９月２７日制定） 

  

  （趣旨） 

第１条 公立大学法人名桜大学、名桜大学大学院及び専攻科（以下「本学」という。）

における入学金、授業料、諸経費（以下「学費等」という。）、検定料等及びその他

の諸納入金に関し別に定めるもののほか、この規程で定めるものとする。 

  （学費等） 

第２条  本学の学費等は別表１のとおりとし、学費等の納入については、各項に定め

るところによる。 

２  本学に入学、編入学、再入学又は転入学（以下「入学等」という。）を志願する者

は、志願手続の際に別表１に基づく入学検定料を納入しなければならない。 

３  入学等の合格通知を受けた者は、学費等を入学前の指定の期日までに納入しなけ

ればならない。転入学については、別表１の編入学の表を読み替えるものとする。 

４  入学等の合格の通知を受けた者が納入した学費等は返還しない。ただし、その者

が所定の期日までに入学辞退を申し出た場合は、入学金を除く学費等を返還するこ

とができるものとする。 

５ 入学金の決定については、「地域内」、「地域外」の区分によるものとする。 

(1)  「地域内」とは、名護市、国頭村、大宜味村、東村、今帰仁村、本部町、恩 

納村、宜野座村、金武町、伊江村、伊平屋村、伊是名村（以下、「沖縄本島北部１ 

２市町村」という。）とする。 

(2) 「地域内」に該当する者とは、次のいずれかに該当する者をいう。 

(ｱ) 入学する者の卒業した出身高等学校が、沖縄本島北部１２市町村に所在して 

いること。 

(ｲ) 入学する者の住所が沖縄本島北部１２市町村にあり、志願年度の前年度３ 

  月３１日以前から１年以上継続して在住していること。 

(ｳ)  入学する者の保護者、配偶者又は一親等の親族の住所が沖縄本島北部１２ 

市町村にあり、志願年度の前年度３月３１日以前から１年以上継続して在住 

していること。 

(3)  「地域外」に該当する者とは、前項の規定に該当しない者とする。 

６ 学則第１９条及び大学院学則第１７条の規定において｢留学｣の在留資格により入

国し、本学に外国人留学生（以下｢留学生｣という。）として入学する場合の入学金は、

「地域外」の半額とする。 

７ 本学学部卒業生、本学博士前期課程・修士課程修了生及び本学博士後期課程修了

生が本学大学院並びに専攻科に入学する場合の入学金は、「地域内」に基づく入学金

の半額とする。 

８ 再入学する場合の入学金は、学部入学時の入学金の半額とする。 

９  在学生は、授業料を前学期及び後学期の２期に区分し、それぞれ年額の２分の１

を次の期日までに納入しなければならない。 
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公立大学法人名桜大学学費等及び諸納入金に関する規程 

     （平成２６年９月２７日制定） 

  

  （趣旨） 

第１条 公立大学法人名桜大学、名桜大学大学院及び専攻科（以下「本学」という。）

における入学金、授業料、諸経費（以下「学費等」という。）、検定料等及びその他

の諸納入金に関し別に定めるもののほか、この規程で定めるものとする。 

  （学費等） 

第２条  本学の学費等は別表１のとおりとし、学費等の納入については、各項に定め

るところによる。 

２  本学に入学、編入学、再入学又は転入学（以下「入学等」という。）を志願する者

は、志願手続の際に別表１に基づく入学検定料を納入しなければならない。 

３  入学等の合格通知を受けた者は、学費等を入学前の指定の期日までに納入しなけ

ればならない。転入学については、別表１の編入学の表を読み替えるものとする。 

４  入学等の合格の通知を受けた者が納入した学費等は返還しない。ただし、その者

が所定の期日までに入学辞退を申し出た場合は、入学金を除く学費等を返還するこ

とができるものとする。 

５ 入学金の決定については、「地域内」、「地域外」の区分によるものとする。 

(1)  「地域内」とは、名護市、国頭村、大宜味村、東村、今帰仁村、本部町、恩 

納村、宜野座村、金武町、伊江村、伊平屋村、伊是名村（以下、「沖縄本島北部１ 

２市町村」という。）とする。 

(2) 「地域内」に該当する者とは、次のいずれかに該当する者をいう。 

(ｱ) 入学する者の卒業した出身高等学校が、沖縄本島北部１２市町村に所在して 

いること。 

(ｲ) 入学する者の住所が沖縄本島北部１２市町村にあり、志願年度の前年度３ 

  月３１日以前から１年以上継続して在住していること。 

(ｳ)  入学する者の保護者、配偶者又は一親等の親族の住所が沖縄本島北部１２ 

市町村にあり、志願年度の前年度３月３１日以前から１年以上継続して在住 

していること。 

(3)  「地域外」に該当する者とは、前項の規定に該当しない者とする。 

６ 学則第１９条及び大学院学則第１７条の規定において｢留学｣の在留資格により入

国し、本学に外国人留学生（以下｢留学生｣という。）として入学する場合の入学金は、

「地域外」の半額とする。 

７ 本学学部卒業生、本学博士前期課程・修士課程修了生及び本学博士後期課程修了

生が本学大学院並びに専攻科に入学する場合の入学金は、「地域内」に基づく入学金

の半額とする。 

８ 再入学する場合の入学金は、学部入学時の入学金の半額とする。 

９  在学生は、授業料を前学期及び後学期の２期に区分し、それぞれ年額の２分の１

を次の期日までに納入しなければならない。 

   前学期  ４月３０日まで 

     後学期  １０月３１日まで 

１０ 授業料は、前学期４月２７日、後学期１０月２７日（金融機関休業日は翌営業

日）に学生が指定する金融機関の口座から引き落とす方法により徴収するものとす

る。ただし、これにより難い場合は、本学の指定する口座への振込又は現金により

徴収するものとする。 

（休学期間の授業料） 

第３条  休学を希望する者が、休学する学期の開始までに休学を願い出て許可された

場合の休学期間にかかる授業料は免除することとし、既に納入された授業料等は、

返還するものとする｡ 

２  学期中途で休学する者の授業料は、当該学期の授業料額を６で除した額に、当該

学期開始から休学を願い出た日の属する月までの経過月数を乗じた額を休学前に徴

収するものとする。なお、当該学期の授業料を全額納入していた場合は、算出した

授業料を徴収し、差額を返還するものとする。ただし、休学の時期が前学期は７月

末、後学期は１月末を超える場合は、原則として授業料は返還しない。 

（退学、除籍及び停学の場合の授業料） 

第４条  学期中途において、退学又は除籍された者の授業料は、第３条第２項の規定

により算出した額とし、これを徴収する｡なお、この場合において「休学」とあるの

は「退学」と読み替えるものとする｡ 

２ 前項の規定は、学則第２９条第１号、第６号及び死亡による除籍の場合は、これ

を適用しない｡ 

３  停学期間中の授業料等は徴収する。 

（授業料の未納により除籍した場合の授業料） 

第５条 授業料等の未納により、名桜大学の授業料免除及び徴収猶予取扱規程（平成

６年７月２７日制定）に定めるところの選考機関及び教授会の議を経て除籍の決定

がなされた場合は、未納の授業料等の徴収を免除することができる。 

（授業料の徴収猶予） 

第６条 学生が、次のいずれかに該当する場合は、授業料の徴収を猶予することがで

きる。 

(1)  経済的理由によって納付期限までに授業料の納付が困難であると認められる 

場合 

(2) 行方不明の場合 

 (3) 学資負担者の死亡 

 (4) 学生又は学資負担者が災害を受け納付困難と認められる場合 

 (5) その他やむを得ない事由があると認められる場合 

２ 前項の規定により授業料の徴収猶予を受けようとする者は、所定の期間において、

次の書類を学長に提出しなければならない。 

(1) 授業料徴収猶予許可申請書（様式第１号） 

 (2) その他本学が必要と認める書類 
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３ 前項に規定する所定の期間とは、次のとおりとする。 

   前学期 ３月１日から４月中旬まで 

   後学期 ９月１日から１０月中旬まで 

４ 第１項に規定する授業料の徴収猶予は、授業料の納入期ごとに許可するものとし、

猶予期間は、当該年度を超えないものとする。徴収猶予の最終期限日は、前項に掲

げる授業料徴収猶予許可申請期間前に教育研究審議会において決定するものとする。 

（徴収猶予中退学した場合の授業料） 

第７条 授業料の徴収猶予を許可されている者が退学を願い出て退学を許可された場

合の授業料は、当該学期の授業料額を６で除した額に当該学期開始から退学を願い

出た日の属する月までの経過月数を乗じた額を徴収し、退学の翌月以降に納入すべ

き授業料を免除するものとする。 

（授業料の免除） 

第８条  経済的理由により授業料の納付が困難であると認められる者又はその他特別

な事情があると認められる者に対しては、名桜大学の授業料免除及び徴収猶予取扱

規程（平成６年７月２７日制定）の定めるところの選考機関の議を経て授業料を免

除することができる。 

（学費督促による納入期限） 

第９条 学費未納者に対し学費督促を行い、納入期限は次のとおりとする。なお、最

終期限日は、第６条第４項の規定により決定するものとする。 

督促回数 前学期 後学期 

督促１回目 ５月下旬 １１月下旬 

督促２回目 

（最終期限） 
７月中旬 翌年１月中旬 

（特別聴講学生） 

第１０条 特別聴講学生の授業料は、大学間の交流協定書による。 

（研究生） 

第１１条 研究生の学費等については、別表２の定めるところによる。 

 （科目等履修生及び委託研究生） 

第１２条 科目等履修生及び委託研究生の学費等については、別表３の定めるところ

による。 

 （転学部及び転学科の検定料等） 

第１３条 転学部及び転学科の検定料等については、別表４の定めるところによる。 

（その他の諸納入金） 

第１４条 一般聴講学生履修料及び証明書発行手数料等の諸納入金については、別表

５の定めるところによる。 
（改廃） 

第１５条 この規程の改廃は、経営審議会及び理事会の議を経て理事長が行う。ただ 

し、前条の諸納入金、公益財団法人日本国際教育支援協会及び一般社団法人日本看 
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３ 前項に規定する所定の期間とは、次のとおりとする。 

   前学期 ３月１日から４月中旬まで 

   後学期 ９月１日から１０月中旬まで 

４ 第１項に規定する授業料の徴収猶予は、授業料の納入期ごとに許可するものとし、

猶予期間は、当該年度を超えないものとする。徴収猶予の最終期限日は、前項に掲

げる授業料徴収猶予許可申請期間前に教育研究審議会において決定するものとする。 

（徴収猶予中退学した場合の授業料） 

第７条 授業料の徴収猶予を許可されている者が退学を願い出て退学を許可された場

合の授業料は、当該学期の授業料額を６で除した額に当該学期開始から退学を願い

出た日の属する月までの経過月数を乗じた額を徴収し、退学の翌月以降に納入すべ

き授業料を免除するものとする。 

（授業料の免除） 

第８条  経済的理由により授業料の納付が困難であると認められる者又はその他特別

な事情があると認められる者に対しては、名桜大学の授業料免除及び徴収猶予取扱

規程（平成６年７月２７日制定）の定めるところの選考機関の議を経て授業料を免

除することができる。 

（学費督促による納入期限） 

第９条 学費未納者に対し学費督促を行い、納入期限は次のとおりとする。なお、最

終期限日は、第６条第４項の規定により決定するものとする。 

督促回数 前学期 後学期 

督促１回目 ５月下旬 １１月下旬 

督促２回目 

（最終期限） 
７月中旬 翌年１月中旬 

（特別聴講学生） 

第１０条 特別聴講学生の授業料は、大学間の交流協定書による。 

（研究生） 

第１１条 研究生の学費等については、別表２の定めるところによる。 

 （科目等履修生及び委託研究生） 

第１２条 科目等履修生及び委託研究生の学費等については、別表３の定めるところ

による。 

 （転学部及び転学科の検定料等） 

第１３条 転学部及び転学科の検定料等については、別表４の定めるところによる。 

（その他の諸納入金） 

第１４条 一般聴講学生履修料及び証明書発行手数料等の諸納入金については、別表

５の定めるところによる。 
（改廃） 

第１５条 この規程の改廃は、経営審議会及び理事会の議を経て理事長が行う。ただ 

し、前条の諸納入金、公益財団法人日本国際教育支援協会及び一般社団法人日本看 

護学校協議会共済会の定めるところの学生保険料の改定に伴う改正については、理 

事長が行う。 

 

 

附 則 

 この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年３月２６日） 

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年１２月２１日） 

この規程は、平成２９年２月１日から施行する。 

   附 則（平成２９年６月２９日） 

 この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則（平成３１年３月２８日） 

 この規程は、平成３０年１０月１日から施行する。 

附 則（令和元年５月１０日） 

この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（令和元年１２月２５日） 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年１２月２５日） 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年１２月２４日） 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年２月２１日） 

この規程は、令和４年６月３日から施行する。 

附 則（令和５年３月２９日） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 国際学群の在学生、卒業生及び入学生には、改正後の第２条、第１２条及び第１

３条の規定にかかわらず従前の規定を適用する。 
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※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
※ 後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。 
※ 留学生は、後援会費を免除する。 

 

別表１（第２条関係） 
【学費等】 

 □学部学生  

 

      （単位：円）  

学部名 国際学部 人間健康学部 

学科名 
国際文化学

科・国際観光
産業学科 

スポーツ健康
学科・健康情

報学科 
看護学科 

入学検定料 17,000 17,000 17,000 

１
年
次 

学
費 

入学金 
地域内 125,000 125,000 125,000 

地域外 250,000 250,000 250,000 

授業料 
前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

（4 年間） 

3,300 3,300 3,300 

学研災付帯賠
償責任保険 

1,360 1,360 2,000 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 18,000 

後援会費 40,000 40,000 40,000 

次
年
度 
以
降 

学
費 

授業料 
前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

□学部学生：３年次編入学          （単位：円） 

学部名 国際学部 人間健康学部 

学科名 
国際文化学

科・国際観光
産業学科 

スポーツ健康
学科・健康情

報学科 
看護学科 

入学検定料 17,000 17,000 17,000 

３
年
次 

学
費 

入学金 
地域内 125,000 125,000 125,000 

地域外 250,000 250,000 250,000 

授業料 
前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

（2 年間） 

1,750 1,750 1,750 

学研災付帯賠
償責任保険 

680 680 1,000 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 9,000 

後援会費 20,000 20,000 20,000 
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※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
※ 後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。 
※ 留学生は、後援会費を免除する。 

 

別表１（第２条関係） 
【学費等】 

 □学部学生  

 

      （単位：円）  

学部名 国際学部 人間健康学部 

学科名 
国際文化学

科・国際観光
産業学科 

スポーツ健康
学科・健康情

報学科 
看護学科 

入学検定料 17,000 17,000 17,000 

１
年
次 

学
費 

入学金 
地域内 125,000 125,000 125,000 

地域外 250,000 250,000 250,000 

授業料 
前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

（4 年間） 

3,300 3,300 3,300 

学研災付帯賠
償責任保険 

1,360 1,360 2,000 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 18,000 

後援会費 40,000 40,000 40,000 

次
年
度 
以
降 

学
費 

授業料 
前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

□学部学生：３年次編入学          （単位：円） 

学部名 国際学部 人間健康学部 

学科名 
国際文化学

科・国際観光
産業学科 

スポーツ健康
学科・健康情

報学科 
看護学科 

入学検定料 17,000 17,000 17,000 

３
年
次 

学
費 

入学金 
地域内 125,000 125,000 125,000 

地域外 250,000 250,000 250,000 

授業料 
前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

（2 年間） 

1,750 1,750 1,750 

学研災付帯賠
償責任保険 

680 680 1,000 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 9,000 

後援会費 20,000 20,000 20,000 

※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
※ 後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。 
※ 留学生は、後援会費を免除する。 

※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
※ 後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。 
※ 留学生は、後援会費を免除する。 
 
 
 

□学部学生：２年次編入学 （単位：円） 

学部名 国際学部 人間健康学部 

学科名 
国際文化学科・国際観

光産業学科 
スポーツ健康学科・健

康情報学科 

入学検定料 17,000 17,000 

２
年
次 

学
費 

入学金 
地域内 125,000 125,000 

地域外 250,000 250,000 

授業料 
前学期 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

（3 年間） 

2,600 2,600 

学研災付帯賠
償責任保険 

1,020 1,020 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 

後援会費 30,000 30,000 

□学部学生：４年次再入学 （単位：円） 

学部名 国際学部 人間健康学部 

学科名 
国際文化学

科・国際観光産
業学科 

スポーツ健康
学科・健康情報

学科 
看護学科 

入学検定料 9,800 9,800 9,800 

学
費 

入学金 
地域内 62,500 62,500 62,500 

地域外 125,000 125,000 125,000 

授業料 
前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究災
害傷害保険 

入学 
手続時 

1,000 1,000 1,000 

学研災付帯賠償
責任保険 

340 340 500 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 4,500 
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※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
 
 

※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
 
 
 

□学部学生：３年次再入学 （単位：円） 

学部名 国際学部 人間健康学部 

学科名 
国際文化学

科・国際観光産
業学科 

スポーツ健康
学科・健康情報

学科 
看護学科 

入学検定料 9,800 9,800 9,800 

学
費 

入学金 

地域内 62,500 62,500 62,500 

地域外 125,000 125,000 125,000 

授業料 

前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

1,750 1,750 1,750 

学研災付帯賠
償責任保険 

680 680 1,000 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 9,000 

□学部学生：２年次再入学 （単位：円） 

学部名 国際学部 人間健康学部 

学科名 
国際文化学

科・国際観光産
業学科 

スポーツ健康
学科・健康情報

学科 
看護学科 

入学検定料 9,800 9,800 9,800 

学
費 

入学金 

地域内 62,500 62,500 62,500 

地域外 125,000 125,000 125,000 

授業料 

前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

2,600 2,600 2,600 

学研災付帯賠
償責任保険 

1,020 1,020 1,500 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 13,500 
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※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
 
 

※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
 
 
 

□学部学生：３年次再入学 （単位：円） 

学部名 国際学部 人間健康学部 

学科名 
国際文化学

科・国際観光産
業学科 

スポーツ健康
学科・健康情報

学科 
看護学科 

入学検定料 9,800 9,800 9,800 

学
費 

入学金 

地域内 62,500 62,500 62,500 

地域外 125,000 125,000 125,000 

授業料 

前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

1,750 1,750 1,750 

学研災付帯賠
償責任保険 

680 680 1,000 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 9,000 

□学部学生：２年次再入学 （単位：円） 

学部名 国際学部 人間健康学部 

学科名 
国際文化学

科・国際観光産
業学科 

スポーツ健康
学科・健康情報

学科 
看護学科 

入学検定料 9,800 9,800 9,800 

学
費 

入学金 

地域内 62,500 62,500 62,500 

地域外 125,000 125,000 125,000 

授業料 

前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

2,600 2,600 2,600 

学研災付帯賠
償責任保険 

1,020 1,020 1,500 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 13,500 

※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
 
 

※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
 
 
 

※ 本学学部卒業生が本学博士前期課程及び修士課程に入学する際の入学金は「地域

□学部学生：１年次再入学 （単位：円） 

学部名 国際学部 人間健康学部 

学科名 
国際文化学

科・国際観光
産業学科 

スポーツ健康
学科・健康情

報学科 
看護学科 

入学検定料 9,800 9,800 9,800 

学
費 

入学金 
地域内 62,500 62,500 62,500 

地域外 125,000 125,000 125,000 

授業料 
前学期 267,900 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

3,300 3,300 3,300 

学研災付帯賠
償責任保険 

1,360 1,360 2,000 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 18,000 

□博士前期課程・修士課程 （単位：円） 

研究科・専攻名 
国際文化研究科 

国際文化システム専攻 
看護学研究科 
看護学専攻 

入学検定料 30,000 30,000 

１
年
次 

学
費 

入学金  
地域内 125,000 125,000 

地域外 250,000 250,000 

授業料 
前学期 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

（2 年間） 

1,750 1,750 

学研災付帯賠
償責任保険 

680 1,000 

看護学生保険 
「Will」 

－ － 

後援会費 20,000 20,000 

次
年
度 
以
降 

学
費 

授業料 

前学期 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 
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内」の半額とする。 
※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
※ 後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。 
※ 留学生は、後援会費を免除する。 

※ 本学学部卒業生及び本学博士前期課程・修士課程修了生が本学博士後期課程に入
学する際の入学金は「地域内」の半額とする。 

※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
※ 後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。 
※ 留学生は、後援会費を免除する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□博士後期課程 （単位：円） 

研究科・専攻名 
国際文化研究科 

国際地域文化専攻 
看護学研究科 
看護学専攻 

入学検定料 30,000 30,000 

１
年
次 

学
費 

入学金 ※ 

地域内 125,000 125,000 

地域外 250,000 250,000 

授業料 

前学期 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

（3 年間） 

2,600 2,600 

学研災付帯賠
償責任保険 

1,020 1,500 

後援会費 30,000 30,000 

次
年
度 
以
降 

学
費 

授業料 

前学期 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 
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内」の半額とする。 
※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
※ 後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。 
※ 留学生は、後援会費を免除する。 

※ 本学学部卒業生及び本学博士前期課程・修士課程修了生が本学博士後期課程に入
学する際の入学金は「地域内」の半額とする。 

※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
※ 後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。 
※ 留学生は、後援会費を免除する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□博士後期課程 （単位：円） 

研究科・専攻名 
国際文化研究科 

国際地域文化専攻 
看護学研究科 
看護学専攻 

入学検定料 30,000 30,000 

１
年
次 

学
費 

入学金 ※ 

地域内 125,000 125,000 

地域外 250,000 250,000 

授業料 

前学期 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 

諸
経
費 

学生教育研究
災害傷害保険 

入学 
手続時 

（3 年間） 

2,600 2,600 

学研災付帯賠
償責任保険 

1,020 1,500 

後援会費 30,000 30,000 

次
年
度 
以
降 

学
費 

授業料 

前学期 267,900 267,900 

後学期 267,900 267,900 

 
□助産学専攻科                        （単位：円） 

※ 入学検定料は、一般選抜地域枠に出願・受験した者が同一般枠を受験することに
なった場合、それを免除する。 

※ 本学学部卒業生、本学博士前期課程・修士課程修了生及び本学博士後期課程修了
生が本学専攻科を入学する際の入学金は「地域内」の半額とする。 

※ 入学時の納入金額は、入学金、授業料、諸経費の合計金額である。 
※ 後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専攻科名 助産学専攻科 

入学検定料 ※ 18,000 

学 費 

入学金 ※ 
地域内 125,000 

地域外 250,000  

授 業 料 
前学期 267,900  

後学期 267,900  

諸経費 

学生教育研究 

災害傷害保険 

入学手続時 

1,000  

学研災付帯賠 

償 責 任 保 険 
500  

看護学生保険 

「Will」 
4,500  

後援会費 10,000  

合      計 納入総額 676,800  801,800  

納入総額内訳 
入学手続時納入金 408,900  533,900  

後学期納入金 267,900  
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別表２（第１１条関係） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

□研究生   （単位：円） 

学部・大学院 大学院 

研究科名 
国際文化研究科 
看護学研究科 

入学検定料 9,800 

学
費 

入学金 30,000 

授業料 

前学期 100,000 

後学期 100,000 

諸
経
費 

学生教育
研究災害
傷害保険 

入学 
手続時 

1,000 

 

別表３（第１２条関係） 

□科目等履修生・委託研究生          （単位：円） 

学部名 国際学部 人間健康学部 大学院 

助産学 

専攻科 
学科名 

国際文化
学科・国
際観光産
業学科 

スポーツ
健康学

科・健康
情報学科 

看護学科 
国際文化 
研究科 

看護学 
研究科 

入学検定料 5,000 

履修料（１単位の額） 15,000 

合計 15,000×単位数 
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別表４（第１３条関係） 
□各種検定料等                       （単位：円）   

種別 区  分 項  目 金  額 備  考 

各
種
検
定
料
等 

学部学生 

転学部検定料 ９，８００  

 転学科検定料 ９，８００  

再試験受験料 ４，０００ １科目につき 

 
 
 
別表５（第１４条関係） 

【その他の諸納入金】  
□履修料・手数料                       （単位：円）  

種別 区  分 項  目 金  額 備  考 

履
修
料 

一般聴講学生  ７，０００ １科目につき 

シニアシティズ
ン 

１科目 免除  

２科目以上 ７，０００ １科目につき 

手
数
料 

証明書等発行手
数料 

証明書（和文）    ２００  

証明書（英文）    ３００  

基礎資格・単位修得
証明書 

３００  

健康診断書 １００  

学生証再発行  １，０００  

受験許可証 １００  

トレーニングルーム 
利用者証再発行 

３００  
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講義棟

研
究
棟
へ
→

１１ＦＦ

男
子

　　表記されることがあります

※　講義棟の講義室は「講＊＊＊」　と略して

２２ＦＦ

３３ＦＦ

男子

女子WC

女
子

男
子

男子

女子WC

自然系
実験室

女
子

ピロティ

男子

女子WC

掲 示 板

Ⅺ　
付
録

244



研究棟

１１ＦＦ（（大大学学院院・・専専攻攻科科））

研209

研208 研210

実験室1

研207

※　教員の研究室は「研＊＊＊」以外に「人研＊＊＊」「看研＊＊＊」等あり、

　　「人研＊＊＊」は人間健康学部実験・実習棟に、「看研＊＊＊」は看護学科棟にあります

演習室2

演習室1

共
同
研
究
室

（

博
士
）

講
義
棟
へ
→

研
講
義
室

共
同

研
究
室

図
書

自
習
室

図
書

自
習
室

講
義
室

男子WC

女子WC

非常勤講
師控室

(英語系)

助産学実習室

研213研211

←

本
部
棟
へ

実験室4

実験室6 実験室5
助産学専攻科

講義室

サーバ室
男子 女子

研212

男子WC 女子WC

実験室3 実験室2

２２ＦＦ

研202 研204 研206

研201 研203 研205

共
同

研
究
室

研 研 研
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５５ＦＦ

研414

研401 研403 研405 研407 研409 研413

研511

研502 研504 研506 研508 研510 研512

研501 研503

研309研305

研412

男子WC

研314

研313 研315

女子WC

研415

研311

研411

男子WC

研306

研究室416～430→

研308 研310 研312

研307

※　教員の研究室は「研＊＊＊」以外に「人研＊＊＊」「看研＊＊＊」等あり、

　　「人研＊＊＊」は人間健康学部実験・実習棟に、「看研＊＊＊」は看護学科棟にあります

研509

研514

研513

３３ＦＦ

４４ＦＦ

研302 研304

研303研301

研402 研410

女子WC

研404 研406 研408

研515 研516

男子WC 女子WC

研517研505 研507

研究室518～532→
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研531

←研究室401～415

←研究室501～516

研417

研429 研430

研532

※　教員の研究室は「研＊＊＊」以外に「人研＊＊＊」「看研＊＊＊」等あり、

　　「人研＊＊＊」は人間健康学部実験・実習棟に、「看研＊＊＊」は看護学科棟にあります

研527 研529

研518 研520 研522 研524 研526 研528 研530

コピー室

研519 研521 研523 研525
会議室

給湯室

コピー室

研416 研418

研427

研424 研426 研428

研419 研421 研423
会議室

給湯室

研420 研422

多
目
的

多
目
的

研425
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人間健康学部 実験・実習棟

男子更衣室

事務室ミーティング
スペース

研究室 研究室 研究室

女子WC
会議室

※　実験・実習棟にある講義室は「人＊＊＊」、

　　教員研究室は「人研＊＊＊」　と　略して表記されることがあります

２２ＦＦ

男子

多目的

201　教室

研究室 研究室 研究室

研究室

１１ＦＦ

女子更衣室

101　トレーニングルーム

靴箱 倉庫

倉庫男子

女子WC

202　実験室

多目的

研究室

倉庫

掲 示 板

Ⅺ　
付
録

248



404　教室

403　教室

バルコニー

401　教室

402　学科室

リネン室準備室

309　実習室

準
備
室

倉
庫

４４ＦＦ

男子

女子WC

多目的

307　教室

女子WC

多目的

301　教室

３３ＦＦ

男子
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北部地域看護系人材育成支援施設（看護学科棟）

基礎看護実習室

地域・精神
（在宅）実習室

講義室3

母性・小児実習室

資材・準備室1

講義室2

吹き抜け

成人・老年実習室

資材・準備室2

テラス 資材・
準備室 演習室8

資材・準備室3多目的

女子WC

講義室1 理化学実習室
大学院 看護学研究科

院生研究室

１１ＦＦ

２２ＦＦ

学科長室吹き抜け

多目的

給湯室面談室

第一会議室

事務室

ピロティ

男子女子WC

風除室
研究室20

男子ロッカールーム

女子ロッカールーム
玄関ポーチ

エントランス
ホール
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３３ＦＦ

研究室19

女子WC

研究室12

研究室11

研究室18

研究室17

研究室16

研究室15

研究室14

研究室13

研究室9

研究室2

印刷室

研究室4

研究室5

研究室6

研究室7

研究室8

第二会議室

講義室5

吹き抜け

演習室7

※　看護学科棟にある教員研究室は「看研＊＊＊」　と　略して表記されることがあります

男子

多目的

研究室1

演習室２演習室１助手室

給湯室

演習室6

研究室10

テラス 講義室4

演習室３ 演習室4 演習室5
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学生会館　SAKURAUM

　 　

　

倉庫

スクリーン

吹
き
抜
け

女子WC

倉庫

EVホール

風除室

男子WC

パントリー

厨房

カフェ

　渡り廊下
（←多目的ホール）

１１ＦＦ

ウェルカムホール

自
動
販
売
機

多目的

守衛室

総
合
窓
口

倉庫

２２ＦＦ

EVホール
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EVホール

カ
ウ
ン
タ
ー

アクティブラーニング
スペース

ウェルナビ サーバ室倉庫研修室Ａ

大講義室Ａ 大講義室Ｂ

ロッカー室

サロン

吹き抜け

男子WC

ライティング
センター

カンファレンス
ルームＡ

同時通訳 同時通訳

サロン

数理学習
センター

言語学習
センター

会議スペース

倉庫

男子WC女子WC

女子WC

３３ＦＦ

４４ＦＦ

EVホール
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アクティブラーニングスペース

リベラルアーツ
機構長室

学生会館運営室

カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス

ル
ー

ム
Ｃ

カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス

ル
ー

ム
Ｂ

吹き抜け

個別相談室

個別相談室

個別相談室

倉庫 給湯室

研修室Ｂ 倉庫

キャリア支援課 国際交流課

カウンター カウンター

男子WC

準備室

倉庫

ホワイエ

スカイホールＢ

スカイホールＡ

倉庫

EVホール

女子WC 男子WC

５５ＦＦ

６６ＦＦ

女子WC

EVホール
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北部生涯学習推進センター

（講義・研修エリア）

２２ＦＦ

１１ＦＦ

ホール

交流バルコニー
研修室②

エレベータ

吹き抜け

エントランス

調査
研究室

⑤

調査
研究室

⑥

事務室 研修室①

調査
研究室

③

調査
研究室

④
研修室③ 研修室④

調査
研究室

①

調査
研究室

②

前室

スタジオ

打合わせ室

試写室 制作室

調整室給湯室

用具入れ

男子トイレ
女子トイレ

吹き抜け

多目的トイレ

研修室⑦研修室⑤ 研修室⑥

多目的トイレ 給湯室

教材制作室

教材保管庫

吹き抜け
男子トイレ

女子トイレ

用具入れ

交流バルコニー
演習室① 演習室② 演習室③

エレベータ

吹き抜け

パソコン
ルーム②

パソコン
ルーム①
(ｱｸﾃｨﾌﾞ

ﾗｰﾆﾝｸﾞ室)
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UNIVERSAL PASSPORTについて 

UNIVERSAL PASSPORTでは、履修登録、シラバス照会、成績照会等ができます。 
 
 
● システムへのアクセス方法

アクセス方法①：下記QRコードからアクセスする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アクセス方法②：名桜大学のホームページ（ http://meio-u.ac.jp ）からアクセスする。 
 
 
 

一番下までスクロール 「在学生の方」クリック 
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UNIVERSAL PASSPORT

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

ID
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● トップページ

ログインが成功すると次の画面が表示されます。トップページには、掲示板、スケジュール等が表示されます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

● 履修登録

教務 にカーソルを合わせると  履修登録 の項目が表示されます。 
表示された  履修登録 をクリックすることで登録画面へ移動することができます。

 

 
 
 
 

①①

②②
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履修登録画面：科目の【履修登録】と【履修登録の取消】ができます。 

 
 
 

 追加  ボタンをクリックすると、その曜日・時限に開講される科目を選択する画面が表示され、履修登録を行うこ

とができます。 

 

 
 

履修を希望する科目のチェックボックスを選択し、 確定  ボタンをクリックすることで履修登録することが可能と

なります。（※科目名の右側にあるマークをクリックすると、シラバスが表示されます。） 

 
 

  

選択した科目が表示されます。 
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一度選択した科目を取消す場合は、 削除  ボタンをクリックします。 

 

 
 

★ 履修登録を終えた後は、  最終確認へ  ボタンをクリックしてください。 

 
 
 

 エエララーー（（複複数数回回履履修修、、受受講講年年次次、、授授業業のの重重複複、、カカリリキキュュララムム対対象象外外等等））のの場場合合はは次次のの画画面面がが表表示示さされれまますす。。  
成績や受講年次、時間割、履修ガイドを確認の上、  削除  等の処理を行なってください。 
不明な点は教務課へお問い合わせください。  
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エラーが解消されると処理を進めることができます。最終確認を行い、よろしければ  提出  ボタンをクリックして

ください。 

 
 
 
提出後は、必ず各自で印刷または で保存して保管してください。

 
登録期間中であれば何度でも修正が可能です。「授業の選択へ戻る」ボタンから戻って修正を行ってください。 
データはしばらく保存されますが、データ整備、システム調整等で予告なく削除する場合があります。  

①①

②②
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● シラバス照会

教務 にカーソルを合わせると  シラバス照会 の項目が表示されます。 
表示された  シラバス照会 をクリックすることでシラバス検索画面へ移動することができます。 

 
 

科目名称、教員氏名等で検索することができます。検索条件を指定し、 検索  ⇒ 科目名 をクリックします。 

  
 

検索結果から、閲覧したい科目名をクリックすると、シラバスが表示されます。 
 ふせんを貼る をクリックするとシラバス検索画面の  ふせんを貼った授業一覧 から閲覧することがで

きます。 

 

①①

②②

③③
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ふせんを貼った授業一覧が表示されます。 
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● 成績照会

教務 にカーソルを合わせると  成績照会 の項目が表示されます。 
表示された  成績照会 をクリックすることで登録画面へ移動することができます。 

 
 
成績照会画面：【まとめて表示】（科目区分別）、【年度学期表示】パターンに切り替えることができます。 

 
 

ページ下部の【単位修得状況】で、科目区分ごとの修得済単位等が確認できます。 

 

 

②②

①①
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● Ｑ＆Ａ・授業資料・課題提出

トップ画面から クラスプロファイル をクリックすると「Ｑ＆Ａ」「授業資料」「課題提出」等の画面へ

移動することができます。 

 
 
 

ページ左部の曜日をクリックすると、現在履修している科目が時限順で表示されます。操作を行いたい科目名

をクリックし、「Ｑ＆Ａ」「授業資料」「課題提出」などのアイコンをクリックします。 

 
 
 

授業資料 
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使用方法

１１．． アアカカウウンントトへへののロロググイインン

①「 」にアクセスしログイン画面を表示します。

②メールアドレスを入力し「次へ」をクリックします。

③ パスワードを入力し「次へ」をクリックします。

※メールアドレスとパスワードは学生証と一緒に配付されます。

メールアドレス： ●●●●●●●●●●
９桁の学生番号
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使用方法

２２．． をを開開くく

① アカウントにログインし、右上の をクリックするとメニューが表示されます。
そのメニューの中から「 」をクリックします。

② の画面に移動します。下の画面が表示されればログイン完了です。
メールを作成する場合は左上の「作成」をクリックしてください。

※使用方法について不明な点がございましたらメディアネットワークセンター（講義棟 、 ）へ
お問い合わせください。
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名桜大学 国際学部

2023年度 履修ガイド
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「履修ガイド」には、みなさんが卒業するまでの

４年間の基本的な履修のルールが書かれています。

「履修ガイド」は入学時のみの配布です。卒業まで

大切に保管し、ガイドブックとして活用して下さい。
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